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I•種子の發芽と內的條件

凡そ生物は自§3の生長適度に達するときは生殖作用を皆むものにして顯花植物に在りても 

時期到來せばー時共發育機能を怪減又は休止し花を開き實を結び巳が後繼の育成に努むる所 

あり。是れ生物として免れ得ざる「死」に對しての华備現泉に外ならす。斯の如く丽子-は次 

代植物を形成すべく所謂耗族保存の重大なる使命を有するが故にFJ:睛の一部に在る時は或期 

問盛に營養を攝取して內容の充實に勉め,第二次植物體の發育に充分なる養分を貯蔵して共 

準備終らば玆に初めて母禮より離れ新にー制の生活禮として獨立す。而して椒子の發芽カは

成熱せるものに於てのみ是を有し然らさるものには發芽の能力無きや否に就ては由來渚說あ 

りと雖,要するに發芽と成熟との意義を識らば自ら解決せらるべし。抑の種子の發芽とは植’

物發生史上の一階梯にして胚の開舒とも謂び得べし。明峰正夫氏に依れば「强子は植物生機 

の伏在する所にして假令一時共物質の變化細胞の増殖を中止するも尤:し一度外界の諸誘因に 

促さる'ときは共中に貯藏せられたる物質は變態及循環を初め次で細胞の堵殖セ來たし所把 

生長發育なる機能種i子內に勃興し遂に歷の一部は種］皮外に霧出するに至る。夢現彖を稱して 

師子の發芽とは謂ふなり」と。以て共惹を.盖せり〇 Gravesは「種:芋の發芽は生長に伴ふ現

咲にして先づ種］皮の破裂に初まり次で幼根或ほ子葉(單子葉類)の破出する現家Jと調ひ,

H, 〇, Miillerは「柄子の發芽とは潜伏狀態よリ枕物也に發育する過程の狀態なり」と'せ

9 〇斯の如く「種:子の發芽」とは內容物が所計j成熟と反對なる變化を遂げ胚の一部が利搬 

外に仲長し出づる現貌を謂ふ。而して植物體が租汗を生斑し又吾人が之を採集するの目的は 

単に發芽のみを要求するに非すして共後の發育を期待すること勿淪なるが故に假りに内容充 

Mせる秫粒にして發芽のみに終るもてありとせば種子として所謂使命を全うし能はざること 

彼の枇或は死極子と何等異る所なかるべし。

痢え種子發芽の狀能を做察するに必ずしも・渚に.正規の發芽のみならす時に異狀を呈すもの 

亦妙からす。卽ち是を大別すれば凡そ次の如くなるべし。

1. 正規の發芽をなす場命

2. 縁弱なる•發芽:をなす場合

3. 異狀なる發牙をなす埸・合

以弱なる發芽と;ユ共後の类1Tを期待し徂ざるが如き辛して發牙:するものを副ひ‘呢常なる

發芽とは生理的,形態的に正常なら・-・る發芽にして洌へば胚のー•・福に異狀あるもの,或は冬

旺菰子若くはViljo, Ktijalaの所謂胚の位置轉換せるものの發芽せるカ;如音,或は古種子;こ 

して初生根が寿地池性質を帯ぶるが如き總て發芽の畸形なるものを指す。

.是等は法正な?>發芽と別個に取扱ふも而も現今發芽の操作を行ふ應定方法に在りては钏こ 

「與へられたる奏料の中發芽すべき種子果して幾何の割合に存するや」を縱るのみにして共 

發芽力ありと認定せるもりの總てが林地,网場の實際に於て’發芽し生育するの能力ありや否 

に就ては亳も保證する切なし。

現に鑑定發芽率のタト尙ほ播種:床に於ける貝地の發芽步合,生育步合或は得苗歩合等":;・也: 

せらる'所以亦玆に在り。而して發芽には所謂胚熟を要件とすあも必ずしも完全なる下破捡 

要せざるものにして是れ往入にして外瓶末交緬子の克く發芽する所以なり。徒らに種:子;つ發 

芽率のみを信じ成熟の度を忽にするが如きは吾人の採らざる所なり。斯くして玆に成熟つ咬 

を判定するの必要に迫らるゝも,樹種に依り殊に完熟せば四日ならすして位麗より哇此飛摭 

するが如きものにありては共度を版ること容易ならざるも、エノキ,クハ,カウゾ,サンザ 

シ,クルミ等に付ては果皮の軟化竝に着色の程・度によりて推知し得べく,一般針葉樹•つ小槌: 

亜子にありては其年の氣候,旣往C・經験及び茜果着色の;囲產等に基きて其時期の到來左由る 

べし。第二百十二页に編綴の第一圖今照。

第一表,第二表は東京附近に於ける採痕時期別種子の品質を示す。

. 第 1 表

= H 每 發 芽 經 過

祀號 採集月日 第 笫 あ
1

第 革 第 第 第 第 發芽率
二 三 1 五 六 七 八 九 十

次 次 次 づ、 次 次 次 次 次 次

1 6. 20 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇
♦

2 30 〇 〇 ・ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 一

3 7.10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0

4 20 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0

5 30 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 8. 9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 —

7 19 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 —

8 29 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 —

9 9. 8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 —
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第 次京
箸 第 
茨四 
茨次

10 197 81

9 195 89

9 175 • 57

發芽輕過

第 第
六 七
次次

8

9

11

16

17

6

14

第
八
次

23

11

2〇

45

9 12

2〇

33

2

第晃 笫晃 十

次次

〇

〇

〇

6

〇

〇

發芽率

%
〇 5.5

〇 5.1

〇 4.9

0 7.6

〇 8.1

〇 10.4

〇 11.4

0 8.8

¥

發 芽 經 過

第 笫 第 第 第 發芽窄

六 七 •八 九十
次 次 次 次次

: 
祀號 採攻月n 第 第 第 第

—. 一 = 四

次次次次

1

2
6. 20

30

〇

〇

〇

〇

〇

0

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

3 7.10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 20 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 30 0 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇

6 8. 9 〇 〇 〇 0 2 0 0 〇
〇

19 〇 〇 〇 〇 〇 3 1 〇

8 29 ° 〇 1 〇 4 2 2 〇

9 9. 8 〇 〇 〇 34 33 14 18 〇
〇 3

10 18 〇 18 63 59 59 54 8 〇
〇 S

11 28 1 34 67 96 77 56 19 1 〇 11.

12 10. 8 〇 52 158 183 149 112 55 1
23.

〇 21.

13 18 3 62 149 175 108 103 40 2 〇 15.
24.

14 28, 〇 60 141 107 73 53 32 6 〇 2201..

15 〇 3 112 208 173 109 59 42 18
〇

16 〇 2 57 157 151 108 94 29 12
〇

17 〇 8 6{ 159 184 97 80 41 10

第 2 表

記驟 採集月日
1立當毬 
果禾M

晩離柯子 實
1立當:®母 實 m 發芽率 備 考

1 6. 20

必

533.9

g・

156.9

g・

0.5211
好

昭和十年度却査,母樹は東

2 6. 30 567.4 147.0 0.1863 一 京都下所在仰料地にて選定

3 7.10 558.1 152.1 0.9980 —
マ樹炳約九十五年

4 7. 20 522.0 162.2 1.2030 —

7. 30 527.2 172.5 1.2575 — ■

6 8. 9 523.1 178.6 1.5207 —

7 8.19 519.4 202.4 1.8480 一

8 8. 29 510.1 223.9 2.0327 —
- \

■9 9. 8 501.0 225.2 2.1207 —

10 9.18 492.1 238.0 • 2.1836 5.5

11 9. 28 490.4 256.6 2.2210 5.1

12 ］〇・8 501.3 260.3 2.2540 4.9

13 10.18 505.0 256.6 2.3138 7.6

14 10. 28 510.0 255.5 2.3229 8.1

15 11.7 516.6 262?4 2.3951 10.4

16 11.17 444.8 272.6 2.2746 11.4

17 11.27 321.7 288.8 2.2516 8.8

祀號 採集月日
!立當毬 
果m狄

脫離種子 實
!立當?!Hit 實 T'

ギ

發芽卒 備 考

1 6. 20

g・

357.8

角

—

g・

0.385 昭和十年度劇あ,母樹は柬

2 6. 30 365.7 — 0.741 — 京都下所在仰料地にて選定

3 7.10 383.9 i— 1.113 — す樹炯約九十五年發芽常定

18
27
22
39
49
16
28
14

51

54

75

61

56

79

3

1

3



むに伴ひ滴次精化せらるゝに至ると云ひ,最近米阮に於てはXtMlen或はPropyLnを用ご、

記號 採集月日
1立當毬 

果•S'.衆
脫・柄子 
!立當選景

發芽率 備 考

g・ R-
%

4 7. 20 369.9 — 1.613 養料は母樹一本當三百粒宛

5 7. 30 363.6 1.725 十本より援・リ毬我の渕を養

§ 8. 9 361.7 2.176
1 一

狗・は二千個を伙用す

I 8.19 368.5 355.9 2.170 實重は千粒の實湖億なり

8 8. 29 358.8 360.8 2.821

9 9. 8 344.0
-368.6

3.125 3.5

10 〇•18 357.2 365.7 3.164 *7

11 9. 28 354.7 335.4 3.153 .11.7

12 10. 8 353.3 359.9 3.165 23.6

13 10.18 358.8 359.7 3.142 21.4

14 10. 28 313.4 870.2 3.111 15.7

15 11.7 301.6 371.1 ：：.i〇2 24.1

16 11.17 272.8 370.1 2.921 20.3

17 11.27 220.8 375.9 2.889 21.6

拍:え布!Tの成熱戒は發芽の場合各期に於ける化療的成分に師々なる變縛を來すべしとは夙 

:こッ者の 注目せろ所匕して比网藝種子ーの成熟に就ては 生化學的硏究 渺からすSlorer及び 

Eewisのトウモロコシに強マ,或はしucan usのライムギに就て行ひたる各熟期;に於ける分 

折ル成:/に依れば成热の度進なに從び漸次糖近］波少して減粉の増加するを觀るべく Schulze 

のハウチハマメに三Lこの試いに依ればAmino磁刃"未-:熟利"［了一の中に多くして成熟するに從 
\ 

寸・片し く波少すと公ふ。Dextrinは庞热せる林一了・の中にのみ含まれ炭水化物、•未熟極子に多 

きも成熟の度進むに從ひ共のL:セ找じて階肪を瑞加するものにして從って脂肪質の新于も未 

:;のなるときは我粉を含•有すと八ヾ・〇久Ifcrlert <1923)によれば成篇せる""ココヤシ」果實 

中の斤は来熱っものに比し結:累の［正多く酸素は 脂肪形成くつな胚により使用せられて普し 

く減少せりとパふ〇

•果’,Tに付いてなるに朱熟のものには多蛍のイj拔’处Tannin 粉繹を含有するも成熟期の進

て果代を’泞也せしむると同時に天然成熟と同じく賤Tnnnin ’手を消失せ・しめて祜分の増加え 

來さしめ所i;円人工成熟に成功せりと聞く 〇近時田所哲太郎氏,荒木芳子氏の来の成埶に關ヤ 

る化瘁硏’凭によれば極子中に含まるゝPhusphatidの:Rに未熟と成熱,来務芽と發芽宇定時 

期の・兇•るに從ひ一様ならずと云ふ。

尙ほCzapck (1922)に依ればStoklasaはカブの休眠神:子中に〇•疝％のPhosphatidを 

觀るも釜分なき砂耕上に5日後發芽せるものには5.22 %なりしと恤ぜり〇 Schulze・び 

Frankfurtによれば未熟植子中のPhosphatidは0.5 %なりしも成熟種子中には1.2：； %を以 

たりと云ふ〇尤もMe. Clenahnnの成結に於ては是と反するものあり。斯くして特定のめ拝［ 

に就いては碰實の熟度とPhosphatidの含量との關係は興味おる課迎たるべし。

林木積子に就ても亦蛋白質,脂肪,炭水化物,隣素共他の方面より共熟度は判定せらるベ 

きも現在に於ては未だ共域に達せず〇而して一般に林子の成熟が氣候と密接なる關係に在る 

は明かにして林木種子に就ても旣にRenvall, Schotte, Ilagem, Wiebeck ’夺の發衣あり。尤 

もHagen!は5月より9月迄の5ヶ月を論じ,Wiebeckは5月より8月迄の4ヶ月M 

扌旨すが如き共期間に付ては多少の相違あるも均しく成熟と・氣候との關］系密接なるの貼】こ於て 

は一致する所なり。卽ち之を按するに伸花より完熟するに至る期間を通じて多雨多濕と円光 

の不照は破も是を忌むも之に反して所朋五日一風十日一雨の順を得て適度の降水と充分なる 

陽光とを惠れたる埸合には順調に成熟すべきを以て完熟の畤期も從って早かるべく,個的或 

は共部分に就て觀るも陽光の直射下にあるものは熟すること早く之れに反するものに從って 

遅し。

發芽に封十る極子の內的條件として最Iも肝要なるは胚及是と密接の關i’系を有する內旺乳〇 

生理的條件なるべし。

•RHi号•に在りて充分に成熟し・或はー・定の休眠期間を経て後熟せ"る比較的大粒は槪して活力エ 

盛にして發歩能力亦從って大なるを常とす。

Glcisherg, \V.(1924)は廿日大根種子に付生活能力と發芽能力との關係を吟味したる沾梁 

兩者は全く同義なりとせり。抑々生活能力とは吾人が生物に於てのみ是を認識するも共本麗 

たる生命の未解決なる个日生活能力に對して亦解し能はざる點多く,單に共力あるものを'上

__________ ー ー



II•種子の發芽と外的條件

1.水

發芽の際供給すべ言水は莉子に含まるゝ酵素を活性化して貯藏養分を分解し喚て眨つ生長 

を促すに至るが故に發芽に際しては缺くべからざるものなりと雖共呈に於ては自ら程度あ 

り。發芽床の水分多きに過ぐれば反って有害なる結果を生するも是が少きに失するわ或は 

共狀態が交互に至る場合には更に發芽すること無し。而して祯子に水を給する方法に二あ 

り。

一は液態にて是を給し,一は氣態にて是を供給す。jMachalica, Jozef Jerzy (1926)に依れ 

ば「操作に高低の變換溫度を用ふればオホムギ,エンバク等は飽和水蒸乘中に於て充分なる 

水分を攝取し克く 70 %以上の發芽率を示す。是れ屢i刈拂はれたるムギ類が畑地に於て發 

芽する所以なり」と云へり。尤も是等の種子も恒溫(18°〜21°)にては假令飽和蒸氣中に在 

るも發芽せざることは旣にHoftinann (1865), Haberlandt (1875), Neil(1879)等によりて 

指摘せられたる處にしてH. 〇. Mullerによるも「水蒸氣の飽和狀態例へば硝子錦內にて飽 

和を保たしめたるが如き揚合にほ發芽するに至らず。長く此狀態を繼續ぜば遂に做菌の衆殖 

を來すべく或は種子・に依りては發芽力をも害せ・らる'ものありて愈々不結果を來すべし」と 

云へり。余はチカマッ,スギ,ヒノキの選良種子100粒宛をとり是を飽和水蒸氣中に懸吊し 

24 °Cの恒溫にて發芽の有無を檢したるにアカマ・ッは操作後八日間旭發芽せるもの19粒な 

りき。尙他の一例に於ても第三表の如き結果を得たり。

第 3 表

試 料 の 飽和蒸気中
樹 赫 發 芽 率 の發芽率 備 专

Z9 %
ア カ マツ 82 20 243 竈溫を用ふ。

ス ¥ 23 15

匕 ノキ 59 30

尤も此等の實驗に於ては嚴密なる意味の氣態として給すに非ざるも結果は旣に斯•の如し。

是に依りて觀るも發芽のため水を給する揚合には耗于をして吏接是に欄农しむること全耍す

特別の場合を除き種粒を水中に浸漬するは是を忌む。M fillerに依れば砂!00 gの場合エン
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ドウには水 をCC,フダンソウには28CCを給すべしと云ふ。尙アカツメクサ類の種于に對 

して吸水法を用ふる場合には飽水量の65〜70あを以て適度なりと謂ひEberswalde林木穂

予檢査所にては發芽床の好適濕度を飽水底の60 %とせり。槪して發芽床の含水狀熊は共飽 

水’y’4〇〜’W%にして多くは60%前後を可とす。實驗の一例を擧ぐれば第四表の如し。

第 4 表

三•日 n 毎 發芽經 過 政芽初

記8S '樹楚 含水
第 第

获

第 
四

莎 
Ji

第
六

第
七

策
八

第 
九

弟 
妾

航正日歩に 
發芽率要せし

備 考

次 次 次 次 次 次 次 •ヽ

う ふ
8 94.51 スギ 60 〇 59 58 29 13 16 〇 4 シャーレに石英制

2 〃 65 〇 17 56 51 4] 33 21 u 8 〇 97.1 5 砂を吸きて發芽床

3 〃 70 〇 15 70 491 52 
-g

26 17 7 3 〇 96.4 4 となす。

4 〃 80 〇 - 72
411

34 7 13 3 〇 93.9 5 含水なは飽水狀態

5 〃 90 〇 21 67 47 28 14 16 6 〇 82.7 4 に對する割合を以

6 〃 100 〇 宀 60 63 45 19 11 15 9 〇 82.0 4 て示す。

7 120 〇 16 布 は 56 20 14 9 4 5 89.3 5

8 〃 150 ° 20 〇 5 14 ,7 18 12 4 34.9 6 - 4
■>

- 4

1 サハラ 60 〇 18 ・は •如 43 15 11 11 4 2 47.8 4

2 〃 65 ° 16 31 54 47 21 17 3 2 48.0 5

3 〃 70 〇 14 47 6G 46 18 13 4 4 2 50.5 3

4 ff 80 〇 4 48 53 55 国 10 8 3 1 48.6 5

5 90 〇 6 54 39 13 11 4 1 〇 41.5 4

6 〃 100 〇 '' 50 50 15 7 6 3 〇 45.0 5

7 120 〇 〇 13 24 22 8 8 〇 21.6 11
ヽ8 150 〇 〇 10 27 21 25 10 4 〇 24.1 10

1 ア 力1 
ソ

60 〇 24 ヾ 58 21 16 7 4 1 〇 45.1 4

〇 65 〇 90 57 23 18 7 4 2 〇 49.4 4

・> f/ 70 〇 じ 84 57 32 15 12 4I 1 〇 50.0 4

4 80 〇 * 87 68 IS 15 9 10 5 0 48.0 4

5 // り 〇 40 100 44 37 18 13 G 3 〇 54.0 4

6 〃 100 〇 24 73 47 31 18! 11 3 〇 〇 48.7 4,

7 〃 1・〇 〇 58 39 37 32 2 1 °|
〇1

1

37.4 〇

R 〃 150 〇 〇 5 〇 3 4 & °1 〇 3.5 9

就:こ’何若厅案の傾床式翕水量別播種床、Dに河! ,或は苗岡土壊を用びてヒノキ,くギ‘サ 

’、ラ,,•カマッ,モミ等を播掘し發芽竝に發育狀態を做察したる結果に依れば,飽水狀態の 

含水» (含右水分量の土砂全乾垂に對する百分率)50～52 %なる土壊に在りては最適濕废は 

ヒノキに於て3〇〜40%,アカマツにて3〇〜45%,スギは30～43%,サハラは35～45% 

なる含水量の個所最も成結良好なるを認めたり。卽ち泱れも飽水狀態の7〇笑內外なるを※ 

るべし。

次に1’吏用すべき水は槪して無菌的のもの可なるべしと雖極子・に依りては必ずしも然らざる 

が如きものあり。從來微生物が種子の發芽を促進するならんとは展々唱へられたる所にして 

FischerはBacillus prodigiosusを锅養し共液にてクワイ,オモダカ,ヒルムシロ等Q水草 

種子を發芽せしめたるに好果を得たりとul'lV； Knudsonは関類税子の發芽が細関に依りて 

促進せらるゝことを報じ,Braun亦細菌の發一芽:・促進に就て述べたるあり〇 JacobsはPinus 

Lutnbertianaの枢子に就て發芽の促進状驗を行ひ「種子の浸水法が發芽促進法として谷效な 

るは蓋し細菌の作雨なるべく,玆に純捽培逢セ行ふの機會を得ざりしも恐らく Bacillus Ig 

の作用ならん」’と報ぜり。

更にRayner, Biirgeff兩氏は蘭科植物種子の發芽にRhizoetonia菌の必要を說き,Bernard 

はBlettia hyacinthiaに於て同樣の結果を觀察し更たCalluna vulgaris ©fq；:子に封しては 

Phon頂菌の存’たを效果的なりとせり。Wollf Jules亦蘭仙子に就て苗の效果を認めKnudson 

も热帶に於ける寄生菌Cattleyaの秘子に對してRhizoctonia repens Bernard蘭の發芽促進 

效果を實驗せリ。

余も亦夙に而I子の發芽と微生物との間には相當密接なる關源あるべしとなし取敢ず卻料地 

に於て林地,苗匝!,溪流,原野等六十ヶ所を選定し各所よりヒノキ,スギ,ア小マッ,ケ・ 

キ給:の林木稲子を介して地中,水中の細菌を,又帝室林野局東京林業が驗場附近十散ヶ所に 

於て空中菌の採收を行ひ,之を分離培養して種子發芽に及ぼす影軒Iに關して調査せ•り〇共成 

結に徹すれぼアカマツ,クロマツ結;の種［子に對しては或極細菌の存在は共發芽に好:杉FFある 

ことを認め得たり〇卽ら供岡有として

(1)傾床式瀑庄別播種床とは生填の毛管力を應用ぜしものにして上緣傾斛せる細長t箱を败佰或 

は十數個I,心:仕切り其各”に毛管カ測定渣の土壊を做め底部を淨水中に袪哉せしめて恰も土 

壤柱の我も低うものは水而と一致し府さものは毛泠水の府さ以上となぜる土壊柱を池い的に 

列べたる如くせり。從って床而咨まるに伴ひ土壤ゆの含府水分ド:は浦次低-ドして木寶◎"手 

ては最商床面の含・水％;:は辛じて20あを示せリ〇
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Achromolwicter delictatuluni (Jordan) Bergey et al.

Escherichia formica (Omelianski) Bergey et al.

Ba-ill us mesentericus vulgatus Fliigge—A.

Bacillus mesentericus vulgatus Fliigge—B.

Bacillus mycoides Fliigge

Bacillus prodigicsus Fliigge

Bacillus parvus Neide

Bacillus subtilis (Ehrenberg) Cohn

Bacillus teres Neide

Micrococcus flavus Lehmann and Neumann

Pnytomonas No. 2

Sarcina No.1

を採り共各々を肉汁培養基に培養し一方殺菌せ" る內容:積13c.c.のペトリー氏皿に殺菌せる細

矽挡c.c・を敷き乏に殺菌水7c.・・.と前記の各・咅養液を別個にlOc.c•宛注加して發芽床と 

なし,异汞水を以て殺菌水洗せる供試種子を播きて27 °Cの恒溫器中に發芽せ・しめたるに

Bacillus mesentericus vulgatus Fliigge—A

Bacillus mesentericus vulgatus Fliigge—B )

Bacillus parvus Neide

Bacillus ter^s Neide

Bacillus megatherium De Bary -

Ba.illus mycoides Fliigge

•『•の洵菌は少くも常に效果的にして殊にアカマツ,クロマツ種子に對しては寧ろ此?®細苗の 

存在は發芽に好長グ:,Rあるを認め得たり〇從て使用すべき 水は一般に無菌的なるを 可とする

も,種子に依り・ては必ずしも常に然らすしてアカマッ,クロマツ種子の發芽に對しては殺菌 

水を用ひ或はUspulu”,Tillantin等を以て豫措を行はヾ然らざる場合に上匕して共發芽狀態は 

H好ならざるの傾向を認め得たり〇尙銅製蒸溜偷に依る蒸溜水は微星の銅を含有するがため 

時に右吿なる場査あり。更にMullerに依れば放射能水は格別種子の發芽に影響なしと云 

ふ〇 Gilbert N. Lewis (1934)は用水のタバコ種子發芽に及ぼす彩縛を調査したる結果23 °C 

在温中にて常水を月Jひたるものは操作二日後に於て發芽:せしも应水を用びたるものは伸芽を

認めす。尢も!1500 5%液を用ふれば常水に比し速に發芽し所応苗も健全にして法正なり 

しと准ぜり。別に純 弟〇中に三週間没漬せるものは恰も活力を喪失せるが如くなりしも共 

後常水にて發芽操作を行ひたるに一週間後に於て發芽現題を呈したりと云ふ。

此［際の發芽步合は標學に比して半減し且つ不法正なりしと報ぜり〇 Brun及Tronstad 

(1935)はD.O中にてPisiun sativumの發芽あ:驗を行ひたる結果濃度40 %にては發芽を 

認めたるも50 %以上の場合には發芽せざりしと云ひEwart (1933)に依れば重水は極めて 

濃度低き場合(L〇〜1.3騙)にても植物に生理的影蓉を及ぼし細苗の如きは是に依りて芽胞 

の形成を促されコムギ種子は發芽を阻止・せらる'と云ふ。次に一個:つ利I子が發芽する迄に幾 

何の水分を吸收するの必要ありやに就ては樹仙 操作溫度,桓子の新古关他Q條件に依りて 

著しく相違あるが故に單に秘子の禾量のみを秤量・せる結果を以て連かに離定しこ澄ものある 

も,ー說には針葉樹種子が正常の發芽に耍する水分は己が氣乾重の40 %なりと五へり。 

Dunin及Miazdrikova (1930)がサトウダイコン,コムギ寧の種子に付て發芽所要破少水分 

量を調禿したる結果操作溫度が適溫より著しく低き(例へば18°〜27°Cを適溫とするものに 

對し9°Cにて操作せるが如き)場合にはより多くの水分を必要とするも,一般に發芽勢大 

なる極子は然らざるものに比して所耍水分飛少しと云ふ。燃業種子に就ては發表せられたる 

もの遂々あるも試驗老を異にするに從ひて共結果亦ー樣ならざるものの如し。余が林木種［子 

に就て測定・せる結果に依るも同一取扱のもとに於て相當の卒異あるを認めたり〇是れ・戒は各 

個體Iの形質或は置床前の含水量等の一様ならさるに因るべきカ、。顷;五表)
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第 5 表

"をー 5.13 5.21 5.26 6.3 6.10 6.23 !備 考一

No.1
測定正景(g) 0.0039 0.0049 0.0053 0.0052 0.0047 0.0051 ヒノキ和子一粒宛

!指 數 100

0.0033

126 136 133 121

0.0040

131

0.0054

の重聚を示す。

操作前の原页景は

No. 4
溯定重景(g) 0.0046 0.0053 0.0000

100 121 164
指敛100を以て示

指 敷 139 161 152
す。

No, 7
測定正果(p) 0.0035 6.0039 0.0040 0.0035 0.0036 0.0042 ・印を附せるは10

指 敛 100 111 114 100 103 120 粒共同日に發芽せ

No.10
測定 0.0024 0.0032 0.0033 0.0033 0.0023 0.0032 るものなり〇

指 敷 100 133 138 138 96 133 * 試料No 25乃至

No.43の測定月n

No.13
測定可成(6) 0.0031 0.0057 *0.0078 0.0083 中6月3日以降の

指 數 100 184 252 268 —- — 分は6月16日,7

No.16
測定疋母:(g) 0.0022 0.0031 0.0035 0.0029 0.0026 0.0033

月1日とす。

指 數 100 141 159 132 118 150

No.19
測定禾却:(g) 0.0038 *0.0062 0.0073 0.0080 0.0098

V
指 數 100 163 192 211 ,258 —

No. 22
測定页景(g) 0.0033 0.0044 0.0047 0.0044 0.0044 0.0050

指 數 100 133 142 133 133 152

No. 25
測定页M (g) 0.0032 0.0032 0.0027 0.0027 0*0021 0.0030
番 數 100 100 84 84 66 94

No. 28
浏定亚W: (g) 0.0039 0.0039 0.0035 0.0037 0.0030 0.0035

指 敏| 100 100. 90 77 90

No. 31
測定重;,；(g)' 0.0027 0.0022 0.0021 0.0022 0.0015 0.0020

汲 100 81 78 81 56 74

No. 34
測定页待(g) 0.0035 0.0027 0.0027 〇 0027 0.0025 0.0030

指 效 100 77 77 77 71 86

No. 37
測定页初(g) 0.0035 0.0028 0.0029 0.0029 0.0027 0.0028

指 數 100 80 83 83 77 80

No. 40
測定如:垢(司 0.0023 0.0027 0.0030 0.0025 0.0022 0.0025 «
指 效 100 117 130 109 96 109

«

No. 43
測定戒ht (g) 0.0019 : 0.0023 0.0019 j 0.0019 0.0019 0.0020

指 ?A 1001 121 100 100 100 105

X *5月 5.13 5.21 5.27 6.4 6.16 備 考

耽\.

測定页批(g) 0.0027 0.0045 0.0048 0.0046 0.0046 ヒノキ種子一粒宛
No. 2

指 數 100 167 178 170 170 の页な。

測定砥果(?) 0.0031 0.0042 0.0043 0.0041 0.0036
No. 5

指 贩 100 135 139 132 116

測定水景<g) 0.0033 0.0033 0.0038 0.0042 0.0036
No. 8

指 敬 100 100 . 115 127 109

測定页裕(g) 0.0032 0.0037 0.0040 0.0040 0.0040
No.11'

指 败 100 116 125 125 125

測定重景(gj 0.0021 0.0038 0.0040 0.0042 0.0042
No.11

指 數 100 181 190 200 200

測定禾量(g) 0.0023 0.0032 0.0032 0.0032 0.0032
No.17

指 數 100 139 139 139 139

測定页邦：(8) 0.0031 0.0043 0.0044 0.0051 0.0051
No. 20

指 數 100 139 142 165 165

測定冬:量(g) 0.0033 0.0055 0.0055 0.0055 0.0055
No. 23

指 數 100 §67 167 167 167

測定如:况：(g) 0.0044 0.0060 *0.0077 0.0079 0.0098
No. 26

指 數 100 136 175 180 223

測定!RM (g) 0.0025 0.0021 0.0021 0.0021 0.0018
No. 29

指 败 100 84 84 84 72

測定重诋(g) 0.0045 0.0071 *0.0078 0.0074 0.0099
No. 32

指 數 100 158 173 164 220

浏定页は(g) 0.0028 0.0028 0.0029 0.0023 0.0030
No. 35

指 數 100 100 104 118 107

測定水果(8) 0.0032 0.0035 0.0037 0.0033 0.0032
Xo. 38

指 數 100 109 116 103 100

No. '41
測定強が:怎)ゝ 0.0013 0.0017 0.0026 0.0020 0.0020

No. '41
指 贩 100 131 200 154 154

測定O扭(g) 0.0030 0.0036 0.0035 0.0033 0.0033
No. 44

指 數 100 120 117 110 110 •
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fや 、疋票t 

浏定正衆(g)

5.13

0.0030

5.21

0.0049

5.28

0.0036

6.5

0.0042

6.16

0.0033

備

ヒノキ種

1 
・考

子一粒宛

編V禦n
4.13 4.20

1

4.27 5.4 5.11 備 考

No. 3
若 9& 100 163 120 140 no の!E景。

測定球(g) 
No.1

0.0353 0.0449 0.0472 0.0500 0.0487 ヒノキ翔子十粒宛

指 數 100 127 134 ヽ142 138 の強景。

測定!E挺(g) 0.0038 0.0050 0.0039 0.0047 0.0047
Xo. 6 測走林(g) 0.0335 0.0431 0.0443 0.0462 0.0474

指 败 100 132 103 124 124 No. 2
ヽ・ 指 數 100 129 132 138 141

浏定重R (g) 0.0028 .0.0041 0.0031 0.0042 0.0034
No. 9

指 數 100 146 111 150 121 No. 3測定ma： (g) 0.0341 0.0473 0.0494 0.0516 〇・〇セ;

指 數 100 739 145 151 154

浏定並术(g) 0.0029 0.0035 0.0027 0.0033 0.0030
No.12

指 數 100 121 93 114 103
■ No. 8測定页诋伝) 0.0360 0.0473 *0.0661 0.0958 0.0895

指 败 100 131 184 266 249

測定2E景(g) 0.0033 *0.0065 0.0075 0.0087
No.15

指 §& 100 197 227 264 • — 測定页衆(g) 
No. 9

0.0339 0.0445 *0.0611 0.0744 0.0723
No. 9指 數

100 131 180 219 213

測定道果(g) 0.0024 0.0037 0.0028 0.0034 0.0033
No.18

指 鼓 100 154 117 142 138 測定重R (g) 0.0326 0.0423 *0.0540 0.0623 0.0687
Nn.10 

指 數 100 130 166 191 211

測定重栄(g) 0.0029 *O.OOGO 0.0074 0.0077 0.0089
No. 21

指 敛 100 207 255 266 307
測定(イ 

No.11
0.0339 0.0431 *0.0532 0.0596 0.0744

No.11 指 數
100 127 157 176 219

測定値が:〇?) 0.0019 0.0027 0.0021 0.0024 0.0024
No. 24

指 數 100 142 111 * 12G 126 測定!E景(g) 0.0335 0.0334 0.0332 0.0342 0.0346 ゝ
No.14指 M

100 10tf 99 102 103
浏定!EM (g) 0.0042 0.0041 0.0035 0.0039 0.0033

No. 27
指 數 100 98 83 93 79 No.15測定亜景(g) 0.0345 0.0340 0.0342 0.0348 0.0348

指 數 100 99 99 101 101 -

測定的(g) 0.0032 z 0.0035 0.0036 0.0041 0.0030
No. 30

指 數 100 109 113 128 94

測定匝扯(g) 0.0035 0.0033 0.0025 0.0029 0.0025 4.13 4.17 4.24 5.1 5.8 備 考
No. 33

指 數 100 94 71 83 71

沖定市埠:(g) 0.0030 0.0030 0.0030 0.0032 0.0027 No.11 測定正it (g) 0.0400 0.0493 0.0545 0.0524 〇•0549 スギ種子十粒宛の

No. 36
店 數 100 100 100 107 90 指・ 歡 100 .123 126 131 137 強衆〇

測定正卯:(g) 0.0036 0.0038 0.0036 0.0038 0.0038 No.12測定重地(g) 0.0367 0.0406 0.0440 0.0442 0.0450
No. 39

指 數 100 106 100 106 106 指 數 100 111 120 120 123

測定巫・: (g) 0.0016 0.0020 0.0017 0.0015 0.0017 No.13 測定o最(g) 0.0412 0.0476 0.0515 0.0494 0.0498
No. 42 指 數 100 116 125 120 121

指 數 100 125 JOG 94 106

測定正後(g) 0.0025 0.0028 0.0025 0.0030 0.0027 No.14測定重貝:(g) 0.0406 0.0406 0.0424 0.0412 0.0406
No. 45

指 數 100 112 100 120 108
No.14指 败

100 100 104 101 100

測定我ft(8) 0.0413 0.0469 0.0495 0.0473 0.0487
No.15 

指 數 100 114 120 115 118
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起 、ヽ

即冃 
吟J 4.12 4.19 4.26 5.3 5.10 備 ・ 旳 J3 \

票月

遍7
5.13 5.21 5.26 6.3 6.10 6.23 備 サ

蕨・ 號

No.1
浏定7E斌(g) 0.1052 0.1307 0.1334 0.1353 0.1353 アカマツ称子十粒

調定値玳(g) 0.0479 0.0691 0.0636 0.0660 0.0604 0.0670 モミ種子一粒宛の

指 敛 100 124 127 109 129 宛のaRJp: 〇 No.1
指 欧 100

1 0.0691

144 133 138 126 140 页量。

No. 2
測定页景怎)

指• 數

0.1033

100

0.1278

ノ I24

0.1315

107

0.1315

127

0.1335

129
No. 4

測定页量(g)

指 數

0.0411

100

0.0672

164

0.0650

158

0.0741

180

\ 
0.0689

168

0.0780

190

No- 5
浏定业:M (g) 0.1123 0.1450 *0.26亮 0.4204 0.4655

測定页量伝) 0.0537 0.0886 0.0873 0.0875 0.0788 0.0806

指 :Z 100 129 240 374 ・415
No. 7

指 贩 100 165 163 163 147 150

No. 7
測定页な(g) 〇.] 0G6 0.1331 *0.2402 0.3201 0.3611 測定页量(6) 0.0435 0.0719 0.0630 〇 0683 0.0588 0.0776

指 數 J00 125 225 300 339
No.10

指 數 100 165 145 157 1.-:- 茶

'No.10
測定页章(g)

指 ・數

0.1062

100

*0.] 332

125

0.2391

225

0.2442

230

0.2439

230 No.13
測定禾疑(g)

指 數

0.0405

100

0.0664

164

0.0668

165

0.0677

167

0.0643

159

0.0765

189

No.12
測定正M (p)

指 數

0.1167

100

0.1400

]20

0.1514

130 .

0.1460

125

0.1475

126
ゝ 9 No.16

測定:页堆(g)

指 數

0.0411

100

0.0639

155

0.0562

137

0.0582

142

0.0509

124

0.0614

149

No.13
測定巧:诋(g)

指 數

0.1038

100

0.1 270

122

0.1290

124

0.1249

J20

0.1294

125
ヽ・ -■ No.19

測定正量(8)

指 數

0.0480

100

0.0590

123

0.0623

130

*0 0657

137

0.0849

177 —

No.14
部定:iER (g)

拾 數

0.0963

100

0.0958

99

0.0991

103

0.0964

100

0.0967

100 No. 22
測定禾昊(g)

指 吸:

0.0441

100

0.0645

146

0.0668

151 |

0.0673

153

0.0636

144

0.0708

161
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ヘゝ

おヽ、

號

只j; 
訂^^

5.13 5.21 5.26 6.3 6.16 7.1 •備 考

No. 25
測定页圾(g)

指 數

0.0368

•100

0.0515

140

0.0413

112

0.0413

112

0.0374

102

0.0438

119

モミ利!子一粒宛の

No. 28
測定正景(g) 0.0508 0.0635 0.0598 0.0570 0.0547 0.0527

指 數 1G0 125 118 112 108 104

No. 31
測定還量(g)

指 、數

0.0366

100

0.0412

113

0.0380

104

0.0393

107

0.0347

95

0.0382

104
ノ

No. 34
浏定重％:: (g)

指 數

0.0472

100

0.0539

114

0.0510

108

0.0546

116

0.0537

114

0.0566

120

No. 37
測定重果(g)

指 敛

0.0336

100

0.0363

108

0.0332

99

0.0337

100

0.0319

95

0.0323

96

No. 40
測定垂堆(g) 0.0409 0.0421 0.0408 0.0421 0.0421 0.0423

指 數 100 103 100 103 103 103

No. 43
洲定页外:(g) 0.0393 0.0321 0.0400 0.0410 0.0400 0.0410

指 數 100 82 102 104 102 104

三 
號、 寿パ・ 5.13 5.21 5.27 6.4 6.16 • 備 考

No. 2
|測定?R量(g) 0.0726 00944 0.0985 0.0955 0.0934 モミ種子一典宛の

指 數 100 130 136 132 129 林

No. 5
測定市量,伝) 0.0410 0.0681 0.0737 0.0720 0.0682

指 數 100ヽ 166 180 176 166

No. 8
測定7E景(g) 0.0702 0.0959 0.1043 0.1020 0.1039

指 數 100 328 139 136 138

No.11
測定(g) 0.0614 0.0911 0.1051 0.1092 0.1059

指 數 100 148 171 178 172

No.14
洲定 (g) 0.0555 0.0770 0.0858 0.0881 0.0903

指 數 100 139 155 159 163

No.17
測定页揪(g) 0.0553

100

0.0749 *0.0916 0.0920

166

0.1258

指 販 135 166 227

No. 20
測定迎母(g) 0.0518 0.0728 0.0787 *0.0755* 0.0850

指 數 100 141 152 146 W

No. 23
測定道握:(g) 0.0438 0.0592 0.0612 0.0595 0.0599

指 數 100 135 140 136 137

No. 26
測定如:址(g) 0.0665 0.0808 0.0849 0.0857 0.0933 ■

指 數 100 122 128 129 140

No. 29
測定!Eな(g) 0.0556 0.0724 *0.0742 0.0705 0.0700

指 數 100 130 133 に; 126

No. 32
測定蓮:« (8) 0.0514 0.0639 0.0477 0.0425 0.0417

ヽ・- (
指 數 100 124 93 83 81

No. 35
測定页な(g) 0.0385 0.0436 0.0661 0.0662 *0.0734

指 數 100 113 172 172 191

No. 38
測定3RJS (g) 0.0398 0.0433 0.0433 0.0387 0.0360

指 數 100 109 109 97 9\0

No. 41
測定道果(g)； 0.0323 0.0336 0.0336 0.0342 0.0326
指 败i 100 104 104 106 101

No. 44
測定巫M (g) 0.0364 | 0.0378 0.0380 0.0380 0.0366

指 數 100 104 104 104 101
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-
辱月i 

’徳以ん.
5.13- 5.21 5.28 6.3 6.16

備 歩］

弛、

Xo. 3
測定皿址(g) 0.0462 0.0838 0.0934 0.0987 0.0927 モミ种子ー、泣宛の
指 數, 100 181 202 214 - 201

No. 6
■

測定気景(g) 0.0585 0.0830 0.0835 0.0889 0.0866

指 敷 100 142 143 152 148

Xo. 9
測定5EM (?) 0.0375 0.0575 0.0600 0.0699 0.0724 •

指 數 100 153 160 186 193

No.12
測定匝な(g) 0.0505 0.0723 *0.0803 0.0755 0.0981

•
指 虻 100 143 159 150 194

Xo.15 測定朮量(B) 0.0473 0.0729 *0.0812 0.0776 0.0793

指 數 100 154 172 164 168

邱.】8
測定页か(g) 0.0418 0.0649 0.0644 0.0680 0.0695

指 數, 100 155 154 163 166

No. 21
測定道推(6) 0.0398 0.0570 0.0515 0.0520 0.0536

指 數 100 143 129 131 135

No. 24
測定如?Lt (g) 0.0497 0.0707 *0.0711 0.0705 0.0792

捐 敷 100 142 143 142 159

.•
測定一帀:址(g) 0.0428 0.0523 0.0454 0.0418 0.0360

指 數 100 122 106 98 84

No. 30
測定切:*: (g) 0.0377 0.0417 0.0578 0.0510 0.0397

指 數 100 111 153 135 105

No. 33 測定Eは(g) 0.0634 0.0717 0.0737 0.0688 O.OG17

指 數 100 113 116 109 97

No' 測定・を卄(g) 0.0383 0.0412 0.0444 0.0431 0.0382

招 數 100 108 116 113 100

No. 39
濯定小仙(g)
指・ 败

0.0373

100

0.0375

101

0.0411

110

0.0414

111

0.0375

101

’・ ・£]

No. 42 測定皿;代(B)

指 效

0.0348

100

0.0340

99

0.0363

104

0.0365

1105

〇 0349 
'100 ヽ

No. 45
!胡定道址(P) 0.0350 0.0352 0.0368 0.0355 0.0347

指 敷 100 101 105 101 99 1

关
測M 

訴宀 4.15 4.22 4.29 5.6 5.13 備 考

No.1
測定基童(g) 0.4414 0.6346 0.6563 0.6636 0.6588 モミ種子ー翌宛の

指 気 100 144 149. 150 149

Xo. 2
浏定页量(g) 0.4180 0.6043 0.6333 0.6514 0.6334

指 數 100 145 153 <) 156 152

No.14
測定重聚(g) 〇;3824 0.3791 0.3958 0.3931 0.4217

指 數 100 99 104 103 110

ヽ
No.15

測定页讶(g) 0.3988 0.3860 0.3945

99

0.3941

99

0,3966

99指 败 100 97

發芽床に於ける水素イオン濃度の種子•發芽に及ぼす影对も亦毛对:せらるべき問題にして旣 

に農作物租!子に付ては調査せられたるもの賊からす〇 Snltcr, Ilvaine (1920)はコムギ・及ダウ 

モロコシに付てpHを2.17, 2.96, 4.11, 5.16, 5.94, 6.97, 7.7Iの七級とし,發芽試g在行ひ 

たる結果タウモロコシはpH 2.17以外に於ては殆んど差異なく何れも發芽狀態口3にし 

てコムギに於てもpH 2.17, 2.96以外の揚金何れも良く發芽せりと云ふ。Fischer (1907). 

Hixon (1920)共他の硏究結果を綜合せば处・つ被子はpHの相當震5邸】に於て發牛可能 

なるものゝ如し〇 Arrhenius (1922/24)はJavaに於てpH 7.8～8.0の庭|国土蟻に!/10 HCI 

及NaOHセ加へpH 3乃至10の八階級を作りオホムギ,コムギ,ダウモロコシ等の發芽 

狀態を岡べたる結果 酸度髙ま’らば孰れも害あり オホムギ,タウモロコシはpH 4乃至10 

か間に於て9う〜100 %發芽せしもコムギは中性又は弱聽基性に比し淺性は害せらるゝこと> 

し・と謂ふ。Lundeganlh (1923)はHC!稀卸液をHJひコムギを檢して次の如き結果を得た 

り。卽ちpH 4.0にて發芽率4-8 %, 5.8にて60 %, 6.4にて74 %, 7.1にて50%となり又 

pH 3.0乃至6.5の四階菽とする«用ひたる藥剖を異にせば發芽率も亦次表の如く ー樣なら 

ざWもの%)りと。

HC1

pH 6.5

% 
91

pH 5.7

58%

pTl 4.3

65%

pH 3.0

44%

HCl + 5c.cO.ln KC1 85 66 82 ■ 37

HC1 + 5 e.cIn N/L POj 87 67 63 29

HC1 + 5 c cOJn 〇OC2 69 64 53 18
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槪して針葉樹小粒種子の發芽にはアルカリを忌む。アメリカ合衆阮に於ける山火3地。調 

査に於て數吋の厚さに形成せられたる灰分は種子の發芽を阻止すと稱せられFabriciusら木 

灰が林構子の發芽力を低下せ・しむることを證明し,Schmidt (1929), Dengler (1930)も亦 

アルカリがアカマツ,タウヒ種子の發芽に有害なりとせり。余の直験に後するも木灰,木灰 

汁の如きはスギ,ヒノキ,アカマツ等の種子に對して發聲を阻止する事實あり。從て％若の
蠻

發見に係るヒノキ苗の裾商病(Phoma Hasegawae Ogawa sp. nov.)或はカラマツ苗の•裾腐病 

(Phomopsis Pseudotsugae Wils.)防除のため圃場に木灰を撒布する揚合にも發芽出揃前に施 

與するは避けざるべからす。次に綏衝液を用ひて水素イオン濃度の林木林子發芽に及ぼす影 

祥を檢したる結果は第六表の如し。

第 6 表

ヒ ノ ‘キ

記 日目每の發芽經過 眞正 日立に
日立に

底從 發芽率ご・・し 考
號 1-3 4-67-910-12^3-1^16-1819-2122-2425-27 28-30發芽率n®

5標準は發芽床とし
5てパラフィン塗布

のシャーレーに定 
性滤紙五枚を敷さ 

G純粹なる蒸溜水 
611—12 -〇を注加 

して使用す。

9發芽床は上紀と同
G様にして水分には
萩衝液!1—12 c.c 
を注加使用す。

9供試粒數三百粒宛

二組
9
9昭和五年一月施行 

以下同取:。

10
10

10
9

1111

ス ・ギ

u-a 日目毎の發芽經過 ぬ庶二^

處置 :]n2 倫 者
號 1-3 14-67-9 |10-12!13-1516-18^9-2122-24 25-27 28-30 登芽率・己 n 2

1 1
標 爵) 1 〇 す 43 渕 17 8 7 3 1 85〇 6
(鶏 2 〇 す 20 44 20 10 2 〇 89:' 6

2 1 〇 〇 11 4〇 15 G 5 5 881 —PH 2 2 〇 0 15 36 25 11 9 8 8 0 848 /

1 〇 〇 21 20 12 22 5 2 1 69.S 7
PH 3 2 〇 0 ゝ 31 21 3 8 9尸i 1 79.8 —i

1 〇 〇 農 19 20 14 14 14 9 1 i /.1 10
pH 4 2 〇 〇 27 13 11 9 14 6 4 69.6 9

pH 5 1 〇 〇 〇 4 11 18 15 姦 11 4 56.5 10
pH 5 2 〇 〇 〇 16 34 18 12 9 1 70.4 10

PH 6 1 〇 〇 9 23 13 10 8 3 〇 5£.5 10
PH 6 2 〇 〇 10 25 13 13 8 8 4 6C.4 10

1 〇 〇 〇 6 21 15 9 13 1 .9 10
pH •2 〇 〇 〇 3 14 10 6 5 3 42.4 10

PH 8 1 〇 〇 C 6 ]7 6 P 8 3 4?).5 10
PH 8 2 〇 0 〇 2 7 1C C 3 3 3().6 12

プ カ マ ツ

布 = 日 冃 毎 の發芽 經 過 1はーき旳
K UL 1加I 七

號 1-34-617-910-1213-15|16-181119-21'|22-24125-27,28-30|凌芽率:•指J

» 1 8) 1 1 刊

標準 1 〇 15 60 73 61 16 13 14 〇 S6.7 5
<[蒸藐溜悴氷るノ、 2 〇 11 68 62 52 21 13 15 14 1 85.7 5

pn — 1 〇 〇〇 34 47 49 33 15 12 13 よ 09.0 6
pn — 2 〇 3 24 76 43 22 12 8 18 〇 68.7 6

pn 〇 1 〇 2 25 36 43 26 10 16 15 5 59.3 6
pn 〇 2 〇 1 22 37 52 34 22 13 13 5 66.3 6

pn 弓 1 〇 〇 2 35 42 33 14 9 2 〇 45.7 7
pn 弓 2 〇 〇 10 35 51 31 13 12 10 5 55.7 7

•、・ロ R 1 〇 〇 2 19 42 38 14 8 4 2 43.0 ゝ
p•、・nロ 〇R 2 〇 〇 3 26 31 32 10 12 1 38.3 7

pix 〇 1 〇 〇 2 39 33 34 14 12 8 3 48.3 7
pix 〇 2 〇 〇 G 22 29 43 29 6 2 〇 45.7 惱

,p、nW. / i 〇 〇 3 33 35 35 12 20 2 〇 46.7
,p、nW. / 2 〇 〇 4 55 27 44 22 11 11 2 58.7

Cp口n Q〇 1 〇 〇 5 40 45 35 21 15 7 2 56.7
pn 〇 2 C 〇 2 25 34 34 28 19 '5 5 50.7
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次に繆術液を用ひす殊更酸度を異にせる林地の土埃を以て發芽床となしヒノキ,スギ,プ プ カ マ ツ

カマツに付て發芽の彩孫を檢したるにpHの相當廣き範圍に於て發芽可能なるを薇たり〇
供吋 三 日 日、 毎 の 發 芽 純 過 眞正

(第七表) 志 pH |1-34-6 7-9|10-12|13-15|16-18|19-21|22-24 25-27卜8ー叫31-33户4-36卜7-3940-4申3-45U6-48套眞芽正率

又同一租族口の種子と雖等芽床・つ溫度を異にすると浅は發牛狀態一帙なる能はずして夫れが

適溫を遠ざかるに從ひ愈々發芽不良となり,假令發芽することあるも健全なる發•は期待し

得ざるべし。斯くして遂に共度を失ひ或は高く或は低きに過ぐれば水,う素’[Q條件は備は

第 7 表 4. 〇 〇 21 51 s!
1 7

I
16 14 5| 41 V2 ヽ

5：
■1

蚌
76.

ヒ ノ キ
5. 〇 1 2 2 5 4 5 12 13• 6 30 27 7 7, T 67.9

供誠 三 日 目 毎 の 發 身 洛£ 過 眞正 6〇 〇 5 2 5 •- 1 7 - , 16 9 代 39, 10 9 1 1 677
十坨
のpH 1-3 4-6 7-9 10-1-j 3 -1 % 16-18'19-2 f 22-24 25-2728-3031-3S'34-36|37-39^40-4243-4546-48發芽率

64 •! 1 3 2 7 15- 8 34 16
矣

〇 〇 〇 4 15 5 659

4.4 〇 〇 〇 2 11 26 42 21 18 5 2 7 3 2 4 〇 96.0 66 〇 2 2 2 6 1 8 9 18 It 29 21 ビ 10 9 〇 74.5

5.0 〇 〇 〇 2 6 25 8 1
23 16 20 〇 13 16 5 4 〇 85.2 6卜

■
3 6 3 1 5 4 7 14 21 15 31 12 11 2 1 71.6

6.0 〇 〇 1 1 12 38 38 19 15 6 1 2 〇 1 〇 〇 100.0
6.8 1. 4 6 3 4 12 G 23 17 16 29 9 C 3 〇 76.6

6.4 〇 〇 〇 1 20' 40 44 11 19 1 3 6 3 2 〇 〇 98.0
1 -

6.6 〇 〇 〇 :; 14 36 46 21 8 7 1 .8 1 〇 2 1 95.0 2.溫 度

6.8' 〇 〇 9 15 22 42 24 18 18 3 3 !) 1 1 1 〇 97.1 種子の發芽には夫れが休眠中の温度に比し或絶圍の冏き溫度を耍するも共価適溫"は初»1

6句 〇 〇 4 9 22 32 30
|

16 9 •5 4 7 〇 6 〇 〇 96.6 に依りて自ら相違あり。

が三 三 日 目 毎 の, 發 芽 經 過 , 眞正 るも到底發芽するに至らざるべし。一般に氣濫步き 地方起の・種.子は之れに反する地力宥Q

の pB 1-3-1-6 7-9 J 0-12,13-15 16-1819-21 ^2-24'25-27,28-30 31-33'34-36i37-39 40-42,43-45 46-48發芽学 辄子ーよりも共發芽には高温を•要•すべしと謂ふ〇 Ferdinand及Thrupp (1931)がMurrays1 1 ' 1 1 1 1 辄子ーよりも共發芽には高温を•要•すべしと謂ふ〇 Ferdinand及Thrupp (1931)がMurrays

るところあるもJoseph, Hilda (1929)に依ればバウフウ種子ーの發芽適溫は種瞬せ・ると苦とに

拘らず15°〜2Tの国溫乂は變溫にしてニケ年貯藏の古稜子・に於ては適溫下りて15(なり

ムギに於ては共古きに從び適溫高きため是に基きて小粒種了一の新古を判別し得べしと緖命’
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5 〇 0 0 5 5 4 22
1

13 18 13 8
|

3
|1

26 | 16
!'
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(1926)に依れば反って糸漸于に於て適溫高きが如く卽ち試料たる!923,1924,192.5年皆コ
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と云ふ。更に種子の發芽溫度は明暗に依りて自ら相違あり。Bihlmeier, Meta (1928)が唇形 

尸!・及キ宇科植物種子に付て試みたる結果に依れ.ぼ好光性種子の發芽最:高及最低溫度は明暗に 

依りて相違するも共適溫は是に關係なしと云ひ,Gardner Wriglit A.(1921)亦見解を同ふ 

す。尤もCieslarに依ればタチイチゴツナギを暗所にて發芽せしむる場合には之に光線を當 

つる場合に比し共適溫は高しと云ふ。斯の如く發芽溫度は一様なる能はずして或斯のものは 

氷點に近き溫度に於ても旣に發芽せるものあり。Kernerに依ればカラシナ,オホムギ,コ 

ムギ,カへデ冬;の程‘［子は0°〜1°に於て發芽せりと云ふ〇 de Candolleもカラシナの〇’にて 

發芽するを觀たりと云ふ〇 Ulotl!はAcer platanoides極子が氷室內〇 °Cに於て發芽せる 

を找,ヽVittmackはハダカムギの氷上にて發芽せ・るを觀察せりと云ふ。吾园に於ても寒帶樹 

秫が杳期積:雪:下にて發芽すること稀ならす。Nubbeに依ればトマト,タノヾコ,タウナス等は 

10.5°〜13.6°に於て發芽しキウリ,メロン等は13.6。〜18.5°を適溫とな膂。

Dunin (1928)はロシアの币・要なる縄維素植物たるHibiscus cannabinusの發芽所要最低 

温度を6 °C最高を37 °C適温22-25 °Cとせり。

Haberlandtによれば二三弦知廁子の發芽溫度は次の如し。

作 物 名・ 故低 za fig 技適 ffi 座 泣 髙 溫度

大 麥 3.0 — 4.5 c 20.0 C 28.0 工3(f.O 〇

小 * 麥 3.0 — 4.5 25.0 30.0 — 32.0

玉, 蜀 •委 8.0 — 10.0 32.0—35.0 40.0 — 44.0

莉 10.0 — 12.0 30.0—32.0 36.0 —38.0

•大 1.0 — 2.0 35.0 45.0

,奈が段成良 稻于检査所に於て調査せしところに依れば同所にて採用せる發芽溫度は次表

の如し。 Z

3G °C Medicago sativa 30 "C Anthyllis vulneraria

Poa trivialis Lotus sp.

Dactylis glomerata Trifolium hybridum

Arrlienathcrrum elatinus Trifoliuni pratense

Cynosurus cristatus Tri folium repens

1101cus lanatus Rhleum pratense

Agrostis sp. Apium graveolens

Brom us arvensis Pieea excelsa

Lolium sp. Pinus silvestris

Festuca pratensis Abies sp.

Festuca ovina Larix enropea

Alopecurus sp. Dhucus Cnrota

Brassica canipestris subsp. Naptis
16—20 °C Nedicago lupulina

Brassica oleracea
Linum usitatissimuin

Brassctx Rapa
Allium Porrum

Garum Carvi
.Allium Cepa

Sinapis alba
Lactuca sativa

Aiiethum grareolens

Cucumis sativus 10—12 °C Spinacia oleracea

Pastinaca sativa

Petroselinuni sativum 20—30 °C Beta vulgaris

Rapbanus sativus Asparagus officinalis

gcorzonera sp. Pliaseolus vulgaris

Fagopyrum sagittatuiu Pisum arvense.

Solanum Kycopersicum Pisum sativum.
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斯の如くして種子の發芽に要する溫度は攝氏零度より四十五六度の範圍なるべし。吾國に

於ける主要林木種子につ迓小山光男氏の調査せられたる所を觀れば凡そ次の如し。
/

種 子 •殻iS溫度

ス ギ 21—22 c

ヒ ノ キ 26 一 30

ァ・ カ マ ッ 2J — 25

ク ロ ・マ ッ 21—25

,力 ラ マ ッ 26 一 30

ア ス ナ n 23 — 25

Jagc'inaff <18$4)の成 Mi に依れば•Pinus austrica 及 P. maritima は R^：iumur 温度2)',匕 

れに過しP. excelsa, P. silvestris及 P. montrinaは14°〜16°に適・「る.も14°以下に於て 

艮しからずと云ふ〇余は主耍林木種［子の發芽週溫を求めんがため昭対1の初期に溫級別［ :粗器 

を.；；’矣せ"り〇温級・也溫は旣にH aberlandt (1874) Oudemans及 <le Vries (1882)などに依り 

て柄子ーの發芽に,試みられたる:ありと雖共装近に付てほ是を詳にせす。而して一般市販の温級 

列;•泡器去水を盛りたる墩個の硝子室を横に配列し一方の側面を熱源にて溫め他の側面在氷 

を以て冷却しつ'各硝子室内の水を絶えず攪拌するの裝侶なるも种:子の發芽試驗には適せざ 

るが故に余は新たに種子發芽,試驗或は細蘭羅•逢茯驗川として第二圖の如ぎ溫級別渲溫器を号 

’案回日せ" り。卽ち熟の傳膜を良好ならしむるため銅板と眞鑼板とを以て作れる九個の室を縱・ 

ニ三匿し貶上部にバ温湯槽を载きーF部に氷室を抱く如くせり。九室中共上位にあるもQは湯

m ・依りて逆に上方より溫めらる'も下位の室は氷に依りて冷却せらるゝものにじて& 

室は別囲の温度に於て保續せ・らる、如くせ・り。

上’：*Eの沮四を尚注或は低き任意の恒溫とせ・ば九室も自ら是に應するためこゝにー異なる 

一組の溫級を得ペし。

本?せ氾"汁®萱に依りて東京都産のアカマツ,スギ及木曾诧のヒノキ新鮮種:子に付・發オ適 

沮だ伝したるにブカマツに在りては21〜26 °Cヒノキは18〜30P スギに於ては18—26 °C 

にしてアカマッ‘ヒノキに對しては25 »c前後,スギは22て’前後適するものと認めたり〇

攻に］•‘顷 より29.0。這に於ける九溫級にて新古極子の發芽適溫を,凋査したるに新鮮ヒノ 

キ料子は2G C占称:子ーは低:く 20 °Cを示せ・り。

菊 二 圖

温級別楓溫器(:艮谷川:)

而して實際に於て種子は畫夜地溫の變化あう林i也若くは圃揚を發芽床となすものにして, 

自然の狀態に於ける地温の變化が.反って楝子の發芽を刺戦促進すべ巻は旣往夥多のT S成沁 

に依りて自ら明らかなり。ZederbauerはCieslarの發芽床を用ひ針票樹種子•の發"‘乒•ふ孩に於 

て恒溫は23 °Cとし,變溫を川ふる場合には志間22 °〜23て’後間!6 °Cとなり甘リ上づ 

ふ〇 SchwappachがPinus strobusの科!子をCieslar發芽床に依りてU人味Jせる結果Iごよれば 

25°Cにて60日後の發芽率は48 %,150 F1後は8G梁なりしも最初3°〜10°Cの低溫に 

置きて!40日後の發芽率を檢したるに11.3 %,是!Iを2VCに變濯して14闩後【こ於て 

は98 %に達せりと云ふ。

iliiUerに依れば禾本科の種子は發芽床の溫度柜溫なる場合より'峯ろ變溫せしむるた可と 

し,一日中6時間は30°C:に18時叩は20°Cとなすべしと云へり。ヌカポ,「チゴッナ 

ギ,ハルガヤ,七トガヤ,二:/ジン,タウモロコシ,カンパ,ハンノキ,松柏科類・ー户厂-は 

發芽床を間歇的に溫むるを耍するものにして,殊にヌカボ,イチゴツ】ギの如き種子一は3°°C 

の恒溫にては發牙を阻止・せらるべしと云ふ。又タバコ,=ンジン,ハンノキ,力’パ,

___=____
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ローヴ五葉松等ハ種子に對しては6時間30°Cに,18時間は20°Cに變換すること必要に 

して典作物挽子に於ては一日中15時間は20 °Cに9時間は30 ；0となすを耍するものあり 

とせり。Stebler亦種々なる極子に付て同様の結果を得たり。Eidain ¢1883)は草本莉子の發 

芽に斐溫の效果あるを指摘し,次でLiebenberg (1884)は20°〜30°の恒溫中にて發芽し得ざ 

るナガハグサ種子が19時間20°C, 5時間28 °Cめ變溫にてよく發芽せることを報ぜり。

Kotowski Feliks (1927)はネギ,ダイコン,エンドウ,ニンジン,トマト,キウリ,チサ 

等に付て調査したる結果4°, 8°,11°Cに16時問及25°Cに8時間との組合せを可とし, 

Nelson Alexander (1927)は變溫が光或はTCNO3等に比し 遙かにイチゴツナギ種子の發芽 

を促進すと云ふ。盛永氏(1926)も亦ガマ,メギに付て變溫の好果を認めDavis (1926)も 

ゴゼンタチバナ,ヘビノポラズ等の萩子に於て又 Martin (1935)は硬實の發芽に對し變温 

の必耍を强詞せり〇斯の如く發芽床の溫度變換が殊に未熟及後熟未了種子の發芽に對して屢 

々效果ありとせらる。吾网に在りては旣に小山光男氏がケヤキ,ホホ,ウルシ等の秘子に對 

し後めー二週間5。〜10Pに共後日々12時間宛5°〜10で及20"~25°Cの高低兩溫を交 

互に用ふべしとなしカへデ£重子に付ては日々18時間を低溫に6時間を嵩溫たらしむべしと 

せり。簧驗に徴して1 渚も亦同一の見解を有す。

3.酸 素

種子は共發芽に際して酸素を攝り炭酸を呼出するの生理現象旺んとなるが故に假りに酸素 

の供給を絕たぼ發芽極めて困難となるか或は全く不能に陷るべし。Miiller (1924)に依る實 

驗成紀iの一例を舉ぐれば次の如し。

發 芽 率

類 空気を遮斷
無處理の場合 空気を遮斷 無處理の場合 せる場合

%
サト ウダイコン 16～100 〇

力 ラ ス ム ¥ 72 8

本現象は夙に Malpighi (1687), Huber, Senebier (1801),Saussure (1805), Nobte (1876), 

Kraus (1901)共他の硏究若に依りて認めら:Iたる所にして酸素も亦温度及氷分と同様に缺 

くべからざる耍去たり〇 Humboldt (1794)は大糸,中よりも純酸素中に在る方莉子の發芽は 

迅速なることを認めSaussure (1833),もコムギに付て同株の結果を得たり〇 Rollo (1872) 

は容拔;勅合にて酸弟46 %,空荻〇4 %の瓦斯料中にて發牙の促進を認めたりと云ふ。何れ

も牛、段hの興味ある實験例に過ぎず。

通例極子の發芽に對する「酸素の供給」とは「種:子を大疝より遮斷せざる狀態にー置きて大 

氣中より發芽に必要なる酸索を攝らしむる」の意かに他ならず。

從てー’般發芽操作に於ては酸素の供給多音に過ぐるの憂なぎも往なにして少きに失する揚 

合なしとせず。發芽床に於ける水分過多のため種子發芽の阻止せらる'は一而酸素供給の不 

充分も共一因たるべし。然り而して植物犊子の總て力:酸素の供給なき個所例へば水中に於て 

必・ずしも發芽不能なりとなす能はず。盛永氏(1926)に依ればキヌイトサウ,ギヤウギシ 

バ,ヌカボ風,イチゴツナギ屬或は水生植物たるイネ,ヒシ,ハス楝子は酸素の供給なき水 

中にて克く發芽し又ヒロハノウシノケグサ,オニウシイケグサ種子は常水中には發芽せざる 

も煮沸水中にては發环し彳卜たり:も云ふ。

Thomas I. Edward (1933)も亦Pcltandrn virgiuiQ!種［子が酸素の供給なくして發芽する 

の事實を發表せり。尤も夫等の極子が水中にて發庁Lたるの故を以て斯の如き種子の發芽に 

は酸素の供給を耍せずと解すべからす。Miillerは「是れ或は種:子中に空:氣を保有する特殊 

組織を冇するか或は分子間呼吸等に依るものなるべし」と解し盛永氏は「水が酸素供給類似 

作川をなすならん。稚子ー及共周回よb可及的に酸素を奪はヾ何れの楝子と雖發芽:することな 

し」とせり。

斯の如く發芽には多少の後こそあれ必ず酸素の供給は一條件たるを失はす。

播種の際被土 P?:ぎに過ぐるの吿は一にして止まらざるべしと雖酸素の供給を遮ること亦共 

一因として看過し能はざるものあるべし。

播械に於ける被土のP?:さは樹種,種利:の大小,有胚乳,無胚乳種子,種:子の活力,土質,播 

颠時期等に依りてー樣ならす。歐洲アカマツに對してHartigは約-0.4～0.7 cniとしCotta 

は0.3～0.7 cm Pfei!は粘上質の場佥は約〇 .4 cm,砂質の場合は0.9—1.3 cmとしBurckhardt 

は粘土質に於ては0.5 cm以內砂質に於て0.5 cmとなしMnyr, Rihlcr等は大粒のクルミ, 

クリに在りては!0.。 cm,カシ類5.0~6.0cm,ブナ3.0—-4.0 cm,モミ2.5〜3.0 cm,タウヒ 

1.0~1.5 cm,カラマツ,アカマツ1.0～1.5 cm,カバ0.2—0.3 cmとな しBaurはアカマツに 

付 し0—1.5 cm可なりと・せり〇 Rubnerはタウヒ,Tカマッ種［子に付て 播FR床が苫しく乾燥 

せ・ざる限り被土は1.〇〜2.。 cmを股適となしToumeyは多くの針葉樹祢子に對しI吋を可 

としPilatは、タウヒに對’し！.0—2.5 cm JL1也には槪して0.5—1.0 c,nを選べり。北海道應町 

幌林業試驗揚に於ける被土試驗の成績を揭ぐれば ・
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樹轲 被土の厚さ 種 種・ 被土の厚さ

<分) (分)

カラマツ(1翅付:) 0.2 バ 0.5

カ ラ マツ 1.0 中 ,5.0

千島カラマツ 3.0 シ 刀クリ 5.0

ア カ マツ 3.0 ミ ズナ ラ 10.0

ク ロ マツ 2.0 才 オナラ 10.0

欧洲アカマツ 0.5 サ ハグルミ 4.0

テウセンマツ 6.0 才 ニケルミ 15.0

ドイツタウ 匕 0.5 力 シ ハ 15.0

エゾマ ツ 1.0 卜 チ 15.0

モミ 2.0 二 セアカ・シア 4.0

ト ド マツ 1.0 ウ ル シ 3.0

スギ 1.5 1キ 公 k 2.0

筆者が砂壤土に屬すべ浅土壌(粒徑2 mm以上のもの1%, 2〜1minのもの19 %,1～0.5 mm 

のもの27 %, 0.5〜0.01mmのもの36 %及0.01以下のもの!6 %)を川ひたる被土試驗 

に於てはヒノキ,サハラ,ブカマツ等の小粒秘子にては0.5 cni前後技も適せり〇

次に炭酸は種:子の發芽を促す埸合無しと’せ・ざるも共如:に依り樹種に依りては槪して是を|牡 

正するものにして種子・は是に依りて麻醉狀態に陷るべし〇尢も淋潤なる柄子•の麻醉せるもの 

は乾燥によりて覺般し再び發芽するに至るべしと,消ふ。一般に地中深き個所にんは炭酸の存 

在と酸素の缺乏とにJ:りて£而子は愈々共發芽を阻止せらるべし。

純酸素は稀薄なる場合には發芽に支障なく「オゾン」も多くの埸合有害ならすと云ふ。エ 

ーテル,クロロホルムの如き麻醉劑の適量・杞短時間作用せしむれば種子の呼吸を促し共度を 

過ぐれば逾に發芽力を失ふべくアルカロイド,7ンチビリン,ヨード垂金風聰類箸:も亦微星 

なる場合には呼吸を促すも共危を過ぐれば有害作用あるべしと云ふ。足等藥劑う微底は從て 

發藤促進剖として應用せらる'埸合あり。

4.光 線 ・

光線は他の三耍素の如く重耍視せらるゝことなく往時Ingenhausa (1788), Humboldt 

(1布I), Senebier (1797), Sauasure C1804)如;の植物生理隼皆は種:Fの發牙に光線は寧ろ有害 

なりと思惟し,彼のNobbe (1876)も亦光線は發芽:にして,彩料なきか或は共效果極めて少

しとなしPauchon (1880)亦Nobbeの說を支持せしが,Caspnry (18G0)はブヅマツメクサ 

種子が光線下に於てのみ發芽するの％’代を認め共後 Wiesner (1878)之れに和しStebler 

(1881)もナガハグサ,タチィチゴツナギ共他禾本科植物種:子に付て試驗の結果タチィチゴ 

ッナギは陽光下に於て發芽率62 %を示すも暗所に在りては3 %,ナガハグサは陽光下に 

52%暗所にては7 %にして此性質は瓦斯光に於ても同樣なるを四たりと,消ふ。

Poa屬に次で光を好むものにはウシノケグサ,クシガヤ屬,スズメノテツパウ鳳シラゲ 

ガヤ屬,カモガヤ屬,ヌカボ田,ツルゲイトウ屬等ありと。

Cieslar (1883)はタチイチゴツナギ,ヌカボの一林普;が光線下に於て發芽の迅速なるも認 

めWiesner (1894)はヤドリギ種子"の發芽に光線の必要を確認しPittimer (1912)はカラマ 

ッ秋子に付きGanln.-r, Wright (1921)はナガバギシギシ’ヤドリギの一林に 於て 又Naer 

Willi (1932)はタチイチゴツナギに付て同樣の結果を此察せ・リと云ふ。

Wiesner (1927)に依ればエゾミソハギが光線下30 °Cに3乃至4日にして由〜100 %發:芽: 

するに對し,暗所にては0.1〜5.。 %な"しと云ひ,Muenseher (1936)は口ベリャの發芽に 

光線の必要を認均破:ド1cm )9•きに及んで潑弟せざるは光.つ不足に依るならんと解せり〇 

Grafe (1924)に依ればタマネギは20 °Cの府所中4 口にして75 %發な:するも明所にては 

僅かに7 %に過きず,Allium asftiloniciunに於ては更に顯;、了にして明所に7 %のもの 暗 

所にて95 %なりしと云ふ。斯くして光と發芽:に闘しては姓に發表狂財I.たるもの貯し潸も, 

此關係は操作温度に依りて亦…樣ならざるものあり。Thornton (1936)の硏咒に依ればチサ 

秘子は3〇〜85 °Cの高溫に操作せ・ば颱分光の效果を認むるも2()°に於ては光の影畳なかひ 

しと云ふ。Grafe (192-1)がツノiポランに付て,戒みたる成結を觀れば 盼 の陪所にて90 % 

明所にて35 %のものも14 %ならぱ明所にて90 哄以:せ・ りと云ふ。卽.ち明所にては略所 

に比し發芽ア適溫低くして足る〇

一般に岐熟せ・し種子一は温度,水,酸素備はしば發4:すペぎも沌る種が に對しては三耍 

素のみを以て發牙:條件必歩しも充分なりとなす能はず’Kinzel(1907)は二十餘年に亙りて 

深く之れを硏尤し下而子の性質％所謂Lichtkeimer, Dunkclkeinier及光線に幽底なきものの三 

種とせり。

斯の如く植物に依りて稚子の感光性は甚しく相違するも而も此の性質は絕對的Qものにあ 

らすして秘子S形班,光線"楝"],發芽床の溫度,茶冷何の供給戒は交配に依I)て彳’卜た考郁 

子の優性轉換芯によりて變異し,例へぼ或溫展に於ては感光發平性柄了-として知らるゝもの
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と雖,發非床の溫度を离むれぼ暗所に於ても尙發芽するものあり。或は小粒にしてJ&藏茂分 

少き種子•は應光に依りて發芽すべきも大粒にありては影響なぎものあり〇又蘇類種子の如き 

萄葡糖の供給によりて光線を要せ・ざるに至るものあり,Kinzel(1913)は一般雜草種子•に付 

きて硏究し共感光性は鍬物質炎分の供給たよりて債はるべしと潤びGardner, Wright (1921) 

はナガバギシギシ種子•も種實を毀傷せ・ば暗所にて發芽を促さるべしと云ふ。JHに Honingに 

依れはタバコ種子一は多くは光線を耍するも又克く暗所に於て發芽するものあるは過傳:的性質 

にして兩者の交配に依りて得たる種子•を檢したるに,光線を要する方優性なりしも二三年後 

には全く光線を耍せざるえ至り玆に優性の轉換現象を認め得たりと“ 13ふ。

斯の如く外園の條件に依りて感光の性質は常に同一なる能はざるも從來の發表を終治• すれ 

ば略大眼の傾向を康知するに足るべし。

玆に Kinze!外二三氏の旣往實驗成緒をあぐれば・次表の如し。 •

1. 光線下のみにて發芽するもの

ヤ ド リ ギ

ヴィスカム,ペレグリナ

ドロセラ,カベンシス(マウセンゴケの一種)

2. 光線を耍するもの

ム シク サ

オランダミツバ

ムシトリスミレ

タ ガラ シ !

アフリカスミレ

タ J^ コ

センタリウム

ヒメポツス

3. 光線に依り嫩え效果あるもの ・

カ モ ガヤ ・

ネ ギ

ダーリングト=プ,カリフォル=力

= ン・ジン

クサヨ シ

オホアハガヘリ

イチヂク

キ リ

カタルノヾ,シリンギフォリア

ブ ダ ウ

歐洲イヌッゲ

ゲツケイジュ

歐洲アカマツ

ク ロ マツ

カラマツ

ストロ ーブ五槃饷

共他多くの針葉樹

スズメ ノテツパウ

ライグラス

イヌムギ

力ムグラス

シラケガヤ

マヂヨラン

リスベングラス

キダチハクカ

4.光線の效果なきか或は反って害あるもの

ウシノケグサ

ム ギ

タウモロ コシ

オハカガミグマシ

ムラサキハシドイ

ハセリサウ

ナギイカダ



而して林木種子に付ては調査せられたるも'の少きも是等の成結に徴すれば針葉樹極子中に 

は光線に依りて幾分發芽の促進せら・るゝものあるが如きも•策者がスギ,ヒノキ,アカマツ等 

の種子を用ひ一は宙氣"温器內にマツダ！00—110 V, 40 \\”,B 妹一個を軒iじて常法發芽 

操作を行ひ、,一は同器に透明硝子冊のみを弛して故光線下に同株操作し・更に之れと別個に新 

しきVta Gias (Vita Giasの新しきものは波長3020ズ紫外線の 郵％を透戒するも直に 

Solarizationのため23 %に減退すと云ふ)を以て葢せる函に前記種:子を容れ密封せ"るもの 

を(假台光の質と说、.變るも是に伴ふ熱の影海を可及的に刼除せ・んがため)水槽中に淺く水 

浴せしめて陽光匝射下に置き時間別に取出して發:芽株作を行ひたるも,本試驗に於ては光線 

の發芽に及ぼす影徊は認めざり学。(第八表)

次心蹈加:温器內に同！- く’ゆ求を野iじ一はそのま、他の一は黑紙を以て完全に光を遮斷し 

て明暗二種の22° Ctd温中に於て發芽採作を行ひたるにカラマツ及モミに於て光線を遮斷せ 

る方良果を得たり。‘、(第九表) ～

尙ヒノキ,アカマツ等の種子を昭和三年九月下句に直接陽光下に曝好せ"しめて發芽の狀態 

を檢査せ・り。
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•標

第 8 表

职比下にゆ 
籍ぜしMlUj

處
戋芽率 備 专

队 験 容 器 の 取 披

%
開放せるしの 83.3 ヒノキ

水浴せしめたるしの
パラフィンにて密封•せるもの 85.0 昭?n四年二月施行,木表中

5.20

開放せるもの 84.3
際光下に曝露・せし峙問とは

水浴・せしめざるしの
バラフィンにて密封せるもの 69.0

快皓 旳に・均に於てR:光迎

射下に曝したるものにし

開放せるもの 8G.0 て,數字5.20は五咛間二十

水浴せしめたるむの
パラフィンにて密站せるもの 89.0 分を;Cf哮す。

17.40
■

開放せるもて 79.7
以下I司斷。

水浴せしめざるしの
パラフィンにて密對・•せるもの 86.7

附放•せるもの 77.7
水浴せしめたるしの

パラフィンにて密封せるもの S0.3

42.55

水浴せしめざるLの
閒放・せるもの’ 87.3

72.7
*

•ハラフィンにて密封せるもの

開放せるもの 71.0
水浴せしめたる1の

>ヾラフィンにて密J・す•せるもの 82.0

64.65

水浴せしめざるもの
即放せ:るもの 76.0

69.0パラフィンにて密土扌•せるもの

87.45 水浴・・せしめたるしの パラフィンにて密甘・せ・るもの 83.0

111.50 水浴せしめたるしの Xライフレにて密対•せるしの 84.0

华
7-1.3
72.3
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處

器 の 取 扱

囲放せるしの

パラフィンにて密封せるもの

發芽率

•i

60.0

43.7

備 1

ス V
昭和四半二月施行

考

!i£ S

器 の 取 扱

開放•せるしの

パラフィンにて密封•せるもの

發芽华

%
68.7

77.7

備
/

サハラ

昭和四年二月威行

necMにn崛u 試 唸 容

水浴せしめ•なるもの

円尤下に眼
磚せしめ間 找 驗 容

水浴せしめれるしの

' 5.20

水浴せしめざるもの
园放せるもの

パラフィンにて密封せるもの

54.3

55.7

5.20
1

水浴せしめざるもの
開放せるしの

パラフィンにて密目ぜるもの

84.3

76.7 t

水浴せしめたるしの
開放せるもの

パラフィンにて密上扌せるもの

49.0

58.0
水浴せしめれるもの

開放•せるもの

パラフィンにて密封せるもの

85.3

88.0

17.40

水浴せしめざるしの
開放せるもの

パラフィンにて密土Jせるもの

53.3

57.0

■
17.40

水浴・せしめざるしの
開放•せるもの

パラフィンにて密封せるもの

86.3

82.0

水浴・せしめたるしの
開放せるもの

パラフィンにて密上扌せるもの

57.0

53.7
水浴せしめ•なるもの

開放•せるもの

パラフィンにて密封せるもの

71.7

84.3.

42.55

水浴・せしめざるしの
開放せるもの

パラフィンにて密封せるもの

60.0

61.3
•

■

42.55

水浴せしめざるもの
開放•せるもの

パラフィンにて密封せるもの

85.0

83.7

水浴せしめなるしの

1附放せるもの

パラフィンにて密封せるもの

54.0

34.7

ヽ

水浴せしめなるせの
開放•せるもの

パラフィンにて密封せるもの

83.7

98.7

64.65

氷浴せしめざるしの
開放せるもの

パラフィンにて密封せ:るもの

61.3

58.0

64.65

水浴せしめれるもの
聞放•せるもの

パラフィンにて密封•せるもの

81.0

74.3

87.45 水浴・せしめたるしの パラフィンにて密均せるもの 52.0
•

87.45 水浴せしめなるもの パラフ•インにて密封•せるしの 76.3

111.50 水浴せしめたるしの パラフィンにて密封せるもの 56.7
-

■ 111.50 水浴せしめ•なるしの パラフィンにて密封せるもの 81.7

療 率、 52.7
55.3 標 準

73.7
83.3

考・
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33せし旳H1J

17.40

42.55

64.65

87.45

111.50

疫

試 験 容

水浴せしめたるもの

器 の 取 扱

開放•せるもの

パラフィンにて密封せるもの

危芽率

••
77.5

77.7

備

アカマツ

昭刊四年二月施行

考

水浴せしめざるもの
開放•せるもの

パラフィンにて密封せ!るもの

88.3

82.7

氷浴せしめたるもの
即放せるもの

パラフィンにて密封せ:るもの

90.0

81.0

水浴せしめざるもの
開放せ:るもの

バラフィンにて密封せるもの

75.7

83.0
♦

水浴・せしめ•なるもの
開放•せるもの

パラフィンにて密均•せるもの

87.5

94.7

水浴・せしめざるもの
開放•せる电の

パラフィンにて密封せるもの

76.7

86.3

水Wドもしめなるもの
開放•せるもの

パラフィンにて密封•せるもの

76.5

97.7

水浴せ:しめざるもの
開放せるもの

パラフィンにて密均•せるもの

72.3

87.0

永浴・せしめたるもの パラフィンにて密」扌•せるもの 89.0

水浴せしめ•なるもの

瘵

Xラフィンにて密封せるもの

华"

92.7

88.0
92.7

第 9 表

樹 轲 火花
1*^*3

三日

4〜G7～9

日每發芽經過

| 1〇〜1. 213 〜1D16—1819 〜2122～24
兒正

備 考

匕ノキ
明

晤

〇

<〇

〇

〇

6

2

1

2

〇

〇

1

〇

〇

1

〇

〇

外
3.2

3.2

昭和六年十一月施行 

供微粒各二百五十粒 

虫松中3D litaia

ス ¥
明 〇 〇 7 〇 〇 〇 1 〇 3.2 潘中に’ふ燈を照刑し

陪 〇 3 1 〇 1 1 1 〇 2.S (めは黒紙を,苗て

光縄を遮新して探作

アカマッ
明

冊:

13

8

61

39

13

1S

10

5

8

12

2

12

3

19

1

2

が)ご

57.6

せるもの,也温は

¥'Cとす。

カラマッ

明

暗

1

〇

15

25

22

33

8

20

13

8

4

7

3.

2

〇

〇

?7.(；

35 6

モ ミ
明 〇 9 3 1 〇 〇 〇 5.2

喑 〇 16 8 2 2 1 3 13.6

玆にヒノキ,ブカマツ桢子に對する一例を擧ぐれば第十表の如し。

第 1〇 表

陽光下に嗥
段せし1寿間 發芽率 備 考

標 準 28.8 ヒノキ
C無照射)

昭和三年九月施行
7.20 35.4

陽光下に曝露せし时:間棉中:ご〇

27.55 27.8 は七辟間二十分をなnkす。

以下同斷

55.55 25.4

82.55 16.8
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種子の發莎とSpektrumとの關係を］視るに促進效果は槪して短波の光に於て認めらる、が 

如く Higgins, George及Charles, Scheard (1932)がキウり利I子に付て試みたる結果に依る 

も波長大なる光は發芽を阻止し短波の光は之を促すと云ふ。次に紫外線の影響に付ては實驗 

結果一致を缺きCarlは旣に1914年コムギに付てなみ买後Pichler及\Viiber (1922)も同 

種資料を以て紫タト線の效果を認めJacobi (1928)亦ダイコンのー・種:,シロカラシ,タマヂシ 

ャ等の種子に波長4000—3000 Aの光を照射狂しに發芽:及生育は(一時的なるも)促進せら 

れたりと云ひ De Fazi卩930)はオホムギの發芽に紫外綵の 效果を認め Malhotra (1932) 

も驼:燥タウモロコシに2530 Aの光を知時|川照さば發芽は促さるべしとせり。尢もDetwiler 

(19.31)はスグリ屬の一利iに3200—2700 Aの光を5分,10分,20分當てて效果なLノとし 

Gerlai, Arnold (1937)は各地ガ催の歐洲アカマツ及タウヒ利I子に付て操作溫度を1〇ー,25°, 

32 Cの三階級となし散光線下の常法發芽床及1500 Wタングステン球を以て照射したるも 

の,23にて水銀ランプを川ひたるもの等を此:較せし結果夫等の間には發芽に對して差異を 

認皆す赤外線は槪して發芽を遅延せしめたりと云•ふ〇

X線の够河に付ても定„兌なく之が效果的なり•とせる者に古くはMaldincy及Thouvenin 

(J898)あり共にプ八にて之れを認め又Petry (1922)は雜草¢0t子に於て,Pichler及 Wal；er 

(1922)はオホムキ,コムギ特にカラスムギに付て,Piciulo及 Vicente (1923)はコムギに於 

て,<；aj>pizimo (1応G), Cluzet及Kafn.iui(1929)はオホムギに付て效果を認めたるもSchwarz 

(1907)はカラスムギにて,K<；rnicke (1915)はクウモロコシ,コムギ,カラスムギにイ寸て又 

Johnson (1928)はヒマハリにて何等の效果を得ず・〇 Esdorn (1925)は反って吿ありとなし, 

Ancel, Suzanne (1927)は波長に依て發身:店效•j；:あるタ認め Cluzet, Kafman (1929)亦オホ

ムギに付て同株に觀察せり〇

是を耍するに種子の發平生理に於ける是君の必須要素にも自ら羅週の度ありて共前後に在 

りては影響漸次弱 り共度を超ゆれば遂に逆效果を漪すに至る。是れ一般の生活現車にHら 

るゝ通有性なるべし。秋凡にするも現今に於ては試験的興味:、域を脫せず。

5.微 生 物

林木稚T•の發寿と微生物との間には相當密接なる幽系おるべしとは夙に箪ぎの昔眼せし所 

なるも旣にKnudsen (1925)は附類植子の發芽が細苗に依りて0曄せらるゝの車’住を唱へ 

又ヒノデランの版子・が澱粉を含有する床上にてKhizoctonia repens Bernardに依り發芽:の促 

さる'を、很じ•Tales亦蘭秆［子の發芽に對して有菌的なるを可となせ〇 〇

抑々的対回］子は槪ね發芽困難なるも菌の存在に於て發芽:は促さるべく而も共必耍は絶對的 

にあらずと解せらる。Knudson (1924)はPfellbr培養液に少虽の有機物を添加することに依 

り無曲的に蘭種子の發芽を促し得たりと云ふ。木邦に於ても平野,土屋,後藤の※氏に依る此 

桢の硏究樂紐あり。Fischerはオモダカ,エゾノミヅタデ,ヒルムシロ君;の水生植物麻子が淸・ 

澄水に比し微生物か・殖せる水巾に於てよく發弟するの"代を認め•更にBacilh.s prodig'osus 

の培養液を以て之れを隣めた〇〇 Braun亦同はに細荷の發芽促進上に於ける效果を,忍め更に 

Rayner, Ikirgeffは］/科植物の桢チに付て Rhizoctonia蘭の必:耍を說江BernardはBlettia 

hyacinthiaに於て同際の結果を觀察し又Calluna vulgarisの種子:こ在｝)てはPhonin菌の存 

在を效果的なりとせり。Jacobs (1925)もPinus Lambcrtiaiiii机了-の發牛促進試驗の結果 

「極子の浸水法が發炉促進に效あるは恐らく Bacillus馬細蘭の作用ならん」となせり。尢も 

之等促進の理に付ては遡かに知ること能はざるも,Hopkins及Cole (1903)はEscherichin 

col! に付て Herter 及 Brock (1909)は Proteus vulgaris に於て Friber (1921)は Bacillus 

mycoides 等にて夫え 3—indol acetic acid の生「戊を觀察し Niels Nielsen (1930—32)は Absidia 

ramosa, Boletus e；lulis等に於て生長素生成の％世を認めK潮 及Haa-en (1931)はRhizopus 

Delemar, Rh. nigricans, Kh. Tritici 等に於て,更にBoysen Jensen (1931)は Aspergillus 

niger .共イ也 Bact. xylinum, Bact. radicicola, Bnct. deni^rifleans, Bac. vulgatus, Bact. coli, Bac. 

mycoides, Bac. subtilis等に・て是れを觀たるありと雖飾子發芽との關係に付ては岡明せらる 

るところ無きが如し。 ノ

筆者が小山貝之助技手と別に・施行しつ、あ>5天隊侮染性病原濶應用害暗驅除試險に於て發 

見せるIsaria Kogane菌に就ても生長索生成の寇ひ多分なるを以て「1下鋭意硏硏中なり。
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Fischerは微生物の醱酵生凍物(乳酸共他の冇機酸或は鹽類)が休眠中の胚を刺戦するも 

のと解し又Crocker (1918) Schaumann等は胚の覺龍!に非すしき寧ろ杨皮の透水性を坪!す結 

果ならんとなせり〇

筆者は;試にスギ,ヒノキ,サハラ,アカマツ,モミ共他二三の林木種子に付發非狀態を調査 

せしに樹頹により細蘭の種頓により將又共:Kに依りて糸占果に若しぎ相違を認めたり。

供,紺斗には新鮮なるヒノキ,サハラ,スギ,アカマッ,モミ種子300粒宛を川ふ〇

供試細菌

Achromobacrer (lelictatulum (Jordan) Bergey et al.

Escherichia formica (Cmelianski) Bergey et al.

Bacillus mes ?ntericus vulgatns Fliigge—A.

Bacillus inrEcnlcricus s ulgatus Fliigge—B.

Bacillus mycoides Fliigge.

Bacillus prodigiosus Fliigge.

Bacillus parvus Neide.

B：xcillus subtilis (Ehrenberg) (John.

Tineillus inegatherium T)e I?ary.

Bacillus teres Neide.

Micrococcus fhivus T毛hmann and Neumann.

Phytomonas No. 2

Sarcina No.1

第 11 表

キ

三日 目毎の發芽粒數 發 發耍 
打

轲類
弟第第

二 

次次次

第 第 笫 第 第 ・排海 芽 船し 備 考
四 、五 七 八 九 -次1-一1- 也日

次 次 次 次 次 次 1次 率 に败

Aahromobacter (lelictatulum 〇〇2 24 30 11 12 7 1
多

129.3 8昭和三年三月

Escherichia formica 〇〇7 34 28 18 11 7 3 337.0 9施行

Bae. megatherium 〇〇1 32 34 14 16 12 1 137.0 8木發芽华は當

Bac. mesentericus F.— A. .〇 .〇 G 44 21 13 12 13 5 238.7 7揚種子•鑑定内

Ba% mesentericus F-—B. 〇〇8 21 19 13 19 12 3 734.0 8规により尊定

Bac. mycoides 〇〇4 34 23 10 14 9 2 533.7 8せるしのと

Bac. parvus 〇 〇 14 33 21 15 15 9 1 437.3 Sす。

B和•prOrlig'03113 〇〇5 25 19 16 10 15 2 331.7 ■以下同斷

Bac. subtilis

Bac- teres

〇〇5

〇〇

24 25 13 12 6 3

2230 12 27 11 2

531.0 \s

437.3 8

Micrococcus flavua 〇〇: 40 24 16 7 9 4 536.0 8

Phytomonas No. 2 〇〇c 27 24 18 16 7 3 436.0 7

SarcinaNo.1 〇〇8 35 24 18 12 8 5 237.3 S

14轲混令 〇 〇 Cf 14 30 9 14 12 1 328.7 8

標準1號C肉汁培茂液)

標準2臆(殺憤 水)

〇 〇 10

〇 〇 58

21 29 19 1C 5 2

48 161 6 1 〇

525.7 8

144.0 7

發芽操作

先づ是‘宇の緬貫をBouillonに純捧陪・粪し別に殺菌せ・る内容積約130c.cのペトリー氏シャ 

-レに殺南せる細砂45c.cを敷き之に殺・水7c.cと前初各細腐iの圮・養液を別個に10c.c宛 

注加して犯牙床とし,殺苗せる供試種子を手早く播きて共葢をなし25°內外の恒溫器中にて 

套芽の狀態を檢す。

尙ほ比帔のため下記カ法を併川せり〇

1.i血:己H归種5苗圮癸墓の混企液を用ひたるもの

1.殺遂i水のみ17c.c注加せるもの

斯くして發・芽:の状態を迥察したるに第十一表乃至十五衣の如き成紅iを彳!・たり〇
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ス ギ

三 日 目4¢-の發芽粒 姣 發 發耍

萼せ

極類
第

次

体

次

第

次

第 

四 

次

第
五

次

第 

六 

次

第

七 

次

第

八 

次

第

九九

次

第第 芽
十十 芽
次一
1次 瑁

智如し 備

•に數

考

Achromobacter delictatulum 〇 〇 〇 4 12 9 12 19 10 1127.3 10昭和三年三月

Escherichia formica 〇 〇 〇 5 6 4 9 20 11 1122.0 10施行

Bac. megatherium 〇 〇 〇 5 9 9 9 9 5 1119.0 10

Bnc. mesentericiis F.—A. 〇 〇 1 2 1 3 ' 7 10 17 1217.7 9

I5ac. mesentericiis F.—B. 〇 〇 〇 2 3 1 4 4 11 49.7 11

Bac. my co i(]es 〇 〇 〇 10 9 4 19 13 13 1427.3 10

Bac. prirvxis 〇 〇 1 5 3 4 G 7 5 1013.7 7

B-c. prodigiosus 〇 〇 1 〇 2 1 5 3 〇 55.7 9

Bac. subtil is 〇 〇 1 6 8 3 4 15 3 715.7 9

Bac. teres 〇 〇 1 6 6 4 10 17 5 819.0 8

Micrococcus flavus 〇 〇 〇 3 9 3 9 12 2 1317.0 11

Phytomoiuis No. 2 〇 〇 〇 3 4 1 2 6 9 2316.0 11

Siircinn No.1 〇 〇 〇 4 4 9 5 14 12 1019.3 10

14 fifi i/i 合 〇 〇 〇 3 6 2 〇 5 8 911.0 10

標準:1號(Z肉汁培逕液) 〇 〇 1 〇 11 9 15 21 9 1527.0 8

傑準2號ぐ殺荷 水:) 〇 〇 20 38 19 10 15 20 4 543.7 7

ブ カ マ ツ

純 強
弟

=

第

日

笫

日—發 

第第叫

芽

第

粒

第

败

第 第

發

芽

稔要 
芽せ 
皆し

備 考
一 二 三 四 五 六! 七 八 九 十 咨日 ■
次 次 次 次 次 次: 次 次 次 次 率 に數

%, 一

Achromobacter delictatulum 〇 11 99 69 〇— 6 14
|

5 4
凭

180.3 4昭和三年三月

Ebcherichia formica «〇 18 130 77 10 8 5 5 1 〇85.0 4施行

Bac. megatherium 〇 37 137 6〇 12 4 1 9 2 〇85.0 4

Bac. mesentericus F.—A. 〇 59 131 56 10 5 1 〇 〇 〇87.3 4

Bac. mesentericiis F.—B. 〇 43 118 81 15 7 4 2 〇 090.0 4

Bac. inycoitlcs 〇 33 147 81 13 〇 1 〇 192.0 4

l^ac. parvus 〇 31 1-17 52 1。 1 〇 2 1 〇81.3 4-

Bac. prodigiosus 〇 51 117 64 S 〇 1 〇 2 〇81.0 4

Bac. subtilis . 〇 38 133 75 10 2 6 〇 1 〇88.3 4

Bac. teres 〇 36 133 75 15 1 7 2 〇 〇89.7 4

Micrococcus flavus 〇 26 104 75 30 6 4 3 2 〇83.3 4

Phytomonas No. 2 〇 3 71 75 23 17 19 18 9 178.7 6

Sarcina No.1 〇 39 120 7£ 12 6 4 3 〇 185.7 4-

14耗混合 C 26 77 7£ 30 9 14 9 8 〇S1.7 4

標华1號C肉汁培養液:) 〇 50 13S 6C 4 2 4 2 1 〇87.0 4

標準2號(:殺1 宵水:) C 7 146 7J 21 7 6 1 〇89.3 4
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ヒ

第 12 

ノ

表

キ

1 - 三 FI饪の發券 粒 數 發耍

套せ

種 類 第第 第 第笫第 第 笫 •第 笫笫 片し
十十 備 考

四 五六
七 八 九 十骸十 迄口

次次 次 次次次 次 次 次 に敬

Achromobacter delictatulum •〇 〇 23 262114
%

933!36.9 7昭和三年四月

Escherichia formica 〇1 27 502211 311341.1 6施行

Bac. megatherium 03 26 353119 832245.4 眞正發芽中と

Bac. mesentericus FA. 〇3 :;4 39249 431245.8 は供試柯!子S.

Bac. mesentericus F.—B. 〇〇 25 29194 2 6 〇 〇29.1 リ枇、蟲’占、

Bac. mycoides 〇〇 24 282216 12 44142.4 渣種子等を控

Bac. parvus 〇〇 19 152317 853 434.9 除せる位破に

Bac. prodigiosiis 〇〇 30 341916 83 〇 142.1 7對する現直發

Bac. subtilis 〇3 31 31229 88 〇 344.2 6芽數の百分率

Bac. teres 4 25 392314 1223343.9 6を謂ふ。

Micrococcus flavus 0〇 21 292116 52248.8 7以下同斷

Phytomonas No・ 2 〇〇 27 391919 32345.7 7

Sarcina No.1 06 33 411817 1124 548.8 6

14稲混合 〇1 46 39139 541 242.1 6

標準1Sfi (肉升培養液) 〇〇 31 202320 9 5 2241.3 7

標準2號(殺苗水:) 〇 47 72 2765 311 〇54.0 5

ス ギ

三 日 Li饪の發芽 粒 敏 發耍
多・・せ

初類
第

一

第 招

三

第

四

第

五

第

六

第

七

笫

八

第

九

あ第
十十
次一

也 備

/日

考

!次 次 次 次 次 次 次 次 次 1次 に數

Acliromobacter delictatuluin 〇 1 1 1 7 9 3 4 6 915.1 5昭和三年四月

Escherichia formica 〇 〇 1 1 1 6 1 1 7 47.9 9施行

Ihc.megatherium 〇 〇 〇 2 5 9 4 4 10 1115.1 11

Bac.mesentericus F.—A. 〇 〇 3 3 14 6 1 4 7 1119.1 8

Bac.mesentericus F—B. 〇 〇 〇 ・ 〇 7 12 11 1721.8
♦ 

町

Bac.mycoides 〇 〇 〇 3 12 3 9 2019.9 11

Bac.parvus 〇 〇 3 1 6 10 8 3 r/ 心 9

Bac.prodigiosiB 〇 〇 1 〇 〇 4 2 4 26.2 7

Bac.subtilis 〇 〇 1 7 1 4 10 6 10 1519 9 9

Bac.teres 〇 〇 〇 2 3 10 5 6 】。 515.2 11

Micrococcusflavus 〇 〇 〇 1 3 〇 4 6 3 910.5 11

PhytomonasNo. 2 〇 〇 .1 2 9 17 6 9 11 922.6 9

SarcinaNo.1 〇 〇 〇 〇 1 16 14 11 11 1422.3 13

14種 合 〇 1 1 3 8 12 12 5 10 J22.5 6

標準1號(肉汁培邳液:) 〇 〇 〇■1 4 7 6 5 6 15.5 11

標準2號(殺苗水) 〇 1 24 22 22| 26 17 7 8| 45.3 6
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ア カ マ ツ

三 H 目每の登芽粒數

種 類
第第 第第 第第 第第第第 備 考

四 五六 七八九 十

次次 次次 次次 次次次次

Achromobacter delictatulum 〇 42 5220 34 9
%

-11 7 •1 464.4 4昭和三年四月

Escherichia formica 〇 65 62 32 21 8 2 2 170.7 4施行

Bac.megatherium 3113 8329 12 8 〇 5 187.7 3

Bac.mesentericus F.—A. 161 9432 29 8 2 2 687.2 3

Bae.mesentericus F.—B. 〇 68 10030 14 8 〇 3 〇78.8 4

Bac.mycoides • 6106 7234 16 10 2 〇 〇85.9 3

Bac.parvus 13107 7635 13 3 1 2 186.6 3

Bac.prodigiosus 7 80 63 24 20 10 3 〇 477.3 3

Bac.subtil is 〇103 6425 15 10 4 5 〇 〇80.4 4

Bac.teres 3104 9023 97 3 〇 2 284.7 3

Micrococcus flavus 277 9625 17 9 3 1 2 182.6 3

Phytomonaa No. 2 〇 22 4843 4320 7 7 6 273.7 4

Sarcina No.1 189 7630 14 4 3 1 4 〇81.0 3

14耗混合 130 5227 28 13 9 3 1 360.9 3

標準1號(肉汁培養液:) 8111 7021 13 8 5 1 〇 186.5 3

標準2魂(殺苗水:) 〇23 5S46 5034 4 3 8 3S2.4 5

A

第

ヒ、

13 
ノ

表

キ

新 類)

三日目毎 の ・發 芽 粒 數 

第弟第笫第第あ第あ 

次一二次三次四次五次六次七次次八次九

眞援題- 

あ浦正訶Icr 
十發日し備 

次n次一 率芽這に川 
斓

考

Achromobacter delictatuhim 〇 23 77 25 —/ 〇 I1 〇
0I 48.0

5昭却三年六月

Escherichia formica 〇 12 59 31 9 1; 3 〇 「40.7 5:施行

Bac. megatherium 〇 5 36 42 9 15 7 . 〇 2,44.7 5 一

Bac. mesentericug F・—A・ 〇 1 37 25 18 4 6 〇 1 36.4 6

Bac. mesentericus F•一B. 〇 7 68.27 7 2 〇 ! 2 42.3 4

Bac. mycoides 〇 12 60 25 8 4 4 〇 1 42.6 5

Bac. piirvus 〇 13 42 45 7 5 2 〇! 〇 42.5 6

Bac* prodigiosus 〇 9 49 40 14 4 3 〇 3 43.0 6

Bac. subtil is 〇 4 51 35 11 1 〇 〇 38.0 4

Bac. teres 〇 8 60 27 5 〇'1 〇 41.0 5

Micrococcus fl av us 〇 9 63 44 14 9 1 〇 〇 49.6 5

Pliytomonos No. 2 〇 12 80 31 9 2 2 〇 4 50.0 5

Sarcina No.1 〇 2£ 58 33 7 6 〇 45.8 5

14秤混合 〇 1] 84 32 11 4 1 2 〇 52.3 6

標準1號(肉汁培養液:) C 17 65 32 2¢ 3 〇 2 51.1 6

標準2號(殺•苗水:) 5C 54 1S * 1 〇 〇 1 45.1 4
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ギ

•
種類 第

一 

次

三」 發要

第第 第 第 第 第第 第あ弟正初せ・發 し備
二 五 六 八 九十 芽日％

次 i次率に 阪

考

Achromobacter delictatulum 1〇1昭和三年六月

Eschericlua formica 7施行

Bac. megatherium 10

Bac. mesentericiis F・—A. 9

Bac. mesentericus F・ーB・ 12

Bac- mycoides 12

Bac. parvus 7i

Bac. prodigiostis 11

Bac. subtilis 14

Bac. teres 9

Micrococcus flavus 15

Phytomonas No. 2 10

Sareina No.1 14

14種混合 8

標準1號(肉汁培差液:) 8-

標準2號(殺苗水) 5

ア カ マ ッ

1
三 日 目毎の!a 芽 粒 數 變要

押 a 第第 第
第 第1 第！ 兰・せ

第！第第第 日K] 備 考

四 五六 七 八 九 十: 迄日

•1 次次 次次
次次！ 次 次 次 次」 に數

AcLromobacter ilelictatuhun 〇 62 82 23 1512
厂%

S 4 4 372.0 4昭和三年六月

Eschericliia formica 〇 60 6821 12 7* 5 5 4 460.9 •4施行

Bac. megatherium
1

1 83 8318 4〇 2 3 3 〇65.9 3

Bac. mesentericus F.一A. 〇 72 78 11 3 2 2 二 〇64.1 4

Bac- mesentericus F-—B. 〇 6] 9627 16 8 \g 8 〇 376.9 4

Bac* mycoides 2 86 781,9 98 〇 〇 368.8 3

Bac. parvus 〇 92 96 25 イ4 2 6 269.9 4

Bac. proiligiosus 〇 83 7923 10 5 〇 〇 1 170.2 4

Bac- subtilis 2 一一 7927 12 4 1 3 4 〇71.3 3

Bac. teres 4 70 74 19 13 4 〇 2 161.9 3

Micrococcus llaviis 2 89 64 19 12 1 1 〇 166.6 3

Phytomonas No. 2 〇 16 22 25 15 5 2 14 438.5 4

Sareina No.1 〇 91 7316 9〇 2 〇 〇 〇66.0 4

14種混合 〇 23 46 21 1814 6 d 6 749.5 4

標準!就C肉汁培養液:) 258 9£ 23 12 9 ] 1 3 〇71.2 3 ヽ

標準2就C殺苗水) 77 571 1£
:1】 

じ 4 〇[63.71 3
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第 15 表

發發

ー第第 初せ

第九十芽日し節 考八 迄川

次 率に 网

— 4
1

I 〇1
-

112 21

7 
13 MI 1 1 

房— 5

^1 

—^ 01 9 

—^15 
_̂—116 

_̂ 1 3 

24|〇1 

16|1 

初11|1

3

8昭和四年四月

8施行

5

7

6ヽ

8

6

8

5

7

7

8

8

5

モ

三 日 目每の發 芽 粒 Si

第芽日初せし備

十 迄日
次 帯 に败

种 翔
第 第 第 笫 第 笨 第 第 第

考
四 五 六 七 八 九

次 次 次 次 次 次 次 次 次

Achromobacter <lelict:itulum 0 〇 4 19 10 14 9 3 4 〇32.6 7昭和三年七月

Escherichia formica 〇 〇 20 15 9 6 4 〇 131.9 9施行

Bac. megatherium 〇 〇 14 12 13 6 3 1 29.3 9

Bac. mesentericus F.—A. ’〇 0 24 16 13 6 5 3 〇38.7 7

Bac. mesentericus F.—B. 〇 〇 2 16 32 5 6 2 4 〇34.2 7

Bac. mycoides 〇 〇 9 19 12 19 8 7 4 〇41.5 7

Bac. parvus 〇 1 7 17 26 19 7 1 2 〇40.0 6

Bac. prodigiosus 〇 〇 7 20 15 13 6 1 1 〇32.6 8

Bac. subtilis 〇 〇 7 33 26 11 6 〇 2 〇42.5 8

Bac. teres 〇 0 14 27 30 — 6 1 2 144.0 8

Micrococcus flavus 〇 〇 10 3〇 34 10 4 5 2 〇48.0 8

Ph>-tomonas No. 2 〇 〇 11 27 24 19 8 3 1 142.0 8

Sarcina No.1 〇 0 10 24 24 10 3 1 〇
〇36.5 —

以種混合 〇 〇 8 29 14 11 2 4 〇 〇35.7 8

:糠準!號(1肉汁培釜液:) 〇 〇 13 27 24 19 7 3 1 〇48.7 7

標準2號C殺苗水:) 〇 〇 36 45 8 11 2 1 〇53.0 7

枷 類

Achromobacter delictatulum

Escherichia formica

Bac. megatherium

Bae. mesentericus F.—A.

Bac. mesentericus F.—B.

Bac. mycoide;

Bac. parvus

Eac. prodigiosus

Bac. subtilis

Bac. teres

Micrococcus flavus

Phytomonas No. 2

Sarcina No.1

14種混合 

標準1號(:肉汁培養液:) 

標準2號(殺苗水:)

芽

ー

第

七

次
 16
20
17
24
31
24
23
15
13I
14I
16I
21I
21I
16I
19I
11I
 

第 

次
!
】2 

1
2
 
1
4
1
6
1
2
5
 
:
 

•6 
1
1
7
 
1
3
 
1
0
 

第

五

次
 

3
0
 
33

1

9

37
 
27

30
 
38

28

33

21

31

29

26

23

24

14

 

第 

四 

次 
16

32

36

19

35

27

24

17

25

00

27

24

23

-
1
23

65
 

第 

次 
n

1

1

3

1

3

1

7

4

13

15

21

13

7

16

14

3

6

51
1
 

第
 

次 

〇 

〇 
2

 

〇 

〇 
1
 

〇 
1
 
0
 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
40
 

第 

次 

〇 

〇 

〇 

〇

〇

〇
 

〇

〇
 

〇 

〇
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本成績:て徴すればヒノキ種子・は槪して有菌床に於て發芽を阻止せらる'の傾向あるも,T 

カマッ,クロマツ種子に在りては偃令發芽率に於て大差なしとするも發芽勢苫し < 良好なる 

を硬るべし。次にアカマツ稚子40粒を剝皮し別に少量:の細砂を容れ殺菌せる試驗管を用意 

して共一本に氣］皮粒一個宛を投入し半數は有菌的に他の半數は無菌的取扱ひを以て發・操作

を行びたるに有菌的のもの勝れるの糸言果を得たり〇

一例を擧ぐれば第十六表の如し。

第 頂 表

三日 目’每發若經過 發 發要

處
笫 第 第 第 第 第 第 第 芽 智し

三 四 五 六 七 八
a

迄日

次 次 次 次 次 次, 次 次 數 1-數

Bacillus meientericus F.—A・ 
を用ひなる場合

〇 4 10 3 〇 〇 〇 〇 17 4

標 準(I殺苗水:) 〇 4 4 2 〇 〇 〇 〇 10 . 5

是に依て跳ればヒノキ禰子とアカマツ神子とは細菌による發芽生理上の性質に於て相反す 

るものありと謂ひ得べし。尙此等の關係を明らかならしめんがため以下數種の試驗を施行せ" 

り〇

先づ殺菌細砂の代りに束京都南多摩郡横山村所在の苗圃土壊(砂質壤土粒徑2耗以上の 

もの10 %, 0.5〜0.1耗のもの36 %, 0.!耗以下のもの17 %)を用ひて發芽床となし前 

記の方法を繰返したるに次表の如逢結果を得たり〇 (第十七表)

第 に 表

ヒ ノ キ

笫

一

次

三［I

次

第
三

次

•

あ舟ああ第八第菊發日初し備

四五六七・九十芽迄日
次次次次次次次率に

第 

二

Achromobacter delictatulum 〇 25 72 1 〇59以.6 5昭利二年八月

Esclierichia formica 〇 26 73 〇 〇60.4 5施行

Bac. megatherium 〇 19 81 1 〇61.5 5

Bae* mesentericus F.— A. 〇 81 1 160.9 5

Bac. mesentericus F.—B. 〇 - 83 3 '〇62.3 5

Bac. my co id es 〇 24 66 1 〇 58.6 5

Bae. parvus 〇 38 78 〇 〇61.2 5

Bac. parodigiosus 〇 23 7〇 2 〇' 60.1 • 
5

Pa . subtilis 〇 16 -1 /
〇 〇56.7 5

Bn(?. teres 〇 82

Micrococcus flavus 〇 68

Pliytomonas No. 2 〇 70

Sarcina No.1 〇 62

14新混合 〇 5 78

樑準1號(肉汁培養液:) 〇 13 74

標準2號(殺・苗永) 〇 24 99
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ア カ マ ツ

三日 目每の發芽 粒 數 發要

芽且

種
類 第笫弟 第 第 第 第 第 笫 第 鴨備 考

• 四 五 六 七 八 九 十 迄日

次次次 次 次 次 次 次 次 •次 に數

Acliromobacter delictatulum 〇 80 176 33 3 〇 9 〇 1 〇98.7 5昭和三年六月

Eschericha formica 〇 49 196 43 5 3 1 〇 〇 〇99.0 5施行

Ba。•megatherium 〇 62 191 31 1 9 0 〇 1 〇97.3 5

Bac. mesentericus F.—A. 〇 45 194 47 1 1 1 9 〇 〇97.3 5

Bac. mesentericus F・—B. 〇 80 174 29 3 〇 〇 〇 〇 〇96.6 5

Bac. myciodes 〇 71 178 31 4 9 9 〇 1 〇97.6 項

Bac. parvus 〇 30 210 36 5 1 〇 〇 1 〇95.G 与

Bac. prodigiosus 〇 63 186 36 5 〇 1 1 〇 〇97.7 5

Bac. subtilis 〇 55 204 22 6 3 1 〇 3 〇98.0 °

Bac. teres 〇 9 224 45 6 〇 3 1 〇97.0 5

Micrococcus flavus 〇 11 235 32 5 1 4 1 〇 〇96.7 6

Phytomonas No. 2 〇 .9 227 43 4 〇 2 〇 2 〇96.3 5

Sarcina No.1 〇 26 230 28 6 1 〇 2 〇 〇97.7 6

14種混合 〇 8 238 41 4 〇 〇 1 〇 〇98.3 5

標準1號C肉汁培釜液:) 〇 31 212 36 4 3 〇 1 〇 〇96.6 6

標準2號(:殺苗水:) 〇 40 184 37 3 3 〇 3 2 〇92.8 5

次に發芽床の含有水分狀態を異にせる場合の一例としてヒノキ,スギ,ブカマツ種子各30() 

粒を試料とし

Bacillus mesentericus Fliigge.—A. '

Bacillus prodigiosus Fliigge.—B.

Phytomonas No. 2 .

のーケ月培養Bouillon15 cc宛を取り各々殺菌水!00 ccにて稀翔せるものの一定量を殺菌 

細砂に施與して發芽床とす。共水分含有程度は飽水を1〇〇とすれば40, 60, 65, 70, 80,120 

の指數を以て示し得べし。(第十八表)

第 18 表

正初せ 

發日し 
芽 迄日 
率に數

あ第笫第第第あ部弟

二三四五六七八九十

次次次次次次次次次

40 〇
19 140： 68 19 3

60 〇 35 159 46 1 1 : 〇

Bacillus mesentericus Fliigge — A. 65 〇 25 158 54 9 3 〇

苗の培益稀糧液を給與 70 〇 51149 37 8 3 8 〇

80 〇 〇 1 16 22 39 26 29

120 〇 〇 〇 〇 25 27 22
___L

40 〇 20 150 56 19 5 1

60 〇 40 158 35 9 1 1 〇

Bacillus prodigiosus 65 〇 37 166 36 6 1 1 1

苗の培邳稀養液を給與 70 〇 51161 34 3 〇 〇

80 〇 〇 3 47 15 25

120 〇 〇 〇 17 21

41154

52156

34165

40158

〇3 

〇〇

40 39 10 5 3 〇 〇

60 19 : 1 1 〇" 〇

標準(殺我水を用ひ努めて無憤 65 31 8 1 2 〇' 〇

的I二扱ふ) 70 36 9 〇 2 〇 〇

80 39 52 40 23 18 7

120 12 48 82 46 2111



63

ス ギ

發遂 三 日 13 每 の發芽粒 數 發要

處 置
芽 第 第 弟 第 第 第 第 笫 第

!第

..
芬

鴛せ 
智し

床 —•
(次

二 三 四 五 
1次

七 八 九 十 沱日

时

0
次 次 次 次 次 次 次 !次 I1 に數

4(1
1C 2>

1
1

I c i 81.¢;5

6C 〇 6 3E 2£ 15 12
1

c 73.C 5

Eaeillus mesentericus Fliigge—A. 65 〇'11 31 25 16 9 C 2 c.74.6I 〇

茵の培斐為行液を給與 70 〇 3 36 19 16 16 8 2 〇1 80.2 5

80 〇 ° 〇 2 3 12 8 9 9 0 82.3 12

120 〇 〇 0 〇 1 13 8 6 〇 22.6 14

40 〇 3 29 31 21 15 11 3 1 〇 73.5 6

60 〇 3 36 25 22 21 15 3 3 〇 87.7 G

Bacillus procligiosus 65 〇 8 42 26 17 15 10 4 〇 〇 84.1 5

萬の培斐琦粹液を給與 70 〇 6 41 28 22 13 5 3 2 〇 71.9 5

80 〇 0 1 6 16 13 17 12 9 0 58.7

120 〇 〇 〇 ° 1 5 7 7 2 17.3 13

40 〇 6 33 33 20 12 9 5 3 〇 76.6 5

60 〇 8 33 28 19 13 3 〇 5 〇 77.1 5

Phytomonas No. 2. 65 °1 8 36 36 17 13 10 2 1 77.8 6

苗の培握稀祿液を給與 70 〇 6 26 23 20 15 9 8 4 76.0 6

80 〇, 〇 3 15 22 27 9 9 3. 62.0 7

120 〇
1

〇 〇 〇 〇 4 4 8 6 °| 15.7 16

■ * 40 8 40 25 18 11 6 2 1
〇!

〇!
73.0 5

60 〇 23 52 23 12 6 3 3 1 80.9 5

標準C殺苗水を用ひて努めて無 65 19 50 24 7 7 7 3 2 〇 83.2 5

苗的に扱ふ) 70 〇 19 39 24 9 9 3 3 〇 〇 71.6 5

80 〇 1 12 15 21 25 13 18 4 〇 81.6 6

120 0 〇 〇 1 7 14 15 12 9 〇 45.2 10

發含!

笫

三 n 目每の發芽 粒數

處從
’水 革 弟 第

四

第

五

第 
JU

革

七

第

八

あ

九

第｝

十ー

のな 次 次 次 次 次 次 次 次 次 知

1
8 131 77 13 11 6 10 *1 21

・〇
ヴ1

87.2 3

6 116 71 17 12 13 5 5 3 〇
83.〇, 3

Ba illus mesentericus Fliigge—A.
1

12 114 72 15 10 9 11 4 86.1 3

Wiの址接稀拜液を給與 * 〇 78 86 27 9 23 10 5 ° 82.2 4

80, 〇 4 16 16 19 28 17 16 6 〇 40.S 5

120；
〇 〇 〇 〇 19 36 32 18 14 〇 40.7 10

40 15 125 81 15 6 5 2 2 〇 〇 83.7 3

17 127 61 17 6 12 8 5 1 〇 85.5 3
1
Bacillus procligiosus 65 6 80 76 18 7 15 12 10 3 〇 76.4 3

试の培控稀释液を給與 70 7 77 86 16 8 20 15 4 6 〇 79.9 3

80 〇 〇 22 24 25 40 23 18 11 〇 54.9 7

120 〇 〇 〇 3 19 26 17 17 12 〇 31.4 10

4。 129 73 11 7 7 2 3 2 〇 84.1 3

60 卩 124 78 21 3 6 7 4 1 〇 8S»t 3

Phytonioiias No. 2 65 13 104 84 21 4 12 8 8 1 〇 86.4 3

苗の培養稀释液を給與 70 7 108 93 26 9 8 7 4 9 〇 88 9 3

80 〇 〇 27 38 4C 31 14 17 a 〇 58.7 7

120 C 〇 〇 〇 21 .25 19 12 9 〇 29.3
1

.4

40 42 74 31 1C 20 18 12 5 〇
1

72.21 3

60 17 55 41 fi 28 25 26 1 〇 69.-J 3

標準(:殺苗水を用ひ努めて無苗 65 17 50 26 7 36 30 18 4 C 63.71 4

的に扱ふ:) ■ 70 24 67 19 11 43 33 14 〇 7以,4

80 4 34 22 27 35 23 24 2 C 58.1 6

120 广〇 5 27 IS 33 If 27 1C 43 1i 8



含有水分の狀態に依りて種子發芽の程度は著しく相違あるも槪してブカマツ種:子は有菌床

に於て常に發芽良好なるを觀るべし。

更に菌培養液をChamberland濾過器により一回處理せ・る漣液を用ひ共量的施用を異にし

て發芽の狀態を調査せり〇 (第十九表) ' '

本成績に依りて考察すれば此而!細菌はアカマツ種皮の透水性を増し或は共內容の發動を促 

すべき或種成分を分泌するに非ざるか,尢も一般Bacteriophage Lysin採取の方法に準じて七 

回重復灣過せしに共渔液はアカマツ種子に對しては反って促進の效を減退せるもの」如し。

(第二十,二-一表)

第 19 表

ア カ マ ツ

第 20 表

ヒ ノ キ

試 三日 目毎の發芽 粒 S& 發要

脸 第第第 第第第第 第 第 第 rfせし 備 考
番 一二 四五 七 八 九 十 迅日

號 次次次 次次次次 次 次 次 に數

1
CC

1 + 16 〇 37 40 39 30 19 7 8 7
%

〇 65.6 4昭和四年二月施行

2 3 + 14 〇 89 69 27 15 14 8 3 3 〇 78.6 4標準1號 Bacillus
3 5 + 12 〇 78 57 53 19 7 6 4 3 1 83.2 4mesentericus F.—A.

4 7+10 〇 90 71 27 23 9 6 4 3 〇 83.2 4 標準2號 肉汁培養液

5 10+ '7 〇 66 82 37 14 6 3 2 2 〇 .74.9 4 標準3號 殺凿水
6 17+ 〇 〇 24 47 52 33 17 14 7 3 〇 70.4 4

7 標準1號 〇 33 49 54 18 14 5 4 2 〇 63.0 4

8 2號 〇 15 48 63 23 16 5 6 3 〇65.6 4 ・ヽ
9 3號 〇 11 35 40 23 14 9 5 4 〇 49.0 4 —

三日目每の發芽粒姣

第験

备

號

0 

0 

〇 

〇 

0 

〇 

〇

第
十

次

芽及Z.に注培径水の

i! fi ,次

第第第 第第第第第 

四 五六七 八 九 

次次次次次次次次
1 1+16 〇 107 113 14 1 〇 〇 〇

2 3 + 14 〇 110 106 6 2 〇 〇 〇

3 5 + 32 〇 64 150 13 2 1 1 〇 〇

4 7 + 10 〇 52 156 26 4 〇 〇 〇 0
5 10+ 7 〇 32 157 23 3 2 〇 〇 〇

6 標準1就 〇 2 12 92 29 10 〇 〇 〇

7 〃2號 〇 137 79 5 1 〇 〇 〇 〇

股耍
斐せ
初し 備 考

迄日日K
に數

%
90.0 4昭和四年三月施行

83.0 4 標準1號Bacillus
82.8 4 mesentericus F.—A.

89.8 4標準2舰殺苗水

82.2 5培養泌液とは七回頭:檢

57.8 6澹過せるものとす。

78.9 4

第 2I 、表

テ カ マ ッ

滅 

驗 

雅 

號

1

2 3 + 14

3 5 + 12

4 7 + 10

5 10+ 7

6 標伞1賊

7 標準2號

加注に控水紙のi®

CC
1 + 16

三日 目毎の發芽粒 败 發耍 
蓊せ

第 第 、第 笫 第笫第第 第 第 智し 価 考

四 五 六 七八 九 十 迄日

次 次次 次次次次次 次 次

22 112 90 12 4 1 1 1 〇 〇 87.7 3昭和四年三月施行

34 130 56 15 9 〇 1 〇 〇 〇 S6.3 3 療準1脱Bncil'us

25 103 •14 11 6 2 1 〇 〇 〇 67.6 3 mesentericus F.—A-

21 104 4 7 12 7 3 1 〇 〇 〇 6財 3 標準2睥殺預水

2 54 90 36 13 5 1 〇 〇 0 69.8 3 培釜遗液とは七回项複

1 38 40 38 24 13 5 〇 2 〇 56.7 3 濾過せるものとす。

39 9875 14 5 1 1 〇 〇 ° 84.1 3

是と別傾に菌の肉汁培羨液を煮沸使用し或は共漁液を煮沸して供用したるに何れも發芽セ

促すべき模樣を認めざりき。(第二十二表,第二十三表)

第 22 表

事
2

S培关液杰沸

同液無處｛ff

笠

次

〇

〇

三

第 
ま

ア

日

箸

茨

18

55

カ

M

,菜
四 
次

53

マ

每D

第
五
次

27

15

ツ

發芽 敢粒

第第 
八 九 
次

•第
十
次

〇

〇

43.S

59.0

發耍

ぎし

迄日

に败

6

第
六 
次

16

1S

猝
七
次

°

10

.2

8

4

1

■・ 価

菌培賛濾液煮沸

箸

次

三
あ 
凌

26

第

ア

日

三
次

68

カ

目

あ
四
次

42

23

マ

衍 の
弟
五
次

じ

表

ッ

發 
猝 
六 
次

7

芽
第
七
次

6

粒

笫
八
次

2

Si

第
九 
次

1

平 
十 
次

〇
%

58.7

■泛 VH

4

2 !'■］液無處检 〇 24 47 52 33 17 14 7 3 〇 70.4 4
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次に菌の肉汁培養液(25°C內外)中にアカマッネ页子300粒を投じ共半數は み 時間,殘 

り半败は48時間浸法後殺菌水-施用の細砂床に播き,別に伺溫の殺菌水竝に殺菌Bouillon r|i 

に比較沒法して夫々發芽の狀態を檢したろに菌液中に浸漬せるものは殺菌水中にて取扱ひた 

るものに比し槪して發芽勢良好なり〇 (第二十四表)

第 24 表

ア’カ マ ッ

三日 目う正の發芽 粒數 簪1
力.せ

耗 類
第 第 第 第 第 第 第 笫 第 第 着1し 備 考

四 五 六 七 八 九 十 星日

/
次 次 次 次 次 次 次 次 次 次商

Achromobacter delictatulum 3 34 10 6 3 3 1 3 6 1DつD七.1 3昭和三年六月

Escherichia formica 3 \0 11 4 4 4 2 ] 6 251.3 3施行

Bac. megatherium 〇 31 20 6 2 3 3 2 ］〇 256.4.4,浸液ー日間

Bac. mesentericus F—A・ I 41 15 4 3 6 1 4 3 153.0 3供試料百五十

Bac. mesentericus F—B. 1 39 A 4 3 3 1 1 〇 〇53.4 3粒

Bac. myco'des 45 17 2 〇 4 〇 〇 3 150.0 3

Bac. parvus 1 49 16 2 2 5 2 2 9 260.4 3

Bac. pro<ligiosiis 〇 45 12 1 3 2 3 2 7 154.5

Bac. subtilis 打 56 12 6 2 4 1 〇 4 〇58.7

Micrococcus flavus . 〇 41 16 7 1 〇 2 8 〇59.2

Phytomonas No. 2 3 •17 16 5
/ 4 3 5 364.9 3

十ー種沮合 1 42 8 5 1 〇 6- 7 252.3 3

標率1號(肉汁堵卷波) 〇 54 19 5 〇 〇 ° 3 〇61.6 4

標準2號(募•領水25 °め 〇 財 15 6 6 5 2 8 156.8 4

ア カ マ ツ

节
初

第

四 

次

あ第

五六

次次

正芽せ 
八次あ次九第弟次十芽瓊担初し備 

に

類第
一 
次次

次

Achromobacter delic atulum 2 44 33 5 1
1

6 以！
2 65.3 ｛昭和三年六月

Escherichia formica 0 89 20 6 6 3 〇 55.1 4施行

Bac. megatherium 〇 !：' 26 1 4
〇,

1 56.6
｛祛渣二日間

Ehc・ me?entericus F—A. 〇 49 8 1 2 J 50.0 /供;式料百五十

Bac. mesentericus F—B. 1 47 10 8 3 ° 1 56.0 3粒

Bac. mycoides 5 52 21 : 2 2件

Bac- parvus 1 42 21 6 〇 〇 60.4

Bac. prodigiosus 3 60 17 6 打 1 62.7

Bac. subtili« 1 52 16 6 3 2 59.9

Micrococcus flavtis 3 58 卜 6 1 1 61.0

Phytomonas No. 2 4 50 21 4 7 3 64.9

十一郁混合 3 57 ～ 一 I 3 2 68.0

標準1號(肉汁培舞液:) 〇 7 4

標準2號(役茵水25 P) 〇 37 19 4 7 ヽ 1 43.2

ブカマツ紙子約150 c.cに水200 c.cを加へ之れにBacillus mesentericusを投じてせ 

しめ共液をChamberland氏沁器にて池過し濾液1c.c, 3c・c, 10c,cを採り殺苗水を加へ全宛 

17c.cとなし別に用慈せる殺菌細砂45c.cに注ぎて發芽床とし,比較のため校苗水を同じく 

17 c.c用ひて夫々に付ぎブカマッ種:子の發芽狀態を松したるに滝液・施用床に於・ては殺苗水床 

に比し何れも苫しく發芽良好なり〇 (第二十五衣)同商敗池液を煮沸せ" し揚合亦同樣なえ結 

果(第二十六表)を街たるも更に攻究の耍あり。師子潑芽に對する菌の效吿に付ては::,柏勺關 

係共他の影縛ありて遽かに是を斷定し能はざるも旣に得たる成結に徴しー應效害二種［に分別 

してアカマツ種子の發芽に對ーし促進上效害二種:の細菌を配合施用せ・ り。

卽ち 有效菌として 取敢ず•Bacillus mesentericusを採り有害菌としてPhytomonas No. 2 

を選びて夫灰の培養Bouillon配合单を種々に按配施用したるに;Phytomonn$ No. 2 ：；•V连 

■Bouillonの::止減ずるに從ひ發芽狀態は好轉しBacillus n：csentcricus蘭のみ価典の發芽床に冷

・て战も良好なる結果を得たり〇 (第二十七我)
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因に兩菌一白金耳宛の混合十日培養液に付き菌の集落數を檢したるにBacillusmesenterieus 

F—Aは7乃至50平均15を算せしにPhytomonas No. 2に在りては無數なりき。更に培羨 

液の酸度をみれば當初はズ1なりしも兩菌培養十日に及びて9.!を示せ・り。

以上の成紙に徴すればPhytomonas No. 2菌は一般にアカマツ種子の發芽を阻止するもの 

の如く忍めらる'も本迎必ずしも常に然るや否を吟味せんがため本培養液!0-գ 3c.c, 5c.c, 

10 c.c,15 c.cを採り殺菌水を加へ全垣:17c.cとなし之れを細砂床に施與せしに果して或る場 

合には發芽を阻止することなく或は反って之れを促進するが如き傾向をも認め得たり。(第二 

十八表) .

次に同菌培養Bouillon汹液(第二十九表)竝に共煮沸液(第三十表)に付て試みだるに

共關係は愈i顯著なるものあり。

而して前祀の諸方法に於ては殺蘭水使用の標準無菌床と雖 操作中必ずしも空中苗等の侵 

入なきを保せざるが故に更に嚴密なる無菌床を用ひんがため試驗管に適己:の細砂竝に水を容, 

れ綿栓を施し高厘滅蘭器え以て常法により殺菌したるものを採り別に比較のためBacillus 

mesentericus菌施用のものを有菌床として各々にヒノキ,アカマッ殺曲師子を試驗管毎に1粒

宛投入し,試料各1〇〇粒に付て發芽を檢したり。

尢も本試驗は操作容易ならざりしため充分なる成績を得ざりしも,アカマッ剝皮種子竝ヒ

ノキ租子に於ては明瞭なる結果を彳!}•たり。

25第 表

考

4昭祈四年二月施行

3：
4

4

發耍

>1] せ
晋し 備’

迄「1
に數

ア カ マ ツ

芽後せ狂及 三 II 目每の麥芽粒 敷

床ア腐の第

…汗マ …

次

C.C
1 1 + 16 〇

2 3 + 14 ]

3 J0 + 7

4 標难(殺一政水:) 〇

〇

笫 笫 茶 第 第 第 第 笫 :じ

三 四 五 六 七 八 九 十

次 次 次 次 次 次 次 次

17 36 ：X) 13 13 7 5 〇
% 

61.s

16 .: 力 9 10 7 4 1 69.4

99 22 16 11 8 2 4 〇 72.9

11 35 40 爲 11 9 5 4 〇 49.0

第 26 表

プ カ マ ツ

・找 三日 目毎の發芽粒 數
詰

發要 
夢せ

め
處置

革第第 第革第靖第笫弟 皆し 備 考

番
- 四五 七八九 十 蓄 繞

號/ 次次次 次次次次次次次 蓄

1煮 沸 8 36 16 10 6 り 1 1 〇 〇 61.5 3昭和四年二月施行

找い1理は供試:料
の都舍上止を得すヽ

2 標準(殺頂水) 〇 11 35 40 23.14 9 5 4 〇 49.0 4百五十粒とす。

第 27 表

ブ カ マ ッ

發芽床に給與 
せる整の景

三 ロ 目・毎の發芽粒數

希法 希賊 第 第 1 第 第 あ 第 第 第 第

發耍
芽せ
曾し 備

迄日

に败

考
番 Bac. 四 五 六 七 八 九 十

號 mes.Phyt.次 次 次 次 次 次 次 次 次

1 16 1 〇 28 33 41 25 6 8 4 :: 152£ 5 昭和四年三月施行1

2 14 3 〇 7 * 23 28 25 11 9 9 7 〇41.2 5 祀號 B：ic. mes.は Bac.

3 12 5 〇 7 28 39 35 33 8 イ 3 〇54.2 5 mesentericusF.—A.

4 10 7 〇 12 25 27 ご7 18 To 7 7 145.9 5 Phyt・は Phyto-

5 7 10 〇 1 25 27 32 16 13 6 3 142.9 6 monas No.?を指

6 2 15 〇 3 22 35 % im 14 4 8 144.0 5 す〇

7 17 〇 〇 33 49 54 18 14 5 4 2 〇63.0 4

8 〇 17 〇 1 15 33 21 18 9 7 11 139.9 6
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第 28 表

7カ マツ

技 發加液 三日目每の發芽粒數

芽せ及坂
床る水

第 第 笫 第 第 第 第 豎’
備 考

番
に培の 四 五 六 七 八 九

號 注養景 次 次 次 次 次 次 次 次 次

1
1 + ■1 C6.C

8 130 47 17 6 1 9 3 4 〇 74.9 3昭和三年六月施行

2 3+14 9 73 46 14 8 6 2 1 5 〇 55.0 3培養液iはPhyto-

3 5 + 12 4 J7 13 9 4 2 4 1 41.4 3monas No. 2.を培卷

4 10+7 1 1.5 25 9 5 5 3 C
〇 2 23.3 3せるしのとす。

5 15+2 〇 8 炉 17 7 •5 1 〇 3 1 20.1 -1標準は做料の都合上

6 17+0 1 10 13 17 6 2 〇 1 2 〇 17.8 3止を得ネ有五十粒と

標準C上水:) 〇 39 15 6 6 5 2 1 8 1 56.8 4"す〇

第 29 表

ア カ マ ツ

芽る水

驗 床堵の•:> 第 
击に注澹養仍 一 二 

號加 液 次・ 次

1 1 + 16 〇 68

2 3 + 14 〇 132

3 〇 + 12 〇 104

4 7+10 〇 84

5 10+7 〇 63

6 1-5 + 2 〇 4

7 17 + 〇 〇 U

8 標準J號 〇 1

9 陳準2號' 〇 15

10 標準う號, 〇 11

目毎の灸芽 粒

第 笫 第 第 第 第 第

四 五 七 八 九 十

次 次 次 次 次 次 次

38 一 21 16 5 7 6 1

20 3 5 7 5 1 〇

37 9 6 5 2 3 〇

27 5 5 1 3 2 〇

27 25 9 4 4 '4
〇

51 32 15 8 2 4 〇

51 27 14 10 3 1 2

21 18 9 7 11 1

23 16 5 6 3 〇

23 14 9| 5 4 〇

正 物せ

發 卬し 備 お

芽率迄に 日數

%
71.0 4昭利四年二月施行

85.1 4標準I號は

84.1 4 Phytomonas No. 2

76.2 4標準2號は

74.7' 4 询汁焙養液

53.9 4標準3號は

58.6 4 殺苗水とす。

39.9 6

65.6 4

49.04 ■

第 30 表

ッT 力 ・マ

三 日 目 死 斐芽 粒 败 碧

驗
處 12 菜 第 第 第 第 第第 第 第 维

ぜ

し 備 形
密 彖 四 五 ノヽ 七 八 九 十 迄日

號 次 次 次 次 次次 次 次 次 に數

1 恭沸濾液 〇 26 29 16 10 4 1 〇 〇 1 63.0 4 昭和四年二月施行

2 標準1映 〇 11 44 51 27 14 10 3 1 2 58.6 4 標準1就は
煮沸せざるもの

3 標準2就 〇 1 15一 33ヽ21 1S 9 7 11 1 39.9 6 樑準2概は
Phytomoims No. 2

4 療準3就 〇 15 48 63 23 16 5 6 3 〇 65.6 4 療準3就は
肉汁堵琵液

5 標準4號 〇 11 35 40 23 14(9 5 _4 .0 49.0 4標準4駝は

ヒノキ,スギ,サハラ等の師子に於て有苗的取扱が槪して發芽を阻止するの事賁は明らか

なるも,果して是が微生物より徳出せらるる或利Iの成分に因り種子が病的庄狀を呈するもの

なりや否!［匕點尙硏究の餘地あり。然るにアカマツ,クロマツ種子に在りては下記細菌の存在

は反って共發芽を促進せしむるが如き傾あり〇

Achroniobacter celictatulum.

Balillus megatherium. *

Bacillus mesenterlcus Flugge—A.

Bacillus inesentericus Fliigge—B.

Bacillus rnycoides. ‘

Bacillus parvus.

Bacillus prodigiosus.

Bacillus subtil is.

Bacillus t eles.

Micrococcus Havus.

又殺菌を兼ねたる發芽促進劑 Uspuluo, Tillantin等はヒノキ,スギ共他一般種子の發芽を

促進するもアカマッ,クロマツ種子一に到しては然Rざるものの如く,尙二,三殺菌剤試用。
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結果に於ても同樣の感あり。

是に依て觀るにヒノキ,スギ等の翩子とアカマツ(クロマツ)種子とは細菌による發芽生

理上の性質に於て全く相反するものありと認めらる。

本結果に伴ひ勢ひ殺菌を兼松たる發芽促進劑の效果に對して吟味の必耍を星ぜり〇先づ

Vspulun並にTillantin試用の結果を擧ぐれば第三";-ー表乃至第三十三表の如し。

第 31 表

樹 ゥ S 三日目毎の發芽,粒數
元

發

發要

;渣 第 第 第 笫 第 第

次1
芸せ 
初し 

迄 日x 備 考
ル時 四 五 六 七 奸

種 ン間 次 次 次 次 次 次 次 率 に數

匕 3時問 〇 80 33 6 5 3 〇〇 〇
*9

47.8 4 昭和三年施行

ノ 處理溫隹は23 °Cとす

キ
無技法 〇 53 54 12 3 1 〇 11 〇 45.1 4

ス 3時間 〇 5 25 38 1” 11 11 85 4 54.5 4

¥
無准n'i 〇 4 14 19 7 1] 3 3〇 3 30.9 5

ア 3時岡 〇 26 33 24 5 6 7 74 1 45.9 4
力 *
マ

ツ
無浸渣 4 77 57 15 12 11 3

1
34 〇 63.7 3

第 32 表•

樹籾

ウスフ・ルシ 七

浸渣時間 第一次

日n每の發芽粒數

軍二次 第三次 あ四次
發芽率

發芽初日
迄に要せ 備 歩
し日數

ヒノキ
無注淸

30分問

〇

〇

12

15

17

12

4

3

% 
33.0

30.0

10 大正十三年九月施行 

9

1 號 2時間 〇 .12 7 1 20.0 9

3 n争間 〇 17 11 1 29.0 9

5時間 〇 8 6 3 17.0 10

無沒潰 〇 3 S 6 17.0 11

3〇分間 〇 〇 14 2 36.0 15

2 號 2旳間 〇 12 10 3 25.0 9

3時間 〇 6 10 2 18.0 9

5時間 〇 6 12 6 24.0 12

M浅渣 〇 4 9 5 18.0 13

30分間 〇 5 6 8 19.0 10

3 號 2 時 IHJ 〇 6 7 2 15.0 10

3時間 〇 9 4 3 16.0 10

5時間 〇 6 11 4 21.0 11

無祛沾 〇 16 8 6 30.0 12

30分間 〇 〇 9 6 15.0 16

4 號 2時間 〇 12 7 4 23.0 10

3 ll!i=間 〇 14 15 〇 31.0 9

5時間 ・ 〇 12 7 3 22.0 9

無袪渣 〇 4 5 2 11.0 ：3

30分間 〇 5 S 3 16.0 1 1

5 號 2時間 〇 15 4 1 20.0 8

3嗨間 〇 11 7 7 25.0 .8

5 »!f 間 〇 19 6 1 26.0 8
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第 3f 表

樹舖
ウスブルン

汪潰時間

七日目每の發芽粒败
— 

第-一次 第二次’ 第三次 笫四次
發芽率

發芽初日 •
迄に要せ 備 考
し日數

ス ギ
M注渣・

3〇分岡

〇

〇

1

1

13

8

3

8

17.0

17.0

12 大正十三年九月施行

10

1 號 2時間 〇 3 8 7 18.0 10

3時間 〇 〇 13 3 16.0 15

5 0孕間 〇 〇 8 6 14.0 15

每注術 〇 2 14 10 26.0 14

3〇-分岡 〇 〇 10 7 17.0 15

2 號 2 b：r 問 〇 3 10 12 25.0 14

3時間 〇 1 7 3 11.0 14

5時間 

/
〇 〇 5 3 8.0 15

無浸渋 〇 1 7 30 18.0 13

30分間 〇 1 9 13 23.0 14

3 號 2時間 〇 〇 4 6 10.0 15

3時問 〇 〇 6 3 9.0 15

5叶間 〇 1 7 6 14.0 13

無浸液 〇 2 9 6 17.0 13

30分間 〇 1 3 4 8.0 13

4Z號 2時間 〇 3 4 3 10.0 13

3時間 〇 1 11 6 18.0 13

5時間 〇 〇 7 5 12.0 15

無祛潸 〇 2 2 4 8.0 12

3〇分間 〇 2 12 6 20.0 12

5 號 挡叶間 〇 5 1 5 11.0 12

3時間 〇 6 9 6 20 0 8

5 n!f 間 〇 4 5 3 12 〇 13

W种1
子ラン子ン

浦法時II1J

七日!I每の後身:粒敏

第一次 第二次!第三次(あ四次
發芽率

• 1

段芽初日 
苦に要せ| 
し日败

備 考

ヒノキ
無没法

3〇分問

〇

〇

12

8

17

16

4 

〇

% 
33.0

24.0

10

9

大正十三年九月他行

1 號 2時間 〇 10 S 1 19.0 10

3時間 〇 8 4 2 14.0 , 9

5時問 〇, 13 14 4 31.0 9

無淡浪 〇 3 8 6 17.0 11

3〇分間 〇 7 12 1 20.0 9

2 號 2時間 〇 9 / 2 18.0 8

3時問 〇 6 16 3 25.0 9

5時:間 〇 4 9 5 18.0 9

無淡h'i 〇 4 9 5 18.0 13

3〇 分 1111 〇 9 9 6 24.0 10

3 號 2時間 〇 4 9 7 20.0 11

3 吟 !B] 〇 2 10 5 '17.0 13

〇唾間 〇 8 15 11 
—

34.0 10 •

無莅淸 〇 ,16 8 6 30.0 12

3〇分間 〇 / 〇 7 5 12.0 16

4 號 2時間 〇 7 4 9 20.0 10

3時間 〇 7 7 5 19.0 10 ・ ・

:5時間 〇 11 7 2 20.0 9

無祛澹 〇 4 5 2 11.0 13

30分間 〇 5 6 4 15.0 11

5 號 2時間 〇 13 6 〇 19.0 V

3崎問 〇 8 4 4 26.0 8

5崎間 〇 5 11 3 22.0 11

_________
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チランチン 七日目每の發芽粒數 發芽初日
樹種 發芽率 塵に要せ ■,備 考

浸渋時間 ,あ一次 第二次 !第三次 あ四次 し日聊

!無 浸 渣 〇 1 13 3 .17.0 12 大正十三年九月施行
スギ

30 分 問 〇 4 10 ] 15.0 10

1號 2時問 〇 3 8 2 13.0 10

3時 inj 〇 4 9 417.0 10

5時問 〇I 4 9 5 18.0 11

無注渋 〇 2 14 10 26.0 14

30 分 問 〇 3 10 41 17.0 9

2耽 2時 IIH 〇 3 12 2;17.0 11

3時問 〇 3 8- 4 15.0 J1

5時間 〇 5 8 5 18.0
1

9

無茂漬 〇 1 7 10 18.0 13

30 分 問 〇 7 5 517.0 11 .1

3號 2 時.問 〇 3 * 6 7 1G.0 13

31時 問 〇 2 5 〇 12.0 11

5問 〇 2 6 4 12.0 13

無浸渣 〇 2\ 9 6 .17.0 13

30 分 間 〇 11 1 7.0 14

4號 2時間 〇 2 6 -1 12.0 13

3時間 〇 3 6 312.0 12

5時問 〇 3 7 6 16.0 13

無疫潰 〇 2 2 4 8.0 12

30 分 問 〇 2 2 7 11.0 12

5號 2時間 〇 4 6 7 17.0 11 • /

3崎間 〇 7 6 3 16.0 11

5 n!f冏 〇 10 5 〇 15.0 8

樹河
ウスフ・ルン

汪潰nir間

七日目每の發芽粒效 , 
發芽率・

笠芽初日 
仓に耍せ 
し日敛

備 考
第一次！ 第二次I 笫生次 第四次

無淡法 〇 110 ヽ44 〇 30.8 9 大正十三:『四月芯行

ヒ 30 分 間 〇 75 8 〇 41.5 -8 供:R牲數は段料の拓

1崎 III] 2 107 4 3 58.0 7 合にふリ無蹄は五

-/ 2崎間 〇 92 8 1 50.5 8 百粒

3崎間 9 109 3 〇 60.5 7 祛渣せるものは二百
ノ

4呻問 3 109 —
1 60.0 7- 粒

5時問 〇 55 14 6 37.5 10

6略間 3 58 6 〇 33.5 *—

キ 7時間 12 69 3 〇 42.0 了

81令 問 7 73 5 〇 42.5 —

無淡泊 〇 5 87 21 22.6 10
サ

30 分 間 〇 34 10 2 28.0 9

1時間 〇 47 13 4 32.0 9
' - 2•0芋 間

〇 41 13 2 28.0 9

3呻間 〇 44 9 1 27.0 * 8

4崎間 〇 36 8 3 23.5 9

無技泊 〇 43 118 47
\

41.6 9 ■

ス 30 分 間 〇 .-9 23 13 22.5 10

% 1分間 〇 7 34 16 28.5 9

ノ 2分 間 〇 4 25 10 19.5 •12
3分叫

〇 6 22 13 20.5 12

4分問 〇 21 45 13 39.5 10

5分間 〇 32 52 14 49.0 8

6分間 〇 10 43 23 38.0 11

¥
1 7分問 〇 13 47 14 • 37.0 10

8分間 〇 10 39 21 35.0 112 1 '



ウスブルン 七日目毎の發芽粒數 1 發芽初日
樹種 發芽率 ,迄に耍せ 備 考

S渣時間 第一次 第二次 ！第三次 第四次 し日敏

無 淡 〇 9 101 89 39.8 11 大正十三年四月施行

ッ 30 分 間 〇 〇 12 10 11.0 15 供状粒數は試料の初

1 時 間 〇 5 16 19 20.0 12 合にiり無祛液は

2 曲 問 〇 〇 17 13 15.0 15 五百粒

3 時 間 〇 7 24 33 32.0 12 注渋せるるのは二百

4 間 〇 2 21 23 23.0 •13

5 時 岡 〇 3 11 13 13.5 12 但し卜いマッ30分注

6 時 問 〇 • 2 12 13 13.5 14 渣のしのは百八十粒

ガ 7 時 間 〇 •2 9 8 9.5 11 同?時間のものは百

8 時 間 〇 4 12 15 15.5 13 5粒なり〇

無 浸 渋 〇 6 20 10 7.2 11

30 分 間 〇 15 14 .1 16.7 10

1* 1 iHf 問 〇 8 12 7 13.5 12

マ
2 峙 間 〇 8 7 5 11.8 12

3 iHf 間 〇 17 19 6 21.0 9
ツ

4 間 〇 11 12 4 13.5 12

疑 浸 渋 6 307 70 21 80.8 7

7 30 分 間 22 96 19 6 71.5 7

1 時 間 22 111 15 5 76.5 7

力
2

峙 冏 23 109 10 7 74.5 7

3 間 32 77 11 8 64.0 7

4 崎 間 18 108 19 3 74.0 7
・マ

5 1母 岡 50 69 19 7 72.5 5

6 間 13 88 22 7 65.0 7

ッ 7 叶 問 30 69 10 •2 58.0 6

8 1母 間 40 78 7 6 65.5 6

ウスフ・ルン 七日目毎の發芽粒數 貸芽初日
樹柯

、浚渣時間 第一次 第-:次 あ三次 あ四次
發芽率 仓に耍せ 

し日數
備、 考

無浸沌 17 130 40 14 40.2 7

ク 3〇 分 uh 9 51 7 2 34.5 7

1時 110 19 47 10 5 40.5 7

〇1 2曜問 19 51 5 〇 38.5 7

3 H争 間 20 ヽ 38 4 3 32.5 7

4時間 12 48 6 〇 •33.0 7
マ

5呻間 10 53 11 〇, 37.0 7

G ll!f 間 3S 31 4 〇 35.0 • 5

ツ 7峙岡 15 41 9 10 37.5 6

8喳問 24 30 — ・ 8 34.5 6

以上を要約せばヒノキ共他多くの林木種子は此種の有機水銀剤に依りて發芽を促さるべき

もアカマツ,クロマツ等に在りては反って然らざる結果を得たり。尙フォルマリン,クライ

卜,用汞水,クロロホルム等の試用に於ても亦同様の感あり。殊にヒノキ,スギW；の種［子に

對しクライト施用が發芽を促進するに反し,アカマツ種子に對しては全く然らざるの浪ある

は本種芋・が特に藥害に對して銳敏なるものと認め得べし。(第三十四表乃至第三十五表)
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第 34 表
ス ギ

ヒ ノ キ

三
日 日每の發 芽 粒 數 一 發要

髭せ
瞼 種 如 濃度 第 第
番

號 次次

第 笫 第 第 雄 第 第 第 晉し 備 考

四 五 六 七 八 九 十 迄日

次 次 次 次 次 次 次 次 に數

1 標 壟(:上水, 〇 〇 〇 2 3 5 3 〇 1 〇 8.0
1丿昭和四牢九

2 フ7rルマリ ン 0.5% 0 〇 〇 〇 〇 3 2 3 ■ >
〇 5.7 17月旌行

3 フナルマリ 

フj・ルマリ

ン 5.0% 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 ン 10.0% 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 ク ライ
卜｛

卜i
クライト】靛 
水 EOOc.c. 〇 〇 〇 〇 5

•
6 1 2 1 9.1 1:'

6 ク ライ
クライト】錠 
水ISCOc.c. 〇 〇 〇 1 3 2 7 1 3 1 10.4 ヽ11

7 ウ スフ・ノレ ン 400倍 〇 〇 〇 〇 〇— 1 〇 5 2 1 6.2 13

8 ウ スフ・ノレ ン 800% 〇 〇 〇 〇 〇 8 1 〇 〇 1 3.0 16

9 アルデハイ ド 1.0% 〇 〇 〇 〇 4 〇 2 〇 4 1 6.3 14

10 アルデハイ ド 5.0% 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 アルデノ、イ ド 10.0% 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 無 氷燐 酸 0.05% 〇 〇 〇 〇 4 6 3 5 2 112.4 14

13 無水燐 0.1% 〇 〇 〇 1 1 5 4 4 2 211.5 12

14 無 水燐 0.5% 〇 〇 〇0 1 3 3 3 6 2 312.0 12

15 無水燐 酸 1.0% 〇 〇1 1 3 5 6 5 5 1 14.5 12

輝
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ア カ マ ツ

国 三 日 日每’—芽 粒 數
た

務吸
素せ

畚
猫類 濃度

第 第 第 笫 第 第 第 笫 十第1芽 智し 備 考

—• 二 四 五 六 七 八 九 迄日

號 次 次 次 次 次 次 次 次 次 次率 に數

卜 %
1 標準(上水:) 〇 17 55 48 17 10 5 11 *660.3 5昭利四年九

2 フ波ルマリン 0.5% 4 52 39 17 7 2 1 〇 〇 241.3 3:月施行

3 フォルマリン 5.0% 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇〇 〇

4 フナルマリン 10.0% 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇

5 クライ 卜｛ クライト1錠 
水 60Cc.c. 1 13 65 35 15 8 〇 9

一
10 1053.0 3

6 クライ
クライト1錠 
水!200c.c. 〇 21 71 39 18 5 5 6 7 559.0 5

•

7 ウスブルン 400倍 〇 8 •以 19 13 に 4 3 7 537.7 4

8 ウスプルン 800% 〇 13 35 99 5 8 1：； 7 6 839.0 4

9 アルデハイ ド 1.0% '〇 6 25 24 22 11 17 7 !〇 1G 48.7 4

10 アルデハイ ド 5.0% 0 〇 〇 ° 〇 〇 〇 〇 〇 °〇 〇

11 アルデハイ ド 10.0% 〇 〇 〇 ° 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇・

12 無水燐 酸 0.05% 〇 17 46 44 17 9 9 13 10 1259.0 5

13 無水燐 酸 0.1% 〇 6 43 29 26 13 11 11 18 1356.7 4|

14 無水燐 酸 0.5% 〇
7 35 28 13 9 12 12 11 1045.7 5

5|
15 無水燐酸 1.0% 〇 3 37 34 17 13 8 9 10 1348.0

第 35 表

樹
= n li饪の發芽 粒 吸 1!!發耍

正•芽せ

轲 類 濃废
革 三 単 第 第 第 第 革 第 發智L 備 考
-1 一 四 五 六 七 八 九 十 芽,迄日

狗 次 次 次 次 次 次 次 次 次 次 率に贩

匕
標準(殺苗水:) 〇 49 126 31 15 〇 4 1 〇 〇85.3 4昭和四年六

昇汞水 5500 倍 〇 57 100 51 16 1 〇 1 〇 〇S4.0 4月施行

ノ クロロホルム 0.1% 〇 62 120 :>7 17 3 〇 3 〇 190.7 4

クロロホルム 0.05% 9 106 35 11 4 1 〇 2 〇85.9 3

キ クロロホノレム 0.01% 〇 109 38 11 1 1 1 1 〇85.7 4

サ
標準’(殺徹水:) 〇 じ 19 18 6 7 1 9 138.4 4

昇汞水 1500 倍 〇 15 11 7 19 ■ 3 1 4 1 〇24.1 5

ノ、 クロロホルム 0.1% 〇 18 28 18 27 10 3 5 5 〇43.2 5

クロロホルム 0.05% 1 14 37 13 14 7 4 1 3 〇35.9 3

ラ クロロホルム 0101% 〇 22 4-1 11 15 6 4 〇 3 〇39.2 5

ス 標準C裁苗水:) 〇 18 42 55 32 10 € 1 2 190.6 4

昇汞水 1500倍 〇 15 49 58 29 • 9 1 2 2 1 4

クロロホルム 0.1% 〇 11 63 55 24 8 3 1 〇 〇!エ

クロ ロホルム 0.05 佑 〇 10 45 55 37 18 2 3 〇 〇96.6

¥
クロロホルム 0.01% 〇 9 47 「ご 39 7 2 1 〇 〇92.4

ア
標準・殺憤水:) 〇 済 31 57 20 21 12 14 16 64.2 4

昇汞水 1500僵 〇 47 42 37 23 9 4 2 6 458.8 4
力

クロロホルム 0.1% 〇 32 31 21 12 15 18 9 358.4 4
マ

クロロホルム 0.05% 〇 へ 2S 28 24 11 11 13 18 552.5 4

ツ クロ ロホルム 0.01% 1 20 パ 17 19 15 7 12 445.5 3
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叙上の諸成績より按すればヒノキ,サハラ,スギ等一般種子の發芽操作に際しては可及的ー

に裝置等の殺菌を要すべく之れを等閑にせば或は公正なる結果を得難ぎ場合あるべしと雖ア

カマッ,クロマツ種子に對しては特に嚴密なる無菌的操作を要せざるべし。時に有菌!的取扱

・、 \
は反って生機の發動を促すことあるものの如し。

岡場若くは林地に播種.せる種子の實地發芽率が鑑定發芽率に伴はず共相關亦樹種:等に依て

異同あるは獨り操作の異るに基くべしとのみ解すべからず,環境の相違中には是等微生物の'

種茂n竝其多寡に依る影客亦勲からざるものありと認めらる。

III•蓮子の發芽に關する人工刺簌

種］子の發芽に關する人工刺戟は從來尊ら催芽を目的として行はれたるも 筆者の實貝:こ徴 

すれば神子に或種1の藥剤刺戟を與ふることに依りて發芽の好條件に置くも共刺戟を除かざる 

限り或期間共まゝ休眠の狀態を持續せしむる求を得たるが故に是を種子催眠の現象として投 

へり。因て蓟子の發芽に對する人工刺戟は共目的に應じて催眠と催芽の二つに分ち得べし。

1.催眠を目的とする人工刺戟

COzが種子の發芽を抑止するのが實は古くより知らる、所にしてHuber及Senebier( 1-^01) 

は新衅なる空氣にCO«を混すること20%以下の塢合に於ては オホムギ称于の發芽全認め 

たりと•云ひKidd (1914)は〇より96%迄の間に於てCOSの含吊!0階級を採り夫二,；°中 

にてオホムギ種子の發芽操作を行ひたるに118時間後の飮察に於て共含录12%の場合は殆 

んど發芽に影榔なきも,17～25%に於ては常に幾分の阻止作用を認め35%以上に在りては全 

く發芽を阻止せらるゝも此際co2を除去せは恰も催眠より覺隴せるが如く頓て發芽邺脚 

し,-二三日後には始んど發芽を了せりと云ふ。尢も本成紅iは尊ら素の供給を商ちて發芽ー 

に好適なる條件を缺除せる埸合ノの結果なるが故に’学ろ發芽阻止の一が冽に過ぎず。Gilbert 

Lewis (1934)に依ればタバコ極子は純H§O中に三週間の波漬にて恰も共活力を失ひたる 

が如きも共後常水を以て操作せば(共步合は半減するも)一週即にして發芽せりと云ふ。馬鈴 

おに人工刺戟を與へて貯藏中共發芽を防止すべき問題に付ても硏究あり〇 Eluier(1936)に依 

れば「未熟の苹果にては馬鈴義の發芽を抑止すべき押發性瓦斯を發生せ・ざるも共果實の完熟 

を待って再び川ふれば發券阻止の作用あり〇本舞發性物質はethyleneにして完熟果の中果皮 

及內果皮より生ず。是に依りて馬鈴璃の蒸散作用は旺盛となり酸化酵素は愈’活性を増し 

N,C率は變化し含糖量の増大を來す。發芽せ・ しめたる馬鈴若には何辱瓦斯の作用として,試む 

べき形郷なし」と,渭ふ。共他に或は梨を添へて粕’へ或は林檎酸アルコール溶液,硼・,ナフ

タリン等を試み最近生長ホルモンを以て處理せられたる例あり,簸田,玉利兩氏は "一 

Naphthylessigsaure 及 Furylacrylsiiure の ・\thyl又は Methylester の蒸・氣に依る忠理を,决み・ら 

れたる結果何れも效果ありとせられたり〇篁者は典に藥剎馴恢による昆陽卵の催眠現家を確 

,｛し是を林木種子に試みて好果を彳叩たり。卽ちヒメコガネ(Anoinala mfocuprea Motsclilsky) 

卯に付て実孵化防止試驗城行中明蕤〔KnL (SO,), 12HS〇^が蟲卵の催眠え帝す事屹を总め

・たるが故に是を輙子の發芽に試みたる結果興味ある成紡を得たり〇
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ヒメコガネ卵の催眠に關する實驗例

新鮮なる下肝土壊をワグネル氏ボットに採り上部1〇 cm前後に腐熟せる堆肥を混じ略々共

中央にヒメコガネ健全卵200粒を配したる後地表而に明罪3 gを撤布讹水して孵化狀態を

観察せし結果は第三十六表の如し。

第•36 表

共後普通土中に移してよ
リ14日間に奔化せる10

幼羅數 供忒卵數に封し 備 考
幼羅數 奔化せる割合

芸

2 1.0 昭知九年九月施

152 76.0 行

處 K
着手後38日間に再化せるしの

幼郵數
供;X卵數に對し 
師化せる割合

標 ,準 195 97.5

明 礬 4 2.0

卽ち雖化に好適の條件に・置かれたる200粒のヒメコガネ卵が明彝の存在に於て38日間に

孵化辻るもの僅かに共2%に過ぎす。而も藥削刺戟を避けて他の地中に移さば遽かに孵化し

て！4日間に於て旣に76%に及べり。

ヒノキ種子の催眠に關する或驗例

C1) 發芽床として淸淨なる河砂を用ひ之に明舞の濃度を異にせ・る水溶液四種を用ひて發芽

床の水に代へ24 °Cの恒溫器內にて操作したるに第三十七表の結果を得たり。

本表中種子の活力に關する成結は筆会の發明に係る還元法種子鑑定ガ法に基きて求めたり

第 37 我

曲 Et 發芽總虬
K '

未發芽粒 
未發芬粒婢中活な力る旺L 

K,

内容充貿ー甘
粒 數 ー甘

V

X100 耳+K’、,小
V 備 考

樑 準 83 7 4 90
%

92.2
%

96.7 昭和一卜句< 一月施 
行,標準とは淨

〇q% 105 14 8 119 88.2 罗・0 水を川ひたる發
芽床なり〇決料

1.0祐 96 11 4 107 89.7 93.5 は各五百粒とす

5.0影 25 95 81 120 20.8 88.3
24 °C に ja< 〇 
以下同斷

10.0% 〇 106 99 106 〇 93.4

-'Li;う內容充忧せ・る植粒106中發莎能力を有するもの共93.4%なるものに在りても明舞の10

%液を以て扱はヾ四週間の發芽:操作に於て發芽せ・るもの皆無にして明かに催眠の現象社呈せ"

り。 Z

發芽床に置き共中一組はそのま'繼紐するも他の2組は操作開始後八日目に一は京洗して

可及的に藥黙!］戦を除き一は水洗せすして標準と同樣の發芽床に移せり〇第三十八表に就 

て彼れば自ら本剤の催眠效果を認め得べし。

處 發芽總贩

K

未發芽粒中 
活力旺盛 
なるKし?の

內 
宣
容充 
号數

岳X 100
K +

V 
X100

標 準 349 〇 393 8矗 88^8

10%溶液にて繼續 6 330 397 1.5 84.6

同上發芽床に八日間迎ぎ
翌日流料を水洗して標準
と同樣の・發芽床に移す

331 4 391 84.7 85.7

—

［司上の處置を行ふ,但し
K割は水洗せず

342 〇 393 87.0 87.0

(3)發芽床;て-施與すべき明燃水溶液の濃度を6%乃至10%の5階級とし是にヒノキ種子

2 0粒宛を播き操作日數を9日及2T日として發芽:の狀態を觀察したるに10%液を用ひ

たる場合には執れも完全に催眠し而も催眠中に独子活力の減退を來すが如き小實を認、'うす。

(第三十九表,第四十友)

(2 )ヒノキ精選種子ー400粒4組を採り1組を標準とし他の3組は夫々明礬10%液施用づ・
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第 39 表

虎
發芽床に 
於ける 
操作日數

發芽純數 

K

未發芽粒 
中の活力 
旺盛なる 
ものK'

內容充
賣粒數

V

K + K, 
V 

X100
備 考

標 準 9日 111 67 196 90.8!供队料二百粒

2 194
6万液發芽床

6 %液 〃 173 90.2 とは發芽床に 
奥ふる水の代

7 〃 〃 〇

1

170

171

189

192

89.9

89.6

リに集剤の6
〃水溶液を使

8 〃 〃 用せるものを 
云ふ。

194 91.29 〃 〃 〇. 177 以下同斷。

10 〃 〃 〇 168•1 185 90.8

標 壅 27日 174 、 〇 195 89.2

6 %液 〃 77 93 194 87.6

7 〃 〃 67 104 187 91.4

8 〃 〃 19 147 189 87.8

9 〃 〃 13 115647」 192 87.0

10 〃 〃 〇 188 88.8

第 40 表

本發芽床に於 發芽床仃 發芽床谜 發芽残粒 供;険料中 Ki + Kz + K,
處 置

ける操作日數 替前に於 咎後に於 中の活力 の內容充 VC以後常法發 ける發芽 ける發芽 あZもの 實粒姣
V

X100
芽床に・符) 數 K, 姣气 K, V

(標 準) 9n 64 109 2 189 普
92.6

6 %液 〇 176 〇 194 90.7

7 〃 〃 〇 178 〇 190 .93.7

8 〃 〇 180 1 193 93.8

9 〃 〇 176 3 192 93.2

10 〃 // 〇 177 1 189 94.2 •

(:標 準) 27 n 166 4 1 190 90.0

6 %液 〃 126 32 12 191 89.0

7 〃 〃 27 122 18 188 88.8

8 〃 〃 4 145 24 . 189 91.5

9 〃 11 121 37 192 88.0

10 〃 〃 1 129 40 190 89.5

A

(4)ヒノキ種子200粒宛108組を採り內54組には本剤の刺戟を與へた後常注浚芽投作に

移し他の54組は本剤の刺戟を與へたる後遂元法に依り共活力を檢定せり〇藥劇濃度を5階
級として發芽床を潤ほし,種子を置床後3日目每に取出して刺戟を除き次で常法發芽床に

移して操作を繼續せり。別に行ひたる活力の檢定は3日目每に取出したる賛浒を以て也に 

行へり〇本成績に依れば藥液の濃度8%以上に於ては例外なく催眠す。

而も刺戟に依りて種子の活力は殆んど減退することなし。

催眠長きに亙りたる揚合には發芽操作日限は延-長すべきものなるも玆には總て同一期間に

て締切れり。(第四一■・ー表,第四十二表) ～

第 41 表

三 日 目 每 發 芽 經 過 :jN容充實眞正茂芽

處 1加我日數项ョ比う、k»二 t 笋磨繁獻芝黔繁卦隘欧・製曲 V率

標 準 〇 1 112 59 5| 3*
L

2 〇 〇 〇,. 〇 〇 195 93：3',

6% 〇 〇 54 101 11 4 1 1 1 〇 〇 〇 〇
1921. 90.1

7 〇 〇 40 ■94 22 7 2 〇 〇 1 〇 〇 〇 1SS( 88.3
8 3 〇 〇 50 111 12 2 〇 2 〇 〇 〇 〇 〇 190 93.2
9 〇 〇 41 113 12 1 〇 〇 1 〇 〇 〇 197 85.8

10 〇 0
6〇’

1
101 12 2 2 2 〇 0 〇 〇 194 93.8

標 準 〇 〇
网 97 18 3 1 2 1 1 ° 〇 〇 189 93.1

6% 〇 〇 1 63 99 11 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 190 92.1
7 〇 〇 〇 59 115 7 1 〇 〇! 〇 〇 〇 〇 194 93.8
8 6 〇 〇 〇 42 118 2〇 〇 1 〇 〇 〇 1 〇 194 93.S
9 〇 〇 1 51 102 8 2 〇 1 〇 〇 〇 〇 184 S9.7

10 〇 〇 2 42 130 5 3 1 〇 〇 〇 〇 〇 HO 96.3

標 準 〇 〇 64 71 30 5 2 1 〇 9 〇 〇 189 91.5

6% 〇 〇 〇 11 79 76 8 2 〇
0

〇 〇
1 

〇 194 90.7
7 〇 〇 〇 

〇 
〇

3 100 69 3 〇 〇 〇 〇 190 泌.7
8 9 〇 ・〇 4 81 85 8 1 〇 〇 〇 193 93.3
9 〇 (] 4 103 67 2 〇 〇 〇 〇 192 91.7

10 〇 〇 C 90 82 ° c 〇 〇 〇 C1 189 93.7

標 準 〇 81 5S 14 4 a C C 〇• 〇
C'193 86.5

6% C 〇 •1( ；3E 4 « £ 〇,! 193 93.3

7 〇 17 6( 14 〇 192 89.1
8
9 •

12 〇 

〇

じ

11
5*

78
、1C

11
)!

〇,

,〇|

196
186

89.3
92.5

10 C .113 1C )； 190 91.6
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- 1 三 日 目 毎 發 芽 經 過 內容充實眞正發芽 第 妃 表
處 迎 刺裁日吸:华•一 ・活二海ヨ獄而•版村駅エ駅ギザ;3而 我芋侦エ心字布:

內杵充實 發芽 疫粒の 檢定 K + K?

標 準
〇・, 〇1 47 70 29 17 

丨
6 °；) 1| °; 〇' 19 j 90.6’ 剌戟日駐 發芽败 

K
活力ある
しのK'

不仞全 
なるもの

活カな 
きもの

V

6%
°! 
D

°!
〇 5 16； 6 40 3 7 .

)1
18( 91.9 操 準 0 188 174 12 2

%
92.6

7 〇' )〇 !1 1 63* 6へ1 8 18* 83.4

8 15 〇 〇, 3’ H 62 7f 3 18J 92.0 6ら 〇 186 170 13 3 91.4

9 〇 ) 0 。 22 66 73 1()1 18c 93.0
7 〇 189 175 13 1 92.6

10 °! 〇 2 2] 101 4S 15： 2 ( C 19C '94.2 8 3 〇 188 177 10 ゝ ! 94.1

9 〇 194 182 10 2 93.8

標 準
1

2 67 60 32* 11 6 〇 C ( 1861 95 2 10 〇 190 170 18 2 89.5

.6% 〇 C 2 2119 47 60 21； { 〇1 C 192 93.8 標 準 9 184 161 S 15 92.4
7 C 〇 c 

〇

1 3 10 64： 47 16 1 0 191 94.2
ヽ 193

8 18 C 〇 〇 3> 1 17 77 .21 3 〇 ° 192 93.2 6% 〇 176 12 5 91.2

9
! 

〇
〇: 〇

0 0 1 16 80 8 1 1 189 86.8
7 〇 192 176 12 4- 91.7

10 〇 〇' 〇 〇 〇 2 20 88 6 1 〇 ° 184 93 5
8 6 〇 189 172 10

-7 91.0

4’ 1
9 〇 189 172 12 〇 91.0

糠 堆 〇 59 2113 11 〇 〇 ° 189 92.1 10 〇 194 173 18 3 -89.2

6% 〇 〇 〇 3 14 32 25 21 30 15 5 3 〇 188 78.7
擬 準 111 196 67 13 5 90.8

7 〇 〇 〇 1 8,12 13, 22 44 46 12 5 〇 193 84.5 ri
8 21 〇 0 0 〇 ! 4 3 18 32 82 16 1 1 192 82.3 6% 2 194 . 173 12 90.2

9 〇 〇 0〇 〇 2 〇 8 26 67 50 14 1 1 192 88.0 7 〇 189 170 12 7 89.9

10 〇
°|

0 0 1 〇 !4 46 93 8 3 189 87.8 8 9 , 1 192 171 14 6 89.6

〇,

■

43
9 〇 194 177 9 8 91.2

標 準 〇 98 18 10 6 5 〇〇 〇 〇 〇 191 94.2 10 〇 185 168、 12 5 90.8

6% 〇 〇 〇 51 24,13 10 36 32 21 17 9 2 191 78.0
標 準 156 196 20 4 16 89.8

7 〇 °! 〇 3 6 26 13 11 12 20 27 13 4 192 70.3
8 24 Q 〇 〇 〇 7 4 /4 838 48 40 6 190 81.6 6% 、へ 30 192 142 7 13 89.6

9 〇 〇( 〇 〇 1,・〇 〇 2
2|60

66 29 〇 194 82.5 7 〇 183 165 10 3 90.2

10 〇 〇, 〇 〇 〇 〇 715J 80 24 2 •193 86 〇 8 12 5 195 169 9 12 89.2

9 2 192 179 6 5 94.3
极 準 〇 〇 52 77, 29 6_

1
•〇 2| 〇1 3 〇 〇 190. 89.5 10 〇 185 172 8 • 5 93.0

6俗j 〇 〇 〇 5
I 

371 42
26 151 12 6 14 10 191 827

標 準 169 194 2 7 16 88.1
/ 〇 〇 〇 2 3 2 11 7 29 14 71 28 188 79 3
8 27 6 〇 〇 〇 ! 1 06 23 72 44 189 78.8 6匆 49 187 114 11 13 . 87.2

9 〇 〇 〇 〇: 0| 2 4, 4 19 13 71 28 192 68.8 7 5 185 160 11 9 89.2

10 〇 〇 〇 ° °； q ° 〇

141

19 89 20 190 68.4 8 15 13 191 157 11 10 89.0
I I 9 5 189 161 13 10 87.8

10 〇 190 167 16 7 87.9
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內容充實
•處 剌裁日數 發芽姣

K 粒 V

標 準 167 193

6% 79 192

7 27 189

8 18 10 194

9 15 190

10 6 195

標 準 176 196

6% 71 190

7 26 193

8 21 15 192

9 4 190

］〇 4 189

標 準 169 191

6% 97 189

48 186

8 24 14 190

9 11 191

10 1 192

標 準 174 195

6% 77 194

7 67 187

8 27 19 189

9 13 392

10 〇 ' 188

------------ /
發芽殘粒の檢定

活力ある 丨不健全 活カな
1 〇 K'iなるもの いの

K + K' 
~v~~ 
X100

9 2 15
外

91.2

93 12 8 89.6

142 9 11 89.4

163 14 〜7 89.2

154 9 12 88.9

168 10 11 89.2

.2 6 12 90.8

96 13 10 87.9

146 11 10 89.1

153 12 12 87.5

163 11 12 87.9

160 17 8 86.8

3 12 7 , 90.0

70 7 15 88.4

115 14 9 87.6

149 8 85.8

154 18 8 86.4

167 19 5 87.5

〇 6 15 89.2

93 14 10 87.6

104 8 8 91.4

147 10 13 87.8

154 13 12 87.0

167 10 11 88.8

(う)ヒノキ,スギ種子1000粒宛を採りて本剤濃度1%乃至10%の w睹級に於て催眠の

狀能を日察したるに10%液に於ては全く催眠す。操作36日後共活力を檢定したるにスギ

種子は多少の:彩抑を觀たるもヒノキ種子に於ては殆んど共減退を視ず。(第四十三表)
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(6)秋期地中に埋蔵せしクリの實を翌春二月下旬に堀り取り砂と混じ共一半は淨水にて的

ほし他の一半は本剤10%液にて波ほし何れも溫床中に埋めたるに,淨水を注ぎたる分は發牙

して11日目に旣に幼根は1.6c.m伸長せるも藥液を注ぎたるものは催眠す。是を普通セ壊

に移・せしに直に發芽伸長せり〇

第 三 圖

秋期に地中理栽を行へるクリ極子の翌春埋彪個所にて發芽

ぜるLの(右二個瞳2)及埋藏中仙眠平しめたる七の炉播顕 

後正常に發芽せるものC左ニ個睑)(甚谷川:)

(7 )大口の發芽に對して淨水及本劑10%液の够擀を觀たるも共結果は同様なり。

溫咳なる地方に於て種子を地中に』I!藏せ・し揚合翌春播科!前に地溫の上昇と水溫とに依りて 

徒らに發芽することあり。股作物師子に在り2£も取扱中期詩せざる時に發芽の現象を觀る揚 

合あり〇・是等に對しては例へ成比帔H勺高濃度の生長ホルモンに依り刺戟を與へ或は特殊の方 

法を以て溫度濕度等の條件を缺除せしめざる限り發芽を阻止すること困難なるも本劑に依ら 

ば簡劾に催眠の現象を惹起するため此方面にも應用館園を有すべし〇 (第三圖)

2•催芽を目的とする人工刺献

發芽を泣延せしめ或は是を阻止するの原因には種々あるも要するに極子の內的條件卽ち內 

容の不完伽 成熟の未了,種皮の構造性質或は猿子完成後長:期J存藏又は被害に基く生理的障 

吿气k依る」如'と外的條件例へば水,酸素,溫度時に光線等の發芽必須要素の過不足,發牙

床質の不適等に依る場合とにして,與ふべき刺戟は通例硬實及Harrington の所,渭「・:態的 

には完成するも胚自身が根本的に或變化を遂ぐる迄は假令好條件に置かるゝも生理的;こ發芽 

不能のもの」卽ちDelbriickの謂ふ「生理的未熟独子」に對して行ふ。刺戟賦與の手攻:こは 

物理的方法と化學的方法とあり後者は更に是を一般化學藥品と消毒削とに分別するを对三と 

す。 、

化學藥劑に依希刺款

種子の發芽に對する化學藥劑の影蓉に付ては從來研究せ旧れたるもの極めて多く Humbolt 

(1973)は鹽酸を含める水中に置きたる豌豆が圖らすも短時間に發芽せるの項’宜を:二察し 

de Saussure(lSO-l)亦同樣の现彖を認めたり。共後 Fleischer(1851),Nobbe(1876), Giglioli 

1879). Sigmonds (1896)を始め多くの學徒に依りて或は學究的に或は應用的に以ユしれた 

るもの夥しく殆んど稲子殺菌上竝進的なる硏究對照をなし或はアルカリ類或は金窟旦在,賤 

類,有機藥劑等殆んど凡ゆる方面に亙りて吟味せられたるも,共方法と成績に於ては叫ずし 

も一致を見ざるため實用上率據すべぎもの少きは旣にPfeHer(1904)の指摘・せる所なり〇

而してPopoH； Bredeniann (1926)及Gleisberg (1924)が或種化學藥品を捉えて,* Zell- 

stimulationsforeehung ”を發表して以來化學藥劑の促進效果に關して硏究せらる'もの多き 

を加ふるに至れり。藥劑刺戟の生理的解說に付ては未だ學說の一致するものなく Lebmann, 

()t erwalder等は「用ひたる化學物質が秘子の內容に化學的作用を賦與す」と解しHarington, 

Crocker, Gassner, Hesse等は「單に楝皮に與ふる好影響」とせり。一般には藥剖が極子に 

寄生又は帝生せんとする有害微生物を除き併せて種皮に化學的傷夜を與へて水分の吸収と容 

易ならしむるものと解せらる。

消毒劑に依る刺戟

Muller (1924)は曾て殺菌水が常水に比しルーピン粳子の發芽を促せりと報ぜり〇此種っ 

乃航は夙に學者の注目せる所にして高等植物の培養に無菌的處理の效果を認むるに及び種子 

消毒劑は本來の使命を越えて發芽に對する促進の研究對照となりしは葢し當然の搜勢なるペ 

し。凡そ種子消毒の價値な夫れが病原に對する作用卽ち消毒的效果と處理•せらる'種:子への 

影縛如何に依りて評價せ・らるべきものにして恰も人體及動物に對する化學療法上の('hemo 

therapeiitis-he Index の觀念と共軌を一にし卽ち Doミis curativa (heilende Dosis) p D sis
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tolerata (Dosis toxica)に對する比が1より小なるに從ひ共使用價値を蛔大す。

本麒念は夙にEhrlich (1910)の懷ける所にしてBehrend (1921)は是を植物の化學療法 

に引用しGustav Gflsner (1924)亦是を稲子消毒鬲に及ぼせり。卽ち同氏に依ればコムギの 

紹昵黑裡病菌に對する種子殺菌の成緝に於てフォルマリンは泓潤殺菌に適するも没法法に於

ては價値なき結果を示せり〇又宮崎勝雄氏に依れば熱病菌に對する籾種の消毒に於て殺菌用 

故はUspulun 0.5%昇汞0.15%使用極量はUspulun 5%,昇汞2%にして殺菌用量に封し旋 

用極量は!〇倍或は以上に達せるが故に種子消荏剤として適當なりとせり。

蓋し發芽生理に於ては種子の藥劑に對する「耐:〇コは共「消毒有效!ljに比し遙かに虛耍 

なる問題にして しehmann Aichele (1931)も旣に共著 Keimungsphysiologie der Graser 中に 

於て指摘せる所あり。

近碎生長素のーたるHeteroauxinを以て祯子の發芽を促進し或は Jarowisation類似現象 

を促して發芽後の生長期間を短縮せんがため訊:用せらるゝこと多きも發芽の促進を兼我たる

種子殺菌剤中實行價値を認めらる'ものは主として有機水銀製劑なり。昇汞の外に次の如き

ものあり。

1.Mercrorn
1.Betanal
1.Abavit
l.Agfa-Saatbeize (Saatbeize G.)
1.Ceresaxi
I* Segetan
!• Gerrnisan
1.roggenfusanol
1.Weizenfusariol .
].Fublimoform
l.UspuIiin 1
].Tillantin-Nassbeize (Uspulun-Universal)
1.Tillantin 〇.

1.Tillantin R.
使用の方法にも浸漬法,濕潤法,煉蒸・法,粉衣法等あり。粉衣法は操作至便なるため漸次

發達すべきも從來多くは浸漬法に依る。

低溫に依る刺戰

低温處理に依る股林作物種:子の發芽促進に付ては從來硏究せ・られたるもの極めて多く林木 

種子に於ても例へばRose (1915)はPinus Strobus秫子を濕潤砂中S-YCに四ヶ月間 

置浅て促進の效果を認めLnkon及Grisch (1923)は同種:于をS〜12。°Cに三十日間處理し’ 

て好果ありしとせり。又Lipkin (1925)はPinus silvestrisを—9.5°Cに一・ケ月間處理し 

Crocker (1927)は濕潤狀態にて〇。〜仰°C須|]ひ適温を•T (<とせり。Barton (1928)は 

Pinus echinata, Pinus Taeda に對・しては濕泅 5°C にーヶ月 Finns palustrisは0°C にー,ニケ 

Jう を可とし共後同氏(1930)は Finns Banksiana, Pinus Laricio, Pinus ponderosa に對し 5 °C 
にニケ月 Finns Lambcrtiana, Finns cxcelsa には10°C に三ケ月 Pinus korafonsis には 5、C 
に三ケ月 Ficca cxcelsa, Picea canadensisに對しては()°〜5° C にーヶ月を可とし,槪して 

5°Cに保てる濕潤泥炭中にニケ月肝褶せしむれば針集樹秘子・に對・しては促進效果混りと譚へ 

り〇 Baldwin (1930)も亦Tsuga canadensis種了・をーヶ月以上!0°Cのユ潤に保たぼ促進の 

效果顯;年なりとぜり。Sifton (1927)及Johnstone Clare(1931)は氷塊の融解温度に於ける 

25日〜45「|間の處理がハウレンサウ或はマツ種子・の後熟を促して發歩に好果:,ることを根 

じ,Koblot (1932)亦 Finns strobus に於て低溫忠理の效を認め Michel Afanasiev (1937)は 

Magnolia acuminata fiRT-©後熟促進には〇’〜23 °Cを可とするも殊に濕门低;温〇〜5 °Cが是 

に適すとなし,Smith (1939)はHumulu； Liipuhis種:子・を5°Cに四五週間處理して鼓県を認 

めたりとi消ふ。Toole, Miro v, Kaum, Hrcssmnn新友五郎氏(昭和11年)共他此種:硏究依県 

を發表せるもの枚舉に迎あらざるも哆くは濕潤に保ちて〇〜万°CのI!间"に處理せるもの效果 

ありとせり。

最近岡田要之助,我妻雄治兩氐(昭和17年)は東北地方に於ける野・牛植物の成湖H・を 

採り是を5°C前後の低溫濕潤に保ちたる結果,室溫濕潤狀態に置きたるものに比し發牛艮 

好なるもの多しと報吿・せられたり。

抑ヤ秋期成熟して母搬より離脫せる種子は林地の表荷に於て越冬するもの多かろべし〇 iiij 
して共間ー•粒を單位とせる微小の環境が共生活に適せば種「は生存し得る然らざる場際 

には遂に共生活力を失ふべし〇莘に生存し得られたる神:了一；t冬期雨’e:に迪遇するor,命 ら 

,毎にnら低溫泓凋の狀態に置かれ,剛て春噬の候に就って發芽:するに至るべし。血ヾ•に低氾温
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第 四 圖

第 44 表

荘夜に於ける水温の一例を示さば第四圖の如し。
備考 俄料五百粒宛にして注洵骨問はウスブルン五百倍液に3 |1象問とす。

ー辿III！作の發芽率％ 發芽初II 現實發芽數の

樹 轲 處 世
1 辿 2 迥 3 辿 4 迥

迄に要せ 
し日贩

供試料に對す 
る百分率

ヒカキ 勺スブルン注沌 
冷水注u'i

1.0
〇

0.6
13.2

9.2
0.4

3.6
0.2

10
8

貧

13.4
13.8

!號
無 淡 潰 〇 〇 1.2 2.6 18 3.8

ウスブルン祛渣 〇 〇 0.6 1.2 16 1.8
2號 冷水渋n'( 2.6 2.8 0.S 10 6.2

M 淡・潰 〇 〇 0.6 2.4 16 3.0

ウスフ.ルン注波 〇 8.8 13.2 4.0 10 26.0
3號 冷水泣n't 0.2 19.8 2.0 0.4 22.4

無 注 流 〇 12.4 9.2 3.0 10 21.6

ウスフ・ルン淡洁 0.2 10.4 2.0 0.2 12.8
4洗 冷水注酒 0.6 10.0 1.2 0.2 12.0

無 注 淸 〇 5.4 3.2 0.8 9.4

fil!芽のため米塊を以て種子を冷凍注水せしめたる際に於ける水温卸測値 ウスフ.ルン淡漆 〇 7.6 0.8 0.2 9
5號 冷水祛渣 0.2 6.4 0.2 0.2 7

無 注 泊 〇 4.4 2 8 0.8 9

•潤の人工刺戟は恰も自然の泄程に倣へるー縮圖とも解し得べし。而じて低温が種子催芽の動
ウスフ・ノレン祛溢 〇 9.0 3.4 0.6 10 13.0

6 號 冷水祛u'i 2.4 7-2 0.2 〇 6 9.8
機たる理淪に關しては遼かに,及し能はざるも種子の內容が成熟と反對に分解或は合成等の 無 S 潰 〇 1.8 4.4 0.6 12 69..88

化學變化を起して生機の發動に到達するの過程に於てJ匚生理化學的變化を維持促進せしむ ウスフ.ルン淡法 〇 6.0 3.2 0.2 10 9.4
7麟 冷水注n't 1.6 7.4 〇 〇

10
9.0

る右力なる囚子として酵素の動靜を考察するに,低溫が夫れの賦活に币•.要なる役削を演じ屛 無 淡 沾 〇 3.4 1.6 0.2 5.6

素の作川を知大せ・しむべぎは從來の知見に徴して亦推察に難からす。’
ス X-*

勺スフ•ルン泣渣 〇 17.2 2.0 0.6 8
8

I9.S
冷水注法• 〇 18.4 1.4 〇 19.8
無 淡 h't 〇 11.2 0.8 10 16.2

而して低溫刺戰は楝子を.乾燥の狀態に置ぎて是を與ふるに比し水潟を給しつ、與ふる方共

アカマツ 
1號

ウスプ•ルン枝注 3.6 43.4 14.6 13.2 7 74.S

效果地常なるものあるは旣に實驗の示す所ない。筆者の得たる成結に依ればヒノキ,スギ, 冷水祛n't
無 注法

23.2
4.8

54.4
43.2 1K4

1.8
12.0

6
7

83.2
71.4

アカマツ,クロマツ等の林木種子の發芽促進には必ずしもUspulun, Tillajitinの使用を耍せ ウスブルン浸话 13.4 51.2 7.6 1.6 5 ►-Q Q
4 «>.〇

2號 冷水祛i：i 25.4 52.6 3:〇 〇 6 81.0
ず寧ろ冷水を以て冷却せしむる方簡易にして效果あり。(第四十四表) 無 祛 n'i 〇 70.2 10.2 2.0 8 S2.4

先づ柿に氷塊又は•「［を容れ是が溶解し7’:ら後の水衆を以て充分に浸漬し彳’.}•ベ宣見込瓦:の种:

了一を倍つ控 に納めて氷又は:丁:の間に遣浅約一志夜前後是を放置す。種子・は共間冷却されつゝ

クロマッ
!號

ウスブルンミ空床T 
冷水枝法 
無 枝 法

18.0
30.0 

〇

4-6
2.4
7.4

0.6
0.4
1.0

91.4
96.6
91.0

ウスブルン洼済 9.0 52.6 4.6 0.6 4 66.8
漸次碑水屮に浸漬せ・らる。卽ち取出して播稚止ぱ發芽:勢の増大に伴ひて」:I く川揃ふ。試にー 2概 冷水淡渣 41.4 54.0 1.4 〇 5 96.8

無 祛 汰 〇 87.0 3.6 〇 8 90.6

次に低温刺戦の保粒關係に就て觀るに一定時間低温の刺戟を吠與して後刺戟を去りて效果

の持績する模樣を檢したるに水濕を給しつ'處理せ"るものに企りてけ極めて興味ある結果を

’認めらる'も乾燥の狀蒞にて威理せるものに於ては共效果は拆くくにして消滅するを忍めた

り。卽ち風乾アカマツ稚了-を共狀態に保ちつ、ブンモ=プ冷凍機を以て-10°Cに三日間處理

___________
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したる後,直に共一部を發芽操作に移したるものと他の一・部を一日乃至十日間常溫に放置せ 

るものとに於て觀れば刺戦直後•より一日乃至二日間までのものには發芽:促進の效果を認ら彳［.} 

らる、も三日以上常溫に放置せ・るものにありては著しく刺戦の減退・するものありぎ〇然るに 

股學士井苹俊一氏は筆者の實驗室に妗て研究せられたる結果興味ある成紙を發衣せり〇是を 

摘錄すれば凡そ次の如し。

卽ち產地を異にせるヒノキ,スギ,ブカマッ,カラマツ种:子を供用し濕潤狀態にて0°C 

前後に3日,6日,30日間處理せるものと,ー我夜浸水二•漁措のみ行ひ處理屮は別段泓潤に 

保たすして-5°C,—17°C前後に48時間澳劑を以て冷却せ求ものとに就音共效果を上匕較 

したるに何れの樹珂tに在りても低溫は發芽を促して單に夫れが發芽,试驗操作に於て現はる' 

のみならす岡場に播極せ・る揚・合にも是を認めたり〇

殊にヒノキ,アカマツに於て濕潤狀態0°Cにーヶ月處理せるものは效果顯将にして所洲 

發芽势の増大するを認めたり。從て尙刺戟賦與時間の延長が如何なる結果を満すべきやに付 

・では興味ある硏究問題たるべし。更に圃場に播冊せられたる被刺戟粒所确苗に於て發育可良 

なるの小ITが單に發芽勢の堪大に暮くものとのみ解し得らる'や或は一種:のJarowisntion類 

似現象として扱はるべぎものなりやに付ても吟味を耍するものあり。次に低溫刺戦效果の持 

結に付て魏るにー•北夜後法博措せるも‘の或は濕潤狀莊に保ちて剥戟せるものに於て共に刺戦 

より開放直後に比し或時間常澀に放置せるもの寧ろ效果あり〇殊に濕潤狀態に保ちつ、處理 

せるものに於て此關係顯昔にして72時間迄の状驗に依れば刺就より開放せる時間長きに從 

ひ愈共效果は増大するの傾あり。站に依て觀れば刺戦賦與と結果が處理中及處理『〔後に限ら 

るゝことなく生機の發動を促さる'作用は或時間後迄及ぶものと認めらる。此點今後の硏究 

に俟つ所多し。

斯くして井草氏の實驗成結は此柄硏究に卯して新に不唆する所融からざるものありと洲ふ 

べこ。 , ヽ

林子の發芽に對する人工刺戦に類するものには,Turo-.visationあり。あ處理は催炳币チ又は 

幼仙物に對して開花,結實を促すため企施すものにしてソ聯邦のByssenko, T. D.(1932)が 

コムギの俳な孤子を凍結顕に近き低温にて約50日處理する小.に依りて共出曲,結戏を促進 

し收:Rに於ても若しぎ艮果を得たるがに山來し木現依をJarovizatzioと柄して發表以來學者 

の注目を惹き;］眺理法も低溫刺戟のみならす光線,泓度或は藥劑刺戟を問はず一般に木目在勺 

のために催芽極子又は幼植物に對して行ふ特別の處理k Jarowisation (ヽ’ctmliznLion)と稱する 

に至れり。尤も否・國に於ける造林材彳"對しては表た知見の發表を見す〇

IV•種子の品質に及ぼす諸因子

品質評價の指標を空性に置く埸合には産地,品楝,母樹の形質,年齢君は重要なる因子た 

るべきも彼の結:代程度,’成熟,採集乾燥,脫闻,精選心載或は昆蟲被吿淳は一部の生理的, 

形態的品質或i球j品的價値:を支配し多くは税子の活力に匝接蒯系を右する因子なるが故に以

下少しく是符に就て吟味せんとす。

1.産地竝に母阙の形質

旣に愷地の問題に關しては Hartig,- Cotta, Kienitz, Cieslar, Engler, Dengler, Roeser, 

Somerville, Sclnvappacli, Wiebeck, Marson, Toiuney； Enerotb, Binder, ATanselow, Laurie, Semi- 

garnovskaia, Tchermak,ヽVettstein,共他學者の硏咒調査せられたるもの夥しきも要す6に生 

活期間の極めて長年に7える林木は兄候風上の影響を望りて自ら性質を異にし屬去種子セ介し 

て芥を也傳:すべきが故に此點最も重視せらる'處にしてEnero比(1926)に依机ば植载漁定地 

に於ける6月乃至9月のみの平均氣溫に對して种子採集地の同月の平均叙温が1°C高き場 

合には採集地が植找險定地附近なる場令に比し造林成耕j劣ると,消ふ。斯の如く袖「の出所は 

造林上極炒て虎要間題なるが故に種子を以て共忒地を鑑別すること・緊耍なるも是に付ては未 

た科學的根據を缺く 〇 Rafれはプカマツの地ガ形が共祎子-/?,實重に顯はるべしとなして次衣 

の如き調査成績を擧ぐ。 ‘ ヽ

産 ゝ 地 實 页

Finn! and

Sdiwcden

Norwegen

Scotland

Bclgien

Tiirkei

4.54e

5.15

5.22

6.41

6.65

10.00
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吏にEngler, Cieslar, Ettingen •ゝU.S.S.R.)等も母樹の個性と瓶子の大さ色澤との關係を調 

査しKieuitzの如きは氣候を同ふせざる地方産耗子に付き共發芽適溫の相違,枇粒配分の關 

係等を攻究せり。Lisbkevicb (1931)ば高緯度地方荷:種子は然らざるものに比してKatalasc, 

Amylaseの活性比較的强しとなしNicolai Ivanov (1932)も亦尚緋磐或は衫戡高き地方に栽 

培せるオホムギ,コムギに於て同樣の-結果を觀察せり。筆若の視察(1935)當時Kopen- 

hagen(Danemark)立種［子檢査所,或はSva沽f(Schweden)股小試驗埸,As (Norwegen)林業試 

安場0I子檢査部等に於ては紫外線成定(10〇〜260 V, 7.5〜3.8 Amp)裝遣を備へてムギの品理 

産地の宵別に充て,別にEberswalde (Deutechliuid)國立巷子檢査所長:Schmidtは血淸學的 

方法に基きて;武むるところありしも未だ應用の域に逹せず。Vinogradov (1933)はQuercus 

Pedunculataの種粒に付て共種!皮,內胚乳胚の各部分的灰分虽が』若地に依て相違あるのが 

實を指摘せり〇共他産地の鑑別に對しては試みられたるもか多く或は內胚乳中に含まるる脂 

肪,哉白質の量を檢し或は胚中に含まる酒分量に依るものあり。更に鹽素酸加里に對する抗 

毒性,甲析の趣光性共他生理學的,生化學的に探究せられたるものあるも未だ硏究の域を脫 

せず。一般には特性ある雜草種子ー,作物阳子又は土砂,動物質:箸;の夾雜するものに付共範類 

と量及出現の頻度に基きて诧地決定の指標となすのみ。從って造林用秋子の採集には一定の 

気侦的儷域内に一定の立地を選びて適’すべき何:樹を定むること緊要なりとす。

ヽ ・

抑J祥濟林業に在りては價位ある木材・の最多姓に共保結的生诧を以て根本義となすが故に 

須らく用ふベ浅机苗は共地方に岐適最良なるもの延ては成性優良なる品種を採擇せざるべか 

らす。M-lIerに依れば慎紐林施業に於ては却.・業區固有の種子と所產苗木とを耍求し外來系種 

苗の使用を禁ぜるも,是れ糧り慎紐林施業の揚・合に於てのみならず一般造林學上常に唱へら 

るゝ所なり。斯くして屋地問題に就て說く所を見るに共前提として恰も造林すべ皆地方所催 

の爵苗は以れも共地に¥ナして皎適最」:となるものとなせ・るが如きも果して外來系のもの總てが 

適せずして共地方崖のものは懿れも最適なりとなすの妥當なりや杏に就ては撕1か號なき能は 

す.例を遠く毆洲に觀るに筆者歐米旅行の笋导コペンハーゲン大學Miller敎授の案內にて 

視察せる所に依るもデンマークに於てブナはチェコスロバキブ産のも反って形質優艮なる 

のみならすカラマツの如きはII本若くは滿洲より愉入せるものロ國谣に比し何れも生長良好 

にして氣候的被吿,蟲’占等の懸念なく又カシハはオランダ探のもの勝れり。！ll來作物栽培に 

於ては.戚々種子交換或は種1 子の變換又は更新と稱して自家採種に起因する作物の退化を防ぐ 

ため他より種.「を移入して栽培上良果を得ることあるも,林業種子に在りては未だ此秋自家

採師の缺陷は認めらるゝに至らず。前揭のデンマークに於ける爭例の如きは造林學上卿か特 

異・の嫌あるも假令産地は造林潭定地の附近乃至定められたる詞子配給1 応域內に採る場合と雖 

或は生長の遅速,樹幹の曲直,材質の良否,或帅成分含有量の多察,被害に對する抵抗性の 

强弱等共育成上及利用上の性質に於て多飾なるものあるを觀るべし。從って是等多翘なる林 

木中には必すや林・上よりして採るべきものと採るべからざる性質のものとあるべし。單に 

現在林に就てのみ之を論ずれば現時所在の森林は卽ち共地に生立せるものなるが故に是が所 

產の紡苗は外來系ならすと稍し得べきも或は前世樹にありては如何なI・系統なりしや測り知 

•るべからす。加之假令嚴正なる意味に於ての在來系統なりと雖之が今日迄純系を保持し得た 

りとの根據なく必寸や共間幾多の遺侮單位の錯雜混沽せるものあるゼ想はしむ。

果して然りとせば在來系統中の樹翩に於ても林業上採るべ浅ものと然らざるものとに甌分 

せらるべきは何人も容易に首肯し得らる'所なるべし。Seitzは又氣候的品称を重•要視せず 

,摩ら國內到るところより優良品强を求むべきこiを提唱せり。彼の慢園藝に於ては共生盅竝 

經上濟最も意義ある品種問題に關して硏究せられたるもの融からすと雖成赧期間の長年月に 

亙る林業樹柄に在りては是を究むること容易ならず。卽ち遺傳繆を爪礎として近き或は遠き 

將來に於て顯はすことあるべぎ形質•上の優劣,耐病性の强弱共他品称として咨人の要望すべ 

き諸なの特性を短時日の中に我!見せんとするが如きは極めて難がに屬すべきも,叫時Ebcrs- 

walde國立种•子檢査所長Schmidtは將來に於けるブカマツの生長良否を發芽後僅かにーニ週 

I用を經過せる仔•苗に付共趨光性に基きて鑑別することを;3,マツノハブルヒ病に對する耐 

病性に付ても二三年にして共强弱は判別し得べしとなし現にWettsteino如き亦同一兒解のも 

とにアカマツ苗の耐病性試驗を施行しつゝありと雖更に攻咒の筋地あるべく未だGcnotypus 

とPhiinotypusとの分離に科學的根據を缺き,所"W純系の渝汰と偶然變異に依る良型の選出 

等も悸らく將來の硏究に俟たざるべからず。從つ工種子•に付て共品种を識別すること殆んど 

不可能なる現在に於ては何.・樹の形質を吟味し樹型整齊にして林業上匝ねて共m現を希望する 

が如きものを選探し旬!方毎に母樹何:林をだ炬すると同時に速かに不適,不良種の根絕を期し 

て植物界に於ける自然の競爭を右利に指導せ・ざるべからす。更にー•淫を附加せんに沆地奴:品 

種の問題に關聯して玆に看過し能はざるは生物破宙なり〇

如何に诧地を選びM種を吟味するも例へばアカマツ,クロマツ等が一•度共新梢に犯入す 

るマツノマダラメイガ,マツノコマダラメイガ,プライヤマダラメイガ,マツノキクヒムシ, 

マツノコキクヒムシ等の寄生を招かば頂芽たる新梢は枯損し側芽是に杵りて樹形は忽ち不整
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となり屡々本被害を’蒙らば遂に矮性歪形となるを免れず。殊にメイガ類は寄主の幼齡時より 

二三十年生前後のものに多く 乂キクヒムシ'類は月と年時よ 、老齡に互りて寄生するの傾多きた 

めJtM’呂は殆んど寄主の一生を通じて初すの觀あり〇

ー吾國に輸入せられたるPinus Silvestris, Pinus Banksiana 等外來系マツに於ても亦共例に 

潟れず樹鈴通正［雌齊なるべき特・性は是がため根底より豚跚せられて殆んど常に不成績を価し 

つ、あり。僅かにPinus Taed;i及P. palustrisに被吿稀な乙は攻究の要あり〇斯の如き被 

’呂の傲底的防衛,;現在林の保安上のみならず種子の庄地,品種問題の解決と相俟て刻下の急 

務たり〇

2.母樹の年齡

若し夫れ樹齢の間題に至りては人各々判見を％にし例へば母樹幼齢(スギ,ヒノキ,ブカ 

マツ争に於・で十年乃至三十年)なる場合に;?•共苗木時代竝に造林後の生長佳Rなるの故を以 

て幼物地可なりとなすものあり或は生育肚盛なる批齢樹(約五十年乃至七,’八十年)を採

• ふ
らざるべからすとなすあり 或は老木::既に暁,乎を全うせしものなるが故に共性質は初實に 

依りて次代植物に造傳.せらるべしとなして.毋らJ:上樹老大說を唱ふるあり〇而して/:上樹老齡な 

るときは種［子に枇粒多しと稱・せらる\も余が二,’三老杉郁子に就て關-在せ"る所に依れば必す 

しも然らざるものあり。玆に夫等成結の一部を扌另ぐれば第四十五表の如し。

% '

供;武料 第 45 表

祀 號 那 類 樹 附 産 地 採集年)1H

1 II光並木大核 約280年 初水縣!光・町
大正十二年秋期

2 地戯旗送核 通稱1500年 岐爪縣惠那那加了•め村小鄕 大正十四年十一月

3 见 杉 通榊500年 畏劫驅西筑陳郁主制村m宮 昭jfl!二年十ー-月 
:

發芽率

；(3 號
脱離未選種子・ 
發 芽 率

1 / . 日光並木大杉 35

2 地藏馆送杉 20

3 鬼 杉 12

依是觀之老杉税子と雖も未楮選のま'にて尙n.つ相當の發芽率あるを知るべし。試にFI光

业木杉種・子-と同年秋期に採集せる東京都南多整郡淺川I叮小ケ澤御料地二十五六年牛杉・造林地

所産種子とに付て共曲質を比較すれば凡そ第四十六表の如し〇

46第 表

• 3d%食芽ふ

ョ・精選ー帝柿子

ij・原;武料のま、の1Iの・•…

〇灿近せる純子を崗眼にて 
i選別・せる純正秋子

1•肉眼によりis別せる…… 
純正秘子

• •…加: 
…S1%； 
37.171g
2.754g

•…45%

…38%
• •…84% 
37.849g 
• 3.005g

日光並木ス年孙子 2.抽選しれる 

一番啊i子

1. 京試料のまゝ

にて牯選せざ 
るもの 實容番

E 純發・每簽眼芽芽率率率 

宣fi' c■•!>

3.［司三希秘子 發芽率 如汚

|・發芽率 58% 
小歩澤御料地產ス平秘子 柚選せざるもの ;容積适…… 38-540g 

へ ［實皿… 3.630g

備专 容横巾は供败毋:の關係上140立方椀の5冋秤眼平均値を以て表示し實如:は 

1000粒の平均正裕とす。

而して健全なる禁齊木の結實と雖共中には或は衰弱不齊木の花粉を受けたるものあるやも 

知るべからざると同時に幼用:齡木の結實も亦老大木の花粉を受けたるなきを保し難し。然れ 

ども假りに幼肚齡木の称子が夫普:の花粉のみにて結びたふものなりとするも•長命の特性が次 

代に過你するものなりとせば现在多くの幼肚卧木中には旣に共性質を稟けたるもの多々 <> る 

べき苗なるを以て老大木の秋子のみ長命の特!生を有し現れの幼肚齡木種子には共件實なしと 

斷定し難く,假りに發育中の幼齡木は是を採らずとするも柯當年月を閲して生育せる肚齢木 

所産のものを徒らに排するの理山なく從て單に現在相にのみ拘泥して殊更林實採集の困難な 

る老大木をのみ採採するが如きは一者を要すべ浅も,少くも现I寺所在の老木は共土地の柬候 

風土に適應して健全なる發育・を遂げ旣に長壽を全ふせるものなるが故に共性質は又:】坏(「井を 

介して第二次植物股に過傅すること多かるべし。

されば種子の採集に常りては先づ「:J:樹の形質を吟味し老木を得べき所に於ては之を選び得 

ベからざる所に於ては少くも樹齡四五T •年以上のものを採りて共に結’實良好なる年度に於て 

採集精選せざるべからず。林湘乖苗法(昭和十五年一月十五日撰林谷令第二號)に於・ても樹 

齡三十年未滿は姑を採らざる定あり。
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3•結實程度

結實也!饒なる年度には所朮林子の品質亦從て佳良なるも所謂凶作の略には得て品質艮し

からざるは常に吾人の經驗する所なり。槪して大正十二年は’ヒノキ,スギ等の結實なり

しが故に發芽率も亦從って大なるものありしも翌十三年度にありては不作の地方多く偶々採

集し得たるものに於ても共品質著しく不良にして嚴選削子と雖前年度の未帯選種子に.及ばざ

るが如きものあり〇玆に共一例を擧ぐれば第四十七表の如し、

第

名古屋支JB中津出威所部内伽料地

年

産 地
度

當場"屬廿里御料地

〃 高尼山御料地
大

〃 〃

〃 梅木ヰ御料地
正

・〃 〃

〃 〃
十

" 〃

木付支W倔せ出眼所部内徂料地

當揚附屬小ケ滓御料地
年

〃 髙尼山孙料地

〃 〃 ,

大 

正 

十 

三 

年

木曾亥扃中潔m困所部内御料地

名吿屋支局太日I出胴所部内御剥地

木竹支ほ上松出!1U所部内御料地

〃 〃

當埸附团II•里御料地

名占屋支局太川川我所部内仰料地

47 表

風選轲子發芽率・ 選良籾子米の

Hi莉 未帝選柄 % 未梢選秫子總

子發芽率\
\1 甲 , 乙

址に對する容 
川:百分キ

ヒノキ
%

39.5 45.4 5.2 85.3

〃 13.4 15.2 0.6 87.7

〃 16.0 18.0 1.1 88.1

〃 27.2 31.2 2.6 85.9

〃 21.2 ヽ 24.0 2.8 86.9

〃 28.1 33.2 2.6 83.3

〃 35.4 41.2 2.8 85.0

// 45.8 49.8 29.6 80.2

〃 30.3 31.4 10.2 94.7

スギ 54.8 58.0 26.2 90.0

〃 40.2 44.4 10.0 87.8

〃 40.0 43.6 12.8 88.3

ヒノキ 1.9 12.2 1.0 8.3

〃 2.4 17.8 1.0 8.2

〃 8.3 25.4 3.8 25.5

〃 10.2 21.0 2.4 41.8

スギ 10.8 17.0 I 1-.82 | 59.4

〃 16.5
20.8 |1

47.9

山來烈と,邢ひ区と稱するも極めて抽莖的にして母樹により所に依り觀察者或は硬測の方法

なりとて直に豊年なりとなす能はず孤立木は殆んど年々結實を見るも爵閉せ・る林分內つもの 

にありては唯或年々に限らるべし。一般に爵閉せる中年或は若き林分內の林木が腹富に旌果 

を昔けたる年を骤年」と解し又Tourneyは「林木利I子が座牯になりし時を稱して共樹種の理 

年と云ひ然らざる年を凶年」となせ・り。而して結實の程度を表示するにも一定の準據すべき 

ものなく Schwappachは之を四租・［に別ちて

Sehrgute 100

GutQ 50

Mittel-nuissige 25

Geringe 、・ 〇

とし,WimniCDaucrは大寒!を!とし以下=/3リ3 〇となせり。Goebelは

Voile

Mittlere

Geringe

Feliljahre

と唱へSchottは1909年秋期スエーデンに於ける林木の結實程度を〇より4迄の5階級 

に蠢別せり。

〇 kein Ertrag :毬果,秋子,果實を着生せざる」皆含

1 geringcr Ertrag毬果,種子,果實の,田生極めて少く ILつ孤立狀態の

樹木に限らるゝが如き場合

2 weniger guter Ertrag 林分內の高齢林木にも結1Tある場•合

3 guter Ertrag 林分內の高齡林木に結實良好なる揚•合

4 reichlicber Ertrag 林分內の殆んど全部樹齢に拘らず結實せる場合

Hageiuannは他憐の年をvoile Sanienjahreとし次に天然竝に人工更新上價値"「>る秆!子の收 

虽比較的少き年をhalbc Sanienjahreとせり。Gunnarも幡同樣に樞別せり。Ebcrtsは毬實の 

最大着生を墓とし珪實數量が共最大若却:に對して7%以上なるときセvoile Samenjahre iし 

40% 乃至 70%のときを !nittcrc Sanienjahre となし 10% づ至 40%なる時を geringe Sanienjahre 

10%以下なると•きをFchljahrcとなせり。又Blomquist, Nyliuider淳はフィンランドに於て 

珪1T生岸の多察と刪買狀況とを:打慮してgiinstige Sanienjahreとungfinstige Samenjahreと

を咒・にするに從ひ必ず,しも…樣ならすLakariは針葉樹の結實0凶に就て「利!實の收量佥富 に分てり。听くして結實他凶の程度を表示すべき慣用語にも村!々なるもの孙り〇
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合竝に昔生蛍に付て樹齡,樹冠の大さ,立地’淳を貯慮し蒼生せる量が共胡の滿度に對する割

合を査定し共平均を求めて平均若生步合となし,本數:削合と併せて表示せめ仍新I•志上至便

なるべし。尚種.實若生败觉に付ては滿度に對する削合を求むるのタト,匂;木又は械仰木に1寸き

着生蛍を秤鱼して査定す。試に策若の調査せる兩代育生狀況の一例を擧ぐれば第四十九表»

第五十表の如し。

斯くして毬TT着生の程度は略知り得べしと雖是を以て卩’［に結實の理凶を【、すること能はざ

るや明かなり。Soboledは收實量を求むるに称子の品質を加味して次式を發表せりX
收實:□： X—a>p

aは單位而積より採集し得•べき・氣乾純正称子の页量にして標準は少くも1〇〇本な採用せ。 〇 

Pは發芽率とす。

第 48 表

荷枝部 毬 實、 脫離種子

25 10

50 
国

200
200 
250 
1 1

00
150
200 
溫

25 
15 
20 
25 
35 
20 
25 
35

25 
20 
25
1.5
20
25
15
20
15
20
25
10 
1"

樹怖の長さ 胸高 
(午東W)

樹高5n'
5.0容な?R呈 容却:泓«

15.5
18.7 
18.2 
25.0 
20.0 
25.5 
21.2 
23.Jl 
25 
36 
20.-1 

26
O 29.2
S 9.1 

73.O .0 84.
O23.(.; 

17.O24〇. 

52.O261〇.

54.5 
3522..OI 

33.OI 
58.OI 
47.O1 
79.O1 
5S.O1 
G4.O1 
91.OI 
65.O1 邸掬65.O I

15.7

19
25.6
20.5
21.0
18.8
21.2
27.S
15.:.!

1G
15〇,.) .

朱窮)

‘打,c.nn.l
関 7.017

35.d^〇—^
42.5^

^45.-~
60.bi
c-l. b2

53. 3
52.3o

50. O20
84.O26.9
79.O29.2
5S.S29.1
73.O .084.

O23.(.;
.

13.7. 3,1c.9c2.( 957引|
2113..57]. 3 782 19,5"7|
36.3 7,492' 2,289
21.3! 4,5对 1,329
28.6 6,384 1,991

61.0 7,012 3,6206210..02
4,940 1,436

38.2! 9.471 2,743
32.7 7,287 2,113
48.5 12,214k 3.560

70.9 16,3631 4,740
77.6 16,546 4.792
17.6： 4.008； 1,253
29.1.

84,.702088 ；
2,528

11.01 2,750
2,532982

13.11 3,77g| 538
20.0 5,000, 751338
14赤 3 625 517
12 4 13. 8652351 511122 .42

0,3231 89 .
1.7I

0,255 7011G..7I
2.46〇, 677

7.0 1,05〇・ 2S9
657..50! <5.770 2,4897
76.5 8,168 3,0:帯
44.4 5,g

1,832J

64.8 2,592, 1,890
41.4 1,656； 1,2534116..24,

3,240 1,324

441ロ 
676295 

301 
701

883
551
S57 
746 
645

1,310 
351 
282745 

220862 
279 
289
55

27 
245 
133 
886

收 衆
發芽率--------------

% ・宗币:拈

11 47 &1.
&
312 40 o5a 

21 20 45 5 

171 1 
21 S9 17 
209 5 
105 7 2 
2 2 0 2 

3S2 
7 97 1,109 
11 5 
30 2
1 5 7 3 
1 4 
149 S 

1109 5 s
04 1 94 SG

97 
891 
482 

2,113 
4,002j 1,487 

1,〇• 469
2 203! 1,607 
1,225j927

64$ 265

’例之

sehr gut, reichlich, vollumst, full seed year
zimlich gut, zieuilich reichliuh halbe mast, mittelnuisig, half seed year, medium seed year 
wenig, etwas, geringe mast, poor or partial seed year,
sehr wenig, sehr gering, uichts nejuienswert, off year, failure, complete failure, 

等あり。吾网に於ても

大毁 腹熟,極めて您作,大毀作

稍聊,製作又は並作以上,普通作以上,平年作以上,现産,贋作に近し

並 並作,平年作

稽凶,槪して凶作,多少結實,凶作に近し,結實惡し,凶作若くは辛うじて並作 

大凶 凶作,皆無,不作,大凶作,結血極めて不良

’件陳なる語を以て共惹を表し尙ほ是に種子の品質上中下を附加する埸合あり〇斯の如く從 

來慣用せらるる結’實程度の標华は狄れも三階乃至五階級に類別せらるるも別段の數|的根據な 

く單に耽と用ひ凶と稱するに過ぎず〇然も實地に果して如何なる程度の結實狀況を稱して理

と洲ひ大毀となすや,並と稽凶との區別は何を以て共岑異华となすやに至りては未だ適確な 

る角础なかるべく云はヾ大聊は戲.に勝り凶は亚に劣るを知るのみ。これ畢竟共程度を定むる

に一定の基準なく唯槪念によりて之を認むるに過ぎざればな 、り〇

'"・して林業上結’地’.?と"/｝ひ凶と稱するは単に昔生せし廷果數量の多亵に非すして實に利用 

し肖らるべ呑種實の出來不出來を意味するものなるが故に假令毬實の生産夥多据して樹枝折 

れんばかりに撓むと雖之が何・價値なき枇種子ならんには一粒だだ結實せざりしと何等選 

ぶ所なし。第叫い八表は收1T量の一例なり〇大正十三年十一月中岐阜縣武儀郡美濃町古城山 

御料地(り・桝樹齡三十乃至四十年)竝に大正十三年十一月中岐以縣恵那那岩村町城山御料地 

(碱搠齢二十五乃至三-1•一年)に於て採集せしヒノキ曲實の如き共蜘nzは勘からざりしも是 

より脫摊せられたる村!了は發芽率孰れも2%・前後なりしが如き,又昭和二年秋期に當場見本 

I閥にて觀察したるネグンドカへデの如き(孤立のため自家受精の結實なるべきも)外觀上結 

實恰も他感るが如くにして％實は發芽力ある極子の生產皆無なりし例あり。1-Iol.ncrzも極 

地森林限界地方に於ける£臀に依りて同樣の意味を述べたり。而して實地事・業にありては豫 

め種’It若生狀況の"期’「:(Scouting for cones, Zapfensuche)を要すること湾を俟たす例へば母 

林に於て標単味ダ選定し共個えに付て蓟實藉生の冇無を朋!ベ標ー準木に對する善生木の本數割

50
100
100
150
150
200
200
250
250
250
250
300
300

溫 

200



俄吟木 

游號

1
2
3
•1
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

27
28
29
:;〇

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

•16
47
48
49
50

I 51
52
53
54
55
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第 49

毬果若生 糸生吸:か:

の冇無容 C.C.な呼L

s.
s.
s.

N.S.
s.

763900

290__ 
550

338.0
284.0
129—.5
116.0

S・ 850 341.0
N.S.

8— —
S. 1,100 417.5
S・ 900 419.0
s. / 300 68.0

s.

70
510
70

150
1,800

50

30.0 
230.0
22.0
40.5

664.0
11.0ss..

400 11501..00
N.S.
N.S.
N.S. —

J _

—
N.S.
N・S.

S. 100 33.0
N.S.

10_0 33_.0
s. 30 5.5

N.S.
N.S.
N.S.
N.S.
N.S. —

__

—
N.S.
s. 10 1.5
S・ 15

1.0
s. 200 83.0
s. 5 1.0
S・ 280 134.0
s. 218500 71.0

N.S.
s. 75 23.0
S・! 73 50.5
S・ 17 8.5
s. 85 47.5

N・S・ — 4—
s. 25 8.5

N.S.' —

队驗木 毬果莉生

の右無#號

11.525

128.0250

408.5200

•—

/, n 0.5

如

$

平均

5250.5

97.2

s.
s. 

N.S.
S・

N.S-
S.
S.
S.

N.S

NS
S. 

N.S. 
N.S.

S.

N.S. 
N.S. 
N.S. 
N.S. 
N.S.

S. 
N.S. 
N.S.

S・ 
N.S.

s. 
N.S. 
N.S, 
N.S. 
N.S.

S, 
N.S. 
N.S. 
N.S. 
N.S.

N.S.

18.5
1.5 

12.0 
50.0

8.0 
13.0 
42.0

12
13
14
15

16
17
18 

2109

21 N.S. 
s. 
s. 
s.

N.S.

S.
s.
S・

N.S.
s.

36
37
38
39 
如

41
42 
•1：：

553
88.0
1.5

本衣:マはヒノ调物皮昭mネメN斜のrのは百S 

LB:・生。あ の■!-- し N 徃 な 
き-/ も

IIのII

虐

jfi生歡!t 
容 衆 5R J>l：

は驗木 琏實若生

Hr號 のむ無

C.C. • g 1 S.
2 S.

* 3 S.
125 55.5 4 s.

5 1.0
25 17.5

5 S・

100 41.0

W 1^5

8
・ 9 "

10

S・

242.2 j

S. 150
S・ 200
s. 5

N-S.
50

3013500

96 s. 15
97 S・ 40
98 s. 90
99 N.S.10909 N.S.

ul-;b
S. 54本
.S. 4 6木 13,077

毬實

容 ほ 
c.c.

1,025
875
825

2,100
1,200

475 
1,020 

300 
409 
270

1,125
2,400
1,100
—

175

1,015
800

1,850 
850 
500

— 
800 
900 
225
—

900
275
700 

1,850
750

200 
1,275 

450
— 

425 

150 
1,100

250
510

1,175

1,350 
2,755 
1,275

200 
1,300

600
500
225 
500 
350 

500 
574 
625 
350 
500

禾 な 
g-

458.0
412.0 
417.0 
956.0 
483.0

197.5 
418.0 
102.0 
197.5
82.0

466.5 
12345 
542.0

__
74.5

501.0 
363.0 
860.5 
387.0
234.0

384.0
455.5
104.5

—

427.5 
131.0 
293.0 
632.0
367.0

90.0 
596.0 
195.0_ 
197.5

71.0
487.5 
127.0 
230.0 
784.0

627.0 
1330.0
581.0
69.5 

517.0

291.0
190.5
98.5

234.5 
173.0 

187.0 
300.0
293.5 
172.0 
278.0

備琴里京都師陽山師料地にて糾衣す钏
正木はヒノキ樹齡八十年のIの百

,本とす。調•年麾昭和三年。Sは
逑果话生あるしの,N.S•は若生な
i Lのとす。

M陰木 毬實莉生 /實數景

祐號 の右無
’浮 衆

c.c.
7R 力!：

g・

50 575 262.0
57 850 367.0
58

• S・
975 387.5

59 250 115.5
60 400 173.5

61 100 41.5
62 500 214.5
63 500 201.5
64 325 136.0
65 N.S- — —

66 N.S. —
G7 200 94.0
68 300 127.5
69 500 194.5
70 100 43.5

71 s. 1,250 575.0
72 s. 12,750 5501.5
73 s. 1,750 810.0
74 s. 2,350 860.0
75 N.S. — —1

76 \n.s. — ―1
77 N.S. —

-11
78 S. 1.850 S1S.0 ;
79 S・ 625 284.。 !
80 s. 750 356.0

S1 1,350 592.5
82 600 260.0
83 250 120.5
84 600 2G0.5
85 375 162.0

86 225 109.0
87 1,650 730.5
88 1,000 447.0
89

1,010705
69.0

90 675 310.5

91 s. 1,000 235.0
〇2 N.S. T— —
93 N.S. — ——9913 N.S. —
95 S. 475 178.5

96 600 263.5
97 2,100 998.0

’ハ 675 338.0
”9 6,700 3592.0

100 4,350 2323.0

S・38外
N.S. 12才 91,094 42,483.5

不均 1,035 482.8

56
57
58
59
60

61
62
63
64
65

65.5.18
0
01.5

—
7C.0402.5

—535.
104.
0

210
360
30
 

030840

—87
260

S
・S.
S.
.S.
.S.

s
・s.
.S.
S
・s.
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第 50 表

御料地名 廿 里 梅 木 平 御殿 山 n 野

ノ j

調 在 年 度 1,927 1,928 1,927 1,928 1,927 1,928 1,927 1,928

希生木本吸:剳合％ 60 80 75 50 64 88 77 30

平・均數批の涕度に刊・ 
する莉•生少合 ％

69 14 58 38 5] 20 55 35

斯の如く標率木より採集したる純正韧子鱼に共發芽率を乘ずれば標率收實鱼を求め得べき 

が故に之に依りて結須理2凶の程度を知り彳・べし。

而して結實の狀態を從來の例に倣ひ或階級に區別して毀凶の程度を表示せんとせば,旣に 

屋出せる結實量お一定標學のもとに配列せば足るべし。而して類別すべき階級標却:に付ては 

姫!かに一定し性く樹種,年齢竝に地方缶依！.)て亦多少の趣を異にせざるべからざるや論なし 

と雖本問題の如きは緊急統一を变すべ浅ものなるを以て徒らに手を拱いて共成行に表すに忍 

びす依て玆に一例を揭げて私見を提示せすとす。

筆若は結實荷呈度を厶ちて灿 种!％ 並:,稍凶,凶の五階級となし或る12ヶ年間に於け

る年女の收•〇:,’中最多択,:に最少のニケ年を除き他の1〇ケ年の成結を平均したるものを指 

败!03W以て我し

指吸:160以上に相當するものを 豊

120-160未滿のものを 稲胜

町〜12。未滿のものを 並

40— 80未滿のものを 稍凶

40未滿のものを 凶

とせり。斯くして樹柄年齡・を異据する每に風分統一せば始めて他为の程度を認め得べし。

に二三御抖地に於て席地,年附,結實狀況估;を異にする母一樹を選びSoboled式に依り收 

’代员を弃出したるに第五ー1一ー表の如きものを得たり。

木诚桢に徴すれば生序:せられたる毬果の:宣は相當多きに拘らす種住の品質艮好ならざりし 

らのは收’代敷量に於て・しく少きものあるを见るべし。次に階級刖の一例を舉げんに玆にヒ 

ノキのー何:林切り過去12 .年間に於ける收實挝を第.M十二表の如くなり上せば共他<・級は 

凡そ同爽敵程度關に示すが如し〇

第 51 表

出我所名
御料 
地名

番號 樹籾 掛附
は離せる 

成果仝景:;.电1 正種子A賤B市 A實xB;よ 母期の位置 備歩

管 尻 北滓 1 ヒノキ 250 3,450 45314.8 67 林経淫通孤立

〃 照 2 〃 •〃 7,650 1,268 14.2 180 林內中腹

〃 化滓 3 U 20〇, 0,750 755 28.6 216 林內尼通 昭

〃 艮® II 4 f/ 〃 13,100 1,842/ 30.8 567
引1

〃 以 5 f/ \ 〃 10,850 1,091 10.8 183
引1

〃 〃 G 〃 // 4,950 664 37.8 251 〃 二

卖 籠 男爆 7 〃 〃 16,350 1,903 6.2 118 林 內 年

〃 〃 8 〃・ 32,200 4,047 2.6 105 林 綠 秋

〃 〃 9 fr 180 12,900 1,631 4.6 75 〃
秋

湯舟滓 — 10 〃 150 31,750 2,023 6.8 138 林 內
期

〃 一 11 〃 44,000 3,143 6.6 227 林 経 採

妻 籠 男埋 12 〃 120 3,600 695 G.8 47 林 内 Mi
林業嵌喩揚 廿里 13 "/ 79 15,800 1,993 15.4 307 林 蛛

〃 ・ 〃 14 〃 〃 12,750 1,238 21.0 260 〃

〃 〃 15 〃 〃 10,100 1,419 12.4 176 〃

〃 〃 16 〃 〃 6,850 997 9.6 96

〃 〃 17 〃 〃 10,650 1,299 11.5 149 林内疎開個所

〃 〃 18 〃 4,400 544 19.3 105 林 內
〃 〃 19 〃 ・〃 16,500 23386 8.6 205 林内疎開個所

〃 梅木呼 20 〃 〃 3,600 423 29.2 124 林 內

〃 〃 21 〃 〃 6,300 906 19.6 ,TS
〃 〃 22 ff 4,000 483 14.1 68

〃 〃 23 〃 4.300 664 10.0 .6G 〃

〃 〃 24 〃 〃 1,700 381 12.8 23 〃

〃 〃 25 〃 〃 4,150 362 10.2 37

〃 仰殿山 26 〃 4,450 634 3.7 22
林 豚

〃 〃 27 ・〃 〃 5,150 695 22A J 59 〃

〃 〃 28 f/ 〃 6<000 725 19.6 142 ff

〃 〃 29 〃 〃 2.100 榔 24.5| • 74 〃

〃 30 〃 、 〃 2,450 242 18.0 44 林 內
〃 31 ス ¥ 150 31,750 2,0K 6.? 138

〃 〃 32 〃 〃 44.000 3,443 6.C 227 林 豚

〃 〃 33 〃 100 1も GOC 785 5・£| 43 林豚孤立

湯舟•浮 〃 34 〃 39 22,500 2,29E 5.C1 115 林 內

地方に於て結’代製曉なりと雖同一地ガに於て次の年度には破ヤ結’代の程低を災にし多くは二

三年或は四五年の不作•明間を經て次の族硬年度・禅返"-も.つにして所“削.?年の周明的冋郎足

而して結’代の程度は年’:より地方により又母樹に因りても異るも••、あるが故に或年度,惑

なり。度年の周期に就ては由來硏霓せら?したるもの酔から寸ReTivall, Hagen君は北部フ
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インランドの針葉樹に就て調査し紂我j年度には樹木の生長極端に少く「1.つ年愉は明瞭を缺く

のが實を認め更に共廣狹せ携として理年の周期を硏究せりと云ふ。

第 52 表

母樹1000木よ

年度 り採環し得べ 
さ轲子數:よ

k.g.

發牡f收實而!: 結實程废 備

■ 
k.g

考

% k.g
1915 129.81 10 12k.9.g3

並 段 23.52以E

1916 98.10 7 0.87 稍凶 做 17.64以上23.52未浦

1917 138.71 9 12.48 並 11.76以上I7.64未涕

1918, 242.81 12 29.14 豐 析凶 5.88以上11.76未滿

1919 142.71 J0 14.27 並 凶 5.88 •以下

1920 167.31 7 11.71 稍凶

1921 195.05 10 19.51 稍哩 (12ヶ年間に於ける收實衆の)功多及戒少れる

1922 62.63 11 0.89 稍凶 ※印を除き他の1〇ケ年の平均を求め之を

3923 320.25 10米 32.03 漿 100と して理凶の鹿を定む)

1924 23.17 5 1.16 凶

1925 290.00 11 31.90 驟

1926 e.oij 4* 0.24 1 凶
ヽ

Blomquistも也果生皮如:の多埼:によりて是を調べ旣往¢1倒()年以前)は年愉に依りて査定せ 

りと云ふ。EbeZも亦耽作の冋歸年を調査して周期を求め例へば14年|川に他並,稍凶の年

度が!2年ありたりとせは 芒= 1.2を以て採種し得べき結賣年度の周期となし26年の間に 

於て1Oヶ年の理作あらば2.6を以て烂年の周期とせり。Hess及 Weise (1885)に依れば 

ドイツに於てマツ種子の結傍周期は二乃至三年Kirchner (1900)及Tubsufによれば二乃至

五年なりと云ふ。Briiel(1900)はデンマルクに於ける周期は三乃至•五年Schong及Hollggi

(1879;に依ればスエーデンにては四年目 Ortenbland (1900)に依れ.ばスエーデンにてマッ

は五年にー冋の周期ありと云へり。共イ也今日迄此種知見の發表せられたるものJゆからす。而

して一般に旣往の結實狀態は多く年輪の廣狹に依りて査定せらるゝも年輪の廣狄必ずしも結

’實程度にのみ因らざ名が故に環境の變化不明なる旣往に遡りて共調査を行はんとせば須らく

周到の注要を要す。Lakariも此妬に就て次の如き注意を述べたり。「僅かに年輪を調査する

も之に依りてD!ちに旣往の結實狀況(を推知すること能はず。若し年輪の調杏を塞として結1T

年度を席咒せんとせば就料多大にして僞年輪等:なく「1.つ年々同樣の生長むなしつつあるもの

なることを要す」i〇尙玆に結1Tの程度と年輪の廣狄に關して一者を要するものあり。種子

の品質を野慮せざる從來«、所,消理凶と此所に;消ふ收實並との關係之れなり。一度生理H勺照牛 

竝に環境に依りて開花耕實せるもの住雖も共成果に於て例へI照果の生潴多如:なるも健全印 

子僅少なる場合と偶団果の產量は前者に及ばざるも之に包含せらるゝ種子にして內容充’實せ" 

るもの多き場合とは隆樹脸に於ける勢力の消耗果して孰れが大なりや速かに斷すべからざる 

ものあり。されば徒らに年愉の廣狄丞長の艮否のみに準據して過去に於ける收實量の多少セ 

彳Kするが如ぎは此の點のみを以て觀るも旣に不安なるを免れざるべし。荷して斯の如く結實 

程度に理凶の來る所以に就てはは巾來諸・說あるべしと雖未だ祥ならすしてTourneyも亦映凶 

年度の到る原因に就ては解決を見すと述べたり。而して共誘因としておへらるものは主上し 

て氣仗的彩河にしてBadenに於て觀察せられたる結果によれば同网に於ける理年は共前年 

の生一長期I川に晴天多く大減乾燥して迎期暑・熱加はりHつ爆J驟雨あ!)て適度に地表を潤ぽす 

が如き氣象狀態なりしと云ふ。

依是觀るに極めて业作なりしは1888,1898, 1900, 1905, 1909年にして共前年の氣負狀態は

188T年6月 大瞼北朿の風多く晴・乾燥屢!驟雨あり。•

" 7月晴,暑氣加はり驟雨多く

" 8月前月と同じ

同樣にして1897,1899, 1904, 1908年等孰れも氣象は相似たるものおりしと云ふ。又Lau- 

tenbachもブナの結實に就て日く「三月より八月•迄に降水曲線が下り溫度の曲線が兄るとぎは 

翌年史,!作ならん」と。是と就を同ふするものにLakari(1921), Schott (1913), Erling.1930), 

0 Ufer (1934), Tiren (1935)共他あり。尢七氣温のみが結’代に影御するに非ざる小は明かにし

て:Haugeも溫度が種子の生壺を左右する唯一の因子に非ざる氷を述べたり。前述のBaden 

に於ける觀察によれば氣象狀態が％年と同ぼの傾向なりし年度に於て尙FLつ結:實すること 

不族なりしは樹般が前年の畑乍によりて勢力を消耗せしか或は狐・春に喪•冷多濕殊に多霜な 

リしためならんと解せり。斯くして前年の初宙竝に當年の晚霜も結’代に關係ありとせられ 

Wimmenauerも十ケ年の森林Pluinologieに付調査の結果結實と晚寄丄は密接なる關係あり 

となせり。是を耍するに生長期間に於て多濕較寒なるときは翌年の結代不良なるべきも之に 

反し高温乾燥して陽光の照射强く且初霜の害なく又晚霜に依〇て開花,結’代‘卸［止せられざ 

りし場合には結貞好適年度たるべしと田ふ。吾阈に於ても信州カラマツの如注多雨多濕を忌 

み・前年の生長期に於て日光の照射强く暑埶烈しくして當年亦多雨ならざる場合,こは吐作なり
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りては個微の變遷模樣を知ることが肝要である云々」又「現今吾人は気候學を有す。然るに 

氣候に就ては全く無知である。極く近隣のものに付てさへ吾人は平均,極贩,頻度をもせり。 

然れ共我氣候と近隣地の乘候とを如何に比較すべきやを知らぬ。之を知るカ法は時の關係を 

尊重し個借及共變遷を尊垂するにあらん」と。此己正に味ふに足るべし。飜って從来の氣史 

觀測成結を見るに執れも時間に對する平均價と極數,若くは個價現出の頻度とを捐ぐるもの 

にして或は月安となり年表に纏めたるのみ。然も植物は四季志夜の別なく刻々變、化しっゝあ 

る大乘現象を感受し常に共支配下に置かる'ものなるが故に共生長,生殖等の所謂生活現象 

と氣象との關係を若.充せんとせば須らく在來の平均價を棄て天氣の變遷を帽亜せざるべかr, 

ず。此點亦實地に添はざる所な・りと謂ふべし。尙佥凶の原因調査の容易ならざるは關係い範 

囲廣汎に亙るが故にして或は母樹の生理的峡件,立地,環境の變化被吿の有無専をも招•慮せ 

ざるべからざるが故に連かに淪及し能はざる所以なるべし。

而して倚毬實若生の狀況を佩えの母:樹に就て觀察するときは年ス・の各個體毎の結’實如何は 

到底段想し得ざるものあり。玆に共の一例を擧ぐれば第五十三表の如し。卽ち1925〜19亮

年は東京都所在御料地に於ては一般に結貝良好ならすして殊に1928年度に於てはヒノキの 

如き著しく不作なりしも本表の如く或年度に戒母樹は結實しー或ものは全く不作なる、に共翌年 

にありては恰も前年の結實如何に拘らざるものの如く或ものは相次で不作な〇朽リ 又顼ね

て結實を用るものあり 或は隔年に結實するもの等各自別個の結果セ屬らして到底冲測し徂 

ざるの觀あり〇假令數夹を隔てず近接し外砚的條件に於ても何等異る所なきが如き二本の母 

樹に就て觀をも一ガは相當の善生毬實あるに拘らず他方のものにありては殆ど皆熙に近きも 

員 めあり。共一例を舉ぐれば第五十四表の如し。

本試驗木は孰れt M野御料地に植栽せられたるものにして互に隣接し外観上格F殳の相違を

第 53 表

、調丑木1 I 1
、、祀號 一 • ーー ーー 備 考
年度、 No.lNo.2No.3No.4No.lNo.2No.3No.lNo.5；No.6；No.7 備 考

19 2 5 N・S・N・S・ S・ S. N.S.N.S.N.S.N.S.N.S.N.S.s. ヒノキ1は梅木•平師料

地nは御殿山御料地な
19 26 N・S・N・S・N.S.N.S.N.S. S・ N.S.N.S.N.S.N.S-N.S.る:とを斐はしSIは 

結實せることをN.S・は
19 2 7 N・S・ S. N・S・ S. S. S・ S. S. N.S N・S・ S. 不作なる!とを示す

19 2 8 S. N・S・ N.S. s. s. N.S.S・ S・ S. S. S・ 樹齡約父十年とす

であることが知れざれば此平巧極败頓度カ"可がを示し得べきや,各地の条候を比較するに方
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第 54 •表

(毬果數址,

1 枝J冠上弟生別毬果數却: 毬果

産 地 樹極 記號 刖禿年度樹齢 ifし徑 樹爲［上部1中部
c.m. m ［上部1中部 下部 徳町:

日野御料地 ヒノキ 。m〇 ！ 1927
1928

15
16

20.4
23.8

4.88
5.34

315.0
11.5

180.0
30.5

30.0
8.5

525.0
50.5

〃 51 t 1927
1928

15
16

20.0
23.0

4.51
4.92

2.5
8.0

1.5
0.5

〇 
〇

4.0
8.5

〃 521 1927
1928

15
16

19.2
22.3

4.17
4.57

480 〇 
40.0

90.0
6.5

〇 
1.0

570.0
47.5

1927
1928

15
16

19.0
21.2

4.08
4.51

6.5 
〇

4.5 
〇

〇 
〇

11.0 
〇

(品直及收實打つ

阳 上部菊生のLの 中部济生のもの 下部治生のLの 收實 1
備 考

號 麒爺率收實
：|：；

實・E 設斜芽率幣質顼 吸仙後芽率
收貿 
却:

賞:広 總;,;：

50
3* 28髯 ロ9

3,247
g%

17 16.0
拝 
32,525

g
3 15.2 2,030 13 1927年度調粪

51 〇 0 — 〇
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53 1- — — 0 —一 〇― — — —

認め得ざるもうなるも尙結實狀況の全然相反するが如き共主囚果して那邊にありや知るべか 

らす。一般に或は!我作と謂ひ 或は凶作と稱するも仔細に各個體!を觀察すれほ結實の程度ら 

は自ら多察の別あるのみならす所用!羽年に於ても全く結實を見ざるものあり〇凶年と柄せら 

る'弟度に於て如個體の結實多却:なるものありて一様なる能はす。偶結實せるもの小數花し

て不作のもの共大部分を占むるが如き場合には一般に凶作と唱へられ之に反して大勢に於て 

結實嬰惟なる場合には毀作と稱せ・らるべし。斯の如く結實の狀態は年により所により且つ母 

樹個膘によりて亦一様なる能はざるが故に之が原囚に就ても種々な,る因子の綜合・せらるゝも 

のあるべく Hillis (1882)の所,邢 Bliitenbil denden-Stoflbn 說或は Klebs (1904)の唱へたる 

Kohlcnhydrate Niihrsalz-Theorie或は最近 Melchers (1939)の唱ふる開花促進ホルモン Ver- 

nalin存在說の如き米だ學界の認むる所とならす毀凶豫測の如きは今H至雄のことに屬すが 

故に僅かに地ガ的紆驗に依I?て或樹皿に對する結實の周期と前年竝に當年に於ける氣彖の狀 

態或は花芽の發生狀況,害蟲,害菌共他被害發生の有無等を考慮し或はケヤキ,カラマツの 

如く冬芽の形態,伸張模樣等を綜合し更に毬果若生の狀況を謳!秃して結］Tの!・型凶程度を襄知

MiMerは同齡林が恒續林に比し租!子の生熠貧弱なるは,一は程冠の相互に於て開花部形成 

上必耍の部分を損傷せしむるによると云へるが如き一面興味ある觀察なりと云ふベI。斯・の 

如く共因って來る所以に付ては速かに淪及すること能はざるも次の如き亦ー:;す察たるべし。 

抑の植物はJ頃［族維持«.爲め顯花植物にありては開花結實し隱花植物にありては花を見さる 

も他の生殖器によりて子孫の產出を圖り共方法にも有性なるあり無性なる堤合もあるべし。 

而して植物が生殖をなすは先天的素因による所なりと雖も莫に一般環境共他理化學的刺戟お: 

の誘囚も與ってカあり。而して發生したる植物は一或時期に至れば自ら生殖器を生するの性質・ 

を有し或は敷年ならすして開花するものあり 或は十數年,數十年を待って始めて花を開さ 

實を我iぶが如きの類もあるべく之が生殖作用開始の時期は称・莉によりて自ら定まるものなる 

べしと雖も亦外网の影料によりて時期の到來に遲速を來すと共に共後に於ける花芽の發生 

結實をも支配する所融からざるものあり。一般に光線は開花結實を促進すること多く殊に紫

外線の影湖大なるものあるべしとは從來唱へられたる所なり。Acatny(1938)の實驗に依・时ば 

ブナの結實に要する最小受光」止は全陽光量のリいシナノキは,ん なるも此程度にては發身: 

力を有するものなしと云ふ。溫度も開佗竝に受粘に對し・密接なる關係おるは常に吾人の経驗 

する所にして暧热帶に花多く 乂之を模1放したる溫室に四季花果を見るのみならす花粉の發芽 

夫れ自體が架:温に支配せら'所大なるものあるが如き是れ卅然り〇花芽の發生と水分との關 

係に付ては植物の種類に依りて自ら一樣ならざるも槪して之が供給多量なるときは植物の發 

育崩笹Sみ盛に發達して花芽の形成を見ざる場合多言が如し〇同様にして榮養物質め供給多 

きに過ぐるときは徒らに莖,幹,枝葉の發育旺盛にして更らに花芽を發生することなかるべき 

も,榮養の供給を節し或は嫩條の摘取根部の明除等に依り茂料の攝収を制すれば頓て果を 

見るに.至るべし。斯の如く植物i鬱にありては生殖と發育の兩作用は竝行せす,個嘴維持器管 

の發育盛なると浅は生殖:の作用なく共作用あるとき・は發育は從って衰ふるを觀るべし。-・般 

に是を目して後養と生殖との相關現象となし或は生れ・と生殖の交互作用上稱す。而して種会 

なる誘囚は素因を促して生殖の機會を與ふるも個麗!にして素因な浅場合には如何に誘因あり

と雖生殖を莅・むことなかるべく,乂素因ある個體と雖四冊の狀況にして生殖に適せざる場合 

例へば乘候の變綢,動扁物儿他"被吿等あるときは之が發動を見ることなくして將來を詩っ 

に至るべし。斯の如く植物の生殖:作用は种・ななる誘因が共・發動を促進する竭"合尚りと雖同時 

に又或令在のは共發勒を阻止するが如ぎ原因をなす埸合もあるべし。而して假りに生物膘が

するのみ〇
•J匚生命を永久に存續す < ものとせ・ば自し!悶•の優越せる存’企と共安全を期するなに］t所用生活
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現象中の巻•養,生長,發育簪の働は重耍なるペきも 己に死することなしとせば自已の生存 

には何等の必耍なく反って個疆の生活を複锥ならしむる生殖の如きは全く蘭みらるることな 

みるべし。然り’’と雖生物禮は或時間の後には必ず共生活現象を永久に停止するものにして卽 

ち生滅の法則に從ひ生れ且つ滅するものなるが故に自然は個泌の生存より寧ろ種族の生存を 

重要視す。從って動物と植物とに論なく一度此の此に生を享けたるものは宇由の一都空間を 

占有して自已生存の誇を感すると同時に己が神・族の恒存竝に共繫榮を圖るを以て使命となし 

光づ以て替養,生長,發育に依りて自體を成熟せし均たる後 優良なる次代生活睛の生宓竝 

に共育成に努むる所あるべし。卽ち母:股の健全なる生長發育は頓て發動すべ・き生殖に備へ優 

R,なる子孫の生達に資すべき準備たらすんばあらざるべし。林木なる生活股に於て觀るも替 

養と生長の働に依りて和HTJ:り發莎し瀚次生育して自/完熟?匿備せば頓て開化:結實するに至 

るべし。而して一回の結實に因りて自韻の勢力を消桂すること勲からざるものがあるべぎが 

故に此際日通の發育ヤ:自然停止めくは制限せらるゝを常とす。荷して理憐なる結實によりて 

消耗せられたる個波は或「-•年或は戚箇弁:I川懶力の恢復を俠って可び蓄被せる潜勢力に依り 

他嗟なる種實の生応を期するなるべし。而も种:族維持の即はり片察すれば付:源より共子を生 

志し共子にして生長灸育せば巾験の惭絕すべき憂なく母•・眼は共使命を果せるが故に共後 

の生存は密而な注が如きも,山來生物は秘族の維持繁榮のためには時にn己の生存を犠牲と 

なす埸合あれども常;こは能ふ限り共安%を期し,生達の如きも唯一個或は一•【可を以て足れり 

とせす數個或は數冋之を行ひ 【丄つ母嘴］:成るべく畏命して了一孫の冇成に當るを常とす。假 

りに斓候共他一切の環境が年々適當なる場1>を想定してー何:林て於ける結’Wつ狀態を器ふる 

に/J•樹にして生理的昧件」上しきを得たるものは糸候に應じて開花結堂すべく 多くの母樹 

中には木年實るものあり明年實るべまものあり 或は共後に於て實幺べきものあるべく 祐 

實年度を災•にする月•樹の本敗が一•周期間に適當に分配せらる'埸介には年々の收實叩:は略北 

羽林の平均收’示すに至るべし〇然れども實際環境は年々必すしも植物の開花結實に適 

せすして或は風雨穴片%の變調あり或は害職,吿菌共］也の被害ありて假令母:樹の生理的條件 

に於ては至恢双當なる年.性に约りても充分なる結果を觀:能はざるのみならす枇あり,未熟 

なるみり,或は仝く祜代せ:ヾるが如きもの(!■,りて共,彩努にして廣汎に互るさきは當年不作な 

るべきな樹と相僕って応々K!作を呈すべく,而も翌年の環境が結實に適する埸合には3¢年度 

に'代るべきもの广於て尖るの外前年より純越せる母樹にも結實を源るに至るべし。若し共 

年度に於て尙は條件不沁なるJ躬>には統々年或は共後に傾延せ・らるべきが故に一度K好なる

環境に遭遇せば是等の母也は一齊に毀饒なる結實を觀るに至るべし。勿論環境如何に適常・す 

る場合と雖眼力衰損して之が恢復期にあるものは生長發育に願らにして結實の豫猶なかるベ 

し〇斯くして氣候共イ也の條件に大なる變調なき場合には大般に於て或る周期を以て腰凶:>回 

歸するが如き傾向を呈すべく是れ吾人の常に經驗しつつある自然の狀態なるべし。而してー 

般に所渦理作年度に於ては然らざる年度に結實せる稲子に比し共發芽步合多き如列とするも 

史に注意すべきは自家受精に因る生涂耗子の品目・［不良なる賊なり〇所,消"矣不結代は絕資的 

に排すして共程度にも强弱あり 環境に依りても亦ー株ならざるも共原因として指摘せらる

'ものは自家化粉の生理的に不完全なる場合及自’聶E粉と胚珠iの不親,和に兵く揚合なり〇 

Dcngler (1932)に依れば樹冠の深榔に於ては自家受精の機沖多きため植子は發芽率低く「1.

苗の生長も劣るものありと,消ひAcatay(1938)も亦门家受灿种•子の不以なるを實驗せリ。華 

於の施行せるスギ,ヒノキ交配試驗に觀るも自家受精にイEりては枇粒の金、まるゝ割合殊に多 

き傾向あり。次にヒノキ,スギ種子培:に於ける滥粒の成因に關しては未だ解決せらるるとこ 

ろ無きも實驗に徴すればスギノミヲナガコバチ(JMcgastigmiis cryi)tonicriae Y：ujo et Koyanm) 

の刺戟も亦一因と認めらる。

第 55 表

Ii£ Kt
採堡供川 
し從れる 
莉粒败

供:队粒敢に對する品賈割合

充實粒 枇粒 I&粒

スギノミヲナガ•コKチの 348
5.%7 %

5.5 88.6
剌［福を與へたるもの

ス¥ ノミヲナガコバチの 1.019 6.3 7.3 86.5
刺戟を與へれるもの

人工交配せるしの 192 59.4 21.4 19.3

白家受精せるしの | 383 3.7 29.0 67.4

備 考

供’武母樹々齢約80 •年とす。
艮蟲剌恤を與ふるれめ口然交曲完 
了と認めたる廊〇¥ノミヲナガ 
コバチ寄生の枉粒を入れたる:)K 
ラフィン長にて覆ふ。
人工交配せる七のには本剌我を與 
へず

がし夫れ生殖の人工促進間題に至りては林木仃利!と關歸して極めて」!t要なる課趙なるも吾 

人未だ多くを知らず。股園藝に在りては夙に夫れが誘因に朋眼し花果を欲する場令には生吞

を節し 發育•堵大を欲する場合には花奸を制して巧みに是を應用せるありと雖も林木に就て 

は未だ利用せらるの域に至らず。開花,受桁,結實成熟が飯象の影響及母樹々體の生理的條 

什笠;に支配せら'所多きを以て暇令泌の沛給共他人爲的刺戦を與ふるも必ずしも任意の年 

燧に結也を招來し得べしとなす能はざるも陽光の照射を促し人工に依り-こ濶力の(〇！復を助成 

し或は素因の發動を促進せば少くも所凍種了一の內容改まりて收’せ却:,';・増加し或は自然の結實



周期を以て略規則的に結’代を満し或は自然の周期を破壊することなきを保せず〇械酸肥料の 

如き屡々果樹園遊上本目的に使用せられ筆者ーが二十年生前後のヒノキに於て試みたる結果に 

依るも首肯し彳孚るものあり〇 しantelme (1928)はカシハ,ブナの30年生或は130年生のも 

のに對し夏期囲幹中央部タ主要なる枝又は樹幹下部を捌線を以て緊縛したるに開花結實を促 

し得たりと;消ひDengler (1928,1931)も此方法を視察したる結果內容充實称.子の多きを認め 

遲くも六月に本方法を施后せば實用價値大ならんと推賞せり。Vint (1932)はブダウの熟梢 

基部に付て化學分析を行ひたる結果耕木の發切I:は窒素,燐酸,加里の多きに從ひ大なるも 

果實の刊は窒素の员多きに從ひて減少するの事實を確めたり〇 Schoeller,及Goebel(1933) 

のジャガイモ,ダーリア,穀類に對する試みに依れば称子•球根等を生長ホルモンにて處理せ 

ば開花及種實の成熟を促すると云ふ。又Rodrignez (19.34)はリンゴの結實に對してスthylen 

を’賞揚せり。往年说湖は十八,九年生歐洲アカマツに就て嫩條の摘取根線切斷等に依り開 

花の促進を“,tみて好果を奏したり匕消ひ,Hmkcが樹脂採取資木に生催せる種:子が然らざる 

埸合のものに比して劣れりとなせるを反駁し,一般に此種適度の啊戟は著しく開花を促すも 

のなりと唱へたるも何れも未だ實驗的興味を誘ふに過ぎす。

4.種子の色調,大小,輕重,着生位価

種實の色觀は.共:®皮の彩色によるものなるも同一樹種と雖共色澤は自ら異るものあるの 

みなら.ノ樹齢を同ふしJ;扌樹を同ふするも將亦団果を同ふする場合に於ても種子の色澤は必す 

しも同樣なる能はざるべし,Wimmer (1906Jに依れば產地によりて世果の開鱗に難參あリ 

日・つ亜子の色澤にも濃,淡ありと。又Haack (1906)は極子の色に濃淡あるは光綵の照射に適 

應せんがなの作川にして光線强き南方にあるものは色證濃厚なるも北方のものは共色淡に［な 

りini'll Schotlc (1905)は達・地を異にすれほ詞子の色もー樣ならすして南方のものは最も 

濃异なりとなせ・り〇之に.反してSchmidt (1929)は歐洲アカマツに就て成熟せる種子/色滓 

淡口なるは契を脱落せしむる号:の操作に際し種皮而の剝げたる結果なりる解し尙废種子の 

淡色なる・を’・げて未熟なるもの,帆粒のもの,収扱ひに依るもの,素質によるものとの 

四っとなし色'花・によって種子•の鄕上を公々するは惹味をなさすと"丹へり〇

Ilngem (1917)も略同成にして種子の色澤に付ては成熟度を老慮せりと,消ふ。中村得太郞 

’氏に依れば初子の色を濃,中,淡の三色調を以て觀る場合,孰れの産・地に於ても中間色の母: 

樹最も多く凡そう0%內外を占め從って祉子・の也はj物也によりて大差なきが如きも濃色及淡色

・ーー
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種類別

(比如:0.95以上:)

產 地; 祀 大

黑

丸1 &

斑 

丸1畏.

粒

1*1

小

魚 斑 

丸1农

粒

y —
1

艮

大 粒

,：,

•小 粒

白 

丸|畏

大

黒 

丸1畏

斑

粒

白

’にJi

小

弟
... •一
丸は’丸長

黑

丸艮

班

丸艮

黒 

丸E

班・

丸( Ji
丸 甚

丸| & 丸 長 丸 Ji

愛知縣丹羽郡城束村愛知出阪所部內八竹何料地 40 0.8 14.2 ).3 1.0 24.2 2.0 >5.0 0.7 14.1 ).5 3.9 29.1 4.7
-一

束京都南多摩那廿里御料地 號 140 0.8 2.2 3.6 — 一 1.1 12.1 9.7 一 3.314.1 一 — — — 5.7 21.9 ー ー — — 0.2 0.4 2.4 -- — 0.3 1.1

〃〃 160 一 一 41.4 — — --- —— 42.1. — 7.82.9 — — 一 ー 4.11.7 — — —•— ー ー — -— — — —— ■

〃 70 36.3 ー ー — — 38.3 •—- —— 一 9.9 G.2 — — — 8.0 1.3 ■- — — — ,一 一 — —— ー ー — 日 ——

〃 70 — — 0.7 0.4 — — —— --- 0.5 0.1 一 ー ー 37.18.5 一 --- — 37.4 15.3 — — 一 — ー ー —— — — —— —

〃 5〃 110 一 ー 56.3 一 一 — — 40.4 〜一 — i.O — — 一 ー 1.3 一 一 ー ー 一 一 —— — ——

〃〃 60 --- ～- 1.3 1.1 — — ー ー 1.7 .二 一— 37.9 11.2 一 — -■— — 9.2 1.1 «— ー ー 1.7 19.8 1.7 11.2 •■— --- 0.9

// 7〃 J30 一 一 3.1 — — 一 ー 88.8 -1— ―■ ■— .9 — — 一 ー 2.2 — — ー ー 一 ー — — - — — •—

〃 8〃 70 "1 7.3 2.5 — 一 一 ー 25.9 4.1 » 1» 3.00.C — 亠 — — 7.8 23.1 — — -- — 一 一 16.5 0.8 -- —- 一 ー

〃 髙尾山御料地 130 20.9

神奈川縣津久井那志川山御料地 1 ■■ ■ ■ 1.3 0.2 一 — -- — 0.7 0.2 11 "― — 42.118.9 — — 一 — 25.2 7.2 —— — 一 ー 0.5 0.3 1.G 0.6 •- — 0.3 0.2
〃〃 29 0.1 0.8 4.4 3.3 一・ -— — -～— 15.7 1.3 一 —— 17.411.3 0.3 0.9. — — 30.7 6.7 1.4 2.1 — — 1.0 0.3 1.0 0.6 一 ー 0.2

书:ノ淬御料地 15 0.G 0.6 1.2 ).2 一 ー 2.1 2.7 4 4.0 4.7 5,310.6 0.6 0.4 35.。 2.9 18.3 13.7 0.9 0.4 0.8 3.4 4.0 1.7 2.4 — — 1.2
〃 用J!W・山御おIJ也 0.2 〇•1 0.8 1.2 ■— — 0.7 0.1 3.1 0.5 一 0.4 0.2 6.62.3 — 一 1.3 0.9 56.3 19.9 0.1 0.2 ——— 1.0 0.9 0.5 0.4 — — 0.5 0.3

眞野縣北佐久那淺間山国む林 130 ー ー 0.6 0.6 .2 0.9 0.4 0.4 0.9 ■9 "— ■. 21.05.7..--1 1.3 —— 22.9 5.4 9.4 1.5 —— 6.3 3.2 一一 5.7

—•'x

大 ・ 粒 小 粒 •大 粒 小 粒 大 粒

黑 斑 ・ 白 黑 斑 r 黑 班 I'J 琬 1-1 黒 斑 ロ

丸| Ji 丸|長 丸丨Ji 丸|長
丸長

丸」 Ji丸 丸 長 丸 j; 丸 Ji 丸:H 丸 Ji 丸長 丸! Jふ 丸長

39.2 25.4 39.3 48.0 45.5 36.2 36.0 4C 21.2 39.4 65.7 45.0 47.8 47.2
44.1 93.3 57.9 80.0 ー ー 75.0 51.8 66.31 - 35.6 57.7 61.5 53.9 50.0 〇 2.4
03.6 ■— ■— 54.0 — — ー ー 74.3 - 45.8 62,5 57.1 44.4
69.2 68.1 — —. — — 68.8 --- --- 72.3 67.3
63.3 — — 33.3 33.3 ー ー 一 ・— £0.0 64.8 61.5 61.7 07.8

37.022.0 ー ー 21.8 ■— —— 一 ・— 22.6 39.5

ー

〃 56.8 100.0 47.5 65.5 66.7 55.3 25.8 •—— 56.6 79.fi

菅ノ涔:御剥地 45.1 50.0 66.7 35.0 50.0 --- ----42.9 26.1 16 68.6 76.5<53.。 65.150.014.3
〃 間野山御判地 54.4 83.：： 100.0 45.2 29.2 —— — 60.7 75.0 55.0 10.5 31.3 28.662.8 61.2

長野蘇北佐久郡法間山國右林 42.3 1 --
33.3 7.4 33.3 38.1 22.2 11.1 16.7 10 34.8 32.1•19.583.3

粒

白

丸|長

——

3.0 18.2

— _

—,

1.1
* " ■ ——

7.5 1.0

0.3 0.2

0.2 0.2

0.2 1.7

1.1 0.4
5.7

粒

白

丸&

〇〇

20.0

〇

〇〇 

〇〇 

〇〇 

〇11.1 

44.2

備考 播極後50日に於てM在ず

帼,口のしのは玷んど發芽力なきを見るべし



マ ツ

備 考 供做粒數4500粒Iす

樹
稲 類 別 粒 败割 合 8

1R (比虫0.97以上)
_____________

艇 C0-97未滿)

産 地, 祀 號 大 粒 小 粒 大 粒 小 粒

丸1長

班 白

丸1艮

珑 白, 黑

丸1 &
1*1 黑 班 1'!

齢
丸 長 丸 Ji 丸」艮 丸丨4 丸！旦

丸
丸|艮

丸 長 丸 長 丸［長

千葉縣君津那戶崎野御料地1號 16 — — 1.3 14.4 — — ■- — 0.8 ー ー _ - 3.7 53.0 0.7 1.5 — 一 2.7 20.6 0.2 1.1

〃 2 〃 1Q ー ー 3.4 2.2 33.6 3.6 — 一 5.3 0.7 17.0 2.8 — 1.9 15.0 1.5 1.2 — 6.9 2.1 1.9 0.7

// 3 〃 26 一 ー 24.6 16.7 — — — — 39.5 3.6 — — 1.3 0.5 0.5 0.9 —- — 10.1 0.9 0.4 1.0

〃 4 〃 43 — — 17.9 63.6 — — 12.9 2.1 —— —— ■— -- 0.4 0.9 0.9 — — 0.1 0.3 0.9

備 考 慳,白の｛.の發芽力極めて不良なるを見るべし

ク ロ マ ツ

搖發
秋 類 別 播 秋 粒 敬 : 對 ーr る 各 發 芽 败 の 百 分 率

莉芽 
粒數

211 (比重〇•97以上) 輕 (0.97未滿)

產‘地, 祀 號
敷の

に百
大 粒 小 粒 大 粒 小・ 粒

對分
す率 黒 班 -'L- 黑

丸1艮

白 黑 班 由 黑 斑

丸1長丸 長
丸( & 丸!長 丸丨長

丸 艮
丸］長

丸J； 丸 &
丸丨甚

丸| a

千葉縣君津鄒戶崎野御料地1號 62.6 62.7 91.9 67.9 90.0 57.1 〇 52.6 -- *— 7.5 60.5 〇 〇

〃 2 〃 49.4 67.9 60.8 54.6 70.2 40.3 73.3 44.1 72.3 一 ー 42.9 46.7 2.9 25.9 42.4 75.0 〇 〇

〃 ‘3 〃 60.9 59.0 59.3
二

65.2 75.0 58.4 90.9 - 〇 !.6 59.3 83.6
〇 2.6〇

〃 4 〃 58.7 — — 60.4 57.0 68.9 75.0 88.2 09.2 〇 〇 40.0

所產苗の大さ

樹・ 記 苗木の長さ iiT 木の!-R M
產 地 秘類別

种 號 地上部 根部 全長 地上部 根,部 全氓

cm cm cm g e g
ク 戶篮野御料地 1 並:大(班,丸) 4.1 8.8 12.9 0.073 0.007 0.080

n 〃 3 〃小(班,丸) 4.0 8.9 12.0 0.059 0.005 0.065

マ 〃 1 脛大(班,長:) 4.3 8.6 12.9 0.067 0.006 0.073

ツ
1 〃小(班,丸) 3.5 8.7 12.2 0.064 0.007 0.071

〃 3 〃〃 C 〃 3 4.3 7.5 11.8 0.017 0.004 0.051

愛知川服所部內
正大C斑) 3.9 8.2 12.1 0.063° 0.006 0.069

7 〃小(斑,丸) 3.8 7.6 11.5 0.032 0.004 0.036
御料地

中大(斑) 3.8 ,7.6 11.4 0.046 0.005 0.051

力 淺間山國有林 〃〃(班,丸:) 3.4 7.7 11.1 0.050 0.005 0.055

マ
愛知出形所部內 
御料地 %

中小(班! 3.7 8.7 12.4 0.038 0.004 0.042

浅間山國有林 "〃(斑,丸) 3.1 7.1 J0.2 0.034 0.004 0.038
ツ 〃 幅大(班) 3.1 7.2 10.3 0 040 0.004 0.044

〃小(白) 3.2 5.0 82 0.028 0.004 0.032



訓査せる所に依れば次表の如し。
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次に!913 年に Bayr. Allgiiu, Bohmerwald, Wiirtteniljerg, Frankreich, Osterreich 產の種

子を用ひて育苗し1917年5月植栽當時の調査に依れば

餘の長 さ 根の さ 全 長 重 是

大 粒小 粒 大粒 小粒 大 粒 小粒 大 粒 小粒

cm cm cm cm cm cm
38.3 38.9 36.1 33.4 74.4 72.3 123 100

泠の & さ 根の & さ 金 & 全 卩:T：
産 地

大 粒 小 粒 大 粒 小 粒 大 粒 小粒 大 粒 小 粒

cm cm cm cm cm cm
Osterreich 20.2 17.1 23.8 21.2 44.0 38.3 46.5 44.9

Fraukreicli 25.4 23.4 24.5 20.9 49.6 44.3 41.0 42.0

Wurttemberg 24.3 23.0 25.4 21.9 49.7 44.9 44.0 44.0

}H ImierwaM 28.3 27.8' 27.4 25.1 55.7 52.9 54.6 55.3

Bayr. AJlgau 21.4 21.8 21.1. 20.0 42.5 41.8 39.8 42.3

之を要するに大粒种子・は槪して發芽勢大にして初年には優勢に生育し 砌的害に對して亦 

抵抗大なりとせり。尢も種粒正大なるものより必ずしも一個の優良なる-苗木を彳’Jすして時に 

双生苗を得る場合な愛にしもあらす。

iffiして種子の虫量を表はすに一定粒败の亟蛍(或は一定亟觉當粒數)にて示す場合とー•定 

容秋當匝元にて歩す場合とあり〇

前漪は所,弟實真にして後者は容積正なり〇實重は克く種子・か重却:を示すが故に假りに痘加: 

大なる種［子優良にして然らざるものは良好なら•すとせば實垂の大小によりて種子の良否は略 

類知し得らるべき理なるも 而も總ての場合に於て然りとなす能はず。费んや容積垂に至り 

ては必ずしもJ嘱準たるの價値を認め難し〇

抑友容祓の測定は兩子の形状,大小,重器の大小愁類等に依りて誤差を生するのみならす 

測定若を巽にするときは同一・が:と雖も亦異なれる量として測らるゝこと稀ならす。卽ち基準 

たる容積に於て旣;"斯の如くなるを以て容積垂の大小必ずしも當に和［子品質の如何を示すも 

のとなすべからす!〇

次に種［粒の大小もJI、:M質に影’伸する所なき能はず。凡そ種子粒の大小を來す所以に付て 

は詩i說万>りと雖Boekerは•性果の大さ,柄實若生位置,立地,氣候竝に時樹の生理的條件等

と 肥沃なることな樹は壯齡にして發育艮好なること 桂果は優勢なる枝に適度に昔生し且 

つ充分陽光を受くること等なるべきも時に用:樹一個濶に於ても結實每に著しく桂果の大さに 

異同を生する場合あり。

次に極粒の大小と品質とに就てP»ttauerに依れば2.0 mm1.5 mmの篩により唐枪楝子を 

大巾小に分けたるに發半率は中粒のもの最も好なりしな云ひ吾國に於てもカラマツ,ブカ 

マッ,スギ,ヒノキ等に付て旣に同様なる結果を得たるものあり。一般に種子粒大なるもの 

は品質優良にして發芽姓に刀;後の生育良好に所凍:苗木亦從って强大なるも,小粒のものは共 

內容に於て旣に貧弱なるのみならず往々にして發育不完全なるものあるが故にn然發芽竝に 

生育に關しても琪待すること能はざるべし。而して大粒,小粒及大小肘:の混淆せるものに就 

て共容積重を求めたりとせんか 大粒のものは同一容祉に對して种•粒I川に空隙多きも小粒の 

ものは然らざるべく又大小混滿・せるものは大机間の空隙が小粒を以て相當に充たさるべきが 

故に容積禾は反って大粒のものより小粒或は2治せるものに於て大なる結果を’膚すが如き場 

合もあり得べし。皿も吾人は同一種のものにありては種粒小なるもの多ぎよりも假令粒堆に 

於て少愛も比帔的大粒にして優艮なるものを採るが故に容％T底が必ずしも總ての揚・合机了一選 

採の標準たらざるは明かなるべしっはに木間迎に開する诙觸のー•部を・舉ぐれば弟五十匕表の 

如し。

尙ほ實币:と發牛率との關係は第五十八我の如し。木表に依るも大膈’に於て垂きもの發牛率 

多く輕きものに於て然らざるの傾向を見るべし〇勿淪庄地,母柘扌•年I冷により或は結實狀況 

採集時甥取扱方法等によりて一樣なる能はざるが故に 全部を通じては币币の順位必ずしも 

發步率の多球、比例せ・ざるは免れざる所なるべし。次に’作積垂に就て共応はおぐれば第五 

十九表の如し。

依足觀るに發芽率大なるもの必ずしもに於て大な•)上なすべかi、>ざるも槪して巾 

きものに於て優良なるの傾向を見るべし。又秆!子の15iが団果上共苫生位置に依りて一様な 

らざるものありとは一般に唱へらる所なり〇松須の种・子に,I)ては毬果の基部に存するもの 

樫く色淺くして往々枇を含み發芽率亦不艮•にして先端のものは是に亜・ぎ苣果の屮火都に位す 

るもの最も良質と認めらる〇

Cieslarが欧洲タウヒ種子に就て着生位置別の採％.代及品質を訓査:せる所によれば同氏は 

甚果の基部より先端迄を四分し「站部を!とし先端を!Vとして求めたる發芽率は平均

を舉ぐる所あり。iffjして玆に神:四の大粒•となるべ営場合をおふれば先づ共土地が溫暖なるこ 1...............39 %



127

樹秫 布 實"R 發芽率 備 考

號 (耕)

■

STo.l 1 2,006 35.8 自大正十三至

2 1,880 27.6十月至同十二
丿J間に於•て採 

.3 1,890 15.0 值

4 1,706 19.4

5 1,774 24.0

一, G 1,791 30.0

1,735 38.8

8 2,291 17.0

No.I 1 2,164 8.7 昭手11二年十一

•〇- 2,451 10.0 月採集

2,595 10.7

Ne. || 1 2,243 24.7

2 2,017 15.0

3 2,152 13.7

No.H 1 1,849 5.0

2 2,297 13.7

:; 2,409 27.3

No.]Vl 2,250 7.3

2 2,616 7.7

3 2,064 12.7

No. VI 2,096 16.0
2 1,837 10.7

3 2,079 12.0

No.\ll 2,108 11.7

2,408 13.0

2,23¢ 12.0

No. Ml 2,53』 13.7

2,70t 21.3

2,771 23.0

13.8

40.0

40.1

25-(

・、

2,357 39.6

1,776 30.3

「562,28.6

3,107 63.0

2,770 50.4

2,454 36.0

2,318 37.0

2,053 33.0

2,027 23.0

2,136 20.6

1,968 23.?

2,314 20.2

1,848
'2,112

i 2,51’

1()| 1,841

'I母I 2御地料々3 

産No. ロ 1 ノ十 2

キ
?'ri) 3
'-r

No.lVl

2

3

4

5 

f

(No. U1

H( 
御富 

滝地 )

2,939

2,275

1,278

42.4大正一1一一年十

39.4 一月採堡

29.8

竹ノ 

地料キ?' 

地-n子

42.2大正十三年十

30.8

7.2

一月採集

No・]1 2,258 37.0 大正十〒’年一

2

3

2,451

1,770

38.4

34.8

一月採弟、 
鶴9溷牝’j4 

/

第 58 表
II.......................................34 %

III .................. 53 %

IV ..................................40 %

にして基部最も不良なりJと云へり〇宮下保雄氏がミチスマッ竝に吾國カラマツに就て調査

痩る所に依るも中央部のもの大粒にして重く先端之に車ぎ基部のもの放も良好ならざりしと

云ふ。•【3羽次郞氏がエゾマッ,トドマツに就て記載せる所に依るも中央部のもの最も艮好に

して基部之に亞ぎ先端良好ならざりしと云ふ。笨者がヒノキ,スギ秤•子に付て觀察せる所に

依るも亦同樣なり〇

樹籾-

ス

¥

匕

ノ

キ

サ

ハ

ラ

ア

•切

ツ

粒の

大ざ

大

中

小

大

中

小

大

中

小

大

中

小

第 57 表

備
ー瓦常 ー立加1 粒の ー瓦當 ー立万柄

粒數 當?R杲

備老 樹稀

大さ 粒數 當ホ求

222
g 

0.371 昭和二年調呢 力 大 233 CL381

306 0.395 中 255 0.394

426 0.361• ツ 小 288 0.344

372 0.285 ェ 大 389 0.526

439 0.297 ヅ
マ 虫 416 0.374

472 0.281 ツ 小 460 0.418

930 0.246 卜 大 72 0.360

1170 0.214 ド
マ 中 100 0.299

1361 0.141 ツ 小 118 0.389

84 0.513 1 モ 大 20 0.350

106 0.521 中 26 0.291

139 0.520 1 ミ 小 30 0.385

考・

枷
般
山
御
料
地
・
ヒ
ノ
キ
籾
子

卵q
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容祈矛: 容 lit
雄痴 發芽宰 備形 樹種 發芽率

C ー刃•當) (一升當)

4.0
97.参0

100匆未滿
% 

42.0 父
139.4

12.4 129.7 100匆以上 38.0 133.3
130么未滿

14.0 128.0 13.6 131.6

6.8 127.3 40.0 139.0

8.2 127.3 3.0 139.0

13.4 117.3 4.0 138.0

8.8 128.0
匕

8.0 136.0

9.4 129.3 20.2 138.7

9-6 129.3 19.4 149.G 140父以R

150久未滿
9.8 126.0 24.2 146.7

9.6 126.0 20.8 149.3

9.2 129.3 26.6 143.3

10.6 127.3 21.4 143.3

5.6 126.0 30.6 146.7

8.4 128.7 23.6 148.7

7.2 126.7 ノ 26.0 141.3

9.6 127.3 32.6 148.7

12.8 128.8 23.0 148.0

7.2 127.3 27.8 149.3

8.6 127.3 23.8 347.3

16.0 129.3 19.0 143.3

10.6 126.0 28.2 141.3

6.0 126.0 26.2 144.7

3.0 125.0 25.0 146.0

9.8 130.4 130久以上
キ 45.4 145.6

140攵未滿
8.2 134.7 30.0 147.7

13.8 181.6 33.2 147.2

19.2 136.2 39.6 149.3

"23-6 137.9 24.0 147.3

20.6 138.7 41.2 147.3

| 31.4 1
149.9

II
17.4

( 
150.0

26.6 146.7 9.2 153.1

20.4 149.3 も 44.0 151.0

27.4 143.3 46.0 156.0

24.4 143.3 46.8 156.0

ヒ

30.8 |
146.7 41.2 157.0

26.8 148.7 41.2 158.0
26.4 1 141.3 7.6 163.5

170父未滿
26.0 148.0 ノ 33 2 162.0

25.6 147.3 8.2 163.5

20.4 143.3 35.0 167.0

32.6 141.3 44.0 164.0

27.6 149.3 へ 28.4 164.0

27.6 146.7 65.2 172.9
ノ

21.6 147.3 キ 66.2 175.2

・14.0 148.0 68.6 172.9 170攵以上

24.0 148.0 36.6 190.0

17 •〇 146.0
7.4 71.4

20.0 142.6
29.6 8-1.1

10.0 141.0 サ
48.G 84.0

3.0 141.0

23.8 149.3
37.8 87.7

23.2 146.7 16.0 80.0

19.4 147.3 ノ、 61.0 97.〇

29.6 148.7 35.8 90.0
8.2 146.7

22.6 71.3
9.8 156.4 150欠以上

30.4 152.6160筮求滿
ラ

23.0 72.2

29.0 150.0 22.6 71.3

28.01 152.0 23.0 7〇,2

尙ほー•說には毬果の頂部及爪部に右:す3種子には酸素の吸收を阻止するが如き也皮を有す

〇ものおりと柄せらる。次にrj吊トー啊澄に於て樹冠上着生位過を・異にする蜴合生谣種子の品

‘也に相鏈相るの事實に付ては醒に“周作せられたるもの妙かしずHuber (1926)も亦是を認、め

Acatay (1938)も明冠上普生位置を呢にするに從ひ料子/>生谣虽に差異を生じ几つ種子の币
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量,發芽率に於ても異なるものありとせり。卽ちタウヒ,カパ,トネリコ,オホバシナノキ, 

ブナ等に於ては樹冠上都に於て種子量多く秘粒も多くは3HI・つ大にして發•芽率も艮好なりと 

せ・り。斯くして樹冠上部«:於て種子の發芽率大なるは 他家受炳の可能性多きがためなりと 

解せり。筆者は先づヒノキに於て調査を行ひ懈閉せる林內のもの,比較的疎開せる林分內に、 

あるもの及林緣若くは孤立木等に就て樹冠を上中下部に三分し各部每に毬’代を採集して稲子 

の品質を檢査せり。本調査は結實の狀況,な樹々齡,地位,林況应也の耍素に支配せらる' 

を以て避かに斷定し難きも一般に比帔的疎開せる林分內の饪樹或は林緣のもの等にありては 

中部,下部のもの優良にして上部に位せるもの劣るものの如きも個閉せる林內记ありては周 

固の樹冠より傑出せる梢那部のもの可なるが如き傾向あり。玆に止里御料地所在の林齢約八 

十年ヒノキ人工林に於て林緣竝に疎開せる個所の」•匕較的光線を受くるこど多きものを採りて 

調査したるに第六十表の如き成結を得たり。

尙ほ一般に枝り先端に着生せし種實は品質艮好ならすと稱せらるゝも亦注意を要する所な 

り〇

第 60 表

H驗木が號 莉生別 實 ?R 發芽中

上
1P.713 ’坊 ・

9.4

No.1 - 中 2.063 14.5

下 2.331 20.6
? ヽ

上 2.156 7.9
No. 2 j( 中 2.446 11.9 ■

2.735 19.6

i 上 2.093 12.1

No. 3 j 中 2.155 13.1
(

下 2.223 15.0

上 1.998 17.9
No. 4 中 2.019 16.9

下 2.198 19.1

上 * 2.271 19.2

No- 5 中 2.350 14.5

下 2.489 18.4

5.毬果及種子の昆蟲被害

昆織の寄生に因りて毬果の・正常なる發育を扒ひ或は翱子の品質を害する場合亦稀ならす。

Keen (1939)に依ればブメリカに於て知らるゝ害蟲に次の如きものあり。

Balsam fir

毬果に寄生するもの 寄 主

Conophthoms ponderosae Hopk Ponderosa pine 

lodgepole pine 

Jeflrey pine

C. scopulonn Ilopk Ponderosa pine

C.lambertianae Hopk Sugar pine

C. monticolae Hopk Western white pine

" Ponderosa pine

〇, radiatac Hopk Monterey pine

C.contortac Hopk :............................. •••••： Lodgepole Pine

C. monphyllae Hopk Singleleaf pinon pine

C. edulis Hopk Pinon pine

C. apachecae Hopk Apache pine

C. flexilis Hopk Limber pine

Laspcyresia piperana Kearf Ponderosa pine

か Jeffrey pine

L. miscitata Hein Ponderosa pine

" Jeffrey pine

Hedulia injectiva Hein ...................................Jettrey pine

" Ponderosa pine

Dioryctria xanthoenodares Dyar Ponderosa pine

〃 knobcon pine 

共他マッ類

D. abietella S. et D.- Douglas fir

共他マツ,タウヒ
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Eucogmabobana Kaerf ••••■Ponderosa pine

Jellrey pine

t " Knobcone pine

E. rescisaoriana Hein Lodgepole pine

Barbara colfaxiana Kearf : Douglas fir

B. colfaxiana var. taxifoliella Busck Douglas fir

B. colfaxiana var. colofadensis Hein Douglas fir

/ white fir

B. colfaxiana var. siskiyouana Kenrf White fir

red fir

B. ulleriorana Hein Douglas fir

Laspeyresia bracteatana Fem White fir

red fir

共他モミ類

Tj. youngana Kearf ' タ ウ ヒ

L. aipressana Kearf Monterey cypress

Augomonoctenus libocedri Rohw incense cc/lar

共他に しonchaea viridana Meig, Paratimiat conicola Fisher, Chrysophana placida 

等あり。

種子に寄生するもの 寄 主

Megastignius albifrons Walk Ponderosa pine

M. lasiocarpae croshy Alpine fir

M. picea Rohw  '

M. Picea Rohw

〃 and Sitka spruce

M. Pinus Parfitt 

〃 lowland white Hr

〃 White fir

n bristlecone fir

M. tsugac Crosby.•. •.■...M...o..u.n..t.a.i.n h.e..m..l.o..c.k

M. spermotrophus Wacbtl.•.•.•.S..i.l.v..e..r...f.i.r

// bristlecone fir.

// grand fir

// red fir

〃 white fir

// Douglas iir

〃 共他針葉斟

尙文献に徴すれば

:毬果に寄生するもの »

Hypliantidiuni terebrellum Zink アカマッ,カラマツ,モミ,タウヒ

H. conicolellum coingt 

Dioryctria abictella S. et D  ,/

・・ 〃

.… 〃

,.… 〃

•…モミ

•…モミ,タウヒ

••…カラマツ,モミAタウヒ

•…プカマツ

•••」タウヒ

Eupithecia abietaria Qocze %... ウ..ヒ

• • • •.タウヒ

和!子に寄生するもの

...アカマッ

Plemeliella sbietina Seitn タ...ウ ヒ............

……モミ

Shasta fir
等あり。吾國に於て知らるゝものを例示せば
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卷果に寄生するもの

スギ,アカマッ,クロマツ
Dioryctria abietella S. et D.

(マツノ会ダラメイガ) トドマツ,エゾマッ,モミ

■'I タウヒ

Dioryctria splendidella H. Sch. (アカマツ,クロマツ,’トドマッ
(マツノコマダメイガ) {

(,カラマツ,ヒメコマッ

Dioryctria preyeri R.(ブライヤマダラメイガ)...アカマツ,クロマツ ・

木學名の詐にはマツマダラメイガ又はマッゴマダラメイガなる和名を附せる報吿あり〇別’ 

に同一和名を有し「L形態及生態的に珀似せ"る上記のDioryctria splendidella II. Sch•あり〇 

果して兩者•同一なりや否未詳なるが故に筆者は城に當場刊行の病蟲害圖說に於て取敢す,プ 

ライヤマダラメイガとして扱へり〇 ,

Laspeyrtaia strobiclla L.(エゾマツカサハマキ) エゾマツ

種子に寄生するもの

Megastignms cryptoinerias Y. et K. i •

(スギノミヲナガコバチ) ヒノキ,スギ

M. thujopsis Y. ct K.(アスナロ ノミオナガコバチ)•••アスナロ

Tipura aino A.

次にアカマツ,クロマツ,欧洲アカマツ等の若木にして生長艮からざる個腰に爆々數十個 

の發!?不完全なる小•陞果を群生することあり〇 Androgyne Zapfen, Zapfensuchtと荆せ"られ, 

センナリマツ(aggregata型)モトセンナリマツ(Basi-aggregata型)の名あり,含まる' 

新子は殆んど川價なきを常とす。原囚に就いては古くより諸説あり戒はな養過多となし或は 

外的啊戟なし素質となすもの等あるも未だ學說の一致を見す。昭和十一年並者欧米出張の 

砌條血せる所に依ればBrag林業試驗場昆蟲硏究室に於てはEvetria buoliiina Schiffの被害 

として扱へり。以上の如ぎ種子に關する害蟲防衛には一般に對策を缺くも筆者は別に吿蟲寄 

生傅染化病原/の探索及共應用館岡に付目下硏究中にして旣にプライヤマダラメイガに對し

6•採集時期

採集時期に就ては地方に依り樹租に依りて一樣ならざるのみならずユ咋の氣候共他影禅す

る所融からざるものあるを以て述かに全般を律し得ざるも,主として成熟の度を考慮すべき

は此に縷述せし所なり〇クルミ,カシ,クリ等は盛に落下するを度としモミ,マツ類はノ携 

を失せざる樣幾分早くより着手すべく 一般に［ギ,ヒノキ等にあり‘ては寧ろ幾分遅るゝ方早 

きに失するより勝るべし。試に束京都下日野御料地に於て季節別に採集せるヒノキ种•子に付

き一部成績を•舉ぐれば弟六十一表の如し。

尚東京都下・里御料地樹齡約八十年のやノキ,スギ母樹に就て調べたる成結を揭ぐれぼ消

六十二表の如し。斯くして束京附近に在りては略十一月上,’中旬を以てヒノキ種子採集の適

期となし得べし〇尤も共時期は樹種に山るは勿論共年の氣象狀態如何に依りて亦著しく前後

あり。

Barnes (1933)に依れば槪して老木は幼木に比し種子の成熟早しと云ふ。

從て夫な成熟の期迫らば絕えず附樹を觀察して最適時期を推へざ話べからず。

林業秆!麻法施行規則(昭和I ・五年一月十五日股林布令弟二號)に於てもスギ,ヒノキ,プ

カマッ,クロマツに付ては匂/F十月一日以後«カラマツ,エゾマッ,トドマツに付ては每年

九月十六1.1以後ならでは採取し得ざるの定めあり。

ては!saria苗の一種を捕捉して共效果に付追究中なり〇
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第 6I 表
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7 採集毬果の處匿

採集せし超HTは瓜或は依結;に詰めて乾燥脫称の作業所に送致し直に開封せざるべからす。 

合水景多き生毬果を依裝のまゝ時日を經過するか或は降雨等に依りて濡れたる埸合には屢々 

礙幣の恐あり。尤も包装中 毬果に幾分徴を生するも共程度輕":なる場合には格別稚子の發 

歩力に影釋を認められざるものにして試に大正十年及同十三年に名古屋,木曾方而より送附 

に係るヒノキ笹世の中,大正十年度には到着後直に土藏內に吹のまゝ積み垂ね共一部には僅 

かに间ふ程度に淸水を撒布し數日後醱酵の模樣を認めたるを以て種子を取出し發芽力を檢し 

たるに標準と殆んど相違する所なかりき。大正十三年度には依妓のまゝ屋內に置き果鱗上に 

微苗の發生皱殖:を來して醱能し溫^异り臭氣を發するに及び・て一部を陽光に曝しー•部は大乘 

花・燥によりて脫種したるに發争の程度は何れも標學と格別の差異を認めざりき。是に依て觀 

るに多少果けに徴を生じたる程度に於ては種子・の發芽能力に對し認め彳’}•べき影缨を漪さす。 

然れどら!!斤の如き毬果は1乾燥脫離頗る困難となる嫌あり。依て採集せる毬果は直に開封して 

萍,旌,カンバス等に臓げ通風よき室內にて徐えに乾燥するか或は陽光に嗥して］直に乾煥せ 

しめざるべからす。(此の他火焰のため毬果の表而一部焦げたるが如浅場合に必ずしも種:子 

が生命を失ふことなきは山火等に徴して旣に知られたる所なるも試にアカマツ珪果を火焰上 

にて廻轉しつゝ約五六十秒處理したるに鱗片の幾分は焦げたるも含まる、種子は尙發芽力を 

咨し無J姓理のらのの發芽率66%なるに對し45%を示せり。是に依て觀るも枝果の表而に微 

を生じ或は幾分火糸を蒙るも內部の植子に對しては蓍しき影縛な者場合あり〇)

次に果肉あるものは水洗して肉を去りたる後通風よき室內にて乾煉5すべ虫ものとす。

毬果乾燥方法の吟味

凡そ乾燥とは吸着又は企冇せ" らる'水分を共ものより脫取するの意にして方法に種々ある

も旌’げに?・ては次の敷種:を舉げ得べし〇

’自然・乾燥・陽光乾燥法

愷・日陰乾燥法

人工乾燥 (I・加、・ 乾煙匾・”71"- (b)蒸火氣貌加加熱法法

V・乾空盆乾燥法

自 然 乾 煙

1. 陽光乾燥法

本ガ法は毬實を陽光に曝して乾燥す。普通は平坦なる戻場に浦,館,カンバス箸:セ敷き夫

れに毬實を撅げ,冊々攪拌して乾燥程度を均一ならしむ。地间多濕なるか又は平坦地に乏し 

ぎ場合には階段狀の棚に底部金網眼の•乾燥箱を院ベ,之れに同’世を抻iげて通風を良く し受光 

をー樣ならしむ。毬實は夜間竝に雨天の際は屋內に搬入するを可とするも多量に取扱ふ揚合 

には適宜の所に搔き集め之れに蓮等を覆いて雨露を防ぐ。

2. 日陰乾燥法

本方法は理冊後備乾燥の場企或は陽光由:射にょり品質をH!するが如きものに對して行は

る〇 • ■

人 工 乾 燥

1.加熱乾’煥法

人工・乾燥法の中加熱乾燥とは蒸氣岩<は火氣に依りて乾燥室內の溫度を上せじむ依・て比 

較濕度を減じて被乾煙物より共合冇水分を蒸散逸出せしむるの方法な"。尤も室內の溫度は 

毬實の極類によりて多少の盖呢.あるも一般に尚溫は楝T"の品質を吿するが故に通例攝氏55 

度を超えしむることなし。

(a)火氣乾燥法

火氣乾煥法は古くより行はれたる方法にして其發達つ順序は略え次の如し。

急進乾燥法

⑴ 最も原始的方法としては締切りたる宗內の中火に烟を置き,火を焚きて室內を溫め 

被乾燥毬代を袋に入れ天井•よ〇懸地し或は金網服の戦:燥箱を以て棚R上なす。

(め 前紀方法にては通風不良なるたV>室の四隅に調節し得べき排氣口を設:けて濕氣の排 

出を計り兼ねて温度の調節士行ふ。

(iii)乾燥方法は順次發注して鼓に乾燥室と火斃室とを质刖して濯くるに至れり〇卽ち火
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熒室より必耍に應じて加熱空氣を:乾燥室內に送り,同室內に在る低溫多濕の空氣は之れを排 

氣口より排出せLむるの方法にして本坡置によろときは:乾燥の狀荘急激にして日・つ不均ーと 

なる嫌あり〇抑曲實の:乾燥操作は低溫にして徐々に行はざるべからず。含有水分多遍:なる生 

毬實に對し高溫急激なる乾燥は翩子の活力を害すること著しきものあり。Haackは歐洲ア 

カマッの毯’實を採集直後に插氏55度に於て20時間乾燥し之より脫離せし種:子の發芽率 

を鑑定したるに平均7%なりしも同一毬實を先づ25度乃至30度に於て一日僕備:乾燥を行 

ひたる後40度乃至50度の室內にて6乃至8時間乾燥し最後には50度に迄達せしめた 

るに鑑定つ結果發芽率は平均87.6%を有せりと云ふ。加之・ツ類の苞果の如き急激に之を乾 

燥・せば表而のみ俄に乾きて楝鱗固結し,反って師子の脫離を困難ならしめ從って加熱空氣の

乾燥能率を甚だしく低下せ・しむることあり。是等の缺點を補は・んがため發達せる方法を玆に 

漸進乾燥法と稱す。

漸進乾燥法

漸進乾燥法とは採集せる生毬實を直接に乾燥室に送らずして先づ疎備乾燥室に於て或程度 

徐々に乾したる後本乾燥宅に移して充分乾・煙脫離を行はしむる方法なり。本:乾燥法によれば 

操作時用］の短縮と共に種［子活力の安全をも期し得べし。

豫 備 乾 燥

採集せるせ'實は多:Rの水分を含有するものにして試に東京都南多縻邢所在什里御料地に於 

て大TE12年12月4日(晴天)に採集せるヒノキ:毬實に付50粒宛6組をとり共含有水 

分量を測定したるに第六十三表の如き結果を彳!｝たり。卽ち生毬實の金水卯:は略々原.币:蛍に對 

する「>～>%・して共含有水分の內約94%は毬果中に含まれ,種:子中にオ>るものは僅かに共G 

%旃後に過ぎず。更に芭實中に合まる'全部の種子を叮陣に摘採して共利t子竝に空毬果中に 

金まる'水分-址:を測定し仔〕£の原抵量に對しての百分率を求めたるに第六十四我の如き結果 

を彳’｝たり。卽ち採り】當時種子中の水分は平均約20%,毬果中の水分は6。％餘と見做し得べし。 

斯の如く水分を含有ーする茬實に對して急激に加熱乾燥を行ふときは「爾溫にして多濕」の狀 

態を’而十ため種千の活力を苫す名供也るのみならす往々急激なる加熱によりて曲實の表而の

果は本乾燥に先立日てー您豫備乾燥を行はざるべからず。漁備:乾燥は特設せる後備乾燥室に 

依る場合あり或は通風よぎ倉庫等に收納して自然乾燥を行はしむることあり。試に12月5 

日廿里御料地に於て採集せるヒノキ也實5.5立宛5組を木綿袋に入れ通風よき倉庫內に懸吊 

し!o日間每に秤瓦:して自然:乾燥狀態お凋査したるに第六十五表の如き結果,I得たり。前我 

中原正邦:に對する水分減失率を平均すれば第六十六表の如し。

依足觀るに茴果は屋內にて單に袋入の俺ー,二週冊を經ば讐に5乃至8%は乾燥し2ヶ月 

を經過せば|'1然に,乾燥開・して殆んど種子を脫離すべし。されば假6後備乾燥室の設備なぎ 

場合と雖ー,二週間通風よき室內に撅ぐれば多雨多濕の繼組せざる限り槪して団果は相當乾 

燥せらるべし。

第 63 表

祀號樹i'H含水讹朝る子る中水に含分ま!>! ：毬る果る中水に分含术ま 備 考

1 匕ノキ
53%.6 % %

— 空欄は大正十二隼十二月二十四nの地

2 〃 54.6 價の爲川在中の成料輝落し容器破損の

3 〃 54.4 一 —
V:め成轼を粽ざりしに依る

4 〃 54.2 3.6 50.6

5 〃 54.4 3.0 51.4

6 〃 54.8 3.5 51.3

■ 第 64 表

祀 號 樹 稀 種子仲水卄 毬果含水毋 丄 じ

% %
1.. ヒ ノ キ .?0・7 61.5 十二月四H採也帘II測定

2 〃 18.5 61.4

3 〃 19.6 62.3

み怯燥して師鰐は固結硬化し種子・の脫離を愈去困雖ならしむるに至る。殊にマツ類の如さは

［吃固すること著しく「1.つ一度固結せ・ば容易に開離することなし。されば水分多き新鮮なる毬



第 65 表
測定月EI 趙實禾景

前回に比し減前回に比し水 
失せる水分打:分の減失率

ETMI:比 

し沌哭せる 
水分景

原禾量に比し 
水分の減失率
備考

測定月日 毬實禾な
前冋に比し減 前回に比し水 
失せる水分衆分の減失率

原重fitに比 
し溢失せる 
水分衆

原禾推に比し 
水分の減失补

備 考
12月5「|

k.g
2.467

k.g

0.106

%

4.3

k.g %

k.g k・g % k-e %
1210 2.361 0.106 4.312月 5日 2.517 檢馈が水分のう企冇

する場合には常法に 0.152 6.44.3

1215 2.409

0.108

0.108 4.3
依りて含水吊:を測定

し得るも,容易に抓 1225 2.209 0.258 10.5

0.153 6.4
發し得べき油分を1 
含む場合には加熱乾 

燥に依りて水分を逸
14 2.036

0.173 7.8

0.431 17.51225 2.256

0.151 6.7

0.261 10.4 散ぜしむる操作中同 

峙に油分を灌出・せし 

むる供あり〇本找臉
0.135 6.6

14 2.105 0.412 16.4 に於てはキシロール 114 1.901 0.566 22.9

0.184 8.7
を用ふる水分測定法 

等併用せしL本結果 

は嚥ら常法に聚くも

0.209

■

11.0

31.4124114 1.921 0.596 23.7 のを揭記せり。 1.692 0.775

0.144 7.5 脫離種子か:は三百二 

十六冗
0.174 10.3

124 1.777

0.150 8.4

0.740 29.4 25 1.518 0.949 38.5 脫離巨子三百三十瓦

25 1.627 0.890 35.4 Z 一

測定月「1 斑實帀却：
前回に比し減 前回に比し水 
失・せる水分索分の溢失卜

原・冴:量に比 
し沖失せる 
水分量

原禾:代に比し 
水分の減失牛
備考

2.515
k.g % k・g %

測定月n 原如:;Btに比し
水分の減失‘率

12月5日 脱離種子:®:は三百十

毬實重吊:
前冋に比し減 前冋に比し水 
失せる水分卄分の減失率

原禾畑に比 
し減失・せる 
水分畑

備 考 0.103 4.1 五冗

%
1215 2.412 0.103 4.1

k.g k・g % k.g
12月5日 2k.5.g34 0.244 10.1

12 15
0.116 4.6

0.116 4.6
1225 2.168 0.347 13.8

2.418
0.159 6.6 0.077 3.6

12 25 2.259
0.140 6.2

0.275 10.9 14 2.091

0.184 8.8

0.424 16.9

1 4 2.119
0.200 9.4

0.415 16.4 毬果に徹發生す
!1 14 1.907 0.608 24.2

114 1.919 0.615 24.3 0.140 7.3

1 24 1.772
0.147 7.7

0.762 30.1
124 1.767

*
0.748 29.7

0.162 9.1 0.129 7.3 ヽ

2 5 1.610 0.924 36.5 脫離航子三Tf-1-K 25 1.638 0.877 34.9 脱離柿子三百十五瓦
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38定月日 毬實林

kg・

前回に比し減 前回に比し水 し減火せる 
火せる水分衆分の洩失率 水し分減堆火せる

原汀«井:に比し 
水分の減失率

%

備 考

kg・ % kg.
12月5日 2.532 脫離秫子髭は三百十

0.114 4.5

12 15 2.418 0.114 4.5

0.144 6.0

12 25 2.274 0.258 10.2

0.125 5.5

1 4 2.149 0.383 15.1

0.193 9.0

114 1.956 0.576 22.7

0.149 7.6

1 24 1.807 0.725 28.6

0.162 9.0

2 5 1.645 0.887 35.0 脫離稀子三百十瓦

第 66 ‘表

月 日 平 均

12 15,
4%.4

12 25 11.2

1 / 4 16.5

1 14 23.6

7 25 29.9

2 5 36.1

鞭備乾燥室

豫備乾燥も亦自然乾燥と加熱乾燥との二つに大別せらるべし。自然的操備乾燥室內の换我 

を充分ならしむるため窓を多くし尙床下壁間,或は屋根気等より自山に通風せしむる如き桶 

造たらしむ。火氣漁備室は普通木乾燥室に隣接して設くるか或は本乾燥室の一部を刑したる 

ものにて孰れも本室の熱ゝ氣を利用し溫度を25〜35°Cに保たしむ。

而して新たに採集したる珪實を數日間徐なに乾燥せしむれば漸次開韓するに至る。斯くし 

て後本乾燥を行はヾ碰子の枝力を害することなし。凡そ火氣に依る乾燥は旣に十五低紀の顷i 

より行はれたるも乾燥の方法は漸進的ならざりしため一都には火策.臨燥は種子の品質を'苦 

すること夥しきものの如く倍:ぜられBeckmann (1769)の如きは火乘乾燥を否定し,火・熟に 

依りて强て種子を脫取せば共大都分は生活力を失ふものなりとなして専ら陽光乾燥を稱押せ 

り。Haack (1905)が!Vnnabergに於て歐洲アカマツ生越實の:乾燥と發芽率との關係を調雑 

せる所によれば陽光乾煙を行へるものは發芽率9〇〜92%,室温30 °Cにて火氣乾燥せる 

ものは79%乃至91%同,じく 50°C〜55°Cにて.乾燥せるせのは8〇乃至38%又他の試料・ 

に於て室温30°Cに乾燥せるものは發芽率94乃至97%, 50°C〜55°Cに乾燥せるものは洲 

乃至94%なりしも同一試料にして何等乾燥せしむることなく if［に小刀を以て種鱒を切開取 

出したる楝子は92乃至98%の,發芽率を示し而も發牙勢は他のものに比し将しく大なりし 

と云ふ。尙第六十七表の成紐に就て觀るも火氣屹煉は共操作如何に依って脫取せられたる碗 

子の活力に影響する所眇からざるものあるを知るべく MiiUer C1924)も徐々に热すれば發芽: 

力を害することなしと云へり。然れ共代後火収乾燥の方法も漸次改良せられて遂にvon Pentz 

の考案になれる所謂Sichcrheits Daneの現はるゝに及びて共進步を示すに至れリ〇1926年 

にSchmidtは「大規模の乾燥室に於て水分ある生辺實を無害に取扱ふべき問題は今日殆んど 

解決せり」と言ひ又前祀Haackの一部試圾結果を脂げて「斯の由!き成結あるにも拘らす?

第 6? 表

、乾爆カ法
室溫64 °C 
中に於て權

G5°(1にて7 60°C 〜64W 
时間の後如 にて6旳間

60 °Cにて3 
nip間の後

49°C申に

陽光佗燥
發芽率 、、へ^ 絨肱爆せる 

七の

°Cにて乾 の後57 °C 
燥す . にて乾煉す

55'C~56°C 
にて:乾嫌す

て細結乾 
燥す

%% % % %
最初の8～10時間 

に於ける發芽率 } 66 69 75 91 95 • 99

後の2～4時間に 
於ける發芽率 } 59 49 60 84 94 —
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日岐も安全なる方法上してBeckmannの如く敢て陽光乾燥を稱揚するものなかるべし」と"li 

へ現に笑者の視察當時 Schmidtはエーベルスワルデ種.子檢,所に於て漸進式乾燥崙を労案 

採用せるものありき。

乾燥室內の溫度

乾燥室內の溫度竝に濕度は被乾燥物の性質に依りて夫々適度の調節を要す。吾人の取扱ふ 

荏實の如き共度を失すれば碰子・の活力に署しき够纓あるものに於ては殊に然り。竹て乾燥に
I

關する知識の乏しき頃にありては也實の含水量多き乾燥當初に於て室內溫度を高くし,乾燥 

程度の進行に伴ひて漸次室內溫度を低下せしむるペきものと君へられたる.も共後Wicbeck或 

はHaack等によりて「冏溫多濕は:乾燥鶴温に比し種子の活力を害すること著しきものあり」 

と唱へらる\に及び反って室內溫度は當初に於て低く,乾燥の程度進むに從ひ漸次相當の溫 

度迄昇らしむるに至れり。然りと雖徒らに低温に過ぐるときは乾燥能力弱りて称子の脫離を 

困難ならしむ。Wiebeck及 Haack等は歐洲タウヒ,［駅洲アカマツの新鮮なる战實に對して 

適溫を50 °Cとなし,なめ乾燥せる際には55 °C,迄を採用せり。BenedictはPseudotsuga 

Douglasii, Pinus Ponderosa等の發芽:力を宙することなき乾燥温度は43 °Cなりと公 り。凡 

そ乾燥室の溫度は樹種iに依り或は珪實の含水此室內濕度,換氣及加熱の綏急,繼絨時:間等

によりて程度を異にするも吾國主參林木新子の中ヒノキ,スギ,サハラ,モミ,エゾマッ・ 

トドマツ等にありては插氏約25°より漸次上异せしめ36"C~4O°C,マッ類にありては35P 

より45 °C迄を度とし,如何なる埸合にありとも5() °Cを超えしめざるを安全とす。

乾燥・室內の濕度

苞果開嶙の難易卽ち之れに要する時間は採集後の取扱竝に樹稲成熟度共他によりて一様な 

らすと雖主として溫度竝に通風の良否卽ち室内空策の比較濕度に關するところ大なるものあ 

り。前述の如く宅內筒溫にして多濕ポるは股も柯子の活力を吿するが故に乾粋當初に於て:毬 

實の表而より水分を逸散すること盛なると浅は殊に换簸を良好にし比帔濕度を努めて低から 

しむるを耍す。故に規模の大なるJ乾燥室にありては送風機の我備を施して絕、えず温淋度の如 

測を行ひ常に調節を計らざるべからす。

室內の濕度は乾煙當初にありても50%を超えしめす,漸次進むに從ひ3〇〜20%とし操

蒸乘乾燥法

本式は乾燥室を加熱するに蒸氣を用ふるが故に火氣乾燥の如く焚火の程度如何によりて热 

源が急激に高温となり或は俄かに冷却する尊の缺點なく且つ容易に温度を,渭節し得。

魅空氣法

•前捐加熱法の如く乾燥室內の兼溫を上昇せしめて比較濕度を少からしむる:乾燥法も乾空氣 

法の一種と見做し得ざるに非ざるも玆には専ら常岬 くに常溫以下に於て努めて水濕を除去 

せしめたる空氣,を室內に吹送し被乾燥物より共水分を逸散せしむる方法を計］ふ。普通水分吸 

莉性强き「アドソール」「蝉化カルシウム」等の藥劑を用ふるも時に冷却によりて空氣中に飽 

和せる水分を削減し之を再び’常温に戾して後乾燥室に送るの方法あり。筆者は大正十一,1- 

二年の或「アドソール」常溫乾煙岐置を以てヒノキ,スギ等の毬實を扱ひたるも本乾燥法に於 

ては脫離秘子に何等活力の減退・を認めざりき。

種子の脫離

秘子の温度に對.る抵抗は樹柯!共他の條件に｛l!りて著し浅差異あるものにしてAKillerに 

依れば枢子の含水此 温度,尚溫繼續時間,洛温に蜥する迄の時:間,林子の成熟度等最も影 

響ありと云ふ。同氏に依ればコムギを眞空內1〇〇°Cに於て乾燥するも發芽力を損すること 

なく,又エンドウの種子に於て6VCに600.乃至800時間乾燥するも充分濕鼠を排除し得 

べき場合には共活力は害されずして克く發芽す,皿際若し濕氣の逸出を妨げたる場合には 

40°Cに500時間にして發芽力は全く滅失せりと云ふ。而も此の場合盥化カルシウム,硫酸 

勞の水分吸善劑を用ふれば40°Cに204日間を經過するも發芽力を失はざりしと云ふ。

次に高溫繼紐時間の一長短も亦活力に影響するものにして假令温度は相當高きも之に曝嘉:す 

る時間短き・ときは左迄活力を害することなきも共時間長ぎときは濕度比較的低ぎ場合たり 

とも影響する所融からず。例へばへウタンの種子"を1〔〇°乃至120°Cに1時間放置したる 

に發芽力は依然失はざれ共95°C乃至97°Cに約2時間過きたるものは全く活力を失へり 

と云ふ。高溫より急激に當溫に戻すは相當乾ける種子に於ては格別の吿なきも含水h静きも 

のに於ては著し浅形榔ありと云ひ,尙秋孑-成熟度の如何も關係する所融からざるものありて 

充分成熟!せる穀類にして:乾’燥它るものは相當高温に於て左程の害を認めざるも水分含却:多き

作の終りには10% 未滿に至らしむるを適度となす。 もの或は未熟なるものに於ては著しき影響ありと稱せらる。斯の如く條件に依りて高温に對
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する抵抗の度に著し浅相遺あるのみならす植物の種類によりても亦當然差異あるは免れざる 

所なり。

Richardsonに依ればPinus resinosaの種子は66’〜71°Cに於ても發芽力を吿せらるゝこと 

なしと云ひ Miillerに依ればコーヒー種子の如き沸點にありても幾分耐へ得べくウマコヤシ 

共他多くの乾燥せる種子は110cCに1時間次で121°Cに1時間加熱するも尙ほ10%の發芽カ 

を認めクサフヂ種子は8時間煮沸せるに15%發芽せりとなふ。然るに抵抗力弱き例へばツ 

メクサダオシ類の種子は乾熱にても容易に活力を失ふものにして65 P ’に2時間戒は?。 C 

より7すCに!時間 、處理にて全く活力を失へりと副ひ,ヤナギの一利・1は陽光乾煙に依り 

て善しく活力を吿せられグンバイナヅナ种子ーの如きは単に36°Cの發芽床に置かれたるのみ 

にて旣に發芽:能力を吿せりとづふ。斯くして柿子の活力に蹈縛を臆さざる温度の純1用は植物 

の利!珀,種了一の個性により將乂濕度により或は濕度繼續の時間等によりて一様なる•能はざれ 

ども秋れの場令・に於ても高温にして濕度大なる狀態に長時間曝露するは破も之れを忌むが故 

に莅實乾燥して種鱗漸次開離するに金らば絕えず極子を脫取して宅外冷所に移さヾfベから 

す。而して団果中に包合・せらるる利i子・の一部は脫離し得すして果中に殘御するを免れず。 

Richardsonがアカマツの旌宣乾煙成紅［に於て「空您果として廢棄するものの中には尙幾分の 

種子殘樹す。空｛述果10 bushに就て調べたる所に依れば殁相せる種子は尙ほ70 OZありた 

り」と3ふ。一而して普通Jbushの硅實より秆・子12.2 ozを得たりと云へば座果中に含まるゝ 

種子總吊:の約7%は殁招して廢棄せらるべし。

はに筆若がヒノキ,スギの硅實に就き脱出虽と殁卻數虽との關廉を,凋査したるに第六十八 

友の如潼結果を得たり。

本表の示すが如く忤通り脫種ガ法に於ては包含せ・らるる£巾子•の2.0乃至10.()% は尙ほ毬 

果中めに共共頂部又は基部に近き部分に殁州し槪して優&のもび少く時には活力なき場合あ 

り。斯の如く旌果の頂部或は尤部に藉生する種子一に於ては種皮が俄素ゐ吸收を阳・:1Eして發芽 

の遅滯を來さしむるが如ヨことありと稱せ" らるるも必ずしも然らすして大正十一年秋李採集 

に係るヒノキ,スギに就て訓査せる成績に於ては第六十九表の如き結果を滤せり〇

第 68 表

産 地

1脫取称子壮 毬果屮殘留 皿果中に包1 脚:取種子哥:：
脫取称子壮 毬果屮殘留 の總币::に對!

種子时CB) j含せらるる1 の總币::に對!
樹粧 、乾燥I

(仰料、
顷・名ノ ! 容却:|

,關 A- 此吊:

純.:,;

容前

A+ R)

重址

する百

容氓

分率!

"做

備 考

ヒノキ 卄 里 火氣

1 i

34.81
頒

6.330
1

2.5
虹 

0.172

1

37.3

kg

6.502 

ヽ
93.3 97.4

脱:秘には當

〃 陽光 10.-* 2.445 0.9. 0.218 11.4 2.663 92.1 91.8 揚備付の金

突 〃 8.5 2.175 〇.7| 0.176 2.351 92.4 92.5
綱我脫雎器 
を使用せり

梅木平 〃
4.2 1.013 0.5 0.105 4.7 1.118 89.4 90.6

〃 廿 里
32.1 7.776 0.8； 0.233 32.9 8.009

■
97.6 97.1

〃 髙尼山 〃 19.1 5.197 0.3 0.080 19.4 3.277 98.5 9S.5

梅木平 18.1 4.868 0.3, 0.081 18 4 4.949 98.4 98.4
••

〃 小ケ滓 18.7 5.202 〇.% 0.091 10.. 5.293 97.9 98.3

ス ¥ 高尼山 火気 15.2 4.823 0.7,0.161
■

15.1 •1.984 95.G 96.81

〃 右・ 坂 〃 16.8 5.460 〇 2 0.064 ■'.V2I 98.8 9S.S

〃 高尾IU 陽光 4.2 1.36：(〇•; 0：03b 4.-1 1.403 95.5 ,D7.3■

右 坂 7.7 2.53
1 0.21, 0.07f 7S 2.606 • h .0 97.1

第 69 表

發芽 宰 殘留科!子!

樹秘 產 地 乾蛛 の發芽宰! 備 考
1敏近一咒同二號

% %

ヒノキ 廿里御料地 火 気 2.6 I, 2.9 '做料は大正十一年秋期採集に

〃 陽 光 2.1 〇 3.0 係るもヒノキは不作にて品直

ス ギ 高尾山師料地 火 V•; 41.0 6.6 15.0 一般に不良なリ

〃 〃 陽 光 31.0 11.2 25.0

冇坂御料地 火 冬 18.4 ■1.8 11.6

〃 陽 光 19.2 3尸 12.1

(1)脫卜顶:)5法

種子脫離の方法は樹林及開麟の難、";こ從ひて称なふるも作業Hしからざる場合には屬々

柄子を毀傷し或は脫雌すべき种•「世を池寸。

一,乾燥の度に應じて臨機脫愤せしむる方法
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1. 適度に開鱗するを待って毬實を床上に擴げ木片等を以て之を打つこと,アカマツ,ク 

ロマツなどの大団果に採用す。種子は毀傷する恐あり〇

2. 相當に乾燥すれば笹實を木綿斐,麻袋等に入れ兩端を交互に振りて桂果碎くれば秋子 

を飾別す。モミ,タウヒ等乾煙により容易に鱗片の離脫するものに適す〇

3. 乾燥せる魅實を適當なる網目の締を以て飾別す。ヒノキ,スギ,サハラ,アスナロ, 

カラマツ,エゾマツ等に適す。

種子脫離器に依る法

丄 種子脫離器は多量の珪果を取扱ふに便なり。普通本器は珪實約20「［立內外を容るべき 

金網張1项筒若くは角柱形にして中央の軸を延して空上に略水平に之を支へ軸の兩端に 

設けたる把手に依って廻轉す。’舟柱型は回筒型に比し廻轉に依って脫離を促すこと多 

し。尙ほ脫稲を容易ならしむるため軸に攪拌装置を施したるものあり。

乾燥中繼續して脫種操作を兼ぬるもの

二,本ガ法は火氣或は蒸氣等による加熱乾燥の場合に行はる'ものにして共方法にも種々あ 

り,•筆者は便宜上之を左記數種に分類せり。

1.固定飾別法
• • .V

先づ乾燥室內を數階に分ち最下肝の一部には熱源たる火燜を起きて室を溫め以上各段 

階の床には金網を眼り此所に被乾燥曲實を擴げ便宜之を攪拌して乾燥を均一ならしむ 
！・

ると共に種子の脫離を促すものとす。斯くして脫離せし種子は空毬果を床上に殘し順 

次下りて遂に最下府の冷室に達す。

2. 水平動式飾別法

ノJ 、型車輪を有し或は有せざる乾燥箱を棚に花列し操作中之を讪後に振動せ" しめて脫?ill 

飾別せしむる方法

3. 回轉式飾別法

⑴水平軸式

(ー)間筒型

卩』筒型種子脫離器或は共大型のものを備付け動力を以て絶えー尹廻轉せしめて乾燥の不 

同を妨ぎ開麟を促し脫離種子ーを締別す。

(二)截頭四錐型 ・

戒領1111维形の軸を水平に支持して斷而小なる側より:曲實を容れ絶えず廻轉せしむれば

苣果は漸次斷面大なる伽に向って轉ス•移動しつ'おる間に種!子は脫離締別せらる。

(ii)傾斜軸式

回筒型の軸を幾分傾斜せしめたるものにして高き…端より世世を入れて廻轉せしむ。

Tourneyに依ればPinus rcsinosa, P. insignis, P. tuberculata ］以峪十鞘y践果にして阁鱒困 

難なるものに對し豫め約54°Cの溫湯に浸・漬せば開嶙を促さるべしと云ふ。笨者はアカマツ 

クロマツ笹實に對し40 °Cの溫湯中に十分乃至十五分浸・漬せるも是等は無處理のものに比し 

陽光竝に火熱乾燥共に開靖容易なりしを認めたり〇尢も多量の・〇果を取扱ふ場合には冷水セ 

撒布するのみにても效あり。カラマツ共他の針葉樹性果に對しても適す。孰れの方法:’称子 

活力に影響を及ぼさす。

珪實乾燥程度の比較

供試生战實の兩虽と乾燥後の空毬果及總子の垂如:とを秤量して乾燥中に於ける水分の減蛍 

を算出し是が供試正站に對する百分率を求めたるに共の成紡弟七十表の如し。iff］して,汰驗資 

料充分な方ざしが故に本成紂iを以て百に火熱と陽光との乾燥程度を比較すること能はざるも 

假りに本結果を綜合すれば火氣乾乾のヒノキにありては平均43%スギにありて41%なる 

も陽光乾燥にありて平均ヒノキ39%,スギ39%にして乾燥の程度は加熱方法に於て多少大 

なるが如き傾向あるを認め得べし。試にヒノキ母爾より旌實を採集して直に約2 kg宛叫組 

を採り共二組は陽光にて乾燥し他の二組は火氣乾燥を行ひて共に種子"脫離後夫な秤虽したる 

买水分の減量狀態吨第七十一表の如し。卽ち乾燥操作時間;よ60時間なりしも共程度には自 

ら差異ありて陽光乾煙法に於ては平均42%なるも火氣乾燥法にありては46%なるを見る 

べし〇

乾燥操‘•作中に央はるゝ種子一中の水分局:

:乾燥に依り失はるる種子中の水分里を測らんがため採集せる珪實よりー.部就阡を採〇 ||'|：!C 

種・子を脫取して含有水分重を'測定し他を火氣竝に陽光により乾燥脫離後再び含水も暨測りて 

操作中逸出せる水分量を印Hせり〇

一例を舉ぐれば第七十二表の如し。
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乾燥

心

陽光

第 70 表

.・

脱利!後
毬 果 並あ煤前後(H)の(A)

f :に對マz 備 考 
百分M

2 
37.2大正一1一一

45. 年I司十二

42. 年調査

43. (

46. { 

36/ 

43.( 

4〇.£ 

43.4 

44.4 

42.9 

52.3 

39.8 

37.3 

66.6 

62.6 

40.6 

38.0 

34.6 

37.0 

40.1 

41.1 

41.8 

40.4 

38.4 

37.0 

41.3 

34.7 

38.1

供
樹種 産 地 伐果如:劣-

CA) 
kf

|

毬歩虫:力

は

秋子狙カ

kgd

建子aui：| の5 ノzf

kg| kf
ヒノキ 廿 里 51,93 26,28S 6,33( 32,61S 19,32(

〃 〃 270,00( 115,60C 31,08( 146,68〇 !23,32(

〃 商尼 山 42,50( 18,90¢ 5,41( 24,31 18,18 丄

〃 梅木 平 44,30( 19,400 5,433 24,833 19,467

小少 滓 46,30( 18,700 5,915 24,619 21.681

〃 英濃國水品山 414,80( 206,900 55,862 262,76fl 152,03€

〃・ 中汁出或所部內 3,92{ 1,854 0,385 2,23( 1,69¢

〃 f/ 3,87! 1,922 〇 370 2,291 1,587

〃 〃 3,956 1,875 0,366 2,241 1.715

〃 f/ 3,887 1,878 0,282 2,16¢ 1,727

・〃 15,651 7,528 1,402 8,930 6,721

ス ¥ 高 Jd 山 36,938 11,288 6,330 17,618 19,320

右 坂 34,313 10,188 5,460 20,648 13,665

〃 七 5,063 2,625 0,551 3,176 1,887

〃 髙尼 山 26,600 10,900 3,296 14,196 12,404

〃 小ケ 浮 20,200 9,000 2,599 11,599 8,601

サハラ 高尼 山 4,900 * 2,254 0,656 2,910 1,990

モ ミ 大 平 30,600 13,500 5,465 18,965 11,635

ヒノキ 廿 III 19,000 10,313 2,445 12,758 6,742

〃 〃 89,100 47,400 8,776 56,176 32,924

〃 高尼 Ih 43,700 21,000 5,197 26,197 3 7,503

// 梅木 平 43,900 20,800 5,068 25,868 18,032

〃 小ケ 滓 45,200 21,100 5,202 26,302 18,898

〃
中典!«所部内 3,957 2,070 0,289 2,325 1,598

ス ¥ 髙尾 !II 12,263 6,188 1,365 7,553 4,710

〃 打 坂 14,738 6,750 2,531 9,281 5,457

羸尾 山 11,400 5,600 1,089 6,689 4,711

サハラ 〃 5,400 2,900 0,627 3,527 1,873

モ ミ 大 平・ 29,800 J 3,700 4,744 18,444 11,356

第 口 表

陽光

產

乾煙

火気

樹种 産垠(L仰料地)
秘實原市

畑 QD
毬實!R§： 脫離林

子道M
・實並に

抑子禾批

位燃前後 
のmほ无 

CBJ

(B)の(1) 
に對、;〇 
百分率

ヒノト 卄 、里
1k.9g5 2 kg 

0.849
kR 

0.332
kg

1.181
験 
0.771

% 
39：5

〃・ 〃 1.863 0.849 0.202 1.051 0.812 43.6

・〃 〃 1.960 0.759 0.238 0.997 0.963 49.1

〃 〃 11.935 0.800 0.303 1.103 0.832 43.0

第 72 表

地 樹 種祀
生秘實より脏

號 取せる和子の
含水策 ,

陽光乾燥後 火冬乾燥後の
含の水晩な離種子 称子金水R

備歩木・中令" 水七!:は總て柄子の全戒禾に對する?V分::を以て示す。括恒內の贩侦は探りS卜に 

於ける种子の含水底を1〇〇と・して陽光ルに火41乾、:後の合水［よを片贼を以て示せるしの 

とす。

% •i
京京郁南多序邯II•里師料地 ヒノキ 1 22.7 14.9

2 24.4 15.1

3 26.0 16.2

i 平均
24.4 15.4

指數 C100) (63)

12.5

12.9

14.6

13.3

C55)

第 73 衣

發 芽 F
採里年ば 樹 補 祁’號

t 阳光［:吃煙せるもの 火い乾燥せる七の

11 匕 ノ キ 1 1.4 5.3
ス ¥ 2 28.5 33.9

〃3 15.2 12.S

12 匕 ノ キ 1 33.2 39.5

〃2 14.6 13.1

〃3 21.2 26.1
〃4 16.0 13.4

// 5 35.4 28.1
〃6 21.2 27.2

サ ハ ラ1 ;
I 18.2

10.0

ス ¥ 40.0 40.2
ヽ
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, 乾燥方法と種子の品質

種子の熱に對する抵抗は寒冷に對する抵抗に比し著:しく劣るものあるが故に乾燥方法の未 

だ發逹せ・ざる時代にありては火氣に依る乾燥方法を以て危險なりとなせしも漸次方法の進步 

するに伴ひ火氣•乾燥も何等發芽力を害することなきを知るに至れり〇 RichardsonはPinus 

resinosaに付共火氣乾燥により脫離せし種子と自然に脫離せる程子との間には發芽力に於て 

何等の差異を認 、めすと述べたり。Raymond (1939)も含水量35%の氣乾Pinus palustris 

毬果の乾燥試驗に於て乾燥温度115°Fの場合には種子の活力に影纓を及ぼすことなしとせ

り。 "

著者も夙に此の點に招意しヒノキ,サハラ,スギ新子に就て陽光により乾燥せるものと火 

氣により取扱ひたるものとの品質を比較調査せり。玆に大正-1••一年竝同十二年度採集に係る 

資料に就ま調査したる一部成績を擧ぐれば第七十三表の如し。

本去に徴すれば火氣に依り乾燥せる稲子必すしも共發芽能力を阻害•せられざると同時に陽 

光梃燥せ・るもの亦常に優れリとなす能はざるべし。卽ち火氣乾燥と雖溫度竝濕度を考慮して 

扱はヾ何等種I子の品質を害することなきを槻るべし。

8・種子の精選

風 選 法

林木結’買の目的が自己種族の保存繁榮に在りとせば生催せられたる種子は狄れも共活力旺 

盛にして發芽し生育するの能力を有すべき理なるも,實際に於ては母樹の牘質,年齡,交配 

の條件,結實の動機,結實の程度,管羨,樹冠上種實恭生の位匿,一 ・珪果中に於ける種子の 

位置,成熟の度共他生理的條件,氣象の狀態,被害の種類及程度等に依り生產せられたる種 

子中には形態のみ備へて內容を缺くものあり,內容完備するが如きも活力無ぎものあり 混 

蟲被吿粒を加ふればヒノキ,スギ等に在りては他乍年度と雖活力旺なる良稚子は全死の半ば 

をすること稀にして作柄不良の場合には使用價値ある種子僅かに結實全量.つ1%にも及ば 

さることあり。從って種:子は戲作年度に採集し旦つ嚴垂なる選別を必要とす。ポーランドワ 

ルソー種子檢査所長Tyszkiewicz (1938)の發表に依れば同所只Grochowskiは發芽供試稲

を生する點を指摘して次の如き發芽率の願係式を求めたりと謂ふ。

z* =z 一三皿二
C—P

Z' ’枇粒を除去せる場合の發芽率

Z 枇柚を除去せざる母合の發芽率

C …枇を除去せざる場合の純量率

P 枇粒の重觉百分率

】) 內容充實粒と粗:粒との垂宛比

同氏がタウヒ種子に付て行へる成紹例として揭げられなるものを觀れば

洪粒を除去せざる揚合 枇粒を除去せる揚合

找料 
純:lit’率 發券率 效 率 純景率 發芽率 效 率

(P) 3

1
%

94.2 65
•&

61.2
%

83,6
%

96 80.3 106 3.83

2 95.6 81 77.4 89.0 96 85.4 6.6 2.58

3 92.0 62 57.0 78.2 97 75.9 13.8 3.13

4 93.6 60 56.2 81.2 96 78.0 12.4 3.88

5 92.0 85 78.2 88.8 94 83.5 3.2 2.SS

6 96.6 75 72.5 89.6 90 80.6 7.0 2.52

7 95.0 64 60.8 78.8 90 70.9 16.2 1.93

8 95.4 76* 72.5 88.2 • 90 79.4 7.2 2.20

9 97.2 87 84.6 94.2 94 88.5 3.0 2.51

10 95.8 • 78 74.7 84.2 90 75.8 11.6 1.16

11 98.0 87 85.8 91.6
ノ 

64.0

95 87.0 6.4 1.36

12 95.6 41 39.2 *98 62.7 ・ 31.6 2.86

13 93.6 67 62.7 76.6 97 74.3 17.0 2.05

14% 92.8 79 73.3 85.6 ・93 79.6 7.2 2.19

15 98.8 70 69.2 86.8 97 84.2 12.0 2.85

卽ち枇粒を除去せる場合には然らざる場介に比して純量率は低下するも發芽率に於て昂騰

し效率亦著しく增加するを觀るべし。

子(マッ,タウヒ)に於て枇粒を除去せる場合と除かざる場合とに於ける薮率に著しき差異
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第 五 同, 次に風連を3.。 m/secとし且つ翘子の落差を増すと同時に單位時間に於ける落下眼を略ー

定して每秒37 ccとし氣流に對して直交する平面に一樣に極粒を配分落下せしむる如くなし 

たる結果は第七十六表の如し。

比 重 選 法

ヒノキ種子の內容充實粒に就きて比重を調査せるに殆ん・ど比重0.92以上に屬し就中比重

略0.96のアルコール液にて沈降するものは優良なるの事實を認めたI? 〇

第 74 表

Kopetiliagen (Dineniark)國立種子險在所純量率檢定部, 

採光」え3窓際に上而欄•子浪の找料分析奈を從く(長谷川:) 

囚に純量率とは供試料に對する純正称•子の币依百分率を以て示したる種子品質檢定の一指 
/ 

標にして,用ふベ也僅料・の•數吊:は柯!-「の大小,障更に應じて夫々標準郊:を一定す。而して先 

づ共状料を嚴密に秤知し次で况;より來雜物を分析す。-•般に絲色或は黑色の漆紙上に硝子板 

を載せ,板の左側に,航料を置き,第はのものを以て少量宛足を切り離して右側に寄せつ'夾 

雜する異初子,般傷甚し音種子,お匕粒共他極皮,翅片,果鱗片,葉片,樹脂,土砂等を分析 

して板上の前緣又は後緣に沿ひて匿き,純J’堀子のみ石側に移す。此際外觀に如しき徴候な 

き限り活力喪失・せるもの,活力微弱にして發芽の能力なぎもの曾は分別殆んど困難なり。

一般に精選方法としては箭別,風選,水選法’ふわり〇筆者がヒノキ,フ、ギ圆子の風選に當 

りて氣流の速度を測定せしに2.5m/s&乃至.3.0 m/sec最:も適せり〇

はに"形の一部を改造して"湖必風器を据付け冋祕の訓J節に依り風速を每秒2.5米匕して 

,ノキ棟子を選月板したるに第七十四表の如き結果を得たり。本試料は發身:率14%なるが故 

に第9冋風選に依る種!子の容な及垂、:が供试代に賞して孰れも!0%以下なりとせば理淪上 

總てが發芽すべき理なれども實際に於ては然らずして僅かに52%の發芽率を見たるに過ぎ 

す。次に發苛率16%のヒノキに對し2.5〜3.0米の風速を以て風選を行ひたる結果は第七 

十五表の如し。

尙冋轉・敷を調節して風速を増加・せば風選1,2回にして相當高率のものを彳％べきも之れ亦 

成程度に止るべし。

風選回贩

第 一 回 

第 二 回 

第 三 回 

あ 四 回 

第 五 回 

第 ・六 回 

第 七 回 

第 八 回 

第 九 回

容 !t

1
317.505

189.420

108.240

64.042

50.512

40.590

20.385

10.463

5.953

1.984

2E 拭

kg 
88.850

59.200

32.200

19.650

16.150

12.500

6.700

3.550

2.000

0.700

演芽申

s
14

17

21

21

27

33

37

43

45

52

備 考

供;忒料は木旬,妻総招以所部 

內街!料地產。

第九冋目に方Nナる數景の供找 

數状に對する百分率は容:!正に 

於て 0.6% TTi^l・於て 〇•8 % 

なり。

丈
風選回败 容覧X指蚊Z)

第 75

页抵(指败)

表

.: 備 考
ノ

1

2

3

4

5

6
7

8

9

100

60

34

20

16

13

6

3内

2內

1

100

66

36
op

18
14

8

4內

2內

1

% 
16 
21 

35 

36 

41 

57 

72 

73 

78 

78

畫料は脫・後の未抽選和子
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76第 表

備考本去中の市仙,容他は絶て指恥を以て示す。

--3E M 2
-sst-！容杜 3

ー發芽率 0.6祐

ー發芽华12.1%

r-lE iit 1 
・#ご三種番子」!お仑"ヽ•n- 1

ー發芽率 1.7% 

—3R 景 12 

巴柯子寸•*• 11
'--發芽率10.2铝

- L市な 9
ぎ斯攀-容京 9

1・發芽率0.8%
1R « 1

•!容衆 

ーb種子・’ー發芽.当0.6”

手"二
39 .-3I景!〇
32 -弟智容量9 

1-發芽冲以1.9%

-7R 量 1 
容景 2 

U顕子’ー發芽率3.3%

ー页推 31 
ー〇久耗一苻ー］-容景32 

L發芽率7.3%

3雅一片 S :〇〇 ・ 広殖!t 40 aニ希」 —1E抵 8
D利I子一容果 43 . さ轲子!容/ 9

種猫子ー發芽率8.3% 發芽率5.0% 發芽率 1.4%

—m w 
-"". 1

1.6%

58 21
—Wg芽れ5•46% 21•

4.6名

只
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勿論同一頭の優良種子と雖共比重必ずしも常に單ーなる能はずして產地,樹齡,共他の條

件によりて差異あるは寧ろ當然なるべし。ヒノキに於ても時に共の比重0.92なるあり。或

は0.95を示すものあり。又アカマツの內容充實河子・の比重は普通0.91を超ゆるもの多きも

一信州淺間山麓國有林產昭和二年岩村田營林泌採集アカマツ巷子は0.85なりしが如く ー樣な

らざるためー,二の場合を以て直に總てを律すること能はずと雖,ヒノキ種子の如きは比重

0.97のアルコールに投じて充分これを挽拌したる後沈下せるものを良:肺子となし浮游するも 

のを以て不良とせば略共良否は選別し得らるる場合多し。

由來アルコールを以て種子の良否を選別せんとするの企は古くより行はれたるところにし

てKienita(1879)は純アルコールを以てクウヒ屬種子の選別を試み,Schmidt (1929)は歐洲

タウヒ耕子を純アルコールにて選別・せしも,マッ,カラマツに對しては應用し得ざりしと云

びBaldwin (1930)亦同樣の試みを行へり。尤も樹梗に依りてはアルコール處理のため發芽 

力を害せら'るものあるも中には反って發^^の促進・せらるゝものなきにしもあらす。

Giglioli (1882)の實驗に徴すればムラサキウマゴヤシの種子は純アルコール中に約800 E1

浸漬するも共活力は喪失'せず十數年間没法するも尙66.6%の發芽力を保持せるものありしと

云ひ,又 Hesse(］923)はモウズヰクワ成の或種子は純アルコール中に一日間浸法することに

依りて若しく發芽を促されたりと報ぜるも•Nobbe (1876)に依れば油脂を含む種子は稀釋せ

るア兀コールも有害なりとせり。筆者の實驗に徵すればヒノキ種子の選別にアルコールを用

ふるも發芽力を害することなく且つ優良種子と不良祯子とが稍確然と選別し得ぢるゝ場合に

は沈降種于の供試極子に對する粒數若くは容積百分率が略共發芽率に類似するの傾向あるを

認め得たり〇 専

次に從來水選を行ふにはヒノキ18時間以內スギは12時內の浸水を耍したるも新に

考案やる03%石歸液を用ふればE［に內容充實せるヒノキ粒は沈降すなため相當の高率品を 

得(第七十八表)第七十七我中風選による等外品(4) (7) (8) (9)(10)1(11) (15)(16)共 

數站:80.6 kgに對し本比垂選法を行ひたるに發芽率27% のもの約3 kgを将たり。又他の 

資料;こ付て試みたる一例をあぐれば第七十九乃至第八十友の如し。

ヒノキ

比 3I

第 78 表 

種子の比匝選別

切|3? 鑑 定

考別 內容充實粒漆,枇粒 蟲害・粒 備

本石厳液に沈む1の

0.95以上にて本液に沈mt©

443

110

71

$

57 

*390 

426 

367

〇

〇

3

128

養料は束京.都産にして 

供試敬は•各比垂階別五 

百粒とす。

昭和r-一年十二月糾在
0.90～9.95 未 滞

滿0.90 未

ヒ ノ キ

比 3!

本石鹼液に沈む

別

1の

切

內容充實粒

490

晰 鑑

准 枇粒

10

定

毆害粒

〇

備 考

立料は長野蜂產にして

0.95以上にて本液に沈mもの 443 57 〇
供談敬は名・比価階別五

0.90—*0.95 未 滿 185 310 5
百粒とす。

昭和十一年十二月;!花

0.90 未 滿 16 332 152 -

ヒ ノ キ

蟲客粒败の供
選 別 内容充實粒 漆批粒 蟲吿粒 找粒數に對す 備 考

る百分率

未精 選柿子 67 355 78 15.6*
責料は東京都產にじ

一番種子 160 9〇7 113 22.6 て風選は改速約三秒

〃 一番莉子 42 347 111 22.2 米にて行ふ。品’賞檢

定資料は五百粒とす
〃 三密珂子 5 442 53 10.6

昭和十一年十二月Jj

石岭水にて沈降せるLの 405 95 〇 〇 Sc

石鹼水にて浮きれるしの 46 375 79 15.8

ス ギ

［粒蟲吿粒數の
比 ま・ 別 內容充實粒’粒溫枇 粒蟲吿養料粒败に對 備 考

1 〔する百分率

2.00 以上 〇 500 〇
〇"

昭和十一年十二月・四
1.15 以 上 2.00未滿 〇 500 〇 〇

1.10 以 上 1.15来滿 77 423' 〇 〇
杏

束京都產供/粒數は
1.05 以 上 1.10手滿 251 249 〇 〇

比重階別各五百粒
1.00 以 上 1.05未滿 249 251 〇 〇

〇•95 以 上 1.00未滿 79 415 6 1.2
0.90 以 上 0.95未滿 40 441 19 3.8
0.90 未滿 15 395 90 18.0
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虫害 活力 中皿活

活力な: 

力 及中ヨ 備 考
號 地 容地 枇粒 ある の1 なさ のもの

1 
20.000

kg
5.254

11‘へ泣數敗 しのの もの

"1地木方曾
畫料 0.263 97 903 79 15 3 18 鑑定成禎

石戳液にて沈降せるもの 0.735 0.280 0.381 813 187 736 73 4 7*" は粒敬に

3 〃 比!R 0.96-1.0に国する 

もの
1.209 0.407 0.337 834 166 754 69 11 80

て示す

4 •> 0.92 - 0.96に屬する 

も,の
0.873 0.242 0.278 264 736 166 66 32 い

5 〃
〃 0.92にて浮さ):る

もの
17.184 4.325 0.252 7 993 2 3 2 5

1 當揚 
附近

Sr 料 20.000 4.918 0.246 95 905 78 15 2 17

〃 石鹼液にて沈降せるもの 1.100 0.390 0.355 779 221 704 61 14 75

〃
比7R 0.96—1.0に田・する 

もの
0.773 0.258 0.334 715 285 657 48 10 58

4 ff
〃 0.92—0.96に圈する

しの
0.538 0.150 0.279 162 838 69 25 941

5 〃 0.92にて浮i [:るし

の
17.58£ 4.12C 0.23 1 7 993 5 1

•
6

4

第 80 表

风選別衣料 石岭水選洌
画掲にて奮 
仝に發芽せ 
るもの

發芽不依全 
なるしの

成苗率 側 歩

一加子
机:降せるしの

浮さたるもの

32,829

1,668

1,723

196

65.7

3.3
昭和十年四月施行

賢料は各組五萬粒

三審种子
津降•せるもの

浮きれるしの

4,950

363

311

38

9.9

0.7

二番極子
沈降•せるしの

•浮さたるもの

4,671

•81

260

3

9.3

0.2

m選別資料 石鹼水選別
両揚にて俺 
全に發芬せ 
るもの

發芽不健仝 
なる七の

成苗率 備 考

一番和i子
沈降せるもの

1
17,521 3,077 35.0、

昭御十年四月施行

浮きたるもの 1,387 319 2.8
養料は各組五萬粒

沈降せる1の 13,400 2,609 26.8
三莅種子

浮さたる七の 2,291 367 4.6

二缶種子
沈降せるしの 1,624 217 3.2

:浮きたるしの 1,349 276 2.7
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サハラ,アスナ",トドマツ種子に對しては比重 0.80アルコール液適するも,スギは洪 

種子を含むため選別困難にして先づ比重0.97アルコール液を以て沈降するものの中より更 

に比重!.08.グリセリン水溶波に依り浮游せるものを採らば略良稜子の大部分を理別し得べ 

し。滋粒を含むこと多き建子團に對Lては更に二,三比重を異にす云グリセリン液を用8・て 

繰返し選別するを必要とす。實驗に徴すればスギ初子の精選には布海苔液も亦便あり。本品'

30 gに淸水21の削に加へ加熱溶解後布片にて;慮過す。価子11に本液約200 ccえ注ぎ攬 

拌すれば本液は種子全面に充分塗布せ・らるべ宫が 故に之を別に用意せる水槽中に 投入攪拌 

す。然る時は數十秒にして上匕重大なるものは沈降す。沈降せる萩粒中には遞籾子を含むため 

史に之を石灰硫黄合齊!Kボー メー19度)中に投す。沈みたるものは滥粒なるが故に除去す。而 

して選良建子の採集輦と共品質はg離翩子の數茹及共品質竝に精選の方法等に關するところ 

大なるものあり。假りに選良種字虽の一總垣Iに對する重量百分率を炳選率と蘿すれば精選率は 

結實の戲凶に依りて著しく相違あるべし。玆に紡選率の一例を擧ぐれば第八-ー表の如し。

第 飞1 表

年度 秘煥

11 火 ’,.1

陽光

12 火氣

陽光

昭和
2 火斌

73號 封種

廿里1 ヒノキ

2ス ギ

3〃

4〃

1 ヒノキ

2ス ギ

3〃

1 ヒノキ 

2〃

3 J/

4〃

5〃

6 サノ、ラ

8ス ¥

1 ヒノキ

2〃

3〃

4〃

6 サノ、ラ

7ス ¥

浴舟潭 ヒノキ

上松

〃〃

〃 サノ、ラ

妻籠 ヒノキ

〃〃

// 〃

野尻 〃
〃 サハラ

〃 七ノキ

〃〃

〃〃

夕〃
王湖 〃

中津 〃

〃〃

天HJ 〃

股:離種子 選R秤子

岫CA)景3)

kg kJ
6.330 5.498

4.823 4.380
5.460 3.649
0.551 0.420

2.445 1.990

1.365 1.181
2.531 2.080

31.080 28.831
5.416 4.935

5.453 5.058
5.919 5.550

55.862 45.629
0.656 0.486

2.599 2.518
8.776 7.915
5.197 4.713
5.068 4.531
5.202 4.564
0.627 0.569
1.089 0.949

31.050 27.650
28.950 26.350
18.150 16.500
3.350 3.150

47.000 81.500
171.200 154.500
23.600 15.500
0.570 0.550
5.750 4.500

10.200 8.300

12.000 3.500
17.600 15.700
19-600 14.200

9.900 8.000
30.430 20.610

83.550 57.000
4.800 ヽ 2.900

86.
110.
6.6

76.
81.

逹R種子站 
の脫旳子 
景に對する 

容景百分,

8 4<?
7 9 6

5 90
G 7
5 9 0

•精選軽子發芽率

一番種子 二番種子

%
6.4 〇

-41.0 6.6

18.4 4.8
12.6 1.4

2.3 〇

609 11.0
60-^ 97 20.0

^ 7 10.0 3.0

11.
2
3.
2
5.
0
0.
6
2.
6
6
2.
.
62
9
0
.2226.

5.
8
1.
4
82.

2.
8
1.
8
.128

03.

—

一
—
04.

4.
0

— 

一
一
—
8.
0
3.0

—

34
 •
〇
219
.
45.4.152030
.
32
3
.
49.801.
3
58.0639
.
18.002.
4
41.2622
.
463.14
.
0
40.034.0601.8.013.014.0035..016

24.0.017

22.0014
.
44.0

Z 3
1
9
6
6
3
5
0
1
9
 
7
0
 s
o
 
2
 7
 5
 4
4
6
0
 
2
 0
1
2
 
3
1
 
3
 

75
 9
 8
 90
-
87
 ̂/9
 7
 9
8
8
 7
 8
 
&
 S3
 &
 S6
 8
 S
 
39
6
 74
 6
 8
 75
 8Q
 
-
8
 7
 8
 6

86.
s2.
92.
91.
92.
93.
s1.
74.
96.
$)0.
90.
8
s
)
.
s
7
.
90.
87.
89.
91.
90.
94.
67.
90.
659
6
7
8
8
1
2
9
8
9
7
2
8
0
6
7
6
8
6
0



V.種子の生活力保存

1.林地に於ける種子の保生

林地に於ける種子の發奪と共後の経過は更新上緊要uるが項にして就中種子の保生は共根 

积問題なるべし。

凡そ自然に在りては年々巨萬の種子がネ木地に撒布せらるゝも少しく些細に之を况察すれば 

共中には當初より發芽力無きものあり或は發芽力を有するも共饑會を得すして果つるものも 

あるべく或は發芽の時期を待たすして共力を失ふも、の亦妙なからざるべし。

■ ,試にヒノキ,サハラ,スギ等の母樹に就きて結實狀況の一例を淳るに木曾支局妻沌出張所

部內御料地に於ける樹齡約20)年:〇ヒノキ母:樹に昭預3年は爵果65立を結び之れより種 

子13立卽ち約百四十密粒を離脫せり。然るに共發芽率2.6%なりしが故に此の揚•合最初よ 

り發芽能力なきものは實に百三十六萬四千粒に及ぶべし。冋じく上松出張所部內御料地樹怕 

約200年のサハラ母樹に今秋间果!9立を結び亜子2.3立を撚脱せり〇抱女約三十九萬一千粒 

なるも發芽率38%なりしが故に共中二十四萬三千粒は全く踱芽:カなきものとす。同じく束京 

支局天城出張所部內御料地スギ60年の母樹は昭和2年秋期に結’氐64立にして應晩頹子6 

立約六十萬粒を得たるも共發芽率26 %なりしを以て發象能力なき種子•は'代に四十四;我四千 

翌・なるべし。而して殘りの發芽カある種と雌玲總.てが必卞しも林地に於て長く活力を保持す 

べしとなすべからず,試にヒノキ,サハラ顔子の林地に於ける發芽:カ保存の狀態を檢する;こ 

.•般に南面の陽光直射烈しき山腹或は林內若くは谷間の陰源地に在りては發芽カ在沌遅せし 

むること苦しきものあり。例へぼ長野縣及東京都下部"'!・地の林內外各所に於て罚充せし设組 

に依れば發芽率91%のヒノキ種］子阳して険漏地に・置けるものは样しく發芽の能力を失ひ甚 

しきは冬期140日間にて僅かに1%前後に低下せるあり。又比較”・J陽光の照射する尾:根通 

〇に置きたる發芽率83%のサハラ種子は同期間中に全然發芽の能力を失へるものあり〇 Isaac 

(1925,1932)はベイマツ税子の林內地床に於ける生活力保存の顎係を調査したる結果口・ 

•害を蒙らざる利!子は天然林內に在りても」片伐地に於ても何れもーヶ年以內に發歩するか然ら 

七れば商敗す別に林內に貯蔵せるものと蚱:ケ年後には活力を失へりと報ぜり。哄昭’和上 

年秋期採集に係るド祀試・留を川ひて陽光『函下に約的時間244時間489時間放置せ・しに 

第ハ-1-二表の如き成紂iを得たり。 •
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第 82 表

供試翩子

掛‘躁 時

種I 蹑 冏

標準C無虐理っ
A

• B

C

標率«無・理:)
A
B

標準C無皮理:)
A

B

ア 標準•無處理) 
力 A
マB

C

•標準(無處理:)
A

B

陳準C無處理:)
A

B

樹 籾

匕 ノ キ

サ ノ、ラ

ス ¥

發谷率

87.1*

79.9

68.4

アカマッ 86.6

モ ミ 71.5

75.6
卜いマッ

»n H•

備 考

昭和五年二月施行

214

人…は約90時間曝％

B.•・は約244時而曝猝

531
281 
烈

38
96
370

跖43̂

〇

22
10

8

0000

0
000

0
00

0000

6000

6
0
0

3
1
5
2

0

5
6
8
0

5
6
8
5

000

3 55 

〇〇—

77
4 3
2 88

54
55000

75

一 | 
” 99板3 

〇〇 

7・ 6

30

00,

1-9 16 
-4

36 5脆3 

574.
265.

—-.-.

17151
69
1740I
」1 I

376
4 75. 5
QJ 46. 0 
Q9. 0

15 
12141 9­
1 61-3 
〇 1

0
00厂ゴ〇

0,

— 

1V 11 9TI 

〇3 !

35 — 
79651 
襟

a

3
3

41 1

78 C•••は約489時岡曝®?

0
〇—

6
5

10
2 0

r

7
1 8101
5U 87
1 ^

物65 〇1 
〇 ,

の發芽粒數I芽"曹 

附 的顔九附正,"

5

1087.1I
079.6I
085.6I

1 4.9" I

27～9^ 
0 69 — 00 623&. 021

•1-1既蜀, 

勺-10靜『14 

17 —
69

1 0 1

1-^

22 103!
24 0
3, 
。

1

79

卽ち長時間に亙る陽光の繼績照射は著しく丽子の發芽を遅延せしめ遂には・共活力を失はし

む。

Edwanls及Colinの調査以來幾多の硏究あるも共方法を耍約すれば

1. 柿子を水中又は濕度1〇〇绍中に於て加熱手る方法

2. 容仙少なき容器內に封じて加熱する方法

3. 乾燥狀態にて加熱する方法等なり

Heiden (1859)に依ればオホムギ郁子は水中にて60°Cに・熱すれば共活力を矢ふも乾燥 

狀態にありては9〇 °Cに1時間曝露するも尙發芽力士有せりと。又'Fiedler (1865)はエ 

ンドウ,ライムギ,オホムギ,コムギ等は源密〇〇 P~ 60 °Cにて活力を喪失す3も乾燥 

加％;にては70°C以上にも耐ゆべしと云ふ〇

II而】el(1877)亦種々なる種子に付て試みJustて1875,1877)もクロ -バー钝子にて麒 

察の結果濕度!〇〇 %の狀態に・Eりては50 °Cに48時間又は75 °Cに1時間にして活力

を失ひ乾燥の狀態に在らば」2°0Cにも耐え得たりと云ふ。此の關係は預りクロ ーバーにの

み限らずと附記せ・り。Detmer (1880)も亦乾燥種子が克く沸貼に耐・ゆる:麗實如旦察せり。 

Nobbe (1876) Jodin (1899) Dixon (1902) Neuberger (1914) Schneider 及 Orelli (1909, 

1910) Waggonqr (1917)共他何れも同樣の結果を認めたり。

W

各100粒宛を適當なる硝子管に容れ,一は水分吸着削アドゾールを加へて密栓し一は試

沁寒ガーゼに包みて共に也温水槽中に加熱せリ〇

華者の實驗例を擧ぐれば次の如し

供状村!于

スサハ

ス毛アカ

いアス

本試驗に於て施行せし加熱溫度竝に時間な次表Q如し。

加熱溫度 乾煥操作唸問 濕熱操作皓間

45 °C 二
5

10

一
15

60 °C 10

5

10

15 15

80 °C 5

2

5

10 10

種

キ
ラ¥

ツ
ミ
ッ
ロ

次に溫度上昇の影縛に付て吟味するに髙溫の?iH子活力に及ぼす影・に付ては旣に!834年
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本結果は凡そ第八十三表,第八十四表の如し。

一

温

第 83 表
處訟

度

堂 22 丨戻沮
時

三日目・每
標準(無處駐)備我

' 60
;乾熱｛

純 1 CO— 間
次 一

t 療準C無處迎)’

M 1E | 5
和

80

ノ

(:

行 略c無就叫
10

15キ 60乾熟』60

サ 標準(:氣處迎)： .80

ノ、 祗熱1 引5」( 5

10

ラ 35

ス 標準C無處K) C 1€ 3()
€

C
1 

〇 95よ
e 乾熟

濕熱］司 5 C S ! 2 1 〇( 70.( r

］〇 〇 C
1

11 e 7 ] 〇! 82.2 fi

¥ 15 〇 G C C 〇 C C c C >1 C 〇
標準(施處置)

ア 標準(無處&) 〇
2I 32 12 10 16 •1 4 2 82.8 6 乾 熱

力 濕熱］45 J 5 〇 殴 35 7 6 2 3 C 〇 78.8 4 80

マ 10 〇
〇 り 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 3.3 8

ツ 15 〇 ° 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇1 標準C抵處幻

卜 標準C無虫昨) 〇 1] 22 11 6 5 4 3 1 〇63.6 5 60
乾 於・

80!• 濕熱｛•号 5 〇 1 • 6 7 3 1 1 2 1 32.2 6

マ 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇〇 〇 

〇■A 11 〇 0 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

標準c無處置Z
モ 標準(無虫性) 〇 〇 2 15 35 15 5 1 〇 〇73.0 9 60

濕熱｛虹 5 〇 〇 7 36 18 •1 3 〇 〇 :68.0 9 •乾 熱

10 〇 〇 1 24 21 8 5 〇 〇 60.81 8 80

ミ 侦 〇 〇 〇 〇 〇 01 〇 〇 〇 〇〇 〇

標準C無處駐)
ア 標學(細處設) 〇 〇 8 10 8

1
2 1 〇 1 〇34.9 8

ア 

ス 

ナ
ス 濕熱｛15 ｛ 5 〇 〇 1 2 6 13 4 2 1 441.3 9 60

乾 熱

ナ 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11.1 28 80
n 1 15 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇

10 
%

10
13

1

5
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1 
〇
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U

S

〇
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°
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第 85 表

汨
七日日毎の發芽粒敛 發迄し

ヽ

種 類 發芽率
芽に日 
初要數

備 考

號 第一次 菊二次 あ三次 第四次 日せ,

ノ キ 〇

,〇

3
66

46 18
1

13.4
13.8

10
8 大正十三年四月施行

!概 〇 〇 13 3.8 18
記眺1は四百倍司ス

匕 ノ キ 1 〇 〇 3 6 1.8 16 ブルン中三時問湧 
漬

2 〇 13 14 4 6.2 10
2號

23
〇 〇 3 12 3.0 16 記座2は抵氏五股内

44 26.0 10
外の冷水申に二十

レ ノ キ 〇 66. 20 四五旳間祛仍
1 99 10 3 22 4

3 &£ 〇 62 47 15 24.6 10 P墜3はほ注沽 
供試粒數五目宛iす

匕 ノ キ 1 1 52 10 1 12.8 - 7
2 3 50 6 1 12.0 7

4就 8 〇 27 16 4
192.40

10

匕 ノ キ 1 18 39 25 16.6 7
〇 38 5 8.6 S

〇脱 〇 15 29 18 12.4 10

匕 ノ キ 〇 38 4 1 8.6 9
1 32 1 1 7.0 7

6洗 〇 22 14 41 8.0 9

匕 ノ キ 〇 45 17 3 13.0 10
12 36 1 〇 9.8 6

7號 〇 9 22 3 6.8 12

ヒ ノ キ 〇 30 16 1 9.4 10
8 37 〇 

n
9.0 6

8號 〇 17 5.6 10

〇 86 10 3 19.8 8
ス ギ 〇 92

17
〇 19.8 8

〇 21 56 4 16 2 10

ア カマッ 1 18 217 73 66 74.8 7
2 116 272 19 9 83.2 6

!魏 3 24
227126

57
690 8731..42 7

ア カマッ 67 256 38 8 73.8 5
127 263

3185
〇 8I 〇 6

2洗 〇 351 51 10 82.4 8

ク ロマッ 1 90 341 23 3 91.4 512 19500
319 12 ヽ2 96.6

55
!號・ 3 〇 413 37

ヽ25
91.0

ク ロマッ 45 263 23 66.8 4
207 270 7 96.8 • 5

2洗 〇 435 18 90.6
• 58

に於ても認めらるゝものありと云ふ〇
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第 86 表
第 87 表

糊
三 日 !I 4-■:の發芽粒數 飼發

我鬆に

種

艾渋時間 第

次

第 
二 
次

第
三 
次

第 
四 
次

第 
五 
次

第 
六 
次

第
七 
次

第
八 
次

第 
九 
次

第 
十 
次

芽初C 
正率次H數日

備 考

ヒ 標準(無處隹) 〇 21 187 121 38 8 9 1 〇 〇
强

79.8 ■ 昭和三年六月施行

ノ

24時間 〇 82 208 64 16 6 5 〇 〇 〇 70.5 4

72 〃 〇•157 162 46 J1 4 4 〇 〇 〇80.0 4

キ 144 〃 9 226 109 16 7 2 〇 〇 〇 〇 75.3 3

1號 216 〃 31 237 53 14 7 〇 〇 1 〇 〇 71.2 3

匕 標準(無成迎) 〇 9 198 125 6。 18 2 〇 〇 〇 87.8 6

ノ 24時間 〇 372 458 55 16 7 コ 1 0 〇 91.5 5

キ 48 r( 〇 288 477 扣
26 8 13 〇 〇 〇 89.0 4

2號 72 〃 〇 436 353 50 5 4 1 〇 〇 85.7 4

サ 標準(無處股) 〇 〇 12 10
0 0

〇 5.6 7

ハ

24時間 〇 1 8 6 8 3 2 〇 5.6 6

72 〃 〇 〇 6 11 14 1 U 〇 〇 6.6 7

ラ 144 〃 1 16 20 7 8 2 〇 〇 〇 11.0 3

1號 216 〃 〇 30 27 •7 5 4 〇 
•

0 0 〇 14.6 4

サ 標準(無處旺) 〇 〇 40 42 33 24 4 2 〇 35.6 7

ハ 24時間 〇 89 117 78 33 21 11 5 〇 37.7 5

ラ 48 〃 〇 27 131 92 36 31 7 3 〇 〇 37.5

2號 72 〃 〇 81 185 56 33 31 20 〇 〇 〇 34.1 5

ア 標準’•無處迎) 1 21 49 29 14 7 24 9 19 7 36.0 3

力
24時間 4 89 76 33 37 25 17 42 24 13 62.1 3

一 72 v 118 84 37 43 17 22 27 27 10 78.6 3
マ 144 〃 19 150 80 29 39 26 25 24 18 5 83.0 3

ツ 216 " 19 153 54 36 10 6 7 6 16 1 61.6 3

樹 種 發芽率 備 考

玲・

七 ノ キ 70.0 本供做料の中ヒノキ,スギ種子は昭和三年秋期採

サ ハ ラ 30.0 如 アカマツは昭和二年,サハラは大正十五年採

ス ギ 45.0 染後昭和三年春期迄尚舟浮御渕地或穴內に貯藏せ

ア カ マ ッ 60.0 り

浸水 七日目毎の發芽粒數 M正
樹 和 価 考

日效 あー次 瘁二次 第三次 笫四次 發芽率

37日 匕 ノキ 〇 1 〇 〇
心 
0.6 昭和四年八月施行

〃 サ ハラ 4 3 〇 〇 3.9 發芽せし柄粒をポットに播

〃 ス ギ 11 19 〇 〇 24.0 i没せしに共後’A!•狀なく生育

〃 T カマツ 〇 〇 〇 〇 〇 せリ

6〇日 匕 ノキ 〇 〇 〇 〇 〇 昭和四年九月施行

〃 サ ノ、 ラ 〇 〇 〇 〇 〇

// ス ¥ 〇
*1

〇 〇 0.8

〃 ア カマッ 〇 〇 〇 〇 0 ■

第 88 表 丁うカン

貯藏 
方法

RB號 播極月FK 貯萩日數 播種より發芽 
開始迄の日數

發芽期間 發芽率

流 1 3月5日 112 66 24
%

98-

水
2 3 15 125 56 28 96
3 4 1 141 47 25 64

中 4 4 15 155 45 13 73
貯 5 5 1 171 35 16 80

藏 6 5 16 186 22 18 23

地 1 3 5 112 66 24 97

中
2 3 15 125 54 26 93

3 4 1 141 39 29 SO
埋 4 4 15 155 26 28 93

.微 5 5 1 171 18 21 99

備考流水中貯蔵は供国粒數二千H粒

地中埋藏は地中約1米の個所に埋栽せるしのにして貯櫻中甲析を見たるものありた

るため此分は五月一「I C5號)を以て締切りとせリ供找粒履千七百五十粒
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サ ハ ラ

1・ 〇 31933。 2】 12 2 4 076.2 5

S泊處波

紀 三日 

號次一 二次 三次 四次

の 發 芽 粒 敢

あ第 
五六七八九 

次 次 次

・-要

«^5■ 正 日迄 日・畋 袪液處K na
就

三日

箸第
京‘ 

次

目

第

次

每

弟
四
次

の 

第 
五次

發

あ

矣

芽

必1 
七 
次

粒數

第第
八
次

眞發1芽套 

打革 E芽率|叽 備

無浸渋 1 10 38 39 29 44 8 〇 !».5J 61-24時間浸潰 無注渣
1

〇 23| 79 41 2〇
23! 1

12 44 〇’79* 79* 5 1-24時間浸漬
1 1

I 2・・・72"
1 〇 79 71 31 14 14； 11 1〇 179.3 5

95 3.144〃〇 〇
2 〇 69 73 25 14 12 5 1〇 〇77.1 492 3 1 4-216 "

〇 流 水 3 94 54 21 18 4 52 〇79.1 3
流 水 974 3 5•••360 ff c

4 12124 51 12 11 3 12 〇84.3 3
〇01919 2 6 …72〇"

1 \ 5 1064 40 18 18 4 4〇 〇64.7 3
〇・〇 9 43

〇 1143712 ノ

殺攻水 113726 5

〇1 52 23 2 〇 32 5732 17 に83 3 267.8 4

〇 77 62 8 溜 水 3 〇 26 4432 -V 10 6 4 4 249.5 4

溜 水

2 

〇

125

65

四

44

5

26

〇 4

.5 〇

11

〇

3429

1211

21

10

717 2

14 3 2

2

3

〇47.1

〇21.8

4

7

〇 43 47 33

〇 5 36 32 1 〇 64 6224 11 6〇3 2 〇74.4 5

/•
林地土壤 2 〇 26 8627 19 1614 2 1 〇71.8 4

〇 47 91 29 3 〇 25 23 21 61 3 〇63.5 5

林地土壤
2

92

105

53

29

17

•*) ■
滲透液 4

〇

36

3

28 

じ

8

16

9U 3

13 4 :

〇60.6

〇33.2

5

6

滲透液
〇

〇

83

25

67

50

20|

10

1

I
74

I

612(

ずr

25

1

■ 811(>1 ヽw1
〇68.5 5

〇 4 50 29 52 If 11i1 69.7

殺苗水 3： 4；2! ム i 211 C67.1 4

U 86 52 11 51 6"! 31 n
i 1

C70.5,4

〇 102 61 18 1
7.Jレ I 1( ■

1 
51.?

£

〇 447216
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ァ］カ マ ッ

三日 目每の坦t 芽粒數

浸渣處K 箸 t £ 第 第 ほ,第 1姑 第 芽 備 考號 四 五 ほ 九 十 正寧
次 次灰次次 次 !次 次

無渋
04010b 30 24 1 4 3 f 7易 5 1-24呻間技頑

1 11
1 2 …72〃

1 〇1408719 8 5 〇 2 〇 〇90.8 590.8 5 3-144//
2 〇2036112 3 〇 〇 〇 〇⑶ 4⑶ 4 4---216 "
3192222417 〇 1 1 〇 〇94.7 3

流水 5* • *460 "
416 188 5011 1 1 〇 〇 ° 〇96.0 3° 36-. 72〇//
5 132002725 4 1 4 〇 〇89.3 3

66016814 5 1 2 1 0 〇 〇89.6 3
■

1 〇1138720 7 3 5 1 〇 〇82.2 5

2 〇 881203510 6 1 1 * 289.2 5

3 〇12082 助 18 5 3 〇 〇 〇87.4 4
温水

4 〇10911220 9 〇 2 1。〇 〇87.8 4

5 〇1206727 7 〇 2 1 1 〇78.2 4

6 〇 35 7.5 6612 1 1 〇,〇 〇61.5 5

1 〇 9066 18 6 2 1 3 186.3 5

〇116109 7 4 2 〇 3 〇92.0 4
林地土壊

〇1157930 4 5 3 5 〇 〇86.1 4

〇12.55939 8 3 4 2 3 〇82.4 4
滲透液

5 〇11981 6 6 4 〇 1 2 〇80.2 4

■
6 〇 42 545612 1 〇 〇 〇 〇59.6 5

II
1 〇f38118461810 6 4 3 〇81.3 5

2 0251205329 2 3 1 〇 183.3 5

殺苗水 3 °,111783415 3 2 5 〇 〇83.0 4

4 °|105724014 5 5 〇 〇 〇83.1 4

5 〇 29886715 4 〇 1 〇 〇67.8 4
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第 90 表

•
發芽率

跳料 處 置
I I

備 考

純水中に注液
35?7 %

17.3 傳導水使用,水沮
17~19'C蒔流72時 

問

サ

高壓減苗・器にて殺茵したる溜水中に祛渣 33.2 13.7
溜水とは淨水を一 
ヶ月溜め置うたる

ライヘルト诚過溶による溜水の泌液中に盘渣 33,8 14.3 水を謂ふ

ハ

五分間我沸せる溜水中に渋渋 36.2 16.3
流水とは上水道を 
放流•せるLの

溜水中に淡淡 35.5 16.0

種

洗水中に茯双 ・ 37.7 17.3

子

L水の祛法中絕えず酸素を供給し炭酸瓦斯を除去せる 37.8 17.3

無注渋 ～ . 42.5 27.3

找料 處 ほ
I IV

備 考

サ
Achromobacter delictatulum の纹碗せ る水中に淡沆

%
30.4

%
12.3 善渋72佃問、

ハ Ba ill us prodi ：iosusの璐殖せる水中に祛渣 24.4 11.3
ゝ

ラ Bacillus snbtilis の璃殖:せる水中に祛渋 32.5 16.3

耗 Ph>-tomonas No. 2 の孫殖せる水中に祛淡 26.3 10.3

子 無 浸 液 44.2 24.7
1

時 
ー叫間

浸
第 

方法1

*1—
第
三次

第

の 
四笫を-あ五 

次 -次

91
發芽第

第次六 七次

表

粒數 發以芽

第 in芽,初正,

次 正率 迄H

伯考

一

16 145
〇.13| 1 〇 93.0 5 昭和四年六月施行

61156 13； 9' 〇 〇 93.8 6 Aは流水中に招せ

〇 92.3 4
浸讹し

19040
I

131 is

〇 〇, 〇〇
Bは愈素供給の目

・ 〇 〇〇 〇1 〇 96.3

〇 SS.7

的を以て一回六
秒の回檢式操作14113I

〇 〇 I 〇〇 にょり空中水中 
交互に作用せし

3 54
34* 10

3 21 〇 43.4 6 むる淡水法を行

3 38 36 21 6 5 4 〇 43.8 6

12 26< 2〇！ 14 14 8 3 3 42.5 5

3

27 27 30 12 10 11
〇 •17.74

(6

7

■

3
81

专カ

マ

ッ

ン

ゲ

ン

マ

メ

A

B

A

B



斯の如く短時間の没永に於てすら種々なる原因に基きて稲子は共發芽力を減退するものな

るが故に實際林地に在りては雜多の原因に依りて發芽力を喪失すること融からざるものある 

べし。玆に尙考廖すべ言は發芽床の含有水分宛なり。一般に後芽床の含水量は夫れが飽水狀 

態の6〇〜80 %を適度とし水分不足する埸合には假令 温度,酸素の供給等あるも遂に發芽 

する能はざると同時に水分過多なる埸合に在りても發芽極めて困難にして或は徒らに飽水膨 

大し種皮割裂して內容の一部を露出するに過ぎざるものあり〇

洌へぼ石英細砂の發芽床含水:最を飽水狀態より更に共2〇〜50 あ蛤:Rして23 °C前後に 

覺ぎ,之れに健全なるヒノキ種子を播下したる’に多くのものは三,四日にして吸水膨大し感皮

破裂して內容の一部廉皮外に多出せるも共後胚は伸長の模樣なく,引紐g日を經るも依然 

として更らに發芽を見ざるものあり。依て之を水分適呈の發芽床に移したるに忽ち發芽生育 

して些の異狀を呈せす。然れども若し之を乾燥せる砂床或は吸水紙上に方攵過せば容易に姜凋 

祜死するに至るべく,而して水分過多の狀慫にて繼續過床せば容易に細菌類の顔孥を蒙りて

頓て腐敗し去るに至る。斯くして林地,両揚に於ける種:子・の戏際發芽率が鑑定發芽率に伴は 

ず又樹風に依りて共相關を異にするが如ぎは獨り操作の相違とのみ解すべからす。足售細萌 

の祢類並に共多族による影喜亦皺からざるものあるべし。林地に於て接近せるニケ所の中一 

は稚樹の發生を見,但は之れを見ざるが如き埸合遽かに共原因を知る能ほざるも些細に酒察

すれば必すや粒子の保生,發芽並に共後の育生に關して微生物も亦與って力あるをつるべし。

2・種子の貯藏

Schjelderup-Ebbe, Tl】orleif(1935)がOslo博物館に保管せらるる裸子植物,單子葉,雙子一葉 

の£帀々なる植物師子に付き檢査せる結果を觀るに發芽力を保持せ・るもの次表の如しと謂ふ。

因に本は料の一部は182〇〜1892年中N. G.Molの採集せ・し種子を紙技中に貯へ たるも 

の,他の一ほ188〇〜1898年中 A. G. Blytt の採集に係り何れも瓶內密封にて貯藏せしもの 

にして採集後34年乃至112年を經過せり。

採俸後の 
經過年數

次 料 發芽步今

35 Daphne Tnezereum
% 

1.00

40 Astragalus alpin us 8.67

40 Ipomoea pilosa 0.67

採集後の 
粗過年败

試 料 發芽步合

40 Quamoclit sp. CQ-luteola) 60.00

40 Datura incnnis 1.00

40 Miulia sp. [N・ aiigustifolia') 0.50

40 Mercurial is annua 0.25

40 Abntilon reflexuin 23.00

40 Mclilotus n]bu3 33.00

40 Mclilotus nltissimug 32.00

40 Medicago ciliarig 6.67

40 Trifolium medium 2.86

40 Oxytropis campetris - 5.50

40 Lathyrus silvestris 1.05

41 H biscus californieus 1.25

41 Hibiscus trionum 29.00

41 Sida cordifolia . 4.50

,41 Meli lotus al bus 1.25

41 Anoda crenatiflora 27.00

/ 41 Me-ilotis o^cinalis 2.00

41 Sesbatiia aculeata 24.00

42 Anotla wrightii 19.50

42 Malva moscliata 12.00

43 Thermopsis motana 20.00

43 Astragalus edulis 0.31

43 Baptisia sp； (B. coinmutatO 0.75

43 Kitaibelia vitifolin 1.50

43 •Glycyrrhiza echinatn 1.00

44 Vicia orobus 1.00

44 Mimosa pu<licu 20.67

44 Ononis rotundifoHu 2,25

45 Lupinus polyphyllus 33.67

45 Lupinns rivularis 1.50 
♦

49 Lupinus pclyphyllus ]L・ grnrxHtolius) 71.67

* 52 Coronilla montana 13.75



採勇後の 
經過年數

'・就 ・料 ［發芽步会

54 luavatera thuringiaca 0.75

59 Cytisus candicans 18.33

59 Medicago truncatula 4.00

61 Oxytropis nigrescens 1.25

61 Phaseolus helvolufi 10.67

61 Bapti-.ia alba 0.25

62 Cytisus alschingeri 0.50

62 Cytisus biflorus 4.00

62 Cytisus sp. CC・ caucasicus) 23.00

64 Convolvulus flavus 10.00

64 Astragalus macrocephalus 6.25

65 Xavatera cretica 0.53

69 Canna paniculata 7.14

貯 Albizzia julibrissin 3.33

71 Abutilon sp. (A. canarie!：se) 1.14

74 Sphaenilcea abut"]oi<les 43.00

77
82 -|

Kennedya sp. <K. apetala)

Astmgalt；s utriger

33.00

6.00

本結果を綜合せぽ槪して種粒極めて大なるもの又は極めて小なる種類のものに於て活力を 

失ひ易き傾向ありと云ふ。

Anonymous (1922)は植物廁I子の壽命を最大 150年なりとし,大聲一郞博士は南滿洲泥 

炭地より發見せられたる蓮實に付て硏究せられたる結果推定!.50年にして尙發芽力ありし 

と報任られ余も亦同博士より談られたる蓮實を後述還元法に依りて鑑定したる結果活力 

旺盛なりしを認めたり。文献に依れば黄科,睡蓮科,唇形科,錦葵科,桃金嬢科,萌黄科 

等に田す名ものの中,こは若しく長命なるもの ありとせ・らるるも林木種子に在り ては極めて 

短命にして多くは敷年を出ですして共活力を失ふ。凡そ種子活力の保存如何ほ生育したる土 

地の環境,樹机 熟度,含水量,取扱方法,貯藏條件等に支配せ・らるるものにして殊に氣峰 

滔度の彩管を蒙ること多きが故に種子•を貯藏せんとせ・ば是等の因子を除 きて所「消病的死を 

招かざるやう扱はざるべからず。槪して種子の保生には或程度乾燥狀態に於て一般氣湿の影

191

奇を避け稍低溫に保つを可とす。然れども乾燥の程度は樹種に依りで自ら相違あり。公孫樹

科,一位科,胡桃科,械樹科,殼斗科,木蘭科’等に屬する林子には乾燥共度を過ぐ"ば發

芽極めて困難となり或は永久に共力を失ふものあるも一般針葉樹の小粒種庁・,度作物FR「‘季

は殆んど乾燥のため共活力を喪失するが如きことなく反つて病的致死を避くる-〇多L。

尤もサハラ種子はヒノキ,アカマツ辱と多少共趣を異にし,水濕に對して幾分强き抵抗性を -

示すことあり。

實験に徴するにヒノキ種子は水中浸漬70時間を超ゆれ就断次發芽力を減ずるも,宀ハラ

種子は200時間を經過して尙著しき變化なき例あり。尢も貯蔵に於て充分なる乾燥を要す

る點ば他に異ならず〇次に溫度と種〔子保生との關係を觀るに樹種,成熟度,種子の環境,就

’中濕度站に溫废と共變化の狀態,繼續時間等に依りて一樣ならざるも,多くの種子は乾燥の

狀態に於て徐々に溫度を离むれば繼續長きに亙らざる限りio‘J°cに在りても遠かに活力を

失はすと云ふ。

低溫は種！子の保生に適し短時間の間歇的接觸が發芽を促進するは周知の出實な')〇余が

一’>6 °Cに於てヒノキ,アカマッ等の種子を短時間取扱びたる結果は何れも共發芽を促せ
リ。、 ・

文献に徴すれば禾本科,や胸科,黄科,菊科,百合科等の種子は-180 °Cに11°時間

抵抗し彳％たる例あり〇 Paul (1909)のIT驗に依ればコムギ,ケシムラサキウマゴヤジ種子

は-190°Cに7日間-253°Cに7T時間曝露せしも害なく液岡Helium〇眞空中に約

10時間置きたるも標準無.處理に比し發芽力に影響なかりしと報ぜり。之等は一茂驗例に過

ぎざるも一般に稚子は溫度の過昇に比し過降に對しては抵抗著しく强し。次に瓦折の種類と

保生との關係に付ては共結果に一致を缺くも槪して窒素,一酸化泰素,水素,须酸瓦斯套は效

果あるもの多き傾あり。箕者は’實驗の結果獨自の藥劑添加貯我法を:汚案せるが故に以下順を

追ひて貯藏方法に付吟味を行はんとす。一般に種子は取扱±新鮮なるものと貯哉せらものと

に區別せらるるも是に關しては特定の辩邻なきを以て’氏者は主要林木極子•の取扱上セ:;こ「貯

藏種子とは播種の目的を以て貯へたる種子にして其結實當年又は翌年第一次の插裡適期に用

ひず是を經過せしめて後日に備ふるもの」と定めたり。從って胡桃科,械樹科,一位酔,公

孫樹科,殼斗料,等の種［子にして秋期採煲後當年に播下せす鷲春の播種期迄或, ':水中に浸漬

し或は地中に地裁するが如きガ法は敢て玆に貯蔵として扱はず,尊ら針葉樹の小中FT・を後 1

年の播種用として夏:期を經過せしめて貯ふるが如き場合に付ての歩/及せんと・：•〇 •「・写节



の方法を大別すれば場所的には大氣中,地中,水中に分れ,取扱に於ては密封して外阳の條件 

より隔離する方法と然らざる場合とに區別せらるべし。一般に種子は乾燥するに從び外剧っ 

條件殊に沮度に對し著しく共抵抗を蜥すものにしてHeiden (1859), Fidler (1865), Hohnel 

(1877), Just (1875), Detmer (1880), Jodin (1917), Robertson (1933)等は何れも度作物 

花卉耗子を用ひて是を祢認せり。又碰子の保生上外圍を隔離するの有利なる點に付ては旣に 

Eastham (1914), Sifton (1920), Welton (1921)Sonavne (1928),共他の研究あり 〇 Hoheisel 

(1929)はキナ禰子を〇,Cの乾燥狀態に貯スJoseph (1929)はオランダバウフウ種子を乾 

煙して氷室に匿芝Bates (1930)はうウヒ郁子を,Champion (1930)はPinus longifoliaを 

又 Robertson Lute (1933)は穀類る!!子を,Ultee (1933)はコーヒー翔子,Isaac (1934)は 

Abies nobilis初子,Simpson (1935)はワタ種子を夫々低温乾燥狀懇に貯へて效果を認めた 

り。

3.種子の貯藏占微生物

ノ

抑微生物は適濕適溫下の養料に寄生繁殖するものなるが故に乾燥不充分なる初子に對し共 

取扱宣しきを得ざるときは屡々是によりて測らざる危害を蒙ることあり。彼の利!實採收等に 

當り乾燥全忽にして直に包装せ・し場合の如き往々萌の繁殖を來して遂に發芽の能力を失ふこ 

と亦稀ならす。況や長期に应る貯藏歩業の如きに在りては須らく此點に留意せ ざるべ から 
, \ '・ ヽ’.,

ず。

玆にーニ'の笠驗例を扌曷 <-れば次の如し。

供試料

種 發 芽準

ヒノ キ
81%

ス ギ 91
ベニ 匕 92
ェゾ マ ッ 93
卜い マ ッ 59

力ラ マ ッ 97

テウセ ン カ ラ マ ッ 41

テウセ ン ア カ マ ッ 62

Aヤ キ 79

貯藏時期业方法

本献料は大正十三年二月十四日農林告林業試驗場より配布を受け同十七日,帝室林野局林

史は験場に於て容器開封及密封貯横の操作を行ひ同年三月より長野縣西筑呼郡福烏町所在帝

室林财局応舍の一部に貯蔵す。

貯蔵後の經過

前記密封貯蔵のベニヒ,エゾマッ秋子にありては貯蔵中漸次肉敗を來じ貯藏後770日の

觀察によれば細曲の緊殖著しきものあり〇卽ち發芽力保存の經過をみるに弟九十二表の如

し〇

第 92 表

貯誠後の 
糾・過日數

•エゾマッ抓子發芽・

密封必戏 開封貯藏
備 度

220 75
■

82 木;・料貯蹑前の發芽率は93 %なり

400 64 ベ-1子は貯萩後二TT--IH迄に發一芽力を喪失せるが

600 47 54 故に揭布せす ・

770 18 50

950 〇 27

本誌料は密封貯蔵に於て容器の內邙濕潤しなり:训南倏^して愈ス•發芽力を喪失せるものに

して開封に比し.反って結果洋しく不良なるを门!るべし。試にJ小蔵容器内に禁殖せる微生物を 

分離培揆せしに次の如き細菌を得たり〇

ベ=ヒ腐敗種子より採集せる細膚i

Achromobacter delictaturum (Jordan)

Bacillus mcsentx3riais Fliiggc—A.

エゾマッ腐敗初于より採集せる細苗

Bacillus mesentericus Fliigge—A.

Micrococcus subflavus Bumm.

一般に和Ti子-並に容細て付ては別股の殺:I打を行はざるが故に常溫に於て容器內％濕なりせば

勢ひ菌の紫殖を來すに至るべし。共原因に就ては凡そ次の場合を想定し街.。

】•種子の乾燥不充分なりし珥作

2.容精の乾煥不充分なりし場合
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3. 運搬共他取扱中水濕の附着せる場合

4. 貯藏中密封不完全なりし場合

等なるべし。而して本試料・は共斂燥に於て不充分なりと見做すべき理山なく又使用の容器に 

付ても充分:乾燥吟味せるが［故に此場合共原因は(1)(お に枝當せず。次に冬考のため貯蔵 

施行當日迄の十日間に於ける氣象狀態を觀るに次表の如く二月十三日以降は晴天にして大氣 

温度も比較的少し。

大 正 十 三 年 二 月

H 降水 ftC 10—1010 氣溫(I平均Z) 濕座C平灼:) 天 餃

mm C %
8 8.4 8.8 09.1 雨

9 2.9 5.6 60.7 〃

10 38.5 6.3 87.1 〃

11 3.3 7.2 89.0 〃

12 2.6 4.2 96.0 〃

13 2.2 61.4 HA
14 1.7 58.0 ～快 晴

15 5.3 31.0 咕・

16 0.3 19.3 快 咕

17 96.5 60.3 〃

而して貯蔵當日操作中に於ける豺溫は插氏66〜9.4度,濕度32—4G %なるが故に本操

作に對し氣彖上別段の障りを兒受けす。依て未原因は(3)若くは(4)に屬すべく恐らく當

初試料配布の途中何等かの原因によりて多少の水濕を蒙りたるか或は年二回發芽力檢定のた

め責料を木曾,來京間に往復せしため取扱中容辭內に水濕役人の機會•を與へたるものと角華せ

ざるを得す。

尙本件に關してー應左記實驗を試みたり。

A 嵇子並に容群(硝子・共口瓶)を殺菌せざる場合。 ,

供,武料としてヒノキ,スギ,アカマツ,モミ,トドマツノ以也二,三を採り,前記。)

(2) (3)の埸合を想定して密封したるに何れも細菌の發生序しきを認めたり。

B 種子並に容離を殺菌せる場合

Aと同樣の状料各三組を採り

认 枢子而を僅かに濡らせし場合。

iii•硝子瓶の共口栓の部分のみ僅かに濡らせし場合

以上の各関科・を倉理內にて4S時間開放せる後一組は共儘密封共他の一組は水分吸君剤

「プドゾール」を少时加へて直ちに密封し殘り一組は開封のまゝ貯藏して夫々共經過を觀察 

せ・‘り〇此際別に同一硝子瓶に惜羨基を容れ,前記税子の揚合と同時に48•時間開放して空中 

谓の採集を施行せるに次の如きものを得たり〇

暗天に採集せるもの

Bacillus mesentericus vulgatus Fliigge—A.

Bacillus parvus Neide

Bacillus tcnniualis Migula

Aspergillus flavus Liuk

Aspergillus niger Van Tieghem ヽ

Botrytis cinerea Pers

Penicillium glaucum Link

雨天に採集せるもの

Bacillus megatherium De Bary

Bacillus subtilis (Ehrenberg) Colin
%

Botrytis cinerca Pers

Penicillium glaucum Link

Rhizopus nigricans Ehrenberg

而してJl'i祸せしものを觀るに開封山に•密封共 ⑴ の場合には遼かに變化なく(ii) (iii)の

埸合に於ては細苗發生緊殖して頓て腐敗し來るの华實を認めたるも,吸君劑を添加せ・るもの 

に於ては總て妙果を得たり。

斯の如く密封貯蔵に於ては周到なる注意のもとに於てすら尙且測らざ乙、 危險を伴ふことあ 

り。巾島麻三氏も亦衆作物等の種子弗載成結中に於て「單に密員したるものは容器內多濕とな 

りて:R子に悪影翌!を及ぼすことあり」と-3、へり。卽ち密封貯蔵に於ては斯くの如く容器內の 

泓度如何によりて測ぢざる危險る仰ふ埸合あるが故に發:牙カ保存上一般に密對貯蔵の羯合に 

は「アドゾール」「鹽化カルシウム」「生石灰ゴ木灰」「木炭末」筈水分吸藉劑の使川を必要とす。

更に空中,水屮,地中,等に生棲する微生物が貯藏上如何なる關係を有するやの問題を追

i・種子容器の乾煙せる場合 求せんがため東京都-ド御料地に於て地中,水中,空中及び北海道,東京,名古屋,木汗各地
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方帝室林野局管內御料地の林地,苗価］,溪流,原野等60ヶ所を選定•し各所よりヒノキ,スギ

アカマツ,ケヤキ等の林木秋子を介して次表の如き細菌を分離培羨し,是を主耍林木に接翱

したるに共程度に於ては多少の差異あるも何れも詞子を腐敗せしむる歩を認めたり〇殊に毀

傷せるものに於て著し。(第九十三:表)尙參考のため風穴內外にて採集(1昭和八年十月上旬r)せ

る空中菌の一例を示さば第六圖の,如し〇

第 六 圖

天城及湯舟浮兩出威所部內の嵐穴にて採集せる絲狀苗及細苗の聚落ぐ長谷川:)

ナニグルミ种子•より採堡せるLの

クメギ称子より採集ぜるIの

シヒ拜子より採仍せるしの

-ンキ、•秘子より採堡せるIの

ムラサキフジ柄子iリ採集せるしの

イデフ種子より採果せるしの

スギ科!子より採集せるしの

毛ミ啊!子より採集せるしの

タウピ種子V採集せるしの

ャッガタケタウ’七種子より採 

集せるしの

カラマツ種孑より採集せるしの

アカマツ利!子iリ採集せるしの

クロマツ種子iリ採集せるしの

アスナロ利!子V採堡•せるもの

!
Badllus mesentericus Fliigge.—A.

Bacillus ixirvtis Neide.

Bacillus subtilis CElireuberg) Cohn.

Bacillus No.1.

Bacillus mesentericus Flugge.—A.

Achromobacter multislriatum (Wright).

Bacillus n»ger Migula.

Bacillus mesentericus Fliigge. —A・

^Flavobacterium tremelloides (Copeland).

Bacillus |xirvus Neide.
[BaciDus subtilis (Ehrenberg) Colin.

Bacillus ^megatherium De Ban-.

Bacillm simplex Gottheil

Bacillus teres N( i<le.

Flavobaeterinni tremelloides (.Copelnnd).

.Achromol acter multistriaum CWright).

Bacillus megatherium De I'ary.

.Bacillus mescnteriiB Fliigge—A.

Bacillus subtilis CEhrenberg) Cohn.

Bacillus tereg Neide.

Acliromobacter delictatulum (Jordan).

/Bacillus cereuj Fmnkland.

Bacillus No.1.

Bacillus simplex Gottheil.

,Bacillus subtilis CEhrenberg)

| Bacillus subtilis Cl-Jirenbcrg) Colm.
(Sarciiia No.1.

Achromobacter delictatulum (Jordan).

Bacillus astcrosporus (Neycr) Migula.

Bacillus meserUericus Fliigge.—A.

\Ba<nlluH subtilis (IChrenLerg) Cohn.

| Basiling me ；enterieus Fliigge.—A.

(Bacillus subtilis (Ehrenberg) Cohn.

Bailing eubtDig (Ehrenberg) Colm.

(Flavobncterium tremellodes CCopelan.l).

(Pseudomonas No.1.
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第 93 表

苗 名
接柯找驗成i'i

備 考

健金種子 破傷種子

Acliromobantor coadunatum CWright). + + 十 + + 接籾は昭卻二

delictatuluni (Jorrlan^. + + + + + 年十IJ施行

〃 formicum (Omelianski ). + • + +

〃 geminiim CRavenel). + + + "

〃 multistriatum (Wright + + + +

〃 reticulum (Jordan). + +ヽ+ +

〃 superficial is C Joni an). + + + + +

〃 No.1. + + + + +

Bacillus anterosporiis CMeyer) Migula. + + + +

〃 cereus Frank]and. + + +

" hessi i CGuillebeau). ,+ + + +

〃 megatherium De Bary. •+ + + +

〃 mesentericus Fliigge—A. + + • + +

〃 mesentericus Fliigge—B. + + + + +

〃 mycoides Fliigge. + + +

〃 niger Migula. + + +

〃 parvus Neide. + +

〃 prodigiosui Fliigge. + + + + +

ノ〃 simplex Gottheil. + + +

〃 subtilis CEhrenberg) Cohn. + + + +

〃 teres Neide. + + + + + 1
〃 terminalig Migula. + + +

J, vulgatus Fliigge. + +

Rrwinia No* 1. + + + + +

〃 No. 2. + + + +

" No. 3. + + + + +

〃 No. 4. + +■ + + +

ElavolKicterium dormitor CWright). + + +

〃 rheni CBurri). * + + +

" treme'Ioides CCqpeland). + + +

T« 名
按桓孫心成績

備 考
畛和子 毀傷柿子

Micrococcus (lavus Fliigge. +

" subflavus Bumm\ + +

Phytonionis No.1. + + + + +

" No. 2. + + +

Pseudomonns aeruginosa CSchruter) Miguln. + +

" fluoresceiis CFliigge) Migula. + + +

〃 myxoderina Fuhrmann. + + + + +

" No. 3. + + + +

Rhodococcus roミeiis (Fliigge) I Tolland, Committee
S・ A. B.,192〇• +

JacobgはPinus Lumbertiiurn秤子の發芽促進試験の結果「種皮を毀傷せば菌類の發生を 

促し顿て腐敗を招くに至るべきを以て種皮の毀傷は發芽促進法として效果なし。」と述べた 

リ。種子•腐敗の觀點よりせば種皮の毀傷は是を避けざるべかRす。一般に古種子•は發芽床に 

於て諜i類の發生繁殖すること多く夫れが花しき場合には屣え發芽を阻害す。Ilaberlandt 

(1875)はハダカムギを多濕の硝子錦:內に5 ||乃至5〇「1置きたるに次表の如く Penicillium 

屬の苗類繁殖して發芽に影響を及ぼしたりと云ふ。

操作日數• 気乾柿子の發芽率 多濕にて甫類の發生せる利!
子 の 發 芽 率

5
•• 

98
% 

44

10 100 40

15 89 31

20 9 29

25 96 25

30 96 32

35 98 22

40 97 2

45 94 12

50 100
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卽ち多濕中に在ること長きに亙らば愈の苗類の増殖を來して共影譬亦•顯将:なるを仙［るべく

Muth (1903,1907), Mahl(1904), Lakon (1917)共他彻究者の均しく認むる所なり。笑皆

がPenicillium及Aspergillus屬菌を接柄したる發芽状驗に於ても蘭類は槪ね發芽に好まし

からざる够縛を觀たり〇 (第九十四表)

第 94 表

處 K 發芽床 箸

次

三日目何の發芽粒 

瞥 第第 笫策 笫第 
茨亲次四 次五 矣次七 次八

M

I -1- 
次

眞正

發芽率

標 / 準 素焼皿 13( 71 2 11 75絲

Penicillium 
せるLの

glaucum を接孙
〃 〇 122 W 11 4 7 〇 1 9 70.6

Aspergillus 
もの

niger を接种せる // 〇 111 56 9 〇 6 〇 4 G 64.7

標 準 細砂 8 161 60 9 6 J 1 4 0 83.3

Penicillum 
るもの

glaucum を接種ぜ
〃 2 128 92 12 11 5 7 1 〇 86.0

Aspergillus 
もの

niger を接:f,Rせ る
〃 3 125 72 19 3 8 3 2 〇 78.3

貯蔵すべき資料は後め嚴選し是を氷室或は特設の龙般應,風穴君に納むべく容器はトタン 

板製,硝子製,木製を問はず嚴封し得れば足る。尤も木製の場合には適當なる塗料を耍すべ 

く是に合成樹脂など利用せば便なるべし。何れにするも盜料には水分吸・濟Jの添加を必要と 

す。 ,

筆者の試みたる藥劑添加貯蔵法に於て晒粉或は硫化加里を川ひたる場合姑が期間中如何な 

る程度に絲狀苗,細菌類の生活を抑制し彳’｝べきやの财に關しては未だ縄むべき結果を彳’.｝・ざる 

も玆に二例を捉示すれば次の如し。昭和I•八年三月に妗て藥劑貯蔵滿六ヶ年に相當すべきヒ 

ノキ,スギ種子中より盜料1瓦宛を採り殺菌せるlOc.c Bouillonに投じ5分後共0.1 

CCを寒天培地に移して二花夜培養せるものに於て聚落敷を檢定せり。

"樹耗 貯 藏・ 方 法 絲狀術聚落吸 細值聚落败

ア ド ノ ー ル 添 加 33 3

ヒノキ
ア 
哂

ド ゾ ー 制 併 m 10 3

ア 
疏

ド 
化

ゾー
,加 5.} 併 用 9 1

樹利 貯 誠 方 法 絲狀伯聚落數 細m聚落贩

ア ド ゾー ル 添 加 523 29

ス ・
孟ドゾー备｝併用 329 C155

盃ド化ズ加～糸｝併m 311 9

貯藏上に於ける藥割效果の理諭に付ては今後の硏究に俟つべきも,玆に一例として微生物 

の聚落數を比較捐祀子るに止む。

因に絲狀询には rcnicillium glauqini, Mucor miicedo,利!!菌には Bacillus subtilis 共他見受け

らる。次にヒノキ外匕楝の耗子を 採I)歹ドソールに 添加すべ浅晒粉の仙:を試料に肯して

0.8% 乃至2.4の他帰|に於て六階級に分ち無添加のものを加へて七知とし站を常溫室內及水 

室,風穴筈に(昭和六年四月より同八伯匕H迄)加戏したる後,夫・に付秫于而に:寄』する絲

狀南細闌の多界及發牛力等を調在せり。本結果を綜合すれば晒’粉の添加紙多きに從ひ玲族JK 

上の聚落に於て少く發中丿Jに於ては!W粉の添加卅タ!> ものにして氷宝,成は風穴に貯へたる

もの良果あり咅。

4.種子の藥劑貯藏と共效果

桶子に就て共生活ノJを檢するに我ものは活力極めて吓盛にして充分に發芽此に谀苗能JJを 

有するも或ものに於ては旣に1匚活力衰へ辛うじて發芽のみに止るもの亦融からず。

從來「貯蔵せる古网子-は鑑定の結果に於て相’滞の灸卑率在示すに拘らず圃場に在りては何 

故か發芽及成苗するもの比較的少し」と小'・は厦な耳にする所なり。占種子の播種に際し特 

別の操作を施すも尙11鑑定發平率との間に相’當・の較ー弟を招くこと・ニるは畢竟共【廿級法に於て 

種子の活力を衰弱せ・しめたるによるべし。

貯蔵の目的が活力强大なる种子S供治に・る以上假令今11’完全なる貯蔵法なしとするも冽 

へば共万法中一は結果に於て多R:の索弱附「のなを彳［｝,他の一史既代に於て減ずるも必耍の 

時期迄旺盛なる活力を保打:し肖た"とせば後柠は遙かに勝るものあるべし。

此意味に於て先づ貯載に際し打慮すべきは資・斗の・靑選なり〇實驗に徴するに同一地方席っ

同種:々子に在りてほ槪して火粒にして巾:き新!渕立は活力旺盛にして貯蔵による「傷み」少き 

を常とす。故に釦、邸い小も’淅于にして乾煥貯哉すべぎ資料は乾燥の上充分に之を選別する 

の必耍あり。
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以下述ぶる成績は旣に筆者の行へる幾多戏驗結果に基ぎて新に考案せる貯藏方法に係り,

先づ共一は「アドソール」(添加賛は貯藏题子・鱼に對し凡そ重蛍割合10 %)及晒粉(貯蔵

種子宛に對し凡そ重量:削合2 %)を用ひて氷室に置きたる場•合なり。卽ち:乾燥せる容器內 

に啊粉を使用せるものは共結果に於て柯t「の活力減退,を制して貯蔵後成苗能力を保持するも 

の著しく多ぎが如し。水藥,刊の施川は所威・苗木の生長に對し何悸の影縛あることなし。

想ふに水分吸着剤を以て勅:燥の狀態を保ちつ'晒粉を添加せば微什の翩素は休眠払子に於

ける生理的消耗を抑止するか或は殺菌の效を現はすものの如く從て活力保持上好果あり。第

二の方法は晒粉に代ふるに硫化加里を以てせるものにして本法に在りては更に次の如き特點 

を見受けらる。

1•.主娈針葉樹種子•特にヒノキ,スギ,サハラ,ヒパ等に對して貯蔵年限を更に延長し得 

ろこと。

2. 貯"帀・了一の成苗能力依女强大にして或期間殆んど新鮮相i子の夫れに比し遜色な者こ 

と。•.

3. 添加すべき量多きに過ぐるも種了一の活力を害する憂なし。

4. 金屬容器を腐蚀せざること。

W<して種子-貯戲の方法を要約すれば

】•貯闢すべき師子は豫め嚴重に選別すること。

1•充分氣乾せしめたる後冬期空中泓度低き日を選びて貯藏操作を行ふこと。

1•充分乾燥せるブドソールを用ふること(110 °C前後にて加熱乾燥せるものを密封容

邪內にて氣溫まで冷して後用ふ。)

1.肥粉を用ふる埸合には種子弱に對し凡そ垂量•削合2 %とし,硫化加里を用ふる埸合に 

は約!。 %の割合に添加す。

1-容排は貯蔵期間中完全に密封ならしむること

1•貯蔵個所は1年を通じて略!0°C以下に保てる氷室,風穴,(第八圖)或は原田泰,

柳澤聰堆兩氏の實驗に係る;卒塚,又は『早塊を利月J・せる貯藏廊等可なるべし。

本貯藏成績は第九十五表乃至第百四表の如し。 ,

Tf驗に徴すればヒノキ,スギ緯に於ける貯蕨種子の發芽適溫は新衅植子の夫れに比し幾分

笫七岡藥捌添加秋子貯萩維及木製雨

左端は亜始引锻板製模则縦を半折して中に钠めれる添加藥珂侑と二重密肖

の狀を示し,中央及右端は貯截用木函及木製藥劑筒を示すぐ長谷川)

由來II作蔵したる古称「は屬灰播神床に於て異狀芽:生を生じ例へば初生根が向地性を示さす 

弗對稱的となり或は波狀形を呈し或は子票先發するに上まるあ° ‘或は正常に發芽するも生 

長軒iに於て伸長の裕カ,を缺き,或はAlbinoを生する場令あり。T渚の經驗に依ればヒノキ

古種子の幼根が背地牲を現はし盛芽後二十日仙］健全に背地的伸長を繼續せる事實を觀察せ

り。(第九圖)von De Vries (.1901)及Nilsson (1931)はッヤミサウの古林了-が大郃分發芽 

能力を減退•し且つ芽生に多くの突然變異え抓!た。と・Rぜり。

Nawnschin (1933)(•供試料としてオニタビラコの如き來色體數少く形態明かにし-こ染色 

濶の變更・し易きものを採りて細胞學的硏究を行ひたる結果幼根先摘部細胞に於て8災以上 

の染色體突然變?を觀たりと云ふ。

古新子に於ける異狀芽生に付ては未だ生理的解說を缺くも％實は璧々經驗子る所にして是

が原因としては環境特に發芽:床の含・水輩:成は袍梱.担の空氣启に於ける比較湿度の大な时:

合などー應想到せらる\も,・阳苫の‘1«驗に依!1ば削に空氣祥に於ける乾濕の如む單•なる外的 

條件の影縛とは認め難きものあり。例へば滿六ヶ年間貯戦ぎし,ヒノキ,スギ,エゾ、マッ,

低く E•冷却’淳の建措を耍する場合多し 及ーニケ年を經過せレすイヅ,ナホムギ,ソバ幣の種子を採り發.牙休質には殺蘭せる河砂を
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第 95 表 

晒粉添加貯蔵 

ヒノキ

貯 殉 方法 後芽半 成苗N 備 考

ヽ %
貯 藏 前 79.6 63.6 昭和九年秋期束京都下にて

藥 劑 無 添 加 6.8 2.4 採束同年十二月穴倉に貯談

ア ド ゾ ー ノレ 福 加 4.6 1.0 '［尚和一］—戶ー「二月檢定

ア ドン・-・ル1 IW 粉 C1%)添加 74.8 56.8 t
ア ドソー ノレ1 IW 粉 C2あ)添加 78.8 64.8

ア ドヅーノレ［ 咽粉C3%)添加 79.2 63.2

第 渦 表

晒粉添加滿十ケ年貯藏

ヒノキ

檢 定 年 度

昭利八年十二)1
" 十一年十二月

'"-1- 四年三月

〃 十八年三月

ア ドソール/添加 アドゾールに哂粉2先添加

發芽 率1 成 苗 率 發芽 率 成 苗 率

%%
95.3 89.8

95.3 89%.8

86.01 31.7 93.3 66.2

2.2 〇 84.4 58.7

〇〇 0.2 〇

備 寸 貯藏個所は氷室とす。

昭和八律十二月檢定は貯藏當時の資啊とす。业後は便始:-J一一年,十四年,十八年度の

分を摘錄して發芽率效成苗率低下の傾向を示す

スギ

アドゾール添加 アドゾールに呐粉2 %添加

檢定 年度

發芽率 111 率
發芽率|成 苗・率、

昭和八年十二月 93.4 86.5 93% 1 86.5

〃 十 ～・年十二月 74.4 39.5 86.7 ' 53.3

" 十 四年三月 〇〇 57.6 1 28.6

〃 十 八年 三月 〇〇 〇〇

サハラ

アドゾール添加 アドゾールに(W粉2 %添加
檢 定 年 庄

發芽率 成苗 率 踐芽 -B 成苗率

昭祁八年十二月
貧

88.3 81.0 ..83.3 810

〃-—年十二月 63.7 10.6 74.1 37.5

〃十四年三月 〇 〇 5G.6 30.2

〃十八年’三月 〇 〇 〇 〇

ブカマツ

アドソール添加 アドソ‘ー,レに昭粉2 %添加
檢 定 年 度

發芽率 血茜率 成 苗’

昭和八年十二月 , 96.2
,%
87.8

%
96.2 87.8

〃十一葉キ二月 92.4 74.3 96.6 80.5

〃十四年三月 74.6 52.6 87.4 59.2

" 十八年三月 63.0 ゝ45.2 63.2 43.2
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アスナロ

アy ゾ - ノレ 添加 アドソールに咕粉2 %添加
檢 定 年度

發芽 ■ 成 Ml 率 發芽 率 成 苗港

% % %%
昭和 八年十 二月 61.4 55.4 61.4 55.4

十 一年十 二月 18.3 〇 37.4 18.4

十 四年 三月 〇 〇 〇〇

〃十 八年 三月 〇 〇 〇〇

カラマッ

ア ド ゾール派加 アドソールに!W粉 %添加

檢 定年座

瓚芽率 成 苗型 發芽 率 成 苗率

昭和
"号

八 年十二)｝ 92.3
%

89.1
%

92.3 89.1

〃 十 -—年十 二月 55.4 27.9 61.6 40.2

/Z 十 四 年 三月 27.2 5.1 59.8 35.6

〃 十 八 年 三月 〇 〇 〇〇

エゾマッ

ア ド ゾー ル 添加 アドゾールに摩!粉2%添加

檢 定年度

發芽 率 成 苗率 發芽 率 成 W 率

昭和
普 

八生十 二 JJ 94.6
90當 94.6 90.5

〃 十 一年•1-二)］ 61.4 41.2 72.2 50.6

〃 十 四 年 三月 60.5 41.5 71.6 45.3

〃 十 八 年 三月 30.4 6.4 50.1 30.8

トドマツ

ア ド ゾ ー ノレ 添加 アドゾールに哂粉 %添加

檢 定 年度

ロ 芽 :: 成 HI 率 發芽 率 成 苗 率

% % %%
昭府 八年十 二 JJ 89.6 82.8 89%.6 82.3

〃十 一年十二月 46.4 25.3 59.4 41.7

〃 十 八年 三)1 I 16.5 〇 55.5 35.8

第 97 表

ヒノキ

第 98 表

藥剤貯藏ヒノキ種子の播種成紐

ヒノキ

比TR檢定年度 アドソール添加アドゾールに哂粉2%添加備 考

發芽率 成苗率 發芽率 成苗率

昭和八年十二月
貧 

97.0
79*0 97.0

%.
79.0 賣料は昭和七年長

1.00 以 〃九〃 92.6 77.2 93.2 77.9 野嘛木竹師料地ヒ
上のも 
の 〃十〃 78S 61.2 86.9 67.0 ノキ天然林にて採

〃十三年四月 4.2 0.4 84.6 57.0 仍,氷室に貯哉

す。本表中比・P:
昭和八年十二月 96.2 82.9 96.2 82.9

〇•92未滿にして

0.96 以 
J-.1.00

'九〃 90.2 73.6 90.0 76.0
哂粉2 %添加せ

未滿 〃十〃 73.8 53.6 88.6 73.1
る七のに於ては容

〃十三年四月 7.3 18.8 85.0 59.1
器の損傷を來しな

昭和八年十二月 84.3 65.7 84.3 65.7 るため成績を得

0.92 以 
上 0.96

ヽ’〃九〃 62.3 52.3 75.4 52.2 ず<；

未滿 "十〃 47.0 32.1 59.8 36.9

〃十三年四月 8.5 0.8 58.6 27.3

昭和八年十二月 60.0 40.0 60.0 40.0
■

0.92 未 〃九〃 50.0 10.0

滿 〃十" 25.0 〇

〃十三年四月

發 成 所產苗一本當乎均
貯 藏 カ 法

藥 劑 無 添 加

芽
率

-6*8

苗
率

輔
0.2

備 考
金長:7R®伞上甲・下頌

cml g ; cm cm
25.6 7.4 18.20.80農載養料は昭和九年秋

アドゾール添加 4.6 〇.]
期に採弟し當揚構內穴

26.4 7.8 13.6 0.80介に貯藏す。十一年三

Tドゾール哂粉C1%)併用 74.8 29.6
月播種同年十二月糾究

30.6 9.7 20.91.21せリ。

アドゾール哂粉(.2 %•)併用 78.8 39.3
插・柄粒數五茵粒宛,辭

32.4 10.1 22.31.32米養料各百本

アドゾール晒粉C4 %)併用 79.? 43.6
十年度秋期採堡の辛,皿

28.0 9.2 18.81.04初子は比較のため供用

昭和十年採集轲子 91 〇 51.5
す

34.0 10.3 23.71.32
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ヒノキ

第

藥劑貯蔵ヒノ

99 

キ莉子

表

の播楝成績

貯藏方 法

アド・ゾール疏加爪 藥剤添加な

伴坊
貯設 前

——

10 —

10 晒粉1•〇

10 2.5
10 5.0
10 10.0
10 25.0
10 氏化加風1.0

10 2.5

10 5.0
10 10.0
10 25.0

昭和-1—年採集種子

發 
芽 
率

97%.4

13.4

17.0
14.2
72.2
74.4

68.0
85.0

73.8
90.4

84.0
89.6

88.2

91.2

成 
苗 
率

77%

1.7 
2.1 

2.9 
51.0 
51.8 
55.2 
49.1 
21.0 

50.9 
54.8 
61.7 

54.9

54.5

所產苗木一本當平均

地上部;地下部 
全長 林艮さ1艮さ

cm 8 cm cm

26.4 0.79 8.0 3 8.4
32.1 0.96 8.8 23.3
30.4 1.46 10.7 19.8

35.1 1.24 10.2 24.9
30.1 1.10 9.2 20.9
26.0 0.92 8.8 17.3
24.8 0.93 8.5 16.3

28.6 1.15 8.4 20.2
31.6 1.15 9.4 22.3
31.] 1.20 9.9 21.2

30.4 1.32 9.5 20.9
30.4 1.40 10.2 20.2

34.0 1.32 7 0.3 23.7

備 考

貯藏資料は昭和十年 

秋期(凶作)に採集し 

當場構內穴倉に貯藏 

す。十二年三月播科! 

同年十二月初あせ 

リ。

播種粒數五千粒宛調 

究衣料各百本 

十一年座秋期C凶作) 

に採集の新鮮極子は 

比較のため供用す

樹種

ヒ ノキ

ス¥

サ ハラ

アスナロ

卜.・マッ

エゾマッ

前 

後

前 

後

前 

後

前 

後

前 

後 

1¥j 
後

ア ドゾー

發芽率

1 86.2

2 41.9

1 90.9

2 82.8

1 90.8

2 37.3

150.7

2 9.0

;76.0

76.9

1 90.8
2 86.3

第 100 表

藥劑添加滿四ケ年貯藏 

ル添加 併ア ドヅー ,レ哂粉月」 ア併ドゾール硫化加里用 

成苗率 發芽率 成苗率 浚芽率 成苗率

*%%
72.3 86.2 72.3 86.2 72.3

23.2 9.3 1.1 65.5 61.5

75.8 90.9 '75.8 90.9 75.8

60.9 77.8 36.2 . 92.6 75.9

• 72.0 90.8 72.0 90.8 72.0

21.4 11.3 14.1 80.4 65.7

36.3 50.7 36.3 50.7 36.3

〇 1.7 〇.r 35.3 11.4

57.7 76 〇 57.7 76.0 57.7

396 78.4 46.6 77.8 53.7

58.8 90.8 58.8 90.8 58.8

37.2 78.G 43.5 83.1 58.0

備 考

滿六ケ年貯藏とは昭 

和-1-一年十二月に品 

質檢定の上氷室に貯 

蔵し,滿五ケ年とは 

羽十二年十二月に滿 

四ヶ年とは更に次年 

度に貯へたるものに 

して,何れう昭和十 

八年三月に於"再檢 

養を行へるものと 

す。檢定凹半K前「と 

は貯藏前,(後一;とは 

貯藏後を指す。

第 !0I 表

菓剤添加滿五ケ年貯蔵

7ドy ール添加 アドゾール昭粉併用 アドゾール硫化加里併用
物 秫

*yj、發芽率 成«1J普 發芽率 成苗率 發芽堆！成苗率

ヒノキ］
前 91.2* 80.5” 91.2* S0.5" 91.2" S0・¥；

後 〇 〇 罩 〇 89.5 66.1

スギ
前 84.0 71.0 84.0 71.0 84.0 71.0

後• 11.1 〇 〇 〇 67.1 48.2

サハラ
前 87.4 72.2 87.4 72.2 8/.41 72.2

後 〇 〇 〇 〇 82.2 71.0

アスナロ
前 63.8 47.0 63.8 47.0 63.8 47.0

後 〇 〇 〇 〇 58.5 33.8

卜、•マッ 闌 86.0 "69.9 86.0 69.9 86.0 69.9

後 55.8 23.6 77.9 44.7 88.1 51.7

エソマッ •前 92.3 84.6 92.3 84.6 92.31 84.6

後 84.1 38.5 90.0 44.2 92.7 51.4

第 !02 表

藥、惻添加滿六ケ年貯•載

アドゾ-ル添加 アドゾール昭粉併用 アドヅール硫化加里併用
樹 初

發芽玲 成苗率 發芽率 成苗辛 發芽华 成苗-3

ヒノキ
前 97.6* 97.fi* 5 97.6”
後 55.0 ヽ 56•〇 25.3 91.4 64.3

ス ギ
讪 91.0 91.0 91.0
後 56.9 39.9

9819..09
59.3 70.8 51.4

サハラ
前 94.5

•
94.5 94.5

後 50.5 15.-1 54.2 17.3 89.3 6S.0

アスナロ 前 56.3 56.3 56.3
後 34.9 15.9 13.5 53.2 28.5

卜rマッ 前 67.7 67.7 67.7
後 53.1 22.4 57.2 20.7 36.4

エVマッ 前 
後

84.8
85.3 64.1.

81.8
85.6 65.5

84.8
87.6 68.9

カラマッ 前 83.2 83.2 • 83.2
後 71.3 43.2 74.1 47.8 72.5 52.9

アカマッ
油 87.0 87.0 87.0
後 84.0 54.1 84.7 57.1 90.0 70.2

モ ミ 前 87.7 87.7 87.7
後 83.3 31.9 84.0 53.0 86.1 52.9
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滿六ヶ年藥削貯蔵ヒノキ種!子の播祢成績

第一圖

本圖は東京附近に於て四月より十二月に至る每月中旬に採桑せるヒノキ毯果と

.'

104 表’

貯或年限 參

共種子か肥大及若色の狀態を示す。

圖中4. 5. 6.等の數字は月を示し、Iは毬果の上面、nは共側面を表はし、

〇は含まるゝ種子とす。12月の欄には次年度の花芽を挿入せ"

第

滿四ケ军乃至六ケ年藥劑貯蔵ヒノキ翩子の播種成結

所産苗木

貯綾年限 貯蔵方法 發芽率

15

播種景
本 败 本當平均 

地上なcn
6.96

備 考

20, AK 335
新利1子は昭利十八年四

新種子 —
15 20 B 甌 245 6.63 月二日に又貯藏和子は

同月九日に插啊iし,同

30 200 C 低 1303 6.57 年八月十三日に朝査す

滿六ケ年貯藏
アドソール, 
疏化加里併用 30 20D D 區 !040 6.54

成苗率I所產苗木
貯 藏方法 I----------本當平 備

盗元法 固揚播莉均地上高

新柄子 —

アドゾ-ル添 加

53.6

23.7

汨
48.21

17.5'

5.4cm6本弑料は氷室貯藏とす。

4.51
澄元法は昭和十八年三月檢

定,昭和十八年四月二十八

滿六ケ年貯藏 アドゾール［明粉併用 25.3 17.7 4.98 HM,用場成苗华は昭孙

十八年七月二十四日蒯査。

アドゾール硫化加里併用 64.31 55.4 5.83 Hf［十圖參!!め

アドゾール添 加 〇 3.86
第 九 圖

滿五ケ年貯慈 アドソール咽粉併用 〇 0.9, 4.22

アドゾール硫化加里併用 66.1 58.1 5.52 ヒノキ古種子の發芽後二十日間を經過せる非向地的

アドゾール添 加 23.2 3 8.2 3.92 異狀^生(七個體)と、正常なるもの(二個體)

滞四ケ年貯裁 アドゾール哂粉併用 1.4 3.99

アドゾール硫化加里併用 61.5 56.4 5.00
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Aは滿六ケ年間菓削貯藏せるしの,Bはみ苻R子所産苗とす。查料はあ百〇七若申のしのにして

本苗は播和!後百三十五日を溢過せるしのとす。く長谷川)



叙上の如く種子の品質は席地共他の條件と緊密なる關添を有し就中重耍なるは林木品丽〇 

問題なる,未だGenotypusとPhtinotypusとの分!槌に科學的根據を映き而も現行〇種・子品 

質鑑定方法に於ては僅かに發芽:率,純批率,眞僞及實代 容被禾を知り時に産地標示称子共 

他の夾雜物に基きて產地を判定するの程度に過ぎざるも,凡そ林木に付ては不良耗の撲減を 

計ると同時に一定の氣候的闘域に立地を選びて適すべき母樹を定め適期に共秆「j・を採％せば 

無性を支配すべき產地其他の諸條件は略充さるべきが故に,杭物種子としての價値は專ら發 

芽すべき力如何に在りと謂ひ得べし。卽ち 苏芽率」が品質鑑定の指標として破も重要視せ 

らるる所以なり〇

1.發芽率鑑定方法

抑え一塊の痢子圏に就て發芽能力ある種子果して幾何ありやを衣示するに或は發芽率と云 

ひ發芽步合と稱し或は單に發芽力と唱へ歐米に於てもKcimzabI, Keimzi能r, Keimprozent, 

Keimkraft, Keimfahigkeit/Keimpotenz, Germination capacity, Germination percent, Percentage 

of Germinationと誚ひ・或はGemination numberと稱する場合あり〇而して發芽步合とは現行 

發芽の操作に依りて現實に發芽せる粒贩に發芽せざるものの中發:芽:すべきものと認定せる種 

粒數を加へ或は加へすして是が供試粒數に對する百分率を指す。共試料中に枇粒を含むと否 

とは煮に介せざるが故に洲はヾ只掛けの發芽率なり°あ。坛(1925)はRafn (1912)の所謂 

Real Valueの觀念に墓きKeal Germination Percentなる術語を以て別個に發牙步合を求め 

たり〇卽ち一定數の供試粒中枇の如き種子として價値なきものは是を削除し內容充實せる種 

粒のみを對稱として求めたる發芽の百分率セReal Germiimtiun Percentとなせり。筆君は 

夙に是を見掛けの發券率に對して眞正破芽率と稱せるも’寧ろ實粒發芽率と稱ふる方可なる 

べし。凡そ一塊の種子團に對して共利用價値(發芽能力ある種:子と枇共他の無價値種子との 

混和せるものの中にて前者が幾Mの削合に存するや)を檢定せんとする場合には從來の發夢 

率を以て足るべきも,称于發芽:の促進狀態,貯蔵後の保生經過或は林地等に播下せられたる 

種子團量物:カ保存狀態を知らんとするが如き場合には內容充實せる種:子のみを對照とし枇 

共他當初よ〇無價値上認めらる、ものは除外するを鑑定上妥當上す〇

jacobs (1925)がPinus Luml)erti：ina稚孑-の發歩促進,武驗に當りて採用せるは是なり。
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種子發芽率鑑定には共方法融からざるべしと難も之を大別すれば凡そ次の如し。 •

CIJ發芽操作を行ふ方法

(1) 發芽の初期に於て發芽見込扱を推定する方法。

(2) 發芽完了职若くは一定の操作期間を經て發芽率を求むる方法。

cnj發芽の操作を行はざる方法

(1) 外觀識別法

(2) 機械的方法

(3) 生體理化學的方法

1.發芽の操作を行ふ方法と其吟味 

操作の初期に於て發芽見込敏を推定する方法

本方法に付てはHaack, Schmidt等試み’たるものあるも吾國林木蜀子に對しては小山光男

氏の硏究あり。卽ち同法は發芽操作の初期日間に詞子面に起る標徴によりて鑑別せんとする

ものにして,之が施行には格別發芽床若くは恒溫器等を耍せず單に吸水祇を「ペトリーシャ 

-レ」に敷きて行ひ得べし。而して本方法の據る所は操作初期に於て種子面に大小の水滴を 

生するか若くは種皮に微菌の發生を來すこと多きものは發芽の能力なしと見做すものにして 

從って發芽能力ある種子は長く床上に置くも種皮面は恰も乾けるが如く假令周圍に徴苗の發 

生するものありと雖も之に殂さるることなしと。例へぼ操作5日間中日の是等の標徴に疮き 

て祯粒を別け共結果を纏めて發芽能力ありと認むる種粒數の供試嫩に對する削合を算出すれ 

ば玆に近似發芽率を求め彳’.}•べく更に切斷試驗を併用せば結果の安全を期し得べしと謂ふに在 

り〇 Tourneyも亦 操作中種子面に忽ち徴菌の繫殖を來すものあるは古種子にして生活力な 

之埸合多しノと調へり。實驗に徴するも古種子に於ては操作中菌類の繁B若しき場合多し。

尤も筆者が本簡易法を併せ試みたる成績に於ては屡ノ啷子の近似發芽率を求め得べしとなす 
. ゝ<

能はざるものありき。果して然るや否を吟味せんがため尙次の如き二三の試驗を施行せ・り。

先づアカマツ,クロマツ種子の新鮮にして高率なるもの竝に敷年間貯藏したる.古種子にして 

發芽率極めて低透ものをとし各500粒宛を供用し次の如き手段に依りて是を確めたり。

a) 各試料を素・廃牆芽床に置き操作(230P)後5日間日々種皮面に呈する標徴を觀察し

て發芽率を推算せ・り。 ’,’

b) 「ペトリーシャーレjに脫脂綿及吸水紙を數ぎ殺菌水を吸希せしめて發芽床となし3)

と同じく取扱ひて發芽率を推算す。

c) (a)(b)と同樣の發芽床を用ふるも氣溫は室溫とす。 •

d) 種子面の呈する標徴によりて試料を分類し各別個に新たなる發芽床に置きて宾後の経

過を觀察せり。

e) 發芽試驗中屢觀察したる菌類を分離培養せ・るものの中

クモ ノス カビ(Rhizopus nigricans Ehrenberg)

クロ カビ(Aspergillus niger Van Ti 密 hem)

アオカビ(Penicilliuni glaucum Link)

等を採・り夫々別個に之れを素焼發芽床竝に「べ・トリーシャーレ」中の吸水紙に接誣し

たる後直に選良靜子100粒宛を置きて共後本苗類の緊殖狀態を觀察せり〇

f) 蒸殺せるブカマツ団子に付〇) (b)の方法を試みたり〇

而して本試驗の結果織別し得たる現象は

⑴ 秫子面に大小の水滴を生ずるもの

(ii)種子面には水滴なきも湍涧の感あるもの

(负)秫子面濕潤と認め得ざるもの

等なるも「種子面に徴菌の發生せ・るもの」に就ては共程度に於て祛だ疑あり〇從って本方

法の施行に當り觀察者を異にするときは同一標徴と雖或は異る結果を価すなきを保し3し

就に新鮮にして高率なるクロマツ,アカマツ程子500粒宛/2組を採り素撓行芽:床を用

4
ひ23°Cにて推定發芽率を求めたるに谄百五表の如言結果を得たり。

第!05 表

備考アカマツは發芬•枷8%,クロマツは99%のものを供用せリ

試料布就

本標徴に塞 <

ク ロ マツ

推定發芽率

ア カ マッ

85
78
65
56
50
49

S騒7
78
74
74
63.
63

7
8
9

10
11
12 25

61
41
31
27
22
17



斯の如く同一人が同じ取扱の下に観察するも認定の度によりて異り,例へば彼苗の發生狀 

態を精咨し種皮面に苟も之が發生を觀たるものは總て發芽力なしと見做さば本去に示すが如 

く高率の種子と雖僅かに20 %前後に評僵せ・らるゝ場合なきを保せず。實際肉眼によりては 

荷の發生を見受けざるものと雖少しく仔細に之を觀察倒よ相當に菌の绑^を認め得べき場合 

渺からざると同時に新皮面に徴菌の發生顯著なるものに於ても頓て發芽せるもの共例に乏し 

からず。

種子衙」濕注:なるもの,水滴を生ぜるものに於て亦然り。一例を擧ぐれば第百六去の如し。

旣に理林莉!子發芽試驗方法に於て「從床後徴菌の發生せるものほよく洗滌して再び元の位 

置に抵すべき事」を說けるが如き一面徴菌の發生せるもの必すしも發芽能力なしと見做さヾ 

る證左なり。

次に高率のアカマツ,クロマツ祢子500粒！2組を採り之れに培養せる菌瓠を接種して殊 

更共梨殖を促したるに健全と認めちる'種粒にも容易に辨談し得べき程度に菌類の發生を展 

たり。從て本法に依り發芽率を推算すれば第百七我の如言結果を得る場合あり。之を耍する 

に本方法必ずしも理論的根據を缺くとのみ評する能はざるも運用に於て極めて困難を伴ふも 

のあるが故に本方法一施行に當りては特に此軒意を耍すべく斯くして本操作は一般に推獎し得 

ざるものと評し得べし。

第!06 表

發芽の猝 
作を行っ 
て鑑定せ 
る發芽率

舖子面に冰濕を認めざ 
るもの

總數 發る芬粒せ或 枇粒败

種子面に水濕を 
認め得るもの

總數 宛芽せ總數 る粒數

種子而に水滴を 22むるもの 

總數!1發る芽粒せ敛

肉眼にて種子面 
に微苗の發生を 
認め得るtの 

總數 發芽せ 總數 る粒數

備

！ 考辞

70 83 77 2 4 3 3
1

1 10 3 供岡 
粒・數

70 80 71 6 • 8 7 6 3 6 1 100

70 84 76 1 12 12 2 1 '2 1 〃

70 ーZど〇 67 7 18 16 4 〇 3 〇 〃

70 84 ロ 7 10 7 〇 〇 6 〇 〃

加 79 72 3 17 15 2 1 2 〇 〃

70 82 74 4 10 9 3 2 5 2 〃

70 80 78 〇 6 5 3 3 11 5 〃

70 61 56 3 10 8 15 10 14 10 〃

76 85 63 5 〇 〇 〇 〇 15 2 〃
70 1

I
86 62 5 4

21
〇

I 
〇

101
|1 〃

: 7。1
1 | 一十・、雨 t

78 55 8 9 7 〇 〇 13 1 100

1 70 < 82 58 i 8 〇 〇 〇 〇 18 4 ff

70 89 60 2 〇 〇 〇 〇 11 〇 〃

70 93 66 10 〇 〇 〇 〇 〇 )〃

70 88 78 1 5 9 〇 〇 2 〃

77〇
93 72 9 〇 〇 〇 〇 1 〃

1)3 82 8 〇 〇 4 1 3 3

70 93 66 8 〇 〇 〇 〇 〇 tf

70 88 78 1 • 5 2 〇 〇 2 〃

70 93 72 〇 〇 〇 〇 〇 1

70 • 91 76 3 〇 〇 〇 〇 9 1 〃

70 37 83 2 〇 〇 〇 〇 、!3 〇 〃

85 73 70 〇 14 12 6 1 2 〃

85 71 66 5 20 16 3 〇 6 4

85 59 54 4 26 25 8 4 1 〃

85 61 59 1 24 1S 4 4 11 3

85 70 66 2 22 18 1 〇 2 〃

85 54 50 2 19 17 3 1 24 9

85 50 49 1 33 32 2 〇 15 10 〃

85 61 53 1 25 17 4 1 10 6 〃

85 76 62 5 16 14 〇 〇 6 1 〃

85 52 52 〇 30 27 3 〇 15 6 〃

85 75 49 4 16 11 〇 〇 9 2 〃

85 77 47 7 13 / 〇 〇 10 〇 〃

85 79 65 5 12 12 〇 〇 9 〇 〃

85 83 64 8 13 9 〇 〇 4 〇 〃

88代
74 51 ］〇 16 9 〇 〇 10 2

82 66 11 8 5 〇 〇 10 〇

85 78 57 9 7 2 〇 〇 15 2 tf

85 89 67 6 6 2 〇 〇 5 〇 〃

85 84 56 8 5 4 〇 〇 11 〇 tf

丄 S6 58 4 5 1 〇 〇 9 2 ff

1 71 3 -71 56 〇 32 〇 341 1 500

24 122 95 186 88 117 1 | 75 9

1

_
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發芬の操 •種子面に水涯を認めざ 種子面に水澄を 種子而に水滴を ;肉1畏にて秋子面
種子面に水澄を 種子而に水滴を ,に微術の發生を 備

考

作を行つ 
て鑑定せ 
る發芽率

るLの

總數礬新枇岫

蔚め得るもの

總數 發芽せ
總數 る粒取

£2むるもの ,戒め得母もの

丨的數 發芽せ丨的數 る粒數總數
發身:せ
,る粒跛

26 173 ヽ 118 43 46 25 5 〇 276 28 500
44 807 409 〇 83 40 60 14 50 2 1000
44 i 652 J 371 5 55 20 2I〇

291
|

17
〃

ク コ マ ツ

〇 〇 〇 〇 2 〇 li 〇
287I x 300

〇 〇 〇 〇 6 2 153 〇 141 1
17 29 16 2 31 9 64 1 376 87 500
17 43 27 1 18 11 〇 〇 439 64
31 500 248 14 108 16 80 3 312 14 1000
31 270 152 1 115 30 9 〇 606 63 〃

ヒ ノ キ . .

19 26 21 〇 36 10 15 2 23 〇 100
19 16 2 7 43 .8 14 2 27 〇 〃

19 27 12 5 32 4 17 1 24 〇
!

〃

19 24 8 2 34 4 17 〇 25 〇 //

19 23 15 1 39 1 20 r 18 〇 〃

19 38 17 〇 22 2 26 0 14 〇 〃

19 • 43 19 1 32 3 14 〇 11 〇 〃 A
19 25 19 3 32 〇 21 〇 22 〇 //

19 27 19 3 46 4 14 〇 13 〇 〃

19 2D 16 1 28 1 18 〇 29 〇 〃

19 22 11 1 45 〇 17 〇 ! 16 〇 〃

19 35 19 3 33 ・2 18 〇 14 〇 〃

19 30 17 4 41 〇 19 〇 10 〇

19 33 20 3 36 〇 28 〇 6 〇 〃

19 35 18 〇 36 1 19 〇 10 〇 〃

第107 表

樹和(發芽率％) 本法にiり推算 
せる發芽率

接利せる慣名
種粒の切斷に依る 

迅速發芽檢定法

アカマッ 13外 Rhizopus
Zadiariev (1939)は發芽操作

C98) '17 nigricans

24 を短時日に締切らんがため鞭わ

28 種粒の一部を切斷除去したるも

39 のに適當なる溫濕を典へて胚の

61 伸長を促し是に依て或日中に桧

クロマッ 11 了するの方法を存案發表せり。

C99) 19 同氏が試料ズして用ひたるは

32
34
36
44

専ら Pinus nigricans, Pinus

silvestris,及 Picea excelsa ic し

て是を豫め24時間前後浸水し

53
たる後,種粒を胚軸に直角に粒

アカマッ Aspergillus

C98) 74 niger 長の!/4乃至1/5底部に於て

75 切［・審し直に發芽床に遂きて胚う

77 伸張するを待つ〇斯くせ・ばマッ

93 類は四,五日,タウヒは五,六日

クロマッ 48 にして活力ある胚は伸出するた

〔99) 56 め檢定し得べしと綃ふ。

61
66
68

此際子葉,下子葉部は三乃至

五ITにして0.5〜10.。 nm!斷面

一’ _ " , •
74

外に仲出し,子莱は帯紅綠色,

帶黄綠色又は純綠色を呈して共

活力を示すも,活力なきものは二三ITにしてほ敗すべしと云ふ。尤も人工を以て切惭狂られ

たる種極と雖毀傷!垂子の一種なるが故に,無苗的取扱ひならざる限り露出せる創共面は常女

を誘致し易く,從て本方法は常法に比し損作中種はの!'8朽多かるべきの理にして松谜［•氏

がブカマッ種子に於て/式なたる成結に於ても現はるゝ所なり。然るにZachariewQ交表せ・し 

結果に觀れば切斷粒に於て反って當法に比し腐敗すること少きが如きは聊か異とな十べし。
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更に本方法に於ける胚の一部伸出するの動機が常に共健全なる伸長に朮くものなりや否,及 

同一時間經過後仲出の度を異にするものに於ける內潜力如何の問題等は更に吟味の餘地を存 

す。•

發芽完ア期若くは一定の操作期間を經て發芽率を求むる方法

本方法は生機の發動に好適なる"情の下に於て现實に發芽せしむるものなるが故に共操作 

にして缺くる所なくは最も碓實なる鏡定手段なるべきも實際に於ては往え然らざる揚合あり 

て必ずしも常に信すべき結果を得べしとのみなすべからざるが故に以下少しく本方法に付き 

て吟味せ•んとす。

發芽床貿

通例細子は水分を含む土壤中又は土壊に接觸したる狀態に於て發芽:す。從って種子發歩の 

硏究に供せ・らるる發芽床質にもOetken (1914)の如く 土壤を用ふる埸合あるも,一般には 

略一定の紐纖にして水分保持の能力あり且つ成るべく淸淨にして粘性なきものを以て是に 

當・つ。卽ち素燒粘土皿,川砂,海岸砂,輕石,壬硝子,硝子粉,硝子疋,石英砂,中和せ・る 

泥炭,コークス,盤狀陶土,竦瓦粉,號屑,石仰,吸水紙,板紙,木綿,フランネル,ラシ 

ャ,木材バルブ,羊毛,盗脂綿,水苔,石綿,鋸用,亞麻等んり。一般には素燒粘土皿,川

砂,吸水紙,稀にフラネンル,脫脂綿等用ひらる。

是等のーを採りて發芽床となし適度の水,溫度,酸素備を給すれば發芽力ある種子は頓て 

發芽す。一般には1日1回略定期に是を檢し發芽せるものあるときは床上より取り除きて共 

粒數お;'.］在記帳し發芽繼續期間終了を俟って結果を取細め共發芽率を算出す。操作中徴苗の 

發生あるときは種子を洗滌じ或は發芽床を换へざるべからず。玆に注意すべきは發芽確認の 

程度なり。試料中にki往な吸水膨脹して詞皮破れ內容の一部篠出して恰も發芽の過程に入り

たるが如き狀を呈するものあるも而も單に水膨するに止りて爾後胚の仲小を見すして終るも 

のあるが故に,吸水彪脹•斥しきもの必ずしも常に發芽すとなすべからす。殊にアカマツ,ク 

ロマッ・Jじ他マツ類竝にタウヒ,カラマツ等の碰子に於て共例多し。依って發芽訊:驗にありて 

は必ず麗の一部が種皮外に露出せ・るもの例へば幼根が確實に皮殻を破りて現れ共向地性に因 

りて先端稍曲れる程度ぬものを以て發芽と解せ・ざるべからず。不法・正なる場合卽ち多胚形成

して双生芽を發するもの,熨常にて子葉先發するもの等畸形發芽のものは別途に揭記して扌及 

Mべ音ものとす。斯くして經過を觀察するの期間卽ち發芽試驗繼絨期間は種子の性質,試驗

の目的竝に共方法歩に依りて一樣なる能はす。一般股作物楝子に於ける發芽試驗日没.つ一例

を舉ぐれば凡そ次の如し。

種 類 發芽!aFF!吸

ナホムギ,コム¥,アハ,カラスム¥,キウ、),夕•イ!/,エンダウ,］｝ 10 13
カブラ,ダイコン,ソパ,ツメクサ,インゲンマメ•チ毛シ— J
モロコシ,アサ,ハウレンサウ,タ刀コ, 14日

_般禾木牧草類 2I日

オランダピリ 2S日

又Remingtonに依れば

穀類,ソラマメ,ソバ,キクチシャ,エンドウ,クロパー,キャベッ,

タガラシ,アマ,ル—ピン,タウモロコシ,ブダウ,ヒマハリ,カラ 10日

シナ,チモシ-,

フダンサウ,ライケ・ラス,アサ,ニンジン 14日

ライケラス,チモシー以外の墓如 2I日

牧單 ' . 2S H
果樹類 42日

修者がAs斤近子檢査所にて調究せる所に依れば第百八表の如し。

發芽試驗繼續日數は必すしも一定するの耍なく同一械類のものにおりても發芽つ溼過に淫 

み適宜伸縮すべきものとす。然れども發芽に耍する期間は一樹斗に於ては著し岂・三:3なく同 

ー取扱のもとに在りては略類似せるものなるが故に旣往の終驗に基かば大磴の断匚n匚:iは之 

れを定め得・べし。

從來林木料子に就ても Hiltner. Kinzcl. Stebler. Haack. Zedcrbauer. Schwappaeli. !t^j.〇 

硏究者に依りて此種:知見の發衣せられたるものゆからす稲逸典項試驗埸の緡定規・・こ任れば 

歐洲ブカマッ,レ、トローブ五葉松等の飢子に就ては發芽續紐期間を42日とし共也〇-う針 

葉樹種［子は28日とせるもZederbaucrは多くの針葉樹种子に就て誌驗の結果

欧洲タウヒ,バンクシャマッ,リギダマッ,センペル世界爺等は14日ギガントネてゴ, 

ヒノキ,ロウソンヒノキ,ギガンド卩I:界爺,シトカタウヒ等21日,歐洲アカマツ,才Iゴン 

パイン,スギ,ホソイトヒバ箸は が 日ストロ ーブ五葉松は30—40なる標乎リ



せり。

卽ち多少の例外を除かば多くの針葉樹稲子は 以 日乃至21日にて足るべしとなせり。又 

ヽViebeckeに依ればEberswaldの種子乾燥所に於てはTカマッ租I子の發芽試驗は21日にて 

締切ると云ひSchwappachに依れば Eberswaldeの耗子檢定所に於てはカラマツ,タウヒ,力 

バ,ハンノキ竝に多くのマッ類種子•に對しては20日間なるも歐洲アカマツ種子は30日ス 

トロ ープ五葉松の如きは60日なりと云ふ。

第 108 表
Brassica Bapa............................................................ 8 日

Cucumis sativus....................................................... 8 日

Medicago saliva.......................................................... 10 日

Arrhenatherum elatinus(............................................10 日

Brassica campestrig subsp. Napus .................10 日

Brassica oleracea ......................................................10 日

Siiiapis alba ...............................................................10 日

Raphanus sativus ......................................................10 日

Fagopyruin sagittatum.................................................10 日

Anthyllis vnlneraria.................................................10 日

Lottis sp........................................................ JO 日

Trifolium hybridum ..............................................10 日

Trifolium pratense...................................................10 日

Trifolium repens .................................................. 10 日

Medicago lupulina..................................................10 日

Izictuca sativa ......................................................... 10 日

Linum usitatissimum................................................ 10 日,

IHmseolus vulgaris, Pisum arvense, Pisum 

sativum ................................................................ ■•-10 ロ

Bromus arvensis......................................................... 12 日

Solanum Lycopersicum........................................... 12 日

Agrostis L......................................................................14 日

Lolium L・....................................................................14 日

Festuca prntensis ..................................................... 14 日

Alopecurus L・ ................：......... 14 日

Carum Carvi ............................................................14 日

Daucus Carota ....................................................... 14 日

Allium Cepa ............................................................14 日

Spinaci a oleracea ..................................................14 日

Beta vulgaris 七................ ;........14 日

Poa trivialis ............................................................18 日

D:i< ty 1 is glomerata ............................................. 18 日

Cynosurus crislatus ..............................................18 日

Anethum graveolens ................................................18 日

Pastiuaca sativa..........................................................18 日

Festuca ovina...............................................................21 日

Scorzonera L・.......................................................21日

Apium graveolens..................................................21日

Larix europca ..........................................................21 Q

Petroselinum sativum ........................................... 25 日

Allium Porrum ......................................................... 25 日

Picea excelsa, Pinus silvestris-............................ 30 £1

Phleum pratense ................................................... 12 日 ～ Abies sp*..................................................................... 30 日

Holcus lanatiis 14日 Asparagus offiehialis .............................................. 30 日

又Remingtonに依れば多.くの針葉樹種子は28日にて足るもストローブ五葉松は42日 

耍すべしとなせり,吾が林木種子鑑定內規に於てほヤマナラシ,カッラ,ニレ等は14日タ 

ウヒ,ヒノキ, サハラ,=セアカシャは 21 日プカマッ,クロマツ,’カラマツ,ッガ, アス
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ナロ,カバ,ハンノキは28 H,ケヤキは35日ホホ,ウルシは42日となせり。以て標準 

となすべし。 _

發芽裝・置

種子ー發芽肢置には多極多様の別るも要するに發芽床質の相違と水分或は温度の供給手段

に於て異るものあるに因る。試に二三を舉ぐれば古きものにドイツハレー農典化學硏究所式 

の所i渦!Lille赢r Saud Keimtellerあり或はP. Jacob.-en式及共改良型装置あり共他Beta, 
Aubry, Schonfel.l, Sehonjahn 式あり或はド irnm Cokieme u. ^chdujtilin 武迅速發芽焚置或 

は石音板を用ひたる Entelsche Keimapparatあり。通例用ひうる'ものにCieslar式 

Steiner式,改良Jacobsen式及Diiniscbo Keimglocke等あり〇世溫装置にもRodewaldの 

發芽函あり,Haack式あり,要光線發芽函にHeinrich式みり,恒温器にもNeubauer共他 

吾國にも近年幾多の型式あり〇海外に於ける彼子檢志所の如く規模大なる堤合には發坏函温

室を淡備す。

構造は一定敷(普通!〇()個)の孔を備へたる恰も如露の如 

部に如1する金屬製採取器.(Aufreehnungsglockeu)を吸引ポ 

ンブた連結せる如きものにして Glockeの孔形は樹林に應 

じて縫へ,孔彳堡は種了-の最小徑に準じて穿ち,アカマツ川,

發芽:床の・|・例へばJacobsen 式發芽裝置の如き或は一定直徑 

のシャーレに河砂を敷きて發芽床上し是を多數取扱ふ如き 

場合,正確に一定數の試料を床面に配置するは嵌めて共煩 

に耐へざるものあるもヤコビー式定H師子採取装置(Jaco by Samemiufrechnungsappar淮)を川ふれば此點極めて便廿: 

あり〇 本・般置は AktieboLigctG. L. Jacoby Liistiiiak:ir(^at:)n 
27 B Stockholmの製作に係り北歐に於ける農林試驗場,也 

子檢査所に於て廣く利用せらるゝを觀たり。(第十三岡)共

Svalof CSchwedeiO 摆町;武

賊場に於けるJacobsen發

芽操iiSC艮谷川:)

タウヒ用等の別あり。(紙者は邦冷ヒノキ,スギ等の種粒を同社に示して意見を徴したること

あり。歸•朝後本城置に類するものを,涂作せ・し經驗に依れば邦柵;:種子にても孔形を冽?:せば所 

川價値ありと認めたり。)先づ活栓を開さて吸引ポンブを働かしむれば1〇〇個の孔より强力に 

空氣を吸引するが故に此Glockcを机上に均したる机「に近付け微かに振動せしむれば秫「 

は忽ち各孔訊くに一粒宛吸善せらるべし。從て發芽床として用意せる(沌ぼしえる吸氷紙'芯紙 

川砂等の)床商にそのまゝ置うて活餘を締め又は動力を停止して吸引力を除かは1〇()粒の 

料は・一齊に床面に配せらる。斯くして操作極めて容易にして迅速確也に一定の佻試:神粒:を

採取し得。



• 本鑑定結果に對する吟味

第十二圖 Gunnar Schotte (1911)は發芽状驗結果に於て必ずしも常Y正確を期し得ざる原因を次の

如く列舉せり〇卽ちー試料心援定に於て败廁公異る結果を生ずるは術に人為的誤差のみなら 

す供メ料の販以,,紺斗豫括の仃無,卞［温,發芽:床の水濕程度,光線の冇無,發一芽操作日時の 

長短,發歩の狀態,發牙勢,檢定の時間,•結果算出の万法,發芽•应置の相違’、う;に塞くこと妙 

からずとせり。從て發芽床質が砂の埸合と吸水紙,布片,素燒皿淳の埸合とに於て發芽の狀 

態を異にし鑑定の結果も亦屢々一様ならすと弟ふ。此小實は少しく發芽鑑定試驗に經驗を冇. 

する者の’◎しく認むるところなり。竹て行はれたる本邦林木丽子鑑定ガ法に在りては,衆は 

し浅觀測値を除外せ"んがため觀而値収捨の限界り:定法を採用せ・しことあ〇 〇卽ち同一,試料に 

付幾組かの鑑定を行ふ場合夫なの收測］'・より坏術平均を求むるに當り苫しき誤是を示すが如 

きものある時は鞭め期し得へき决・の限界を求めて是を超過すべき觀•測値を除外せり〇取捨 

限界の算定には最も便あるショウプネー氏標準法(Chauve啷S criterion)採用せられたりき。

As CNorsvegen)林業は廢所税子檢定室<乓谷川L)
而して現行の林木種子發芽試!!愈方法中最:も逍懐とすべき黑占は發芽操作期間終了後殘涂の種:

粒に對する鑑定カ法に在り〇 

抑え本方法は共操作に於て適正なりせば少くも操作中に發中し彳［｝べき能刀を宥する种「は 

確認し代るも,遏械ながら操作期間涕J・後の殁粒に對して场惭肉眼檢定法を適用する所に大 
第十三圖

なる缺陷を藏す。卽ち試驗中折:者吾人の遭遇するが如く操作締切後の未發芽％’现(が列代に存 

する場合には,本鑑定成紂iは理絢‘旳根據に乏しぎ切新肉眼後定の數値:に依りて支配せらるゝ 

こと多きため古種子或は發劣讷艸なる種柿:の如きを报.3号合には木方法の特也たる發牙の操 

作は殆んど共使命を果さずして結果に於ては外’ろ切惭猟定法に时けるが如淸嫌あり〇凡そ種 

子に於ける「發芽」は一定の條件のもとに於て生活力の發動に依り惹き起さるる」生活現奴 

なるカヾ故に破芽のが•實あらば共種:すは生命をイjし發牙に充分なる生活力ありと解し得るも而 

も發來の現炭が果して正常健全なりや或は呢狀な°やに依りて亦种:沪〇償値:は左“せらるゝ 

が故に發時粒に對して更に此軒i吟味を耍するもの南るも現行發歩・操作に於ては足に關して咒 

むるところ融し。例へは貯蹒际了・がI皿場・に於て非向地性の・異・狀芽生を呈する場合に於ーこも砍 

て是を究めんとせず單に檢定操作に於て及牙の現’'如ららば1!'［に川價ありと認むるを現个技術

Jacoby式定土味「バ•採取裝近C艮弁川) 省・の通念となす〇

本鑑定方法の根據が現Tfの「濫并」に左るにも拘はらず操作期I用中には料の大部分が發牙 

し終るが如琶活力I圧盛なる兩立に對してのみ信川し徂、べき結果を彳％,彼の發芽困却:なるもの



第十四圖

(ヒノキ)
--- ..•一, 一 , 
履’

発芽の当日

---

二十明

(りハラ)

一・ 

十日目 

(77R ツ)

如目

第十四岡上段及六以は子葉光發,三段は貯藏匕ノキ秫子に於ける初生根の非向地性竝波狀

形伸長を示し兵他何れI異狀發芽:の例とす〇 C長谷川Z)
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活力衰へたるもの共他生理的に異狀あるもの等に對する傩定價値に疑はしきものあるが如き 

ぼ抑運用を誤れるものと評せざるを得す。依て後若に胴する種子の鑑定には須らく發芽床質 

を吟味し或は操作繼續期間を充分に延長し或はー•定の發芽促進方法を講ずるな努めて本倉定 

法の特徴を發揮せしむると同時に穴發芽粒に對する檢定には他の現行代用修定方法中適切な 

るものを採採し,更に總ての發:玲粒に對しても夫れが果して方正なる發芽なりゃ否を追求す 

る•等本方法の運用を改むるは不可缺の處置なりと信寸。

發 芽 勢

發駅の遲速は發并力の强弱を表はし延ては所岸:-苗の優劣を意味すると稱せられ種子品質口 

定上の指標たることあり發芽:塔見な° 〇通例一定の操作11败內に發牙せ・る種:粒吸の割合或は 

一定の發芽粒:數を得るに要する操作日數を以て表示す。凡そ亜子にして發芽:し得ざるものは 

共價値なしと雖,胚の開衍・せるもの必ずしも常に價値ありとなす能はず,種:子は未热なるも 

の或は生活力卩E盛ならざるものと雖,時に克く發牙すべきが故に鑑定せられた、る發芽率の卒 

る以ては,’苫も利I子生活機能の强弱を表示するものに非す。從って發牛鉴とは單に供試败に對 

して阡開舒せるものゝ割合を示すに止るが故に林子品質・の鑑定因子ーとして金注を期し得ざる 

ものあり。

抑操作中に於ける稚子・發牙の經過を見るに多くは數「I內に發牙を開始し共粒數は逐日増加 

の傾向を示すも或は期間を過ぐれば仰び共败を減じて遂に完了するに至るべし。而して採作 

後發芽すること甲きものは然らざるものに比し種子の生活機能吒盛にして所庄苗:苗の-發育亦 

從って艮好なるべしと稱せ・らるゝが故に,提出せられたる試料に就て發外杖數(つ・削合を求む 

ると同時に共發歩の經過を觀察すること亦」渦質-鑑定の一 ・助たるべし。而して:發牛勢を求む 

べきー•定の日數は网而によりて自う梅’違あるは勿渝,種子ci:地或は發芽床’の種類温度共他 

.の取扱によりても亦多少の加減あるべし。一般展作啊枢子を20 Pにて取扱ふ堤介の發芽・勢 

而H締切日數は第百九表つ如きも發芽依の温度幾分低言時は締切「I吸はー兩门延期すペきも 

のとせり〇又Remingtonに依れば凡そ第百十表の如し。

材木利t子に付きて觀るにNobbeはタウヒ,アカマツ種子に日して本締切朋「|を7日とし 

Wiedeckeもアカマツ種子に:5寸して7【I上せ"然れ共Rafnはタウヒ,アカマツ種「に對 

して締切を10日としHaack亦アカマツ稜子に励寸して1° Hとなせリ〇 Sehwnppachに依れ 

ぱEberswalde種:子檢査所に於ても普通針票樹種:子に就いて10日なり、と訓ふ〇 Remington
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は共著Seed Testing に於てアカマツ共他針葉樹は14日カラマツ‘カシ,カバノキ等に於

第109 表

福 類 形芽勢締切n賊

大麥,小麥,栗,捋麥,ライ麥,大立,碗立,大根, 3
蘇膏,菜種,11;:私詰従
菜豆,菠ゆ优,燕麥 ・ •1

チ毛シー,初爪,煙軍 5

初黍,初期洞,大麻 6

オランダセ・リ-»一般不:草 7

第110 表

初 孙 狡芽缪締切「1吸

芯炙ri C燕麥を除く)キクジシャ,クロパー,亜微仁, 
卄農,タガラシ,芥,大巣茶,狗泰

碗立,着麥,燕麥,ハウチハマメ,日向英,菠窪仃

3

4

紅互率,那菜,ライグラス,チモシー 5

戒麥,大収,初曲尚 6

狐兄軍,カモガ・ヤ 7

ては10日なりとせ・り。而して一般に產地の條件斥しく宿違せ.ざる新鮮林子に於て操作同一 

なる場合には樹血によりて木締切期日は略一定せ・らるべしと云ふ。rryszk：owiczに依れば,

Warscbau種子檢査所にてほアカマツ,種子一に對し五日とせり。邦述林子の發:芽勢に就ては 

ヒノキ10日,スギ,アカマツ,12日,カ、ラマツは13日,クロマツは14日を限りて共期 

間に於ける發芽・於を以て表示したる例あり。T<»umey,は之に反して殊更に從來の如き發芽勢 

を求むることなく寧ろ發芽:の經過を觀察すな方更に意茂ありとなし操作後5 H,!〇日,20 

日,30日,60日,100日迄に於ける各發芽率を揭げて共過程を知るの方法を採れり。Tou- 

mey, Durland兩氏が行へる主耍林木種子浸・水の效果に關する試驗成結に於ても5日,.10日 

20日,25日,30日,40日,5!)日等に於ける發芽の經過を撤!察し敢て發芽勢を算出するこ 

となきを觀るべし。筆者は是を改めて三日目毎の經過を以て表示すること'せり。斯くして 

優丄’3「!了一敗の過牛が發芽し終る龙の期間は同一樹利iに於ても常にー樣な〇となす能はざるも 

旣往の經驗によりて凡そヒノキ利!了一は!〇日,ア・カマツ種子は12日を限りて發芽勢を求む 

ろが如音亦一力法たるべし。尤も‘代際に發芽經過を觀察すれば發圻势を求むるに或は7日或

はio日と期日を限定することの事か首肯し雖き野合あるを知るべし。勿論短期日に於て種 

子-の多數がー齊に發芽するは吾人の最も布望する所なりと雖,發井勢ぐ出に基準日數を限る 

ときは幸にして日限內に多く發芽し得たるものは算出・をる發芽勢に於て大なるセ得るも腹り 

に日限の舞日岩しくは罪々日に於て一齊に發牛せ・るが如き揚合に在りては共發芽に僅かー 

兩日の遅速ありたるのみにて求めたる發芽:勢に於てはWし浅泪呢を生ずべし。假Dに共日限 

內に於て發刃せるものは所成苗木優只强大にして日限E越えて發芽せ・るものは然ら•ずとなし 

得ば求めたる發芽:勢は極めて有意卷なるべきも筆皆ノ)代驗に徴すれば必"ずしも然ら•す。次に 

Haack (1909)は發牛卒,發牛藝,成苗率淳に關Lて興床ある知見セ發表せり。卽ち同氏の 

所淪によれば服りに伸］場が空內の參發試炯栗作とル條件同・なI)とせば播兩せる種一了"は室內 

状驗の成結と同樣に發.牛すべ言の理なれども,,代際に於ては然らずして發奪華同一なるもの 

を播稀するも所由;:苗木埋は自ら同-なる能はず。ー •般に何「の價位は共發芽举と純•宗率との 

相乘卽ち效率を以て衣さ乙ゝも例へば效辛60この場!>,羹43 6〇%にして純峨率10。な 

りや發芽率100%にして純代率60%なりやは是を明かにせ・ず。而して發芽率と得苗との・削 

合は手行せずして淳苗削合は發芽宰浦きに盛ひ急激に増大し企が小なるものに方りては斥し 

く低下するが故に,•效宰は均しく 60%なりとも得苗の點に於て存I.く相苦;あるべきものに 

して從て机了一を評・價するに效ーを以てするの安當ならざる叫5摘し吨しく共指標をPflan- 

zenprozontに置くべきことを觀9せり。玆にPRanzenprozeiit上は供用厕子败に對する生育 

苗贩の百分率にして筆若は便宜足を盛苗牌と稱す。Hauckは得苗率を以て種了一の品質“T•價 

に對し垂耍なる意後を右するものとなし殊にブカマッ種「に於て然リ上せリ〇同氏は又一• 般 

樓 に發牛するこ］辛きは優勢なる稚苗を生を士るが故に播mこ當D生育する苗木は常に早く發

芽したるものなりと渝じ是筈の關係よりLて發半勢と得苗率とは样しく剧以の驟を示すも 

のと解し,種了・發垢试臉にありては從來の如く長く發:芽を繼緻するの要なく發芽勢を求むべ 

查短期日の試験に於て種了-を評價し得べL‘：な・-" 〇以上の所“侖に徴すれば發芽勢亦博めて 

右意義たるべし。

然I)と謂へ共實際の・苗木に付て二察するに一定日限內ユ發刃締るもの必ずしも常に强大に 

して生育良好のもののみとなす能はざると同時に,I日5過後の所盅苗木必ずしも劣らざるが 

如し〇 ! 

•加之稀子•籾:の大小と潑牛山’沌上の關係に就て抒察す・|に’"［作物印了一に於てletして柚がI、 

なるものは大なるものに垣し多くは發弟すること速加にして所用發牙协大なりと稱せ・居る。
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筆者・がヒノキ種子•に就て觀察せる所に依るも略同樣の倾向を認め得たり〇

第111表

現實狡 

次 龍 過 日 效 〇芽献數粒の

败に剧 

料 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 10 20 21 分すドるTfi匕i發每芽日粒の 〇 2 6 30 36 35 33 27 24 7 8 3 〇 〇 〇 〇

姣

n々調 42.2
衣せる
僉芽粒 2 8 38 74109142169193200208211

子,數汁の合

同 每1Iの 3 4 5 40 29 39 32 17 11 3 12 ヽ2 〇 〇 〇 〇

數

39.4
3 7 12 52 81120152169180183195197

備考 實页は大粒種子にありては2.940 g,小粒稲子•にありては2.274 gなり。

本表に徴:^・れば小粒初子は現實發芽數に於て大粒に劣るも發芽すること速なるが故に1〇 

日を限って發芽勢を求むれば大粒初子の發芽粉はI4.8 %なるも小粒£页子ーにりては16.2 % 

又12日を以て限らば大粒凍R子ーは28.4 %なるに小粒種子にありては30.4 %を示すべし。而 

して13日目に於て過然一致し共後は漸次大粒のもの優勢なるを視るべし。站に依て觀るも 

播即により生育する苗木は常に早く發芽したるもののみと斷定すること能はず。一般にR立 

の種子よりは優勢なる稚苗を發生するも斯の如き種子が小粒のものに比し発必すること比較

的遅き場合ありとすれば早く發芽したるもののみ優勢苗にして然らざるものは生育•の堡なし 

と見做す能はざるべし。本問題に關し一音K成紀iを扑｝ぐれば第百・十二衣の如し。佻武料として 

ヒノキ,スギ,ブカマッ,カラマツ,タウ,•等の種子ーを用ひ,之従河砂の發芽床に播き25 °C 

尚後に處理して日々發芽:の狀態を觀察し發芽せ・るものあるときは业粒敷を調べたる後麻め準 

備せ・る岡埸に核し發芽日每に別に仕立て'苗木生育の狀况卽ち殖存生育め削合,所庄苗の大 

さ,页邦:序・を調:査せり〇共成結第百・い三衣の如し。•

是に依て机るも從來FR子•發芽カの强弱は一塊の供状料に對して槪括的に窺知するものにし 

て稲子個隨に付ては何等鑑識すべ查術な < ,而も發芽势其の’、のの您定も人に依りて方法在 

異にし此州未だ學說の一致を見す。

第112表

備

柯 考月

ア

力

マ

ツ

ヒ

ノ

キ

後芽迄 

に要せ 

し日數
,稚 ni\
、生存率ノ

(B)の(A) 移床後70 ||目に

に對する 於ける苗木の大さ
百分率 地上部「根部の 一本の苗 

の長さ艮さ木全乾朮 
(平均)丨(平均)均:)

發に芽移竝Hi 

日

發芽 I® 我發芽芽所産ー
I® 年生苗

の本吸:
CA) 牛7 1 3)
粒並 に

本 % cm cm
4.13 4 45 1.7 11 24.4 5.3 5.5 0.013 供試稲子

14 5 197 7.2 55 27.9 5.7 5.2 0.032 發芽率沛

250 ! 5.5 !
%播林は

15 6 9.2 165 66.0 5.1 0.033
昭和三年

16 7 650 23.8 244 37.5 5.6 7.7 , 0.030 四月九日

17 8 *315 11.0 57 18.1 5.9

6.2

5.5 0.029 にして發

芽床は4"
18 9 282 10.3 120 42.0 7.2 0.034 C恒溫器

19 10 313 11.5 59 18.8 5.9 510 0.027 內に從さ

20 11 210 7.7 •19 . 23.3 5.5 8,1 0.010 たるしの

4.5 8 7
とす,仝

21 12 102 3.7 18 17.6 0.044
乾稣は

22 13 100 3.7 7 7.0 6.1 7.6 0.035 苗木五木

邳 14 71 2.6 5 7.0 5.7 6.3 0.024 の不均と

24 15 38 1.4 2 5.3 5.2 3.4 0.034
す〇

25 16 29 1.1 〇 〇 — - -
26 17 36 1.3 〇 〇 — — 一

27 18 23 0.8 〇 〇 一 — —

28 19 22 0.8 〇 〇

29 20 12 0.4 〇 〇

30 21 10 0.4 〇 〇 — — —

5. 2 23 12 04 〇 〇 — — —

4 25 10 0.4 〇 〇 — 一 一 1

合計或沖 2,727 792 29.0 率均 5.6 辆6.3 vrj
0.031

------------ — ——— —:--------------

4.13 4 6 0.3 4 66.7 一 — — 供次料發

14 5 89 4.2

10.2

10

63

44.9

29.3

2.4

2.4

3.5 0.007 非率49.0

%以下同
15 6! 215 3.9 40.009

0.007
斯

16 7 450 21.3 183 40.7 2.3 3.5

' 17 8 280 13.3 62 22.1 2.6 4.6 10.008

18 〇 280 13.3 110 39 3 2.5 3,9 0.009

19 10 150 7.1 29 19.3 2.7 2.7 0.007

20 1 11 250 11.9 90 36.0 2.7 4.9 .0.010
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發芽竝

に移床

發芽迄 

に要せ

珂 
液』［故の淀4

(B)O(A 
に對すZ 
百分f 
’稚苗

於ける苗本の大さ 備
力

ラ

4.16

7

7

8

25

28

1.1

1.2

15

7

60.0

25.0

4.0

3.6

3.9

4.5

0.010

0.010

供找料發 

芽率60.0粒數 槐數にデ件静生苗 
はる百労

4地上部 
ゝの長さ

根部の 
艮さ

一木のa 
木全乾イ

猫 H II し日數 し【涛率)「平均) (平均) ：.：(E 考 %以下岡
% 本 % cm cm マ 18 9 40 1.7 22 55.0 3.7 5.6 0.016

斷21 12 100

110

4.7

5-2

2本2 22.%0
2.0 3c.m1 O.OOG

0.009
ツ 19 10 49 2.1 19 38.8 4.1 5.3 0.019

22 13 22 20.0 2.4 4.1

23 14 67 3.2 18 20.9 2.1 4.4 0.009 20 11 59 2.6 24 40.7 3.9 5.1 0.016

24 15 34 1.6 12 35.3 1.9 3.4 0.007 21 12 112 4.9 55 49.1 4.4 4.9 0.014

25 16 14 0.7 2 14.3 22 13 102 ?.4 48 47.1 3.6 6.0 0.015

26 17 29 1.4 6 17.2 23 14 223 9.7 125 56.1 3.6 5.0 0.017 *

27 18 12 0.6 2 16.7 24 15 140 6.1 62 44.3 3.5 5.5 0.022

28 19 11 0.5 4 36.4 25 16 153 6.6 45 29.4 3.4 5.1 0.018

5. 2 23 12 0.G 1 8.3 26 17 180 7.8 69 38.3 3.4 4.7 0.014

合計戴・平均 2,109 669 31.7
平均2.4

3.8
卒0. 008 27 18 143 0.2 37 25.9 3.3 5.1 0.024

28 19 70 3.0 25 35.7 3.1 4.5 0.023
ス 4.13 4 68 2.5 14 20.6 3.6 3 9 0.016 供找料發 29 20 80 3.5 • 6 7.5 2.8 3.6 0.024

14 5 112 4.2 42 37.5 4.5 6.5 0.030 芽率66.0

%以下同
30 21 152 6.6 69 45.4 3.8 4.1 0.019

仍 6 67 2.5 22 32.8 3.5 5.0 0.020
炳 5.1 22 120 5.2 65 54.2 3.8 5.3 0.014

¥拓 7 282 10.5 117 41.5 3.8 4.6 0.018
2 23 78 3.4 31 39.7 3.3 4.4 0.022

17 8 216 8.0 94 43.5 3.8 5.7 0.020
3 24 52 2.3 2〇 38.5 3.7 4.7 0.017

18 9 240 8.9 117 48.8 3.9 4.7 0.019
4 25 26 1.1 6 23.1 3.0 5.6 0.015

19 10 270 10.0 51 18.9 3.3 3.1 0.014
5 2G 70 3.0 27 38.6 3.1 5.1 5.020

2〇 11 352 13.1 110 31.3 3.7 5.0 0.024
7 27 35 1.5 9 25.7 2.5 6.1 0.015

21 12 264 9-8 78 29.5 3.7 5.5 0.017
■8 28' 18 0.8 4 22.2 2.8 5.6 0.018

22 13 140 5.2 33 23.G 3.5 4.3 0.020
9 29 15 0.7 4 26.7 — — —

23 14 165 6.1 78 47.3 3.4 3.7 0.017
10 30 23 1.0 4 17.4 — 一 —

2圭 15 103 3.8 32 31.1 2.6 3.4 0.011
11 31 26 1.1 10 38.5 — 一 —

25 16 115 4.3 14 12.2 2・6 5.3 0.018
13 32 50 ゝ2.2 〇 〇 — — —

26 17 108 4.0 27 25.0 2.4 4 3 0.018
14 33 24 1.0 7 29.2 — — —

27 18 38 1.4 8 21.1 2.5 4.0 0.014
15 34 25 1.1 2 8.0 一 一 —

28 19 35 1.3 13 37.1 2.7 3.6 0.016
16 35 0.8 2 10.5 一 — * Q

29 2〇 51 1.9 16 31.4 2.2 4.0 0.014
17 86 20 0.9 〇 〇 一 — —

30 21 2〇 0.7 7 35.0
18 '37 17 0.7 6 飴 35.3

一 —
5・2 23 26 1.0 6 23.1

19 38 16 0.7 4 25.0 — 一 —
4 25 2〇 0.7 ■ 2 10.0

时ノ
3,3

不埒
4.5-

卒埒 
0.018

20 39 12 0.5 2 16.7 — — —

合卄竝平」勺 2,692 881 32.7 21 40 18 0.8 4 22.2 —• —
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樹 後芽奴 發芽迄
發芽III日發芽
發芽’必:の登身

所産ー 3)の(A) | 
所年産生ー苗 に對する 
年の生本苗數 百分4

«种值、 CB) 1生育军丿1

移床後70日目に
於ける苗木の大さ 備

ア 28 23 773 3.2 , 324 41.9 6.9 8.7 0.066 10.0
に移床 に要せ 粒吸:!終数に鉗(A)か百分

地上部 根部の 一木の苗
‘6.1

秤・ 月 日 し日數 の艮さ
3 叫:)

艮さ 木金乾页
(平均) か时J) 考 力 29 24 221 0.9 71 32.1 6.S 0.038 11.3

% % マ 30 25 444 1.8 114 25.7 6.9 7.5 0.060 12.5
23 42 28 • 1.2 1 3.6 — ——

0.3
ツ 31 26 262 1.1 41 15.6 6.1 7.7 0.054 13.8

28 47 7 〇 〇 — ——
154 6.1!

14 0.6
6・! 27 0.6 9 5.8 7.1 0.044 9.9

29 48

49

・ 〇 〇 — 一—
2 28 298 1.2 3 1.0 6.3 ； 6：1 0.040 15.5

30 16 0.7 〇 〇 一 -- 一 1
29 '

50 6
3 160 0.7 12 7.5 — 一 11.5

31 0.3 〇 〇 — 一—

6. 5 0.2
4 30 130 0.5 2 1.5 — — — 7.0

4 54 〇 〇 — 一—
一

56 0.2
5 31 43 0.2 〇 〇 — — —

6

7

5 〇・ 〇 — ——
6 32 60 0.2 2 3.3 一 — 6.3

57 0.24 〇 〇 — 一, —
7 33 94 0.4 〇 〇 — — —

11 61 2 0.1 〇 〇 — ——

2307-
平均 平均 平均 8 34 57 0.2 1 1.8 — — . — 13.0

合計奴平均 836 36.2 3.5 5.0 0.017
9 35 66 0.3 5 7.6 — — 一 7.1

第113 表 10 36 31 0.1 〇 〇 — — — —

11 37 23 0.1 〇 〇 — 一 —1 —

樹 發芽竝 發芽迄 發芬
I!日算i 
效ノ發身

所産ー
(B)の)A 
にずJする

移床後二•月目に '1年4箇月
於ける苗本の大さ 備 12 38 18 0.1 1 5.6 — — — 10.0

に移嚴 に耍せ 粒敷 約数に旳
年生苗 
の本阪 
aり

百分廿 地上部 根部の 1一一本の廿1ー於ける
13 39 27 0.1 3 11.1 一 7.5

種 月 日 し日數 CA) すろ円・分 
毋

<稚苗、 
E生背率ノ

の長さ 
W-j)

J4 さ
Cグ均)

!応冲」勺T「 1上部長さ 考

% 本
52

% cm cm 0f .052K.10.c7rn 14 40 10 0.04 3 30.0 一 — — 11.3
ア 5.12 7 104 0.4 50.0 6c.4m 8c.3m

供試勒 15 41 6 0.02 〇 〇 — — — —
力 13 8 90 0.4 57 63.3 5.9 8.2 0.044 10.0 子潑芽 

率 16 42 ■13 0.1 3 23.1 — — 11 f 11.1
マ 14 9 122 0.5 67 54.9 7.0 8.3 0.054 12.3

75,6%, '17 48 7 0.03 〇 〇 — — — 一
ツ 15 10 224 0.9 136 60.7 6.4 8 〇 0.062 10.5 Wi(i 18 44 5 0.02 1 20.0 — — 一 9.0

16 11 500 2.0 208 41.6 7.3 8-6 0.048 15.7 昭和—

年五月
20 46 10 0.04 1 10.0

1
— — 7.0

17 12 1012 4.1 518 51.2 6.0 5.8 0.034 9.4
五日に 合計竝 24457 9264 37.9

平均G.6 平均8.3 平均 
0.052 —

18 13 1444 5.9 668 46.3 6.9 7.6 0.038 8.6 して發
乎均

19 14 1898 7.8 1015 53.5 6.7 8.3 0.048 8.0 芽床は
ス 14 9 15 0.1 〇 〇 — — — — 供;武料

/20 15 3129 12.8 723 23.1 5.8 9.0 0.042 11.4
温室內 
1湿% 15 10 9 0.1 1 11.1 — 一 — -— 發芽率 

41.0% 

以ード1司
21 16 2329 9.5 696 29.9 6.6 10.3 0,048 13.1 たる［ 16 11 71 0.4 7 9.9 — — — 7.3

22 17 2600/ 10.6

10.6

1072

1038

41.2 7.2 8.1 0.062 11.5 のとす 

至乾・市:
¥ 17 12 270 1.6 11- 42.2 3.4 5.8 0.020 10.5 断

23 18 2600 50.3 5.9 8.5 0.056 9.9
我は苗 18 13 795 4.8 11( 15-C 3.2 4.8 0.018 8・4

24 19 1723 7.0 787 45.7 7.0 11.0 0.066 10.3 木5木 If 14 500 3.( 6f 13.C 4.1 8.4 0.026 7.2

25 20 1339 5.5 550 41.1 6.1 8.9 0.058 9.2 の不均 2( If ioic 6.1 9.( 3.4 4.4 0.01¢ 6.9

26 21 1324 5.4 422 31.9 6.9 10.3 0.074 8.9
とす

2] 1¢ 1692 10.1 19 11.L 3.7 5.1 0.02¢ 7.0

27 22 1107 4.5 389 35J 7.0 10.4 0.056 10.1 2 r 140( 8J 19 J 13.' 3.€ 6.9 0.021 11.5



樹 發芽以,發芽迄 痘挫丹」吸1の日發發身身 所志輙ー 3邱)の3£) 於創せ 後るニ苗本ケの月目大にさ 1年4沖JJ 備 力 11 9 37 0.1 4 10.8 — — 一 9.7
に於ける

種 JJ 日;し日灰
CA) $る百分

釜

1根部の 
宙(舞舞) の足さ n w

CW)M平」勺)
木仝乾垂 苗木の地 
址C平均:)上部艮さ 

cn»

考
ラ

マ

15

16

10

11

77
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0.2

0.7

9

36

11.7

14.8

3.1

3.4

4.3

4.4

0.020

0.020

11.7

11.3
本 が cm CTD

ス 23 18 1417 8.5 100 7.1 3.3 7.0 0.022 10.4
ツ 17 12 444 1.3 72 16.2 3.5 6.2 0.022 10.0

24 19 1383 83 93 6.7 3.9 6.9 0.022 83

25 20 1034 膏 90 8.7 4.4 5.0 0.032 8.3 18 13 488 1.4 104 21.3 3.8 4.4 0.020 7.9

26 21 1223 7.3 168 13.7 4.3 3;9 0.030 8.5 19 14 609 1.8 65 10.7 4.1 6.4 0.020 7.3
¥
127 22 1538 9.2 90 5.9 4.6 7.8 0.034 8.2 20 15 982 2.9 44 4.5 3.4 5.0 0.020 7.2
1
I 28 23 992 6.0 146 14.7 5.2 6.3 0.026 8.3 21 16 1838 5.4 105 5.7 〇。 .0〇 7.4 0.016 7.9

29 24 470 2.8 133 28.3 3.3 4.0 0.010 10.2 22 17 1076 3.2 101 9.4 3.6 5.2 0.020 9.8

30 25 470 2.8 26 5.5 2.9 3.6 0.012 8.7 23 18 2132 6.3 201 9.6 3.9 6.3 0.030 7.7

31 26 838 5.0 91 10.9 4.9 8.2 0.020 8.3 24 19 1719 5.1 329 19.1 4.3 6.1 0.034 11.8

6.1 27 74 0.4 65 87.8 4.8 7.2 0.022 7.5 25 20 1748 5.1 344 19.7 4.4 6.3 0.022 9.4

2 28 383 2.3 36 9.4 4.1 6.2 0.018 .6.3 26 21 2074 6.1 284 13.7 3.2 6.0 0.020 10.4

:; 29 154 0.9 43 27.9 4.4 6.7 0.024 6.0 27 22 1645 ,4.8 271 16.5 3.7 6.6 0.028 10.5

4 30 211 1.3 8 3.8 4.8 6.7 0.032 7.8 28 23 1557 4.6 326 20.9 3.8 6.9 0.030 9.6

5 31 68 0.4 4 5.9 4.7 5.6 0.030 6.5 29 24 890 2.6 132 14.8 3.8 4.8 0.028 7.9

6 32 31 0.2 〇 〇 4.4 5.4 0.028 30 25 1280 3.8 122 9.5 4.0 7.2 0.026 6.8

7 33 177 1.1 6 3.4 7.2 31 26 987 2.9 179 18.1 3.9 8.2 0.024 10.8

8 34 110 0.7 〇 〇 6. 1 27 928 2.7 293 31.6 1.1 7：1 0.022 9.3

9 35 101 0.6 〇 〇 2 28 1035 3.0 246 23.8 4.3 5.4 0.022 8.1

10 36 50 0.3 〇 〇 3 29 576 1.7 190 33.0 4.4 6.2 0.024 6.9

11 37 46 0.3 〇 〇 4 30 737 2.2 115 15.6 4.2 5.6 0.024 7.4

12 38 29 0.2 〇 〇 5 31 452 1.3 10 2.2 4.3 3.5 0.026 10.3

IJ 13 39 18 0.1 〇 〇 6 32 392 1.2 16 4.1 — — — 13.9

14 40 19 0.1 〇 〇 7 33 125 ' 0.4 1 5.6 — — — 9.5

15 41 8 0.05 〇 〇 8 34 449 1.3 ■> 0.4 — — 一 8.5
1!

16 42 14 0.1 〇 〇 9 35 393 1.2 4 1.0 一 — — 30.8

17 43 5 0.03 〇 〇 10 36 196 0.6 〇 1.0 — — — 12.5

18 44 4 0.02 〇 〇 11 37 261 0.8 6 2.3 — — 一 8.8

20 46 6 0.04 〇 〇 12 38 160 0.5 6 3.8 — — 一 4.9

イ31•航
■1•均 16642 1888 11.3 4.1

平均
6.0 半0埒. 023 1F 31 23C 0.7 22 9.6 — — 6.8

レ 4( 28C 0.8 11 3.9 一 一 — 8.5
5.12 7 9 0.03 〇 〇 — — •— 供;故料 4 8( 0.2 C 7.5 — — 7.9

發芬率
13 8 4 0.01 〇 〇 — 45.2% 1( 42 401 1.2 15 3.7 — 6.4

以下同
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w 發芽幼 發芽迄 發芽 吸の宛成芽芽 

に移床 に耍せ 粒咏 總數に卯 

Ki•月 ！-15败CA)率 る百分 
率” - ・一-—-

所産ー (_B)の(Aる) 
年所折産のー に列する 
年折の
本數 分率 
本數 <稚苗、5) <<生稚育苗牛丿、

移床 後ニケH "に
於け る苗本の 尺さ 

地上部 根部の 一木のKi 
の星さ H さ 木企花爪 
C冲均) (如の

1年4甫丿J 備 

に於ける 
苗木の地 
上部艮さ考

力 17 43 173 0.5 1 0.6 8c.m0

ラ 18 44 289 0.9 25 8.7 8.4
マ 19 45 155 0.5 5 3.2 6.0
ツ 20 46 300 0.9 5 1.7 6.0

21 47306 0.9 C 2.0 4.7
22 48376 1-1 〇〇

23 49149 0.4 8 5.4 6.0
24 50266 0.8 21 7.9 6.6
25 51236 0.7 35 14.8 6.9
26 52267 0.8 30 11.2 7.3
27 53258 0.8 16 6.2 5.1
.28 54239 0.7 8 3.3 4.7
29 55205 0.6 16 7.8 5.8
30 56 199 0.6 4 2.0 5.3

7.1 57 184 0.5 5 2.7
2 58 198 0.6 4 2.0 ♦ 3.0
3 59138 0.4 〇〇

4 60230 0.7 〇〇

5 61 208 0.6 8 3.8 3.4
6 62 216 0.6 7 3.2 3.2
7 63 235 0.7 10 4.3 4.0
8 64211 0.6 11 5.2 - 4.5
9 65 219 0・6ノ 8 3.7 6.0

10 66 212 0.6 5 2.4 7.0
11 67 247 0.7 2 0.8 11.0
12 68 150 0.4 〇〇

13 69 165 0.5 〇〇

14 70 154 0.5 〇〇

15 71 117 0.3 〇〇

16 72 113 0.3 〇〇

17 73 82 0.2 〇〇
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18 74 131 0.4 〇 〇 一 — — —
19 75 63 0.2 〇 〇 — 一 — —
20 76' 61 0.2 〇 〇 — — — —
21 77 42 0.1 〇 〇 — — — —
22 78 46 0.1 〇 6 — — 一 一

23 79 46 0.1 〇 6 — — 一 —
24 80 45 0.1 6 13.3 — — — 12.2
25 81 31 0.1 3 9.7 — — — 3.1
26 82 45 0.1 4 8.9 — — — 4.6 !

27 83 46 0.1 〇 〇 — — — —1

28 84 28 0.1 〇 〇 一 — — —
29 85 34 0.1 5 14.7 — — — 11.4
30 86 15 0.04 〇 〇 — — —
31 87 17 0.1 5 29.4 — — 6.4

8.1 88 26 0.1 〇 〇 — — —
89 36 0.1 4 11.1 — — 7.0

3
4

I 5

90 15 0.04 〇 〇 一 — — —
91 14 0.04 〇 〇 — 一 — —
92 18 0.1 〇 〇 — — — —

6
7 

-8

93 16 0.05 〇 〇 — — — —
94 26 0.1 〇 〇 — 一 — —
95 8 0.02 〇 〇 — — — —

〇 96 9 0.03 〇 〇 — — —

10 ,97 12 0.04 〇 〇 — — —- 一10 
侦 98 16 0.05 〇 〇 — — — —

99 24 0.1 〇 〇 — ■～ — 一

-13 100 13 0.04 〇 〇 — — 一 —
14 101 11 0.03 〇 〇 — — — —

102 C 〇 〇 〇 — 一 一 —
- 103 21 0.1 〇 〇 一 一 — —
- 
2< 10』 0.1 〇 〇 — <—

合計勉 
平上 2 3393( 3949 11.G (平均::.ヽ 弔均5.9

卒0. 024 一

こ5. 2( 14 7.5 7C 51.7 6.8 8.1 0.050 11.1供弑料 

の發芽
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樹
發芽立』食芽迄:發芽 U H会务 

跛の發芽
所産ー 
年生苗 
の本败 
(Bノ

3)の(A ノ 
に對する

移床後ニケ月III: 
於ける苗本の大さ |1年4箇月

’に於ける
備

種

に移床;に要せ

月 日:し日敛

粒敛松數に判
CA)Mる百分

百分甲
［伽生育率

地上部 
の畏さ 
ぐ平均D

根部のー:本の為 
& 2 I木A乾一帀

(?戸均,景ル戸」勺:!

「苗木の地 
j上部長さ

考

% 本 伴 on cm • 0.044 cm 率 75.6
力 21 7 299 15.2 96 32.伴1 6.2 8.4 12.4

%,播

マ 22 8 274 14.0 99 36.1 6.7 8.3 0.066 10.5 顕は昭

ツ 23 9 338 17.2 181 53.6 6.7 8.3 0.066 11.2 和2年
5月］4

24 10 243 12.4 99 40.7 6.2 9.6 0.070 10.1
日にし

25 11 172 8.8 68 39.5 6.5 12.1 0.096 10.5 て,發

26 12 46 2.3 14

21

30.4 6.4 10.5 0.082 8.2

8.9

芽床は 

24°C 恒
27 13 60 3.1 35.0 6.2 9.7 0.086

溫器に

28 14 57 2.9 21 36.8 6.9 9.5 0.090 11.1 轮きた

29 15 75 3.8 5 6；7 4.8 ・8.7 0.060 9.8 るしの

30 16 67 3.4 2 3.0 一 一 — 9.5

31 17 62 3.2 1 1.6 — — — —

6. 1 18 40 2.0 〇 〇 — — — —

2 19 26 1.3 〇 〇 — — — —

3 20 15 0.8 〇 〇 — — — —

4 21 18 0.9 1 5.6 — — 9.0

5 22 3 0.2 1 33.3 — — — 8.9

6 23 4 0.2 〇 〇 — — .— —

11 28 4 0.2 1 25.0 一 — — 8.5

14 31 7 0.4 6 85.7 — — 一 10.2 «•

20 37 6 0.3 6 100.0
卒均6.3

— —

合計她 
乎均

1963 6♦8 35.6
牛均

9.3
卒盗 

0.071 一

力 5. 20 6 33 1.5 17 51.5 3.4 8.2 0.020 94 供忒料

ラ 21 7 64 2.8 8 12.5 3.2 7.6 0.020 8.5 の發芽 

率 45.2
マ 22 8 96 4.2 22 22.9 3.6 6.6 0.016 10.0

”以下

ツ 23 9 136 6.0 30 22.1 3.6 6.7 0.022 12.1 紡斷

24 11 ヽ240 10.6 33 13.8 2.7 5.4 0.020 7.2

25 11 68 3.0 1 16 23.5 3.6 7.8 0.022 財

26 12 121 j 5.4 33 27.3 3.7 6.1 0.026 6.6

27 13 88 3 9 22 25.0 4.0 6.3 0.026 7.2

28 14 98 4.3 22 22.4 4.0 6.3 0.030 6.7 <

29 15 70
3.1]

111 15.7 3.6 7.3 0.024 8.5

30 16 107 4.7 〇〇 20.6 4.6 6.7 0.026 9.0

31 17 96 4.2 | 111 11.5 4.1 6.8 0.026 6.3

6.1 18 169 7.5 26 ； 15.4 3.7 7.1 0.026 8.7

〇 19 153 6.8 29 19.0 3.7 5.8 0.026 8.0

3 20 1G3 7.2 11 6.7 一 一 7.6

4 21 70 3.1 17 24.3 — — — 8.3

5 22 64 2.8 〇 〇 一 —

6 23 64 2.S 9 14.1 — — — 6.0

7 24 SO 3.5 11 13.8 — — — 6.4

8 25 41 1.8 7 17.1 •— — 4.1

9 26 33 1.5 5 15.2 — — — ゝ4.1

10 27 76 3.4 3 3.9 —

厂
4.0

11 28 15 0.7 • 46.7
・ 一

— 6.4

12 29 20 0.9 〇 〇 — — —

13 30 3 0.1 〇 〇 — 一 — —

14 31 15 0.7 0 〇, 一 — — -

15 32 2 0.1 〇 〇 — — 一

16 33 8 0.4 〇 0 — — —

17 34° 4 0.2 〇 〇 — 一 —< -

18 35 2 0.1. 〇 0 — — - —

\ 19 36 11 0.5 〇 〇 — — —

20 ,37 5 0.2 〇 〇 — — —

22 39 14 0.6 〇 〇 — — __

28 45 30 1.3 〇 〇 — 不均—

°ふ

-—

合計竝 
平均

2259 372 16.5 3.7 0.024 —

2.發芽の操作を行はざる方法と其吟味

活力旺にして正當なる種［子は發芽の能力を有し活力旺ならざるか或谨共力を缺くもつに於

ては發芽することなかるべきが故に種子生活力の檢定問和は夙に學・者の興味を惹き或は生理

的或は生韻理化學I’旳方法に.塞きて所,;胃生命反應の吟味を行ふ等狀みられたるもの極めて多し 

玆に主耍なるものを舉ぐれば次の如し〇
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1. 外觀肉眼歸定

(光線透視法
2. 透 視・法］

lx線寫眞法

3. 種粒切斷肉眼鑑定

4•初粒切斷呈色法

5.爆 跳 法

(鹽水選法
6•比重法7

lAlkohoI 選法

7.

8. 働作電流に塞く方法

9. Acetaldehyd 檢出法

10. Meta-Dinitrobenzo！法

11. Dinitrobei.zol-Ammonia 法

12. Jod-Jodkali 法

•/

..................Kienitz (1879),長谷川(1925),

Baldwin (1930),

AValler (1901)

Niethammer (1928,1929)

Paech (1929)

Gurewitsch (1935)

Kusnezowa (1938)

(發熟蛍に塞く 檢定法 Darsie, Elliot, Peirce (1914)
呼吸作用に基く方法］ へ

(炭酸瓦斯量に基く檢定法…Qvam (1906)

» /Amylase 檢出 ...White (1909)=

1；3.牌素の活力に基く方法• Katalase 檢出........Schmidt (1929)

Peroxidase 檢出

硫 酸 法

I Indigocar min 染色法
14•染色法v -

Bismarkblaun 染色法

Indigocarmin 酣酸液染色法

15.還 元 法 '•

長谷川(1923)

Neljubov (1928)

KornfeLl(1930)

長谷川(1932)

長谷川(1933), Eidmann (1936,

1937), Schmidt (1938), Hao'1939)

次に供駅單位及技術上より是を觀れば凡そ次の如く分類せらるべし。
I

(1)供芭單位

a. 一塊の種子一国を供試單位とし神子個】般に付ては鑑別を行はざる方法

く2)鑑定技術

a, 試料中に含ほるる枇,祯,被害粒共他發芽力なしと認めらるゝ所謂價値なき種子の刑 

又は共混合程度をざむる方法

Diinitrievicz (1876) b. 試料中に含まるゝ優良初子の粒數削合を求むる方法

而して幼稚なる线定方法に於ては尊ら(Da以)；1を以て行はるゝか或は(l)b (2) a 〇 

方法に據るも(1)b (2)bは股も信すべヨ技術に屬すべし。尤も(也)bの方法にして理膚的 

根據を缺くもの或は鑑別困難なるが如き場合には自ら共結果に於て亦正鵠を期得し得ざるも 

"のあるは免れず。試に地:和!を州ひて共價値を吟味せんとす。

外觀肉眼鑑定

種子を外觀上鼬別するの方法は共神子固有の色彩,光澤,形狀,大小或は乾燥の度,被吿の 

有無等外部の標徴に因らんとするものにして例へばマツ負の種子に於て:］t色幅月色を帶ぶ〇 

ものには發芽カあるもの多く,淡白なる色彩のものには為質良好なじざるもの多しとIすが 

如き,或は種實の內容:乾煙萎縮せる埸合には發芽能力なしと認定するが如き共他害ご:殿傷 

齊敗,未熟等明かに發芽能力なき標徴を呈するものに付てのみ•舸別し得るに過ぎず。(11jして, 

種皮に他裂あるもの必ずしも常に滋芽力を有・せずとなすべからず。勿論は袈間隙あるものに

して內容變化し乾燥固結して共色澤セ涎じ或は曲华寄生じて:S敗せるが如達は淪外とするら 

單に吸水膨張の結果種皮の传裂を來したるか若くは他の刺戟に依りて恕裂したるものに於て 

は發芽カ有りと見做すを常とす。尤も本方法は活力の退行が顯将なる外部的標徴として現れ

ヽ
たるものに付てのみ判定し得らる'に過ぎざるが故に」!定技術としては任めて幼稚なる:,〇 

に風し共結果に於ても厦々信ずべからざるものあるは免れず。

種粒切斷肉眼鑑定

•切斷法は種實內容の斷而に對する肉眼制定にして卽ち胚及"界紐濫に登置なく健宅にして 

固有の色澤,形質,香を保持し何結瓢くる所なきを以て發芽能力ありとなす。Viado 0938) 

はオホバナサルスベリ,シロマメ専の种了一に對して切断鍔定の結果は克く’代際の發牙率にー 

致す、となせるもー股に本使;:定の結果と底芽操作を行ひたる成紡とを照合せば本結果はうく 〇 

場合(+)の誤差を生するものにしてTourney (1916)も亦 Yale大學に於ける永年の成 

結により切斷鑑定に依るときはー・般に潑芽率え過大に比畏るべしと云へ\)〇

b.祢祥一個罷Iを供試單位とし100粒或は共倍败(30〇〜500粒)量に付之を行ふ方法 抑切斷法ほー種の外顎的韻別法なるが故に種子•の生活力如何に關しては外貌に現はれ?、こる
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徴候以外全く觸るゝ所なし。從って玆に新鮮にして健全なる種子が共外見を變ぜすして活カ. 

を失ひたるが如き場合には本我斷面檢定の方法に依りては冬く鑑別すること不可能なり〇

種粒切動呈色法

Dimitrievicz(1875)は胚の斷面に適度の硫酸を滴下して共呈色例へばオホムギの健全胚は 

本試藥に依りて直に深黃色となり2乃至5分後に薔薇紅色を呈するも｛舌力衰へたるものに 

在りては最初!5分乃至30分經過後辛うじて暗黄色となるが如き呈色の狀態に基きて種子 

活力の有無を檢出せり。尢も本方法はオホムギ,コムギ,ライムギ,エンバク等に適するも 

タウモロコシには應用し難しと謂ふ。是亦採用の價値に乏し。

爆 跳 法

從來發芽力の簡易鑑定法とせらる\も共結果に至っては甚だ疑ひなぎ能はす。本方法は専 

ら捋好にして健全なる種子の保有する水分が熱に遭ひ急激に膨脹するの性質を利用せるもの 

にして卽ち種子を直火若くは加熱せる纹板上に置きたる際共まゝ除々に燃燒し去るものは發 

牙力なきも反轉跳躍し爆音を發するものは生活力旺盛にして發芽力ありと認定するの方法に 

屬するも,由來新鮮にして健全なる種子は適當の水分を保有し又過度に乾燥世られたるもの 

若くは乾燥狀態に永く貯へられたるもの等にありては共含有水分鱼も健全のものに比し遥か 

に少きを例とす。而も總ての場合水分の多寡のみに依りて生活力の有無を云々し能はざるは 

自明の理なり。加ふるに全然生活力なき種子と雖之に水を含ましむれば/盧々跳!^爆發すべき 

が故に本鑑定法に對しては全く施行の價値を認め難し。

呼吸作用に基く方法

哲雾世に依りて種子活力の强弱を鑑定せんと試みたるはD；ieie, Elliot, Peirce (1914)に 

して供試料をDewarの容器中にて發芽せしめ共際溫度の上异を測りて種子の新薈を檢した 

るものなるも本成績は必ずしも常に充分なる理論的根據を有せず。又Qvatn (1907)は發芽 

カの强弱と呼吸作用の大小との間に或種の關係ありとなし,田代氏(1912)は精巧なる裝置 

を以て測定せられたる例あるも林木種子に對する個源鑑定の趣旨に於ては應用的價値を認め 

難し。

働作電流に依る方法

生禮器官に於ける宛氣現象卽ち何等かの刺戦に因りて所謂興奮個所の‘危位が一時的に低下

することは生體細胞又は器官に共通せるが實にして植物に於ても亦共例に涡れず。、"Iler 

(1901)は斯くして生するfJE流を測りて種子活力の有無館別に資せんとしマメ税子に於て是 

を試みJohnson (1907)も同様にしてエンバク,オホ丁ハガヘリ,コふギ,オホス、メノカ 

タビラ・等の利子にて調査の結果好適の中・情のもとに於て働作電流の認むべきものなきは發芽 

力なきか或は旣に活力喪失せるものにして們作富流を認めらる、ものには活力あり是が大な

るに從ひ、称子の活力旺盛・なりとせ・り。Fraser (1916)亦此事・實を確認せるも林木詞子に對士 

る師易鑑定法としては共趣旨に添はす。

Acetaldehyd 檢出法

Niethammer (1928)はAcetaldehydの存在と發芽カとの關聯を前提としてタウモロコシ・ 

ライムギ,コムギに付き調査の結果Aldehyd反您の負なるものに於ては發芽力なしとせ

り。此外Gurwitsch (1935)はオホムギ,エンバク’S;のFR子セdi-nitrobenzolに浸漬後Am 

moniaに浸して呈色反應に依り活力の强弱を檢定せ" んと試みたり。Nieilmmmer (1929)は 

コムギ,•ライムギ,タウモロコシ種子の活力に對して紫外線檢出を試みたるも好果を彳孕ざり 

し之云ひ筆者も亦ヒノキに付て原種子のまゝ及種子內容を可及的に水,油:等に解かして是を 

試驗せるも可視的色彩に於て活力の有無を織別し能はざりぎ。

Gentner (1928)も同樣に水銀ランブを用ひて檢定を試み「作物種子の表皮は紫外線セ反 

射すること槪して低度なるも內容物たる激粉,脂肪多皆部分等は肉眼にて共種類,品質％め 

離別のみ可能なりし」と謂ふ。何れも實驗的興味の域セ出でず。

尙此外一ニ試みられたるものを觀ればLipschitz (1920)は無色の!SIeta-Diniti-ober.zo!が 

動植物の生細胞に依りて黃色の^leta-Nitrophenylhydroxylan.inに變ずるの爭貝を認め 

Paech (1929)は之を種子の發牛丿J檢定に應用せんlと試みたるも今日に於ては一記錄に過ぎ 

ず。• *

Gurewitsch法はDinitrobenzolが生細胞に依りてNitrophenylhydroxylamiuに還元せられ

NH3の存在に於て深紅色を呈するの求實に基くものにしてR- Weise (1937)はライムギ・ 

コムギに於て本法の價値を認め工・ンドウ,ダイヅに對/亦應用せらるべしと謂へるもアス 

パラガス共他果樹称子には適せずとせり〇

休眠及發歩時に於けるVitamin Cに付ても硏究せられたるもの妙か只ず〇筆者は種子活

カとの間に何等かの關係ありや否を檢せ・んがためBezssonoff氏試:藥を用いて試みたるI妤
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果を認めざりき。ー

Jod-Jodkali 法

本方法はMoskau翘子檢禿所只Kusnezowaが針粟樹新子に對する迅速發芽力檢定法とし 

て1938年に發表せ・しものにして本操作は供試種子を室溫にて18時間浸水せしめたる後一 

冬Jacobsen式發芽裝置に置き別に用意せるJod jodkali液(沃度0.3g,楽度加量L3g,水

100 c.c)を以て胚の呈色像を檢出するの方法にして健全の度に應じて(1)(2)に別け活力あ 

リと認め得ざるものを(3)(4)(,5)に分類せり。卽ち

L胚ほ全部帶褐黑色を呈するもの

2. 幼根部は黑得色を呈するも子葉は黄色なるもの

3. 胚全部黃色を呈するもの

4. 子葉は帶褐黑色を呈するも幼根黄色のもの

う.幼根先端のみ黑色をなし他は黄色を呈するもの

斯くして(1)の呈色像を有する粒數の削合は七日を以て絲切りたる發芽檢定に於ける發 

芽勢を示し(1)(2)の和を以て求めたる百分率は發芽檢定に於て得べき發芽率と見做せ・り。

本方法は専ら針葉樹種子殊にアカマツ,クウヒ種子の施圍に於工試みられたるものの如し。

酵素の活力に基く方法

凡そ酵素は動植物の生活細胞內に生成せらるゝ物質にして苟も生活力を有する細胞中には 

含まれざるものなく何れも接觸作用を營むも共理化學的性質竝に之を構成する組成分等に付 

ては未だ明かならず槪して蛋白質類似の膠質性を有するもの多きは普く知らるゝ所なり。假 

リに生踱が如何なる原因に依るも共生活力を失ふ場合には殆んど同時に酵素も亦共活性を失’ 

ふものとせば生活力の有無は是に依りて鑑定し得らるべし。

Amylaseに付て晚るに White (1909)は21年間貯へたる小麥種子に稍强き活力を認め 

更に收後後10年を經過せるオホムギ,コムギ,エンバクにして辛して發芽力を保ち或は全 

く發芽力無きものに於ても相當强ぎ活性を認めたりと謂以Brocq-Rousseu Gaim (1909)の 

如きは50年を經たるオホムギにて全く發芽能力なき桐子に於ても著し言 Amylase反應を 

潔めたる例ありと誚ふ〇 Weichherz Asmua (1931)の如く本酵素の活力と發芽カとの間には 

竝行關係ありと唱へたるものなきに非ざるも槪して本酵素は種子活力の識別上意髭を有せ・ざ

るものと言忍めらる。

次に旣往に於て屢、硏究對燦たりしKatalaseに就て觀るに先づ本酵素の檢出にはH=0S 

を分解して發生する酸素の容積或は厘カ又は殘海せるH2°jの:〇:を測定する号題ス・なる方 

法あるも一般には分解に依て生ずる酸素の容弑に基くこと多く近時是が自記装置に付ても考 

案せられたる’あり。厕してKatalaseの活性程度と珂子活力との間に於て必ずしも’滔こ竝行 

關係を認め難しとなせるものに Laew (1901).Crocker u. Harrington (1918). Nemec u.. 

Duchon (1921)Neljubov (1925). Ci fieri (1925), Gracanin (1926,1927)岡田罢之助氏 

(1931),Flemion (1933)等あるもWells (1923)はオナモミ種子の發芽力と13talaseの活 

カとの間に或糊の關係を認め共他Petersohn (1926)大買ー郞氏(1926) Schmieder (1927), 

Schmidt (1926,1929) Leggatt (1929), Nuccorini (1931),Niethammer (1933), Baldwin 

(1935), Afanasiev (1937) Muthur及Mehta (1938)等の尚氏は何れも或程度是を認めたり。 

Schmidt (1926.1929)は• Katalaseの檢皿に依て税子を分顶し共中梨,mittel, schwachに 

屬すべきものは發芽カありと見做し本法は種子商に便なるべしと消ひ尙發芽力口外產地’成 

埶度等をも推知し得べしとせり。大賀一郞博士(1926)は竹て南滿州の泥炭17よI)澄掘せし 

ハス(百數十年金は以上の古き)初子の活力檢出にKatalase法を採用せられ")。

Kuecht (1931)はプカマッ,タウヒに於て兩者の竝行關係を总むるもストロープマツに於 

ては然らすとせり。 W. E. Davis (1926)は一定溫度の水中に一定時問舖子’•注漬して听

謂u Catalase ratio nを求めたり〇

玆にOs, Odは一定重鱼の没水せる種子(s)及乾燥種・子(d)に含まるる。はK・山典に 

依て一定量の過酸化水素が分解せられて生する］貝素の量とナ。活力ある種子ユq二こCR 

の値は1或は1を・越ゆるも活力なき称子に在りては1より・しく小なり上一闵氏は本方 

法をアサ,コムギ,オホムギ,カブラ,パセリー,ナシ,モ王,リンゴ,カバ’：②用・に试み 

たり。

Michel Afanasiev (1937)に依ればMagnolia acuminataに付て訓在したる［果・ーぜは

次の如し〇

アブラナの如ぎ或种竟科のものに於てはCR價が1より相當大ならざる限り充分の發芽 

力を示さヾるものあるも一般にはCR價の1に近きものは相當の發牙:力を有する写•っと訊



定し得べし。多くの硏究者の如く單にKatalase

發 芽 率 CR
の活力にのみ暴きて檢究したる場合には共方法

パ
63.8 1.10 に次の如き缺陷あるを免れず。

87.5 .0.95
1. 種子の種類及貯藏條件等に依りて發芽カ

50.0 0.76
喪失せるものに於ても時に著しく酵素の活

58.7 0.72

8.2 0.52 性なる場合あり。

0.0 0.14 2. 收核年度を異にせばKatalaseの含量にも

相當の我異を生するため發芽力を有すべき

祥子二於て反って古嵇子に比しKatalase含量少き埸合あり。

3.同一萌の作物に於ても高緯度地方產のものは然らざるものに比しKatalase含兔多し 

とは一般に認めらるゝ所にしてLischkewitsch(193〇)もオホムギ,コムギに付て高緯度產 

の種［子にKatalase, Amylase, Proteaseの含量多きを觀,Ivanov (1932)も亦エンバク, 

コムギに付て Katala,e„ Amylaseの多きを報ぜり。Aufhanuner及 Weinmann (1932)

の如きにオポムギに付て調あの結果Katalase含母:は土質,肥料,氣候,收穫時期,貯蔵 

ノ
種子の新舊等にて相違すとせり。斯の如く隣彖の含・:氏に著しき相違を衢すべき籾類のも

.のに對してはKatalaseに基く檢定法は共價値を失ふ。

此點Davis法の優れる所にして瀧口義資(昭?)氏も本方法を支援せられしegatt (1929,

1933)もオホムギ等にて之を試みBaldwin (1935)もアカマツ,タウヒ,カナダッカ・等に試 

みたる結果同意を表せり。

之を要十るにDavis注は發芽力を有するものと然らざるものとの液別には利用し彳手べき 

も發芽カ脳むせる範園內のものに付ての新舊、活力判定は極めて困難なり。カnふるにBailey 

(1933)に依ればインゲンマメ種子を無菌的に浸水したる埸合1日約24立の空氣を通した 

るものと然’ざるものとに於て通氣せすして浸水したるものは他に比してKatalaseの活性 

減退せLさなせ"るが如ぎ亦考慮を耍する所なるべし。

Peroxidase反應に基く方法

Erocq iJousseu (19^7)は植物称子の活力とPeroxidase iの!?!］に或種の關係ありとなし

Me Har^ne (1920) G. Dowenic。(1932)も同様に之を認めPeroxidase反應に依って種子

の發芽:刀缱だを行ひ得べしとせり。農學博士麻生慶次郞氏の研究せられたる所に依れば玄米

中r Per.,xi(hveは收獲後二三年にして著しく患活力を失ふものなりと。是れに依りて頒る 

ー我化帯素の活力如何:種「..•生活力卽ち發芽能力と密接なる關係あるべ透を想はしむ。由 

來 iS-idase の檢出には Gi.ajak, Guajako), Phenolphtalein Aloin, Benz din. sulfosaures 

Natron、等用ひらるゝも、’itali (1887)に依てGuajakのアルコール溶液が過酸化水素の存 

在に於て酸化せ・らる'のが實を認められ向來本試藥はGuajakolと共に最も一般的に新用せ 

らるゝに至れり〇

筆者は主耍林木種子中に於けるOxidase, Peroxidase, Katalase等の存:企セ明らかにせ・ん 

がためヒノキ,スギ,アカマツ,クロマツ‘カウヤマキ,サハラ,モミ,ケヤキ略の丽于を破碎 

し蒸溜水•或は「グリセリン」等にて浸出し共浸出液を以て弦圈素の所在を明らかにせリ〇次 

にプカマッ,クロマツ,カウヤマキ咨の种子に就ては銳利なる解剖」、刀を以て胚掷と胚乳部 

とを分灘し共各部につき酵素の存在を、確めたり。而してPeroxidaseの活力と發芽能力とが 

密接なる關係ありとするも果して該反應を有する種子必ずしも總て現實に發芽すべきゃ苔や 

卽ち本法的確の程度如何は後め之れを知らざるべからざるが故に.任者はPeroxidaseに就き 

て此の關係を調査し次の如き結果を得たり〇

第一回試驗

試!Mとして新鮮なるスギ,ヒノキ,サハラ,モミ,ケヤキ,ブカマッ,クロマツ,トヾマッ, 

エゾマッ,ガラマッ種子500粒宛を採り發芽床に、置きー二週間後發芽せるものと發芽能力な 

きものとに就きGuajak反應を試みたるに發芽せ・るものは泞色反應顯苦にして發芽せざるも 

のは全く反應を呈せず。

第二回試驗

クロマッ,;カウヤマキ,ブカマッ售;の祁子を揮リ夫々剝匿せ・るもの,胚のみのもの,胚乳 

のみのものの三種となし發芽床に置きて入床後三四日間之れを聽察し吸水膨大して生活力お 

りと認むるもの及徴側を生じて生活力無しと認むるものとに分ちGuajak反應を檢したるに 

生活力ありと認むるものは何れも例外なく皆色反應顯将なるも徴苗を生じたるもゆは該反ほ 

を呈するもの全くなし。

第三回試驗

硝子瓶中に三四年間貯藏せるヒノキ,スギ,ブカマッ,クロマツ,サハラ,モミ,トヾマ、" 

エゾマッ,ツガ,ケヤキ等の標本林子に就き哉反應を檢したるに何?しも反應なく,同時;こU 

芽:床に置きたるも冬然發芽するものなかりき。又大正十三年春期に標木として購入しJvnCj
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子瓶に入れ室內に陳列し置きたるクハの種子に就き大正十四年三月に至りてGuajak反應を 

行ひたるに發芽率!〇 %と鑑定せるを以て果して發芽するや否やを檢したるに現實發芽F 

8.6 %なる結果を得たり。

第四回試驗

クロマツ,アカマツ,モミ等の比較的大粒の莉I子に就き胚を毀損せざる樣胚乳の一部を切 

リ取り一粒宛酵素反應を檢して發芽見込初子と不發芽飼子とを認定したる後混同せ•ざる樣ー 

粒宛丁寧に播下したるに發芽能力ありと認めたるものの內にて實際に發芽せざりしものは僅 

かに共1〜3 %に過ぎすして殆んど總て的中し酵素反隧なくして不發芽と認定せ・るものにし 

て發芽・せるものは全然之れ無芝ホ實を確め得たり〇

第五回試驗

第一回試驗と同一試料を採り現實に發芽せる利J子•に對しGuajak反應を檢し一方發芽祎子 

を加熱して其生活力を失はしめたる後幣素の活力を檢したるに該反應を呈せしもの全然な 

し〇

第六回試驗

各柄の健全感子を採り一は’应魏空氣乾煥器を以て加熱し一は宙氣湯煎器を、 以て水浴加祭;後 

本反愿を檢したるに第百十四表の女口き結果を得たり〇

第1U 表

¥

樹

處 
沮度

時
CC)

乾煥加熱

60° 80’
水

45°
浴

G0*
加 熱

80°
/

種
間

* ～～ -—
5 10 15 5 10 

_JL_
5 10 15 5 10 15 2 5 J0

匕 ノ キ 士 土 士 ± 士 士 + 士 士 — 一 —

サ ハ ラ ± — — — 士 士 士 — — — — — 一

ス ギ 士 士 士 士 士

ア カ マ ツ 士 壬 士 士 一 + 士 一

卜 ぐ マ ツ + + + 士 士 — 士 士 士 士

モ ミ + + + + ± ± 士 土 土 ± 士 士 一 一

ア ス ・ ロ ± ± 士 土 — 士 士 士 ± ± 士 — — —

力 ウ ヤ マ キ 士 士 士 一 —

成績第百十五表の如し。

第115表

樹

煮沸心間 

翔'
3〇秒 1分 2 分 3 分 5 分

匕 ノキ 一 — テ、い

サ ハラ — — — — -

ス ¥ + —

ア カ マツ ± 士 士 —

卜 。 マツ 土 士 士 一 い結［榊

モ ミ 土 士 士 ± —

ア ス ナロ — 士 士 一 —

本方法はPeroxidaseの活性如何に基くものにしてPeroxidase反應顯;・なるものは共約胞 

が旺盛なる生活力を有するか或は活力退・行の過程に於て未だ酵素に著しき變化を起さざる施 

师に在るものと解し得べし。

試に供試粒子を無色「セルロイド」片成は白色吸水祇片上に一粒宛列ペ共の上面セ「セル 

ロイド」片或は紙片にて覆ひたる後称了一に急激なる打眼を與へて是を破碎し延に過酸化水素 

ー二滴を滴下し次いで癒殖f木T幾・一三滴を加ふれぽ秆F「に依りて牌耘の著:色反感は苦にして 

H［に濃蓝色を呈するものあり或は反應色現はれずして疲瘡木T幾固有の喑赤得色を呈するに 

止るものあり。幾多比較試驗の成結に氏きて前君-を發芽カありとし後者を發芽力なきものと 

認定せ・り。常法發芽操作と比較す〇ため供用せ・る樹种は凡そ次の如し。

スギ,ヒノキ,サハラ,カウヤマキ,イチヰ,カラマツ,アスナロ,ナギ,イテフ,カヤ,ク 

ロマッ,アカマツ,モミ,コノテガシハ,ネヅコ,タウヒ,落羽松,エゾマッ,トヾマッ,ツガ, 

ベユヒ,テーダ松,ストロープ五落松,大王松,ランベルチャ松,マンシウクロマ、:'’ウラジ 

ロガシ,オホナラ,クヌキ,コナラ,テウセン・モミ,テウセン・カラマツ,タウシラベ,ケヤキ, 

フヂ,シナノキ,テウセントネリマ,ヤマシバ・トネリコ,シヒ,ブハブキ,ツパキ•ウメモド 

キ,クマシデ,シラキ,トキハカへデ,ハン・ノキ,クハ,ミツバモミヂ•アカメガシハ・イヌシ 

デ,ミツバウツギ,カキ,エゴノキ,マユミ・寸ロヤマブキ,オホサカツキカへデ,ウロハ’••‘力 

へデ,ナツツバキ,クサギ,ププラチャン",’ラノキ,アラカシ,ホソバサンザン,クチナ。,

同一・t料を!〇〇°Cに近く恭沸したる後直に本反應を檢したり。 アヲハタ・,コクサギ,ミヅキ,ニシキギ,イボタ,ゲッケイジュ,イスザンセウ,ヌ•ヂ,モッ
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コク,シロダモ,イ、ギリ,ミヤマシキミ,リンゴ,コムギ,オホムギ,イネ,ダイコン,タウ

モロコシ・クリ,ダイヅ,カブラ,ハウレンサウ,ハク’サイ,エンドウ等なり〇

Guajak反應は酔素檢知の方法として巫耍なる意義を有するも亦絕對に足れW信賴すべき

ものに非す。時に酵素以外の物質によりても同樣なる反應を誘致する場合あり。加之供狀

料中酔素以外の物質にして該反應を阻止するが如きものあるときは假令活性酵素を含むと雖

該色素反應を呈せざるが如き場合あるが故に單に本反應なきの故を以て直ちに活性酵素なし

となす能ほす。一般にGuajakの色素反應は安定ならずして熱又は他の化學藥品によりて

消滅す。アルカリ性は勿淪弱酸性と雖該反應は阻止せらる。試に若色反應顯著なるもの全日

光面射下に置きたるに!0乃至I5分にして褪色し28°C恒溫中に在るものは10時間にし

て原色を失ふ。尤も普通室內に遣きて陽光の直射を避くれば褪色し難し。次に極めて稀凹な

る酸或は「アルカリ」溶液のー二滴を加へたるに旣に該反應は阻止せらる'を觀たり〇然れ

ども稀律なる附酸は反って本反應を促進することあり,此の习顷はBourquelotの茯驗に徴 

して亦明•かなるべし〇 EHront氏も共著"Enzymes and thc-ir application "に於て 稀薄な 

る酷酸は本反應を阻止せざるのみならず時に反って之を促進するの效ありノと、述べたり。筆

老亦極めて稀薄なる酣酸溶液を加へたるに該反應の促進せらるゝを翻たり〇 

本鑑定方法の施行に當り注意すべき點を列祀せば次の如し。

】•試藥の滴下量を過多ならしめざること

Peroxidase反應に於ては注加すべき過酸化水素の量は呈色像に著しき相違を衢すものに

［てSehoulieinも「注加する過酸化水素微量なる場合には反應最も顯著なり」とせ・り。

本鑑定に當りても過酸化水素の滴下量には注意を要す。本方法は種粒一個體を單位とな

すが故に癒瘡木T幾の用:H!も樹種に依り和!粒の大小に應じて是を削酌せざるべからす〇小

"粒種子に對し試藥の用量多きに過ぐれは負擔に耐えずして活力あるものと雖共反應は陰性 

となる埸合あるべし。

1.古き療を用ひざること, « ・ . \

使用すべき試藥は化學戏驗上嚴密なる意味に於ての新鮮なる必要なきも調製後多くの月 

日を経過せるもの或は貯蔵良しからざりしもの等は適せず。

1- ケヤキ’テウセンマッ,モミ,トヾマッ種子に於けるが如く「胚の活力減退iを兩すべ空 

原因が必しも是と竝行してPeroxidaseの活性に減退を來さヾるが如き埸合コありて呈色 

の程度に識別の困難を伴ふものあり。

1•本方法は專ら操作の簡易を旨とせるため檢定の對照を單に种子の內容とせり。因て朴に

對する活力程度を識別するに適せず〇

凡そ牌素の呈色反應なきものは活力を有せ・ず又本反您極めて活潑瑚肯なるZつは活力旺

盛なりと認め得べきも共過程に在るものに對しては程度を缉別すること極め•・て:ポな〇

三須英堆氏も實驗の結果隣素の活力に恭く鑑定法は作物の種頹を限りて有效なる. 一方法

を以て總ての種子を律する能はすとせられたり〇

1.加子の活力減退せばR緜の呈色及應亦減退して遂に反應なきに至るも・者の花釜に依れ

ば斯の如き租!粒に或翩の徹生物を接和すれば屢々之が繁殖に伴ひ再び呈色反應を記むるこ

とあり。自然に腐朽したる神粒に於て亦然り。

槪して發:芽極子に山りては休眠种子に比し时素の活力强きを常とす。而して休眠種于に於

て活力弱小なる原因に付ては人に依り所說を異にし休眠柄子中には3も抵少しとな十も〇あり

或は含まるゝ隣素の大部分が不可溶性の狀態に存するならんとし或は醉素の全部又は太部分

がZymogenとして存するならんと解するものありて學說の一致を見す。更に他面に於ては

酵素新生の审實も認めらる'所にして筆者の實驗に徵すれば次表の中・印を府せる％蘭は自

體の聚落に於て夫々Guajak反應を呈するが故に活力喪失せる種粒に是等を接祢せば共累殖 

に伴ひて恰も種手あ內容に活潑なる反應ありしが如き色調を呈す。此種反應は狷苗W滾殖 

をこそ立證すれ種粒の健在を窓味するものに非ざるや明かなり〇

Achromobacter coadunatuin (Wright) Bergey et al.

Achroniobacter delictatulum (Jordan) Bergey et al.

'Achroniobacter fonnicum Bergey et al.

Achromobacter geminum( Ravenel) Borgey et al.

Achromobacter multistriatum (Wright Bergey et al.

ヽ Achromobatecr reticularurn (Jordan; Bergey et aL

Achroniobacter superficialis (Jordan) Bergey et al.

Bacillus astcrosporus (Meyer) Migula. .

¥ Bacillus cereus Frankland.

Bacillus hessii (Guillebeau) Krusl.

Bacillus megatherium De liary.

* Bacillus mesentericus vulgatus Fliigge-—A.

* Bacillus mesentericus vulgatus Fliigge—B

Bacillus mycoides Fliigge

Bacillus niger Aiigula
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Bacillus parvus Neide

Bacillus prodigiosus Fliigge

Bacillus simplex Gottheil.

* Bacillus subtilis fEhrenl^er^) Colin

* Bacillus teres Neide

Flavobacterium dormitor (Wright) Bergey et al.

Flavobacterium fulvum (Zimmerman) Bergey et al.

Flavobacteriuin rbeni (Chester) Begey et al.

Flavobacterium tremelloides (Copeland). (Schottolins) Bergey et al.

Alicrococcus flavus Lehmann andNeumann.

Micrococcus subflavus Bunun.

Pseudomonas aeruginosa (Schroter) Migula

Pseudomonas fluorescens (Fliigge) Migula

Pseudomonas myxoderma Fuhrmann.

Rhodococcus rosens (Fliigge) Holland.

Phytomonas No.1

Erwinia No.1—No. 4.

Sarcina No..1

本Guajak •反應は珥ら操作の簡易に努めたる結果 叙上の如く Peroxidaseの活力檢出に 

際し莉粒を厘碎して內容の全部を對象とせしため種子活力の源泉たる胚のみを對照とする方 

法に比し勢ひ共綃確度に於て遺狀の點なきを拓れず。

次に特殊の外的剌戦例へ成温熱,毒物,光線共他理化學的の刺戟を與へて生活過程に急激 

なる變異セ起さしめたる場合と自然记J も活力を衰耗せし揚合とに於て’は種粒の内容に於て活 

カ退行の經過に著しき相違あるべく從て此翱反應に棊宣て鑑別せんとせば自然死又は共過程 

に并るものと,剌戟に基く不慮の致死又は共過程に在るものとは自ら共扱ひを別個に考慮せ 

ざるべからナ。假りに活力旺んなる利!粒に對し是を喪失すべき程度の外的剌戟を與ふるも刺 

戟の結果が布に反應に現れざる限り刺戦也後に化學反應を檢するも恰も共活力には異狀なま 

が如く辺察せらるべし。されぼ此利!の鑑定力法を以て外的刺戦の影響を知らんとせば刺戟後 

或る時間の經過を必耍とす。是れ檢定上特に注意を耍する所なり。

本問題に關しては後述還元•法称子鑑定方法の項に於て更に詳述せんとす。因に麗の呈色像 

に基く生希反應の吟味には更に生染色法及還元法あり〇是等に就ては幾分詳記するの要あ 

りと認めらる'を以て以下特に章を改めて昭述・せんとす。 •

W生體染色法に依る種子鑑定方法 •

一般に原形質は多くの物快に對して半透性の性狀を示し例へぼ生物の內的原因により或色 

素は共溶媒のみを透過するも溶質は之を透過せざる所譚選探的透過性(絶對的に非す)を有 

するものと認めらる〇(此种の硏究は數々多くの學苫に依て行はれPfefUir, 〇、•erCon, Natanson, 

Ruland, Ruzicha, Hdber, Niernstein等殊に名あり)、而して透過性は原形質膜が重要なる役剂 

を演するも尙共色素と細胞漿との結合作用の如何をも见遍すべからざるものあるべし。然れ 

ども細胞が一度生活力を喪失せば共透過性に苦しく變化を來すの小’せも亦一 ・般に是認せらる 

ゝ所にして微生物學に於ける生龍染色法は絲狀苗,細頂尊の生細胞と死細胞との鑑別に是を 

應用しGlynne氏法に於ては絲狀曲の胞子,違i核の生死鑑刖に酸性Fucliisn又はAh tbylen- 

blauの1%乃至2%液を用ひ逸見,遠藤兩氏はEosin及酸性Fuchsinの1%液をJ'J:てせり。 

Prat (1931),Brauner (1933)等に依れば生活力ある藻類©細胞は Methylenblau, Janusgnin 

液中に戚時叫浸漬するも透過性を示さヾるに共活力な音細胞は皿に染色すべしと云ひ, 

Sei flirt.(1922)及 Henrici (1923)は Kongorot を以て生死細胞を鑑別し Burke (1923)は 

Karbolfuchsin にて Clostridium botulium の胞子•に付,又 Koser 及 Mills (1924)は同色素 

を用ひてBacillus inegatheriuii),B. cereus, B. subtilis ’寸;の:牛胞に付生死を檢定登り。一本ま! 

的に 當つる染色剖には種ななるものあ［)。例へば Ruzieha's NischungはNeutralrotと 

Methylenblauとの混金液にして本剤を用ふれば生ける原形質は赤に,死せる頒形質は靑に染 

色す。又Pr“ca's鄭chungは捉他r's Methylenblav!とZiehVs Fuehsinとの浪合液にして

生ける原形質は靑色に,死せるものぱ赤色に染む。共他用ひらるゝ染色劑はThionin, 

Kongorot, Nigrosin, siiures Violett, fiismarckbraun, Gentianaviolett, Safranin, Carmin rubr, 

CUryaogen, Chrymiodin, Vesuvin, Janusgniu, Methylenviolett 普;あり。而して種 了•の發芽カ 

檢定に是等染色劑を應用せ・し例は筆者未だ・關刊にして多くを知らず倬かにLnkcn (1928) 

の發表後 Niethammer (1929)は Metbylenblau 〇 0.01 %或は Qnuige G, Kongorot, 

Neutralrot等を試用せる例あり〇 Hibbard及Millerも死細胞は生細胞に比し遙かに透過性 

ありとの前提のもとに種?・の活力を生理化単的に硏究せられたるあり。ソ孵邦©Issatschenko 

博土の發表に依れば同氏の助手Ncljubov (1929)はオホムギ,コムギ,ライムギ,エンダウ, 

ワタ,クレー,ルービン共他各神の蔬菜類,林檎等の種子を!乃至3時間浸水後,歷を裸 

出し之を攝氏26〜28°Cに保てる濃度1：2000の!ndigpcarmin液に4時問没漬して共活
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カ如何を檢したるに生活力あるものは本劑に染ます,生活力なきものは若しく染色して共結 

果はよく發芽試驗と一致せり 、と云ふ。Krzeszkicv. icz (1939)は1:2000濃度の本劑を川ひて 

胚の呈色狀態を五級に分ち胚白色にして染色せざるものと幼根の先端又は子葉の一部が僅か

に染色・せるものは發芽カありと認定せり〇

Hao (1939)亦是を試みて胚の呈色狀徙を次の如く鑑別せ・り。

1. 胚全部白色を呈し染色'せざるもの

2. 胚白色を呈するも幼の先端部に於て斑;庆に染色するもの

3. 幼根の先端部濃・色を呈せるもの

4. 胚の約号染色せるもの

5. 胚全部染色せるもの ・ -

以上の申!,2類に屬するものを以て發芽能力ありとせり。本操作には二日間を要するも 

更に迅泌金定法として試料の浸水を行へり。卽ち供3邸!i子•を「シャーレ」に置き之に淨水を 

J哮量の約:i注加し且つ種テ幻浮游せざる樣表而に吸水紙を浮べ室温に置くこと24時間に 

して胚を摘出し0.1% Indigocarmin液に1時間浸漬後檢定せり。

次にpH價を異にせるIndigocarmin液を試用せり。卽ち］:200〇液を用ひ緩衝液を以てpH 
價を5・2乃至8.0の5階級とせるも共成結には用腫を認めざりしと云ふ。斯くして從來の如 

ぎ發卵架作を行ふ試驗に於ては槪して共操作に三,四週間を要しDouglasieは70日Pinus 
Lmnl)ert.iana, Finns strobus は 100 日,Quercus coccinea, Q. borealis, Cutanea dentata の 

如き,8 ヶ月を•要するも本染色法を用ふれば24時間の浸水に依りて迅速松襟定し得ベ 

しと推獎せり〇 Arnold Kornfeld (193))は Ncljubovの方法に倣ひ色素 Bismarckbraun, 
Gentikhaviolett, Safranin, Garmin rubr, Methylgriiq； Methylenblau 等の 0.25 乃至1 %水 

洛液を作り,状料としてオホムギ,コムギ,エンバク共他多くの牧草,豊科植物,ヒマハリ 

瞥の新蔭楝テ及び加热致死せしめたる種子ー各200样宛をとり「<トリーシャーレ」に列べ吸 

水紙を以て覆ひ之に色素液を注ぎて5分乃至S時間称々作用せしめたる結果Bismarckbraun 
の0.25乃至1%液は發芽力的定指示劑として最も適當にして本割により暗楊色に染む極位は 

發芽能力なぎものと見做し得べしと發表せり〇玆に筆者の施行せる生嘴染色法竝成結の槪要

を述ぶれば次の如し。

1. Ruzicha氏混合液を以て試みたるも好果を得ず。

2. Proca氏混合液を川ひたる結果亦［司じ。

3. Kornfeldの方法に基きてBismarckbraun 0.25乃至1%溶液を用ひた歹も滿足すべ 

き好果を認むるに至らず。

4. 數神の濃度を異にするIndigocarminの水溶液を作り別に用意せる秋子(1乃至4時 

間水中に浸漬したる後胚を裸出す。)を色素液に3乃至4時間作用せしめて染色の 

•狀態を檢したるに生活力を有するものは若色せざるが故に織刖極めて容易なリ。尙胚 

にして局部的に點々染色するものあり。(Neljubov氏は是を不健全と見做せ・リ第

圖)本劑の濃度は1:2000最も適當なり。

試に前記Indigocarnnn洛液に約共の 赤口に相當する濫酸を添加したるに前者に 

比して操作所要時間を短縮したり。(本劑には.片色瓶を用ふ)本液に林子を浸潰する

最適時間は第百十六衣の如し。第十五圖瑟照。

第 116 表

籾 類 浸液咛問 种 沁1日明可 初 類
澄薪M

7 力 マ ッ

1.0O
ァ ス ナ ロ 2.0間 ク ル ミ 2.0

カ ラ マ ッ 2.0 ヶ 
し

ヤ キ ?・0～2.5 ホ、 ノ キ 2.0
毛 ミ 2.0. 2.5 ャ チ ダ モ 2.0～2.5
卜 r マ ッ 2.0 1力 シ 2.5
力 + 2.0 ク ヌ‘¥ 2.0 大 si. 2.0

Lakonは1928年に「發券操作を行はずして果して柿子,つ發芽力を檢定し得るや」と題iし 

次の如く諭及せり。卽ち從來の那子檢定方法には二種あU 〇共一一は供試ド!・の總",:を單住とし 

て檢する方法にして共二は供試種粒の一個隨宛を檢定するの方法な〇。/に依りては笈當 

なる結果を求め得ざるも後者の方法は是に勝るべし〇 Neljubovの!i.digocarmin染色法の如

きも;後者に屬して望みあるも本方法と雖腫の生死顯尚なるものに付てのみ識別し得・種「疔

芽カの有無に關しては鑑別容易ならす現在に於ては切呼「ミ定法のー改・法に過ぎす。是を耍

するに從來の發芽操作に依る鑑定方法に代ふるに短時I用に適確の結果を处うるべさ方法を以 

てせんとす£企ては目下のところ見込なかるべし」と.こ及・せり。

更に筆者の見解を以てせば本染色法は原形枚・の席透件に住くものなるが故に,健全なる種

于胚と雖所定時間を越えて色素液中に在らしめば漸次活力を減退するこiに依りて所定時間
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に於ては染色すべからざりしものに於ても漸次呈色を來すのみならす呈色の狀惩も仔細に是・

を觀察せば色素の微粒雜然と吸若せらるゝが如き狀を呈して極めて鮮:明を缺くものあるが故

に發芽檢定法に代はるべき簡易檢定法としては吏に適確なるものを耍求せざるを彳’｝す。

枷還元法種子鑑定方法

现行の価子鑑定方法に於ては未だ簡易にして適確なる結果を得べきもの無く今尙爭って硏究 

對照たるが故に笨者も旣に林木税子•に付て各種生命反態の吟味を行ひ眞に酸化酵素のーたる 

Peroxidaseの活性に基く檢出法或はIndigocarmin濫酸液注等セ夸案檢討するところありし 

も別に施行せし還元法に於て好ましき成果を得たるが故に以下共成箱に付て述べんとす。

凡そ生死の限界を識別決定せんとせは’須らく生枷胞に届く反應の中,生活の最後の瞬間迄 

存紐すべき性質のもの或は生活力衰耗消灣に因りて直に顯はるべき特定の现・夾を把へざるべ 

からす。殊に植物班子の如き同一個叫を同時に二つの檢定に供用し能はざるものに在りては 

鑑定の方法も特に愼垂にして充分の吟味を必要とす。

此意味に於て着眼せるは生細胞の還元力に基く方法なり。

本方法の硏究に當りては先づ次の败奶§を労慮せ" リ〇

1. 胚固有の色彩に拘らず還元に依りて顯;・に呈色俊を妾はし縱別容易なること。

2. 操作日時短きこと竝に藥劑が呈色像を現はす工程に於て胚の活力を傷めざること。

3. 藥劑は水に溶解すべきものなること。

4. 一定の操作後呈色條に變調を表さヾること。

5. 操作簡易にして汎く應用し得らるべぎこと。

斯くして銀,水銀,錫「七レン」,「テルル目共他の金爆鹽類を用ひて試驗の結果テルル, 

七レンの鹽須殊にテルル酸ソーダ(Na/reOJセレン酸ソーダ(Na^SeOD最も本日的に添 

ふべきことを發見せり。依て華者は新に是を「還元法種子•鑑定方法」と命名せり〇

Teは原子番號52原子蛍127.61比重6.27〜6.015融點452°〜446°C暗灰色粉狀にし 

て天然には硫化物中に少量含まれ或は金銀のテルノI化物として存す。テルルは1782年Miiller 

の發見に係りKlaprath (1798)の確忌せるものにして同氏が“地球”のほ味にて“Tellura ” 

と命名せり。Davy (1810)はTcllurwagserstofrを發見し遂に今日“テルル”として知らる 

ゝに至れるも特にBeraclius(1833)の是に關ナる硏究泪疝は顯苫なるものあり〇吾國にては 

明治十六年東京帝國大學に奉職せしDiverseが硫黄中に發見し共後宮城縣大谷金山共他の金・ 

鎖中に於て認められたるも未だ利用せらるゝの域に至らず,用ひらる\ものは•專ら歐来より 

輸入せられたるものに屬す。(近時國僅テルノIの利用に付労慮せ・られつゝありと卩日く)Seは 

鉛室泥獎中にて發見•せられBerzelius (1817)により“月”の意味にて«Selene»と命名せ



第十五圖

• く呈色することなし。腫が淡く咕齢色を呈するか或は局部的に着色して斑狀を呈するものは

笫十六圖

以傷せるアカラツ利!子胚の傷痍部のう呈色1ざる狀您 

左は 健仝胚の一部・而を加熟せし1の 

右は！-Jじく創痍あるもの(:艮谷川)

られたりと譚ふ。原子番號34原子量78.96比重4.26-4.28融!iVi 217°Cにして天然には 

•硫黄又は黄鎌鼬・の如き硫化物中に少祁:含まる'ため硫酸製造の煙塵中に認めらる。文献 

に徴すれぼS'cbeurlen fl900)は肿脫疸菌の硏究にSelenのNatrium鹽類2 %液を用ひて 

赤色Selenの游離するを,忍め,Klett (1900)はTellur鹽類を試用せりと云ふ。共後Gosio 
(1905)はKtTeOaが生細菌に依り還元せられて黑色を呈する事實を認めたり。尙Turina 
(1922)はSeO3, SeO,或はTeOa, TeO,イオンを植物生理實驗に利用せりと云ふ。

而して植物極子の發芽能力檢定に金屬鹽類を用ひたるは筆者を以て唠失となす。

1.「テルル」酸ソーダを用ふ名還元法

「テルル」酸ソーダ(Ne.TeOの の約1%水溶液を調製し別に用意せ・る徑7〜9籾のべ卜 

リー氏「シャーレ」に略同型の濃紙一枚を敷き之に 本劑を2〜4c.c注加して充分濾紙を潤 

し,之に檢/を置きて一定時間の後共呈色隊を檢す。尢も供詆初子は疎めmini (採集後間 

もなき柄「は無浸法にて供用し街るも乾燥貯蔵せ・しものは約1〇時間前後)清水だZW法して、 

後,胚を裸出し乂は丸:を傷付けざる樣•種粒の一部を切惭して鑑定の對象外たる胚乳の大郝分 

を除き或は種皮の一部を条Jぎ,斷面又は剝皮而を下向に前祀「シャーレ」內に检き少くも二 

志夜を經過して後共呈卽象を檢す。

此廉健全なる麗は全澀がー樣に內部迄光澤ある帶淡藍黑也を呈するも,活力なきものは全

ludigocarmin染色法に依るカラマツ胚の呈色像

••・左端は健全胚、次の二個牘は不健全、次は殆んど活力なしと認むべきもの、右

端は腐敗せる稜粒とす。

第十八圖

還元法に依る呈色像

上段は「セレン酸ソーダ溶液」に依るアカマツ種子胚の呈色像。右端の胚は活 

カ旺盛なるもの、左端は活力喪失せ・るもの、其中間は不健全狀態のものと認む。

下段はアスナロ種子胚の「テル、酸ソーダ」溶液に依る呈色像。左端は活力旺 

盛なるもの、右端は活力喪失せ・るもの、中間は不健全のものを示す。古きアスナ 

口胚には自然に赤楊色を呈するものありて恰も「セレン酸ソーダJに依る呈色像 

に類似するものあり。

第十九圖

Aはタウモロコシ種子をテル、酸ソーダにて鑑定せ"るもの。

1. は健全にて呈色後發芽伸長良好なるもの。

2. は生活力なきもの。

Bはタウモロコシ種子をセレン酸ソーダにて鑑定せるもの。

1. は健全なるも藥害ありて呈色後の發芽伸長はAに劣る。

2. は生活力なきもの。 (XI.7)
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病的と認めらる。胚をくれば健全のものと雖,i毀傷而のみ呈色することなし。(第十六圖) 

本反應は溫度と宓接なる關係を仃す。秋期採收種子を・冬期—・齊に笨&疗案の溫級別世温器

に入れ操作溫度を類別詞査せしに約32 °Cの世温室內にありては15時間にして呈色像は;諭 

別し得べ音程度に進むも26°Cにては27i時間を要し1G°Cにては48時間以上経ざれば顯 

著ならず。依て夏期は常温にて14〜伯時間以上冬期は暖房設備ある室内にて48時間を要 

す。(第十七圖)

斯の如く生化學的反應は溫接に依りて蓍しく相違を來すものにして或る低溫に在りては反 

應微弱なるも溫度の上异するに伴し、作用も亦强まるを常とす。然れども本反應にも自・ら適温 

と限度とを有し夫れより上又は下に適溫を隔っに從ひ作用漸次池退し成限度を超ゆれば遂に 

作用を失ふべし。

本現慕は生欄に起因する生命反應の特異性にして般梏なる音:味に於ける化挙作用と全く其 

趣を異にす。而して還元法に基く呈色似は本生命反應の工程に於て細胞死を腐すべき退行性 

變化の起らざる內に極めて銳敏に現出し更に共後長時間を経・過するもー•度反應せる呈色停に 

は何等の變調なく又反應當初より活力なきものは依然として無呈色のま'存綻す。此點波の 

生體・染色法の如く染色停完成後色必中にて時間を經過せば忽ち染色似の摭大乂は非・染色仙】诡 

に於ても漸次染色するが如さ缺陷をイ’せ"ず° '

而して本金風臨類は種子の貯裁物'賞(張1'1質,汕脂,户分’*;)の如何に拘はうず,凡え取 

扱ひ得べき大さの胚あらば,樹郁の如何をジふことな刊烟湖ハ十も廣く慮巾し皆。硬位 

或は發芽に光線,冷凍共他族措を耍して發芽の操作困難なるものに卄し殊に至便なり。

2.「セレン」酸ソーダを用ふ莅方法

セレン酸ソーダ(N^SeO,)の約1%水溶液を用ひて同ほに處理せば活力ある胚は帶,炎黄 

赤色を呈す。尢も本創は的衬のテルル酸ソーダに比して藥剛價格幾分惟なるも冊固イjの也彩 

が黄赤色又は絲色结:’のものに於てはー呈色像の縱別困畑にして㈱匠占きアスナロ网「の如く (II? 

の色彩が極めて艮く反應色に類似するものに'於て然りとす。依つて邦産種「り檢定にはテル 

ル酸ソーダ殊に勝れリ〇吏に藥’斥の.件に付て觀るに例へぼテル兀酸ソーダ及セレン酸ソーダ 

液を以て胚に顷将なる呈色を來さしめたろタリモ臼コシ種了・を播下して發芽せしめたるに, 

テルル酸ソーダを以て處理・せるものは何等支障なく發芽して生長の徑路を辿るも,セI刁我 

ソーダを用ひたるものは明かに藥’」;:を認め得たり〇本研咒に於て.尊らテルル腦ソーダを採押 

せし所以亦こゝにあり〇 (弟十八圖,第十九圖)
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第二十一圖

還元法に依る骰林種子胚の呈色例

「ハス」は大賀一郎傳士の寄貯に係り、南滿洲の泥炭居中にて少くも百五出年を 

經過するも胚の健全なるさ示す。其他のものは岡中左側建i、 右側は活力喪失せ‘ 

予渺とす。

筆者考案の仁:定紙驗定藥に依る反應色調

Iは鑑定紙

nは通常の白紙

紫外線下に於ける色調

3は鑑定紙

Wは通常の白紙
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糠化第一錫 0.5 g

•酒 石 酸 0.5 g

、水 100 c.c

酸性を赋與せる虻i化弟ー錫士テル」I酸ソーダの水溶液又は是を吸右せる店定祇に注加せば 

忽ち還元せ"られてドi逐oils black⑴(第二十圖Dを呈するも,白紙は何緡の色調を呈せず。 

本反應は硫酸を以て酸性え與へたる場合には次式を以て表はし得べし。

NiuTeO.+SSnCh + TSOJh^Te + SO.NiuSSuSO. 4-6C1II + 4IEO

尚便拍:上本檢出藥を以て"定祇を作岐せり(特詐110214號)。水濕を以て渦ほしたる未知の 

紙上に本檢定紙む店付せば課沖え・均’二に吸泞する郁子•投定純よ共全而一樣にFuscous-black 

を呈するも單なる白紙は呈色することなし。

供川秋子•の率備

檢査資料を約一選夜冷水に浸漬後共一•定、眦は採り薊刀を以て種皮の一都を切斷し・或は一

部剝皮して供用す。尤も種子•の税須に依りては必ずしも祝皮又は種皮の切斯を要せず。(第

二十一圖)

(種皮の一部を切!浙するもの)

ヒノキ,スギ,サハラ,アスナ",アカマツ,ク,ーマッ,カラマツ,トドマツ,エゾマッ,モ

ミ,カウヤマキ,タウヒ,テウセン・マッ,ヒメコマツ,カ十,コノテカシハ,ゴエフマツ,カウ

エフザン,大王松,ヒマラヤシーダー,ケヤキ,ブナ,イタヤカへデ,アブラキリ,キハダ,ハ

ンノキ,ミヅキ,ウリザクラ,シナギ人・":灼桑,大!漏茶,胡麻,アルファルファー,ヘア

リベヅチ,枇杷,林檎,柿,紗:岡,胡細我L茄「ー,胡瓜,甜瓜,支那瓜,トマト,牛朔菠@草, 

紫安英,エゾギク,ツクバネサウ,ヒマハリ,ダイアンサス,ハルシャギク,スミレ,ハゲイト 

ゥ,シ口ヤマブキ,ブークトテ1ス‘センニチサウ,I 了日は,EI去］»:

(剝皮したる後歴の周间h’丿帅り採るか腫のわ摘出ドるもの)

ホホノキ,クルミ,トチ,オホナラ,コナラ,クリ,クヌギ,カシ,西瓜,南瓜

(種皮の一部を傷付くニもの)

カバ類,大豆,急耳,K蜀泰,ザートウィツケン,綠皮大屯,刀京,菜豆,颱豆,五色豆,ス

ヰー !・ピー

(處理せず共儘川ふるもの)

水稻,陸稻,大麥,小麥,燕麥Eにして’段皮を有せざるもの共他’イタリヤシバ,コスズメ
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ノチャヒキ,ノギク,共他

•本法施行に當り供試料として300乃至50う粒を採りたる場•合舍まるゝ枇粒君;を切|浙する 

は無意味にして而も共煩に耐へざるが故になめ之を除かざるべからず。此目的に用ひ・らる、 

比重液は第百十七表の如し。

第

樹 莉 比選 別液の重

ヒ ノ キ 0.90
ス ギ 0.92

〃 1.14
ア スナ U 0.81
ェゾ マツ 0.75
力 ラ マ ッ 0.80
卜 ぐ マ ツ 0.80

4•本鑑定紙を用ふる場合の操作

本鑑定紙一枚を徑8椀ペトリー氏シャーレに敷き是に淸水約3.5 c.cを注加して後疎め华 

備せ・る檢欄を斷ホを下向に或は歴のみを祇上に過く 〇檢趙を列べ終らば葢をなし一定の操作 

時間後腫の呈色狀態を觀緊す。

5.胚の呈色像と種子の活力

幾多對照詠驗の結果に於て次のが’代を捉え彳!｝たり。卽ち秫了一の活力旺盛なるものは胚全 

閥が內部迄•光澤ある帯淡蓝黑色を呈し稍共程度の・衰へたるものは光親を失ひ漸次福色 
.<

(Dusky Neutral Gray乃至Cliactura Blacky15を帯び,J旺が局部的に傷めるものは共部分 

のみ拭色せざるため極めて顯斥に斑狀を呈して不健全部分を如實に現像す。

此種不健全狀態のもの’を色綢の程度及斑の狀態に依りて分類を試み是に活力旺盛なるもの 

及活力攻失せ・るもの'2種を加へたるに第二十二［絢の如きものを得たり〇

筆者は曾て歐米各國出張の砌本鑑元法を各地例へばスエーデン,ノールエー,フィンラン 

ド,ソ聯,エスト=ア,ラトビヤ,ボーランド,ナエコスロバキャ,ドイツ,フランス,スヰ 

ス,ハンガリー,オース1、リャ,デンマーク,イタリー,アメリカ缁の國内にて歷訪し彳5•たる

範囲の農林關係官蟋,大學,硏究所,協會,飢「檢査所専に於て機會ある彳归て拙旨On the 

Determination of Vitality of seed by Test Paper. 1935 业 Die Bcstiinmung Her La如ns- 

fiihigkeit von Pllanzensamen nacb dem Ileduktionsverfuhren.1935 を以て紹介せしに滞欧 

中旣にEberswalde, Leningrad, Helsinki に於ける林"七試典岛或は阿科Iミお.所’ふにて是室 

試みられたるもの’あり〇更に本法を汎く紹切し得られたるは偏に筝符が本工:定法を還元法と 

命名するに當り同意せら・れたi近藤萬太郎鹿士の卻厚意に依るものにして卽ち同博士は完者 

歐米出眼不仲卜にも拘有ず本還元法に關厂る拙锚士 Dorpli-Peterscn氏を介してComptes 

rendus del'Association Internationale d'Essnis de Semeuc-e^. Copenluigne 7 (2)1935 誌上 

に,又池野•凹•士を煩はして罪術硏尤會'云・席:「甲7:琲え會航刊村のJapauele Journal of Botany 

Vol8 No. I1930に夫お發表するの機ルを與へられたるが如き策者の最も光榮とする所に 

して玆に特記して厚く感謝の恋を我する次第なり。

次に滯獨巾凰次訪れたるKtierswaW^K木附「檢・所に於て所农Dr. Schmidtの助手Dr. 

Eidmannより請はる、まゝに遠尤法の內容に互りて說明を與へたることあり。當時同氏は是 

に深き興味を持ち匝に S^TSD源類:花ic AgNOa, AgSO„NatIIA：sO4, Na2WO4, N&AsQ, 

Nagi。〇,等を極力蒐集試用したる結果當初はIJTeO‘がNatTeO4に比L特にプナ共他二 

三のドイッ応林木種子に好適なりとて足、:汗にEidnmnn法と稱して 怕’iに捉示せるも共 

方法たるや依然として還元法の域:ビ脫せざるが故にレ、:斤を示せしことあり〇 Eidmannは共 

後Teの鹽類を捨てゝ導らSeの蝉対iのみを採挥し是を生化學的林子:檢定法と題して發表 

(1936, 1937)するところあり〇 ・.部に於て(【兄'をEidmann法乂はEidman n-IIasegawa法 

と稱せり。卽ち氏はNatSeOa, NaIISeO3, KsTe(\ ."・以てお洲プカマッ,タウヒ,ブナ, 

アカシャ,オホムギ,コムギ话:三十餘村!の腰林种:「に付て硏究せる•結果K,TeO3に比し 

NaHSeOaの2 %液勝れりとせり。火理山としてScの牝濒は呈卽紅)紅色なる爲め黑色 

のTeに比し識別容易なると濃度1～3 %の慟;Iに於て3 ‘値’よ:無しとせ・るも此叫「「冰と全 

く共見解を異にす。卽ち叙上の如く T渚が殊更用ふ’べき桀削にTu融類を採打せI所以は假 

令新し・き又は古き種于腫に於ける固仃の色’けが終色或;、、Ji赤色如也の色を呈するが如き場•合 

にも植物胚固右の色調に黑色な世限,, 反應の呈色似が偌薦黑色丿痒濯黑色なるに於ては具氣 

別極めて容易にして 闽の呈色停の如浅占き腫の色剥と如似するが如き3雜E支障如渣負2' 

ベるものにして,若し夫れ藥宙の‘貼に至レては果してEidmannに於て心卅探究せしゃ苦や 

をさへ奮はさ％を得ず。笨登の一實驗例を捉示せ,ば凡そ第;十八圖の如くソウ七ロコシ秋子

117 表

備 考

ス¥の揚合には比亚0.92アルnールを用 

ひて沈降せる孙子を!L1K 1.14のケ、)七リ

ン液に投じて此際浮游せるものを採らば枇

及波粒の大部分を除3得べし。

0.75 jf.Ji液は純アルコ-ルC約ヨ容)及エ
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をSe鹽類にて扱ひたる埸合共後の發育に支障ありしにも拘らす同濃度の处幽類にて同一

の取扱ひをなせるものに在りては常規の發芬を觀たり。同氏はオホムギ,コムギに對しては

藥声鵬理(30°C)を48時間とし林木标子に對しては24時間にて呈色隊を得べしと譚ひ是

を分類して

(1)全胚面濃く呈色するもの

(2 ) 全胚面呈色するも部分的に濃淡あるもの

(3) 呈色淡きもの,呈色せ・ざる部分は多くも胚而の2/3を)超過せざるもの

(4 ) 呈色せ:ざるもの或は呈色するも共部分は胚面の1/2を過せさるもの

となし更に筆者の說に準じて別に(1),(幻,(3)を以てKeimpotenzを求め(1),(2)を以

てPHanzen-potenzを彳!}•べしとせ・り。尤も同氏の操作はシャーレ爪の藥液に剝皮又は種皮の

’一部切斷せる種粒を浸漬せしむるものとす。•

共後Eidmannは呈色像を三組に分ち全胚面が充分呈色せ・るものをVollkcimerとし呈色

像の淡色なるもの及斑狀を呈するものをMattkeimer,呈色なきものをToteとせり。

Eidmannの成績に依れば

ブナ飼子

產 地 Schotten Buch w aide Hammer Trittan

Pfl- potenz C 1 >卜C2) 60?〇 62.0 62：0 68?〇

秋播にて求めたるP氏fjrozetif 61.1 54.4 49.5 62.8

歐洲アカマツ称子

CPHL. )p+oCte2nz)

17.7

苗両PfL てpr求ozめen,tたる

21%.3

CIKWeimiSx)t e+n Ez )

49.4

發Ke操imp作rozにen依tる
%

44.7

38.0 36.0 81.7 75.0

59.6 56.3 96.6 92.3

60.7 64.7 96.4 96.0

而してK-nnipotenz Vllanzso-potenzは槪して近似きものなるも戻え相當の差異を 

生ずるは林木称「に多く"い、>るゝMattkeimerにK因すと解せ・り。斯くしてSelen法に依れ 

ば發芽率及成・苗ドを求め得べく更に呈色像の觀察を胚の斷面に付き3Iikroskopi«chに行はヾ 

本法は植物種「の隼的研咒にも池すべしとなせり〇

Schmidt (1938)はNairSeO3 2 %液を以て呈色像を五組とせり。

!荃胚ー樣に濃】•?:なる呈色

H全腫呈•色するも部分的に濃淡あり。

皿 全腫呈色するも濃叩ならず目・づ部分的に濃淡あり 

’如 多數の|'1ぎ無呈色部ありて斑狀を呈す

V 呈色せざるもの

(皿以下は發歩カ少くベイマツ種子・は3Vのもの發芽:せずと,刑ふ)

Hao (1939)亦N曲SeOaの2 %液を用ひたり。卽ち供試料は豫め24時間複•潰せしめ 

たる後別にHJXSせる吸水紙を用ひ是を飛液にて濕罚ならしめて試み本採作の方Eidmatmの 

如く檢瞼を藥液中に投入するに比し結果可艮なりと捋ひ。此際の氣溫は30 °Cとす。本呈 

色像中I,IIは縱刖困雅にして如關Jは個人的串違:の外氣温,呼吸作用,融子・の硫黄含宣尊 

に依りて亦一様ならずとせり。次に・藥のPn f-'iを異•にして試みたるも結果に大ぶなかり 

しと糾ふ。本操作が生細胞の還尼力に基く點に付ては笨者と所見を一にす。Haoの懐ける 

遠元珊(命は胚中に共力ある特定物’頁の存・と胚及內腫乳に仓まるゝ硫哉にJふ因するならんと 

せり〇罹黃は有機化合物例へばVitamin B, Cystein, Methionin, Gluthathin,張白質井め形 

に於て植物初子中に含有せらるゝMi•’代は普く知らる'所にしてHaoは二三朴木利子を分析 

の結果,歐洲アカマッ翔子に在りては內胚乳に〇・担％,腫に於て0.5〇%,タウヒは內胚乳 

に0.34 %,腌に於て0.31影にしてベイマツに於ても略近似するもの多しとし,•本還元反應 

は啻に种子の活力に依るのみな,す不"T %亦顷って丿Jあるべしと想定せ・り。足を耍するに 

Haoは欧洲アカマッに對して’」双め为呻間祈・後吸水祇を用ひSe鹽類にて處理(30°C) 

すること48時間の後呈•西集(I)乃至団)え以て發弟すべきものさ見假し得べしとせI)〇 

Eberswalde利!子檢’七所农Dr. ’ド冷つ滯’欧中のみならす歸朝後も再三還元法特に

Eidmannの施行せ・る藥液中」邪‘"*<丄或は數水祇に定:脳の藥液を吸渚せ・しめたる點・に 

關し卑見を求め更"代丿;涕果還元法の施圍を出でざるEidmannの所“胃「生 

化學的種子檢定法」を批判して•大・つ如く淪攻せ"(1財9)。卽ち「Eidmannは種子の檢定
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にSe鹽珂とTe鹽預の挽れが適するやをも解せず長谷川かTeを採用せし理山すら辨へす 

而して長谷川(1934)が金/腸撫を吸着せしめたる诚紙10c"に對し水!e.cを注加せ・よと 

述べたるにも拘只す統子•を藥液而以下にて處理し剩へ"長谷川は濾紙上にが料を竝べ僅かに 

潟ふ程度记水を注加し恰;本反應が酸素の存在に於て行はる'が如ぎ操作をなすも斯かる處 

舞方法は全く 倾に相應しきものに非ず,,と評せ・るが如き余の全然解し得ざる所なり。宜し 

く試料は空第に網れつ'金必挽の作川下に置かざるべからす。長答川法によりては玳に內腫 

乳胚を藥液に接せしむるのみ,浸漬の不可なる呼iに就ては旣に長谷川も述ぶる所あり〇此 

種の檢定に於て法阡を液而下に浸法するの安當ならざるは?1・を俟たす。長命川(1934)が金 

因盛を濾紙に吸ホ:せしめたるは尊ら林樂家,囤藝家,柄子商等に對し地方に於て節易に弛行 

せしめんがためなり。

本ガ法は地ガの林業家にとりて充分なる檢定法と認めらる。實驗室にては藥液のまゝ使用 

し得るも液中に浸すは不可なり。把idmrum法と稱するは・に長行川法の部分的應川に過ぎ 

・ず〇久Eidnmnnは呈色の狀琏を分類して Vollkeimcr, Mattkeimer, Toteの三種とせるも, 

抑々KeimprozentとPflan/nprozentとの間には著し座差異あるべきに非す。兩者の間に 

龙を生する理山は归ら外的躁竹例へぼ叩析に卯する水分の不足など共主因たるにも拘らず 

Eidinannは其理由を Mattkeimerに飾せ・るも現’代に於て Mattkeimerなるものは在を 

肯定し得す。反知色を以て活力を表現せんとするは難小・なり。假りに活力を弱む、 ることなく 

呈色反應を求め得て夫れが活力を表現するものとせば發芽率高き試料の總ての胚は畔々同じ 

色調を呈すべきの:理なり。完全に若色せざる恥を以て何故Mattkeimerと解するや。本呈色 

が細胞の呼吸作川に尤くものとせば活Jjなき秆制:に於ても呼吸するが故に本方法は活力と別 

個の關係に在りと認めざるを彳!}•ずとて’」;;氣化學的,生化學的に渝及し,更に神子の生命は 

活刀ある原形質に/>み依存するものに非すKatalaseが活力なき种粒に含まる"炉ヾは屢: 

々孙于の狀琏に封する绑斷を誤らしむ。Christ油而(1906)は應用植物協命ー年報に穀類履發 

芽丿Jと呼吸作川に關する’!":险成績を發我せ・り〇是に依れば發芽率1%にじて殆んど活力なき［ 

カラスムギと發芽:率£3 %のものとに於て同じ條件の下に其呼吸エネルギーを測定したる結 

果前者は後者に［匕し;に當り又發芽率55 %のものにJ七しJ以上を示せ"りと調ふ是等のが實 

より网川ば木呈色は斯力とは別ゝ個の問題と認めざるを得ず」とてEidmannの操作方法を話 

りMaCtkeimerの存在を苫定しKeimprozentとPfl:n z；nprozentの一致哥ざるは專ら甲析に 

貯する外的障碍:こして種了一活力の强弱に基くものに井寸と,浦ぜり。而して玆に来者の见解を

以てせば供,汰御‘*:を案液う表而下に於て作用せしむるが如きは夫れが假りに淨水の場合に於 

て也安當な:、 ざる方法にしてEi'lniaun . UEに操作中に於ける生理的退行性の變化を無視せ・ 

るものと,消はざるを仰脆 所.；F1 Muttkeimer.の存否に關しては迎かに淪及し能はざるも寶驗 

に徴するに發牙:;こべ胚の完備を耍し必ずしも完全なる种熟を要せず又同じく發芽するもAI- 

bino共他福形援牙:のちのあり,或:t占祢子-の如く芽生不法正にして非向地性を示すものあ

り〇從て「卩折に・對し水分共他の附?ご可及的に『附壮る揚令と微辛じて體姿を职ふるが如き 

不健全なるもの:よ頓て门沖の徑路を辿るものにして,槪して結代不作年度産のもの或は古種

・子筈に於て版:,'・認めらる。而して生物熟が死を致すは夫れが生命に必要なる何物かを缺除す

るためにして是れが也に外形に現はるー、揚合と外口的に現はれざる揚合」あるも,孰れにす 

るも不可逆性を示して死に移行十る道程に於ては必すやR:內部に在りて生理.上移行的浅化の

進行するものあるべし。從って沂!好なる訶「-呸は活力はむて吓盛なりとするも夫れが死を致

す迄には或時間の經過、を必吸"す。听くして健全秤子一と死稀「さの間には當然生理的中I出狀 

態たる不健全粒の存隹するものあるべし。夫.やの巾二は局部の細胞に於て活力を認めらるゝ 

も一個の生鵬として生活の現奴:;:現はし以ざるものもあるべく,成は好適なる條件に於て發 

芽の,現象确現はすもー•個の益苗として比後の:,,Wを叫待し得ざるが郊きもの・もあるべく, 

斯くして今日に於て 、・"附・Qな企を肯定すべ杏例證は融からざるも是を否定す

ベぎ有力なる根據はや苫・の・代腕範圍に於て代足・:認め’かし。現に、Schmidt (1929)自ら 

Kata軍eの檢出に於て闻3:也廿,Mitt el, Schwachの三階級に分加せし例あり。還元法に

於ける呈色像現出の生化學的根略こ肉しては佢に追求の餘地あるも今!Iのところ少くも生細 

胞の還元力に基くものと解I徂べく, ・淀匸定:七の幾务比較,武驗に於て共成新が略

一致せぼ假令呈色反軍が活力と別個い問山容1)5定するも猝茅操作の代行後定として共價 

値を發揮し得べく Schmidt、.’亦・「"云方法I い企認する所あI) 〇

所謂Pflanzenpr^fent .厂?ご"依 f 存しく粕云するが故に最適の條件-ドに於て 之を求め

ざれば其正鵠を期すん能 "。〇"』•二用";:か"化しつ'ある貯外に於ては標甲•上なるべ 

きPflanzenprozent : t之を求め・技W> :從って阳つ呈色像と野外眄初の试敬とを並行的に 

上匕較するは聊!か意味片づ「さ'•「‘‘仰:.".::"/ ・県’に於て诙苗军と里色俠との間に興味 

ある關潮認傑彳雄たらが故・に妙に!士せんとする.つみQ
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6 還元法の應用範囹

新鮮種子の場含

ヒノキ’スギ等の林木種子に就て觀察するに採集直後の新鮮网子必ずしも活力旺盛のもの 

のみと限らず中には稍勢力の衰へたるものあり或は全く活力狒きものあ名も古種すの如く病 

的にして呈色像の斑狀を星するもの無ぎは本還元法に依りて容易に認め街。

新鮮郁子にして還元法に依り胚の呈色せざる司顷に付ては共原囚を詳にせざるも結代良好 

ならざりし年度のもの及孤立但:樹產初子並に百花受炳初子等に於て例多泞を知るべし。

古種子の場合

柄子•は古くなるに從ひ胚の活力減退するため健全粒の數を減じて病的又は活力喪失せる种 

粒數を増加す。從て胚の呈色反應を觀るに暗楊色又は共褪色したるもの或は各種斑狀のもの 

多く,更に進まば活力喪失して呈色を见す。故惹に新种子の一附に击利子を混淆せる如き埸 

合にも亦呈色反應に依て容易に之れを觀破し彳!｝亚に共混漪制合をも推定し得。•先年束京帝國 

大學致授三浦伊八郞叫士より送附せられたるカラマツ初子一に付取敢す當法發芽試驗を施行し 

別に還元法を行ひたるに呈色像によりて求めたる發:芽:率は34.4 %にして而も不健全歴の呈 

色狀態より觀て明かに古種子•と認定し得たるが故に更に一組の試料を採りて冷水浸漬一臣夜

の後髙低兩溫を以て再び發芽鑑定を・施行したるに第一冋の浸漬せ・ざりし試料に於ては僅かに 

發芽率14.6 %なるに反し再試驗に於ては實据34.6 %を示してよく還元法の結果と一致せ

リ〇 (第百十八乃至第百十九表)

第 118 表

カラマツ貯藏^子の發芽:鑑定成績

發 芽 經 過 (三日I|每の發身:粒吸:)

處 段
菜 笫 第

三

第

四

第

H.

笫 第

七

第

八

茶

九

自至

・第十兰
第以 
十

次 次 次 次 次 次 次 •无 次茨 亥後

冶水祛渣せざるしの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14 17 23 11 8

冷水浸流を行ひたるしの 〇 〇 〇 9 5G 21 1:: 25 - ?•> 6

發芽殘粒切斷 内容備はれ 發芽殘粒切斷 る利i粒中還 

內容備は 蟲吿及枇 元法にて司 
れる利!粒 蟲吿及枇 むる健全粒

W 136 4

196 131 2,

發賢率 操作H數 備

%
14.6 60 供ベ粒败五百

34.6 49 昭和七年十月施行

考・

第 !19 表

カラマツ貯蔵種子の還元法鑑定成祉

切 斷 呈 色 像

內容備は 
れるH(粒 蟲吿及枇、 健 仝

® 芽 ド 備 ' 考
不饷全

375 125 172 203 34.4 供#粒映五Ti
猿子は流水にー畫夜枝Mす

南滿洲產巷實の鑑定

南滿洲の泥炭肝中に少くも150年間埋•載せ" られたるものと稱せ・らるゝ蓮實を硏究者理學博 

士大:賀一郞氏より寄贈せられしを以て本還元法を施行したるに共反應は理I;号にして明かに發 

芽能力あるこiを示し現に共一•部は播丽汰驗に依り或程度生育せリ〇

人买に依り生理的障害を與へて活力を喪失せしめたる場合

種子にして共周囹の條件激變し或は人工刺戟を興へて活力を喪失せしむるが如浅場合是に 

因て胚の活力減汲し頓て是を喪失するの経過をも同じく鮮明に觀察し得べし。而して生物.D 

單位は一個の獨立せる生體にじてーの生渕単位は細胞なるが故に細胞の尘死を探究縱別U得 

ぱ延ては生瞧の生死をも日ら判明すべ浅理なるも,由來外的刺俄に依る生股の抵抗は獨立せ 

るー•生物體とJ目蒲成因子たる細胞との間には将し浅相違ありて,例へぼー生般佐或低温に置 

かば忽ち共死祀來す埸合にも之を構戒する個々の細胞に於ては必ずしも同時に活力セ失はざ 

るの木•實はー・般に認めらる、所なり。而して一生體ー・細胞の外的刺戟に抵抗し得る範囲には 

自ら限度を有し刺戟に爪く生理的退行性變化にして共限度を超のれば遂に不可逆となり如何 

に共生般の生活に好適なる環境に置くも冋生せすして遂に死に至るべし。而も生理的退行性 

の變化が刺戟後直に起りて可逆性,不可迪性・現はすものにちらざる限！> !匚檢定も或時間派 

行性變化の宛版を待って一施さざるべからず。殺ー菌共他の自的を以て種子を莘割にて處理した 

る際の如き胚の活力に影郷ありや否は虞七逢着する問題なるも,想ふに刺戦が胚の活力に及 

ぼす作用弼きカ、或は腫が刺戦に對して生理的に感受性强き揚合・には共活力は減粳せら“て病
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的となり顿て活力を喪ふに至るべし。而して刺戦の影抑ある揚合果して夫れが何時顯る、 

やに付ては種子及剌戦の種類,處理の方法に依りて蓍しく相違すべきも要するに此關係は細 

胞死を齋すべき或種:退行性變化の急激に進行する場合と極めて緩徐に進む場合とをおへ得 

べし。

從て剌戟が種子の・活力に及ぼす影聳如何を檢定せんとする場・合には此郭iに付て絹くと吟 

味を耍するものあり〇物理的或は化,的の刺］戟を以て扱ひたる種子を共處理後iT［に一部を 

生命反應に依て檢定し他の一都を發芽操作に移して檢定したる埸合,假りに發芽床に播かれ 

たるものは發芽し得さりしにも拘らず對照として直に行ひたる生命反應に於ては活力に何等 

の異狀を認めずとするも,未だ迎行性變化の起らざる處理『［後に於て生命反應を檢了せば共 

間何君の異狀なきを當然ななすが故に,共成績・を以て生命反應の價値を評せんとするが如き 

は許容し得ざる誤なり。卽ち發芽操作に移したるものは或期間發芽床に放置せ・らる'ため是 

に對しては退行性變化の椽猶を與ふるも吏经施行する生命反應に對しては共檢猶を與へざる 

所に此種檢定上陷り易ぎ誤謬あり〇更に爲元法の如く試藥を用ふる場合には刺轶に川ふべ

き藥品との干涉に付ても食め吟味を要す〇

なに耕鮮にして健全と認むるブカマツ極子を流水中に一  W夜浸沽・せるものと別に浸・法を行 

はざるものとを用意し是をフォルマリン三十倍,クライト二百倍,氷酣酸二十倍,硫酸銅三十 

倍,好汞干倍,ウスプルン四百倍等の液に三十分,一時間牛,三時間の仟柄浸漬を行ひたる 

後水洗し,七日間を經て夫々の反應呈色像を檢したるに標準胚の色,凋は帶•盛黑色乃至漆黑 

色なるに反し,他は何れも淡調にして楊色を増し殊に昇汞處理のものに於て木反應の著し 

きを觀たり。

微生物と其反應

木方法は活力ある原形質の還元力に墓くものなるを以て共反應は敢て植物胚のみに限らる 

ゝことなし。旣にJapha (1842). Chabrie (1890)共他の人えは七レン捻類を月Jひて生細菌 

の還元性を附在しGosio (1904)も亦テルル徹類を用ひたりと云ふ〇現に「ヂフテリ丁」蘭 

の鑑別には木削を用ゆる方法あり。而して假りに植物村汙が憎敗に依て全く共活力を喪失せ 

るにも拘らす寄生せ・る微生物の返元力に紛れて恰・も翔子が健全なるが如く見誤らるゝことあ 

°とせば本鑑定法は腐敗種子に對して共僵値を失ふべきが故に此聊むくと吟味を耍すべし。 

はみに忖敗種「共他より分摊增舞せる緬習中次の嫩稲の聚落に就て藥液の濃度別に還元性を 

"周査Lたるに第百二十表の如き結果を彳争たり。

第

|1.25
C%)

1.50

!2〇 表

るが故に【司時に肉眼判定をも併行し得て此種の戛ひ更に無し。

\試にBacillus mesenteric^s l'liigge-A.をアカマツ種子に接・して之れを腐敗せ・しめたる場 

合の一例を擧ぐれは第百二一ー衣の如し。

斯の如く本;凋査の鞄,'Hに於ても戒生備は適當の澳度に於て木剂を還元し之れを帶菸黑色乃 

至帶尚黑色たらしむるも共現壑はJ"淡 バ上生細苗の坚 落に於朝らる、ものなるが故に, 

實際夫等の谓を死秆［子或は活f)ある種了-に接和せし埸e商敗進行せ・ずして吾人が檢照を11し 

て果して腐敗せ・るものないや否識別し得ざる程度がものに在りては奇生する生枷菌に假令反 

應ありとするも夫等の極めて微細なる’己・色が腫の活丿Jを誤認せしむるが如きあり得べか［',ざ 

る所にして幾多の例證に徴して亦明らかな！)〇般りに蘭の部飾・しくて何敗の進行せしもの 

に對しては旣に之を檢するの耍なかるべし。•やにして本籍定法に在〇ては咬め种:粒を切I"切-

デルル酸ソーダ液の濃展 

0.50 |0.75 1.00Vt •八 !(4 不

Achromobncter dolictatulum (Jordan) 爵黄格黑色大 第 に 淡 く 炎科 色

Achroniohnct r fornneum (Onielhiiskり 帶利黑色灰 福色左 に同 じ帶祸黒色灰福 色

Achromobncter goniinum Ravenel) 灰祐 色次 第 に 淡 < 淡朴］灰色

Bacillus megatlieriuin De Bary 灰棉 色灰 ;•(色 黄灰 色左1同 じ左に同 じ

Bacillus mesentcricus Fliigge-A 灰黄 色左 :同じ左にI-J じ左1同 じ 左に同 じ

Bacillus mes ntericus Flugge-]» 滯ぜ黒灰色帶黄灰色灰黄 色左 同 じ左に同 じ

Baci lui mycoides Fliigge 帶黑朴｝色左 \～ 1-J じ に1-1 じ帶W黑 色左に的 じ

Baccillus simplex Gottlieil 黑灰 色灰 W 色左|!同 じ左1同 じ帶梱黑色

Bacilhis su|)tilis CElirenberg) Cohn 盛黒 色左 に同じ左に同 じ左1同 じ左‘に同 じ

Babillus teres Neide 帶黄黑灰色帶黄黑色左に!») じ左1I-J じ左に！-1 じ

Flavobacterium tremelloidcs (Copehml) 福黒 色次 笫 に 淡 く 黑林｝ 色

Micrococcus flavus Fliigge 帶黄黑灰色桐 黒色左に同 じ左1二 ！-J じ左に同 じ

Phytomomw No.1. 黄灰 色灰 茂色 '1灰 色左1二 ！-J じ帶黄黑灰色

Rhodococcus roseus (Fliigge) 11011and,
Cominiltee S・ A・ l».192〇,灰M 仕左 1I同し 带.,・尖黑 色左1!同 じ氏黑 色
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第 121 表

囘 花 佛全•なるもの 不佛金なるしの 活力な％もの 備考

接師當日 189 / 10 1 供:K粒吸:各二百粒

接莉後10日目 〇 192 8
〃15日目 〇 184 16
〃20日目 〇 177 23
〃36日目 〇 123 77

卽ち健全粒と雖接極後1〇日の調査に於ては何れも病的となり更に腐敗の度進行するに仲 

ひ活力喪失の狀態を檢知し得。

次に襄天培地にテルル酸ソーダを添加し之に涙曲(MerMius donieaticua Falck)を培签せ" 

しに生曲は頓て黑色を呈せ・り。本逹元法は此種方而にも應用の範岡を有すべし。

發芽率の算定

還元法に依りて種子の發芽步合を求めんとせば胚の呈色像を檢して「發芽能力富りと認め

たる種粒數の供試數に對する冇分率」を求むれば!Wに之れを發芽率とし・て採用し得Eidman〇 

(1936)は發芽試驗に依りて求めたる發芽步合を“ Keimprozent ”と呼び呈色像に基きて檢 

定せ・る步合を“ Keimpotenz ”と稱せ・り〇本還元法と發芽試驗に依りて求めたる結果とに付 

きて標準偏差を求めたるに第百二十二表の如き成紐を得たり〇

第 122 表

還元法に依る發芽率 ％
發芽找岭1 依 〇, 
る鑑定發多:率ん

樹種 M m 〇・ M f m•1 3 . 備 考

アカマッ 54.88±0.1718± 1.3304 55.27±0.2373 ± 1.83 應 段料四百粒百二十組を採

力ラマッ 37.06±0.1868± 1.3856 37.41 ±0.2459± 1.8221リ內六十組を還元法に尿

アスナロ 24.22±0.1480± 1.1269 24.53±0.3101± 2.3643リ他の六十紐を發芽缺驗

卜*・マッ 8.68士0.1140± 0.8832 7.48±0.1770± 1.3712に依りて求めたり。

モミ 40.68±0.1924± 1.4900 42.52±0.3577士 2.7713—

樹 莉

混元法に依る發芬率％
發芽找驗に依“ 
る鑑定發芽率’〇 

M m | 6 備 专M m 6

ヒ ノ キ 39.64±0.1414 ± 1.4112 41.93±0.25 ホ ± 2.5397 試料五百粒二百紐とす。

ス ギ 42.18±0.1127 ± 1.1269 42.40±0.1822 ±1.8221
アカマッ 82.92±0.1396 ± 1.3964 82.47±0.1682 士 1.6823

•

カラマッ 28.35±0.1196 ± 1.1958 27.65±0.2184 士 2.1840
卜y•マッ 

エ マッ

26.71±0.1460 ± 1.4595 24.91±0.2191 士 2.1909
54.91±0.1281 ± 1.2806 54.47±0.1682 士 1.6823

胚の呈色狀態と發芽及成苗能力との關係

凡そ生物には自己称版の維持手段として必ず生殖作用あり。而して吾人の取扱ふ種子も亦

植物尚械のー•部若返りに依りて眾まれたる共極族の後紆浦.にして吾人が是を造林用に充つる

も偏に優良なる後繼林を仕立てんがために他ならす。從てが業上種子活力を檢定する所以の

ものは専ら夫れが後繼者たり得べき能力を有するや否に右:す。然るに從來の發牙泛定方法に

在・りては單に發芽能力の有無を檢するに止まり夫が發芽後の興亡に關しては特別の堤合を除

き一般には深く究むる所なし。卽ち佃長せる胚が皮殻を破りて種皮外に現はれ幼根生長す〇

の形勤;あらば之を目して健全なりと認定するを常とす。而して實際囤揚に播下せし称'位に對

し仔細に之を觀察せ・ば所洲發芽せしものゝ中にも格別認め得べ浅程度の外的被吿を蒙らざる

にも拘らず忽にして自滅するものあり或は辛うじて稚苗たるの週姿を埜ふるも幼根又は子

蕖等の一部不健全なるため浸何もなくして倒る'もの亦融からす。:敷々］田らるゝ「白子」戒

は古種子に於ける非向地性發芽の如きも頓ては门滅の經路を辿るものとす。而も夫等の神・&,.

と雌發芽試驗に於ては發芽するため何等の囂尚なく何れも健全粒と丸做さるべし。彼の試

驗發芽率と圃場に於ける發芽成苗’削合との間に於て常に相當の懸隔あるは主として實驗操

作と實地とに於ける還境の大なる相違に依るべきこと勿淪なるも更に叙上の如き車實ある

こと亦看過すべからざる所なるべし。此關係は古種子に於て殊に著しきものあり。種子の使

命は喚芽」に依て完了するものに井す故に共鑑定も亦實地に卽したるものならざるべから

す。

偶々本還元法を行ひて胚の呈色;I燃を仔細に觀察せしに圃場の成結と對比して頗る興味あ

る結果を得たり。(第百二十三表乃至第;百二十四菸



第 123 表

第四表【血場と常法竝に遂元法との發芽對照表

備考 CD, C2)は呈色狀慫笫 时屮CU ・立C23に該當する胚の數を航しNは席弑粒數300 

粒:)を示す。

播孙床I-於て發芽せるものの中には

CA) 铤全に育ちたるもの(病,蟲苫-苗を含む:)。
CB) 發:芽盛子葉・典他一部故障のため生立せさ.りしもの。

CC) 白子の如さ頓て倒れなるもの等を含む。

X梱の败値はB, 〇に該當するものは取り除きて算出せり〇

昭和八年四び十五:日游手。同年五月十二日,十九H,二十九日,六月二日等に個直す6

秘 掘 須
播种せし

宣粒姒

播枷

而 V
常法に" 

る發芽H

還元法に 
依る發す 較
矛 yiNci

混
W!床に ,し…m 
於けるJ成 ロK色的のアi較
H!削合y 。啓

•浅

ヒ ノ キ 50,000
On

10 90.1
% 

90.0+
!

0.1
%

54.7
%1 

5〇•£+ 4.5

〃 50,000 6 34.4 36.2 1.S( 26.0 26.?一 0-1

〃 貯藏Ki子 45,000 10 42.3 41.24- 1.1 13.0 19.8一 6.8

〃 〃 50,000 5 7.7 9.4— 1.7 *-6 4.8— 3.2

〃 新占混合秘子 126,500 10 26.2 20.4+ 5.8 10.4 12.0一 1.6

ス ギ 50,000 6 9.6 9.4+ 2.0 6.9 6.0+ 0.9

〃 99,000 16 19.5 16.8+ 2.7 12.4 13.0— 0.G

サ ハ ラ 40,000 3 26.3 20.6+ 5.7 16.2 15.6+ 0.6

ア スナ ロ 40,000 3 2.2 2.2 〇 1.1 1.2— 0.1

力 ラマ 20,000 5 35.1 29.84- 5.3 26.2 24.8+ 1.4

ア カマ ツ 10 000 2 53.3 54.6一 1.3 39.3 39.0+ 〇:3

ク ロ マ ツ 20,000 5 10.7 11.8一 1.1 9.9 8.2+ 1.7

F 〇 マ ツ 30,000 5 4.4 4.2+ 0.2 1.5 3.2一 1.7

モ ミ 7,000 5 37.0 41.4— 4.4 35.7 34.8+ 0.9

極 和類

插网床 ri?法枢元法
插网床
而Kf 發i学 o牌發芽字 

in2

邮床 班元法 
に於け 班元法 にる於成け苗 による 麟冗 剤る成苗<r 成苗皐 伽 考

ノ キ 新鲜种子 20 E.0
質 

89.2+ 5.8
73%.6 69X4-4.0

1.4 
18.5+

供;忒粒败は常法還

〃 貯 般种子 1G 26.0 23.4+ 2.6 17.9 元法共千粒宛,网

ス ¥ 浙鲜桢子 20 60.4 60.1+ 0.3 53.3 51.1+ 〇, 垮にては五相粒宛

〃 浙占混合稗子 IG 33.0 33.2一 0.2 25.5 28.7— 3.2 とす。

サ ハ ラ 満衅種子 7 22.9 20.0+ 2.9 16.6 18.7一 2.1

ア スナ ロ Hr MIL念種子 9 16.9 20.5一 3.6 16.0 16.8一 0.8

T カマ ツ 断 鲜莉子 16 S2 3 85.2一 2.9 81.6 77.7+3.9

り ロ マ ッ 貯藏秘子 7 21.J • 28.0一 3.8 22.8 22.8 〇

力 ラマ ツ 〃 9 35.9 35.9 〇 28.7 29.9— 1.2

ウ ヒ 〃 7 45.1 41.7+ 3.4 29.0 33.3一 4.3

ェ ゾマ ツ 新占泌n•種子 $ •16.4 3.1 42.3 43.8— 1.5

卜 乎マ ツ 〃 7 31.-；35.4 1-C 23.C 30.5— 7.5

ケ 十 キ 貯 藏柯子ー Jj 9.7 4.£ 6.C— 1.1

斯くして對照試驗の結果を綜合すれば野外IM場に播-ドしたる祉子の中發芽し生長を繼績

する見込あるものは共败に於て同・試料に對する還元法の呈色像が光澤おる帶蒔黑色なるも 

のの數値と略ー ・致するが如十傾向尚り。勿淪此種試驗の供が個陇に對しては檢定も唯一莉ー 

回のみ許され一個醴を同時に伊若くは通以上の檢定松供用すること不可能なるが故に假

令生化學的處置に基く呈色像と蚪:是を以て呕に發芽能’カ成苗能力を表現せんとするは平卩か共

根據に乏しき憾な泣能はず。惟ふに種村:にして發瘀能力を有し環境最海にして何君の支障な

浅場合には所"1T發芽歩合は克く浅苗削合・と-•致若くは近似すべき〇1理なるが如きも囤場に播

下したる種子を好適條件にのみ置きて絶對無破害の狀態に保つこと困難なるのみならず・發牛

の現象は必ずしも常に健全なる秋試に於てのみ起り得べしとなす能はざるが故に,可及的に

タト的被吿を排除するも發莎せるものの紙てに&寸して共後の生育を期彳导し得す,從て現在の貧:

定技術に於ては呈色像に對する測”結果が］◎用損たる發垢汶驗或は圃場播種の诙紂iと帽一致

せば鑑定法として優に共價値左發揮レ得べし。

貯蔵種子の活力喪失經過

常法發歩武驗を行はヾ祢「占うに從ひ‘て愈々發芬力の喪失すべ在・、實は之を捉へ得べヨW
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胚が如何なる終(過を辿りて活刀を喪失するものなりやに至りては知るに山なかりきレ然れど 

も本還元法に基きて胚の活力在觀察せば新鮮植子は槪して活力旺盛なるものと,.活力なきも 

のの二型を含むも(玆には枇,遍 蟲吿等は論外とし內容充實粒に付てのみ考究す)貯蔵古ー 

・き・に至らば胚股一様に活力を減退せ"しむるか戒は部分的に死を致せ・る胚の數苫しく増加し次 

第に活力なきものの贩を加へ或年度を経過せ・ば病的のものに於てノ感を減じ遂に活力なきも 

のを増加するの狀態を觀察し得べく,更に種子に依て保生上特有の性質ある點をも窺知し得 

べし。(第百二十五表及第二十三圖参照)

從來の檢定法に於ては單に發芽率を求むるの他なかりしを以て僅かに共算出方法を杉慮し 

或は現實發芽率に認定の健全粒數を併記し或は試料數より鴻tit,蟲吿粒を除きたるものに 

龙きて所”門Real Gerniiuation Percentを求めたるに過ぎざりしも本巡元法に依りて內容充 

實粒の一定弛を檢すれば逐年活力の衰耗せらるゝ狀態を然も胚の部分的に一粒宛檢知するこ 

とを得ペきが故に本方法は哲に發芽率の檢定上役立つのみならす,貯蔵獄驗施行上にも別個 

の意舞を有す。

第二十三圖 、

氷空に貯斂tfる.ノキ技子の活力喪失狀^
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第 !25 表

採集年摩 活力葛 備 笠活力あ 中間活力な阳•カあ,中 ||活カな 中Hi 岡カあ
るもののものE Lの1るしの1のしの)1 •,もの るしののものほしけ

ヒ ノ キ ス ギ アカ マツ

昭和八年 488 9| 3481
8 11 497 〇1 3本圭料は氷室内に貯

七年 195 295 10 25」 239 10 474 20 6 滅す。

六年 134 351 1150 145 335 20 420 37 43 仇"料は內样充質粒

五年 28 133 339 115 360 25 269 169 62 五百粒宛にして昭和

四年 〇 • 4 496 〇 45 455 2 85 -113 八年採:ft郁子は比眼

サ ハ ラ ェ ゾマ ッ 卜 ドマ ツ
畫料の一例とす。

採果年度 活力あ 中間活カな活力あ1中IIIJ ,活カな活力あ 中nu活カな 
るしのの｛«の 2 Lのる«の1のもの!3Lのる«ののもの 3 Lの

和和八年

七年 201 272 27 354 140 6

六年 41 257 202 252 237 11130365 5
/[年 〇 〇 500 〇 4 496 〇 69431
四年 — — 一 — — ————

更に一例としてヒノキ,スギ,サハラ,モミ,アカマツ,クロマツ,•ブスナロ,カラマツ,エ 

ゾマッ,トヾマツ種子•を一半は俩粉添加,他の一中は標準無添加にて密封し滿四ケ年間帝室 

林町局朿京林業試驗場榊內の常温室及同附屬御料地ヒノキ九十年生人工林內地下1m及北而 

山腹の穴倉,氷室等(第二十叫圖)に置き每年一回十二月に還元法を以て活力の檢定を行ひ 

共各に付保生曲線を求めたるに第二十五圖の如き成績を得たり。 /

是に依て觀るも貯蔵中漸次初子が共活力を減退して病的狀態に移り次第に之を喪失するに 

拳る經過を知り得べし。 ー

Die Bestimmiing der Lebenefaliigkeit von Pflanzensamen nach dem 
Reduktionsverfahren.

Kozo Hiiscgawa

Kaiserliche TIof-Forstveraucbsanstalt

Asakawa, Tokyo, Japan.

Dei der wiasenscbaftlichen Unternuchng von S;iatg(it das man in der Land-und 

Forstwirtschaft, sowie im Gartcnbau verwendet, steht die Priifnng der Xiebensfahigkeit der 

Samcn an erster Stelle. Dem Zwcck der Priifung dienten bisher verschiedene Verfahren 

mit nacbstehender Einteilung :

A. Priifung durch Keimprobe

l>. Priifung der Lebensfiihigkeit uiul Altersbestimmung der Samen ohne Keimprul)e

1) Ermittlung nach iiiisseren Merkmalen (Schnittprobe)

2) Physikalische Verfjihren

3) Fennent-Untersuchung

4) A7itulf：irbung

5) Andere Verfahren ・

Den cinfaehen Verfnlren mangelCe im allgetaeinen die Genauigkeit der Ergebnistc. Sic 

1 iessen sieb nur n>it l：mgl：iufigen nn<l ti uren Versucliseinricbtungcn erziekn. D;〇 !<nt\vi( klimg 

cinfacher, aber trotzdem genaner \\ rCureii bedeute* de^luilb fiir die Siuitgutforsehung cine 

der wichtigsten Aufgalx?n. 3m Jtihr 1S82 machtcn Loew und iJokorny Versu< he mit 

diinncr Alkali-Silberhisung ； Blulizh 1心chrieb 1918 die Anvendting einer Sill>er-Sulphat* 

Losung.

Auch der Vetfassor widnietc si ch dieser I? rage sehr eingehend. Seine Versuche galten bis 

etwa vor 10 Janren der Oxydation tier Zellen. Die Ergebnissc bewicsen die Vortcilc des 

Reduktionsverfahrens, an (lessen \Fcrvollstan(ligung der Ver faster arbeitete. Auf Grund 

zablreicbor Versuche unter Auweiulung nictallischer Stilzc, ^liiekte ibm, wie Selen nml 

Tellur, die ErmitUung einfes in Anwendung und Haiidhabung sehr einfachen Vcrfahreus, 

das sich aber durch seine Genauen Ergebnis^e auszeiehnet.

Urn die Saatpriifung von (ler^Birdiing an das Laboratorium zu befreien, entwickelte die 

Versuchsanstalt Asakawa ein liesmideres Piiifpa]>ier. Das n))t Chemikalien getriinkte 

Papier ist weiss und bewirkt cine Fiirbung der zu prufendpn Samen. Es wurde ihrn der 

Name ** Sanieu-Priif-Papier n gegeben・ ヽ

Richtliiiicn zur Ermittlung der Lebensfiihigkeit von Samen.

Bei der Feststellung der Lehensfahigkcit von Samci) kann man folgcnde drei Stu fen 

aussebeidan :

1) TCriiftige Tuebcnsfahigkeit, vollig gesunder Zustand

2) Geringe Lebensfiiliigkeit, krankhaft
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3) Ohne Lebensfubigkeit.

Aus der Keimprobe Iiervorgelieixle Keiiiie gesuudcr Sanien liaben Aussicbt sich aucb im 

Freiland zu kriiftigen Samen weiter zu entwickeln. Sameu mit verminderter Lebeusfabigkeit 

entwiekeln hei der Keim probe oder nach der Freilandsaat nur vereinzelt Keime, wie 

Beobachtungen zeigen. Solche Keime sind jeiJoch idle ungesui.d (auch kommei) nicht Felten 

abnorme Fonnen vor) und einer weiteren Entwicklung zur Pflai.ze nicbt fahig. Der 

Verfasser konnte in vieleu Vergle:cl)sversuuhen den Nachweis erbringcn.

Wie eingangs erwiihnt gil.t es zwar verscl)iedene Priifverfahren. Keines dieser Verfahreu 

aber kann Aufschluss fiber den Graxl der Lebensfiihigkeit und insbesonderc fiber mogliche 

pathologisehe Veranderungen des Embryos geben.

Auch das Verfahren von Neljulxjv (1928), bei dem einc Vitalfarbung dutch Indigo- 

Karniiu-Farbstofr erziclt wird, hat verscbiedene Mangel. Nnch Lake n ist das Irdigo-Karmin- 

Verfahren lediglich eii.e Verlxsseruug, der Schnittprobe. Alinlich ist die Fiirbui g n)it 

Bismarckbraun nach Korn fold (1930) <inzuwerten.

Anvveisung zum Gebrauch des Prfifpapiers.

Vorbereitung der Samen

Je nach Baurnart bereiten die Scbalen der Samen allgemeinen Schwierigkeiten ffir die 

chemische Einwirkuug im Innern der Frucht. Die zu prufenden Samen werden deshalb 

zuniichst 24 Stunden durch L/agerung in kalten), klaren Wasser vorbehandelt. Hicrnach 

erfolgt die teilweise Ablosung dor Samenscbale durcb Sclmitt mit eii.em scharfen Messer 

(klcines Rasiermesser, Skalpell, Mikrutom). Bei inancheu Arten gen figt(；ie stellen weise 

Trennung oder Verwundung der Schale. Dio Samen werden dann uiit den Scbnitt-bezw. 

Schiil-fluchen auf dem Papier liegend aueinandergereiht.

Bei Arten mit grosser Friichten,ヽvie Walnfissen, Rosskastanien, Bdelkasttuiien usw. 

verwendet man am besten cinen Samenausschnitt mit dem unbeschiidigtcn Embryo oder 

auch nur den Embryo selbst. Das triigt wesentlich zur Vereinfaebung der Prufung bei. 

Andere Sainenarten wiederum kdnnen obne Bescliudigung der Schale gepriift werden. Id

alien Fallen werden die Samen vor der Priifung mindesters 10 Stunden (bei troekenen, 

alton Sainei) cntsprechend liinger) in klarem Wasser eingeweicht.

Nachstehend folgen ehiige Beispiele zur Vorbereitung der Samen :

a) Anschneiden der Saincnschale empfehlenswert

Arten : Kiefer, Fichte, Tanne, Stsineibe, Lirehe, Deodarceder, Btiche, Ahorn 

11.s. w.

b) Schiilen und Auaschnciden des Embryos :

Arten : Rossk isfanit*, Juglans, Edelknstanie, Eicbe u. s. w.

c) Samenschale (lurch Kitzen oder Anミtechen teilvc'e Ijescliiidigen

Arten : Birke..........

d) Vorbehandlurg unn说i須

Arten : Gerstc nn<l andere Getreideartcn, Gr：i=er (Spelz^n jedoch entfernen)

Behandlung zur Priifung

Die nach Beacbreibnng vorlx)reiteten Samen kommen auf das Priifpapier. Ein Blatt 

des Papieres wird in einc I^Jrieschale Cctwa 8 cm) gepasst und mit 3.S ccm klnrem AVasser 

angefeuchtet. Das Wasspr braucht nicht destillicrt zu sein. Die Saman legt man mit den 

Schnittfliichen auf das a^gefeuchtete Priifpapier. Die Priifung kann auch wahrend der Reise 

durchgefuhrt werden. Das an den Uandern aufuebogene Vrfifpapier pa st man in eine 

Zigarettenschncbtel.Sind die Stunen aufgereiht, dann wird der T-ieerrauin mit Watte ausgeffillt 

und mit dem Djckel abga chlossetu Tr-igt man die Schaehtel in der Westentaseh •, dann 

vollzieht sich vinter dem Einflues der Korperwiirnie die Farbreaktion sehr rasch.

Reaktionsdauer

Temperaturerhohung be.sehleunigt die Reaktion. Die Zeitdauer, nach der eine Verfiirbung 

eintritt, hangt also weitgehend von der "temperatur ab. Naeh dem Schauhild(siehe Al)b. 17)tritt 

beieiner Teinperatur von 16 °C eine Verfarlmng erst nach 48 Stunden ein. wiihrend l)ei 26 

°C die Keaktion bereits naeh 27 Stunden sichtbar wird. Nach 1 Ablauf von der Teinperatur 

bedingten Zeit lassen sich die Farbiinderungen klar erkennen. Um jedoch den II(3chstgrad
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der Verfiirbung zu erreichen, wird die Ablesung zweckiniissig erst nach 48 Stunden 

vorgeiiommen. Da nach Eintreten der vollen Farbung das Farbbild sich nicht mehr iindert, 

kaun cer Ablesezeitraum l>eliebig, auch mehrcre Tage verlangert werden. Katalysatoren 

verkiirzen die Reaktionsdauer wesentlicb. Das Verfahren ist al)er verwickelt und-vor alien) 

an Laboratoricn gebunden; es wird desbalb von dem Verfasset- hier nicht weiter l)ehandelt.

Leljensfiihigkeit und Farb加derung des Embryos

Zahlreiche Versuche des Verf assets gaben iiber Lebensfiihigkeit und Farbiindcrung des 

Embryos Aufschluss. Libenskraftige Samen zeigen hellen Glanz, lebeufschwache verlicrcn 

die en die Iel)ensn)atfcn nehinen allmahlich einc bniui liche Farl；e an.

Ist der Embryo stellenweise zerstdre oder tot, dann bleibt an solchen Stelhn die Farbe 

aus. Das Bild erhalt eine auflailige Musterung. Nach Erloschen der Lebensfahigkeit tritt gar 

keine Verfiirbung mebr ein. (Wird durch Beruhrung mit dem Mess r ein Toil des Eml ryos 

beachadigt. dann nirnmt der zerstcii te Toil auch keine Farbe mehr an J Das Verfahren hat 

den Vorzng von der Samenart un(] der inneren Beschaflenheit der Frucht luial)hangig zu 

wirken, es eignet sich weiter ausgezeichnet fiir Samen mit barter Schale und fiir solche, die 

zur Keimimg einer Vorbehandlutig bcdiirfen.

Priifung alter Samen

J \, ) f .
Nach dem vom Verfasser entwickelten Verfahren lassen sich alte und nene Samen deutlich 

unterscheiden. Frische Samen haben in der Regel einen kriiftigen, lebensfiilfgen Embryo 

(ausnabmsweise kann von Natur die Lebensfiihigkeit mangein). Bei alter Samen ist der 

Antcil solcher Friichte sebr hiiu *g, die krank si nd und ihre Lebensfiihigkeit teilweise
・ 」 、’

verlo en haben. Das Verfahren ermoglicht ja einen unmittelbaren und genauen Einblick in 

den inneren Samenzustand und eignet sich deshall) zur Unterscheidung frischer Samen von 

den al ten< 丨 ,

Kiinstlieh zerstorte Lebensfiihigkeit

Wenn Samen zu S(erilisierungs-oder anderen Zwecken mit Chemikalien behandelt werden, 

ist es von grogs ter bedeutfung, zu wissen, ob nicht der Kmbryo in seiner Lebensfiihigkeit

durch diese Chemi畛lien Ijeainftusst wordan ist, bei mancheii stark \virk >nden Chemikalien 

win! die Lebensfiihigkeit vermindert oiler erklanken.

Die Einwirkung soldier Chcmikalien weist Uhterscbiede auf. In nianchen Fallen iritt 

schon wiihrend der Behandlung eine Stdrung der IJebensf;ihigkeit auf. Dann wiederum 

zeigen sich die Wirkungen cr.-t in einigen T：uen nach der liehantllung. (Es ergelxm 

sich Unterschiede ja nach Samcnart, Zusammensetz mg der Gj)emikalien und der 

Behandlungs weise.)

Die Ergebnisse versehiedener Priifverfahren k6nne：i dnnn unt-. r solchen Um由inden 

nicht ubereinstimmen. Wcnlen z. B. Proven nach dur Behandlung mit ('hcinikalieii auf die 

Keimfiihigkcit untersuciht, dann zeigt sich le liglich der aus der ehemischen Einwirkung 

hervorgegangene Verhist tier Kcimf-ihigkeit. Bei Anwcndung einfachfr Verfahren, wie z. )■. 

Vitalfarbung odor Rekiktionsmethode, priift man die Keinif；i(iigkeit noch ehe s；cli die 

Einwirkung der Chemikalien iiberhaupt iiiissem konnte. Es ist deshlb klar, d:iss die 
\

I*2rgebnisse der verschiedei on Priifverfahren nicht libereinstimmen konnen. De^halb ware 

es aber falsch. iiber die ヽ’crRihren selbst ein Werlurteil ：ui?zusprechei).

Jede Priifung hat daher tlie Frage der ehemischen Einwirkung sorgfaltig zu beaehten.

Als letztes Beispiel fiir die Brauchbarkeit des I'riifpapieres erwahnt der Verftisscr 

Ergebnis^e einer kiinstlichcu Tnfektion von Kiefernsamcn n；it Bacillus me^entericus Fliinge-A, 

die mit diesem Papier nachgewicsen wurden. Zchn fl'age nach der Tnfektion erkrankten selbst 

gesunde ZeHen und <l：is allmahliche Forts *hreiten der F-iulnis war mit Hilfe der Pi iif- 

Papier-Fii rbung leicht zn ver folgen.

I 

Pcrechnung des Keimpijozentes

Wird die allgemeine Kciinpn'ifuiig durch vorliegendes Verfahren ersetzf, dann erheht 

sich die Frage nach der Festst01lur)g dfis Keimprozente?. Es werden alle Etnbryonen, die 

eine schwiirzliche bis gliiiizend blau-schwarze Fiirbung ai genoimnen haben, als lebensfiihig 

geziihlt. Ubsr die Genauigkeit dieses Verfahrens gibt die T；ibelle 122 Aufschluss.
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Beziehungen zwischen Farbwert des Embryos und dem

Kei(nungs und Wuchs-Vermogen.

Fiir die Giite des S mens ist neben der 11 Erscheinung der Keimung " in erster Linic 

die Anlage im Keimling massgebend, die ibn zum vollen Baum zu entwickeln vermag. 

Im allgemeinen bringt die Freilandsaat weniger Keimlinge als das im Laboratorium 

ermittelte Keimprozent ver mu ten liesse. Auch beaitzen nicht alle Keimpflunzchen die 

Fiibigkeit zur WeiterenLwicklung. Ein Teil von ihnen besitzt nicht geniigend Kraft zum 

ヽVeiterwachsen, ein anderer Teil ist von Anfang an miesgebildet und versclnvindet wieder 

auf natiirlichem Wege, ohne je die Keimstufe zu iiberschreiten.

Geliugt es deshalb mit Hilfe des Prufpapieres die Lebensfiihigkeit des Fmbryos in ihrcm 

voraussichtlichen Umfang bis in das Einzelne zu ennittehi, dann vermag man den 

praktischen Aussaatwert der Samen im Voraus schon abzugrenzen. Das vorlegende Ve- 

rfahren befiihigt sowohl die Keimveranlagung, als auch die Entwicklung des Keinilings zur 

Pflanze dure1! die Auswertung <ler Verfiirbung zu priifen. Die allgemeine Kein)prol)e kann 

deinnach durch dieses Verfahren ersetzt werden.

Ermittlung iiber das Nachlassen der Lei)ensfithigkeit von Samen

Mit zunehmendem Alter verlieren Samen ihre Lebensfahigkeit; sie geht schliesslich v(illig 

verloren. Den Beginn dieses Vorganges bestimmen der biologische Same】 zustand und die 

Umwekbedingungen. Manche Samen ze*gen an dem Embryo stellenweise Krankheitser- 

scheinungen und trotzdem entwickeln sich, je nacb Umfang der kranken Stellen, Ansatze 

von Keiinen. Die Praxis braucht jedoch ein klares Urteil iiber gesunde, lebenstaugliche und 

kranke Anlagen. Un ter Wiirdigung der nicht vollstandigen Eignung des Beispieles, weist 

der Verfasser auf die in Figur ° dargestellten Ergebni'Pe iiber die Abnahire der 

Lebensfi ih igkei t bei riejen und al ten Samen hin. Es zeigt sich ein grosser Unterschied an 

den Schaubildern zweier Peispiele. Das eine Bild verfolgt die Entwicklung der Fa men von 

Finns densi flora Sieb. et Zucc., diese Sanien si nd verbiiltnismiisig leicht zu lagern, wiijirend 

das andere Bild die schsver aufzubewahreuden Samen von Thujopsis dolabrata Sieb. et 

Zucc erf asst.

Zum Schluss erhalten noeb Ergebnisee liei der Prufung kiinstlicb erzeugter Sainenrube 

Erwalmung. 1

Der Verfasser konnte nacbwcisen, da=s Iiestimmte Salzc des Aluminiums die Bube der 

Pflanzensamen fordern. Gesundc Pflanzefi keimen scblieslicb niebt mebr bei der Keimprobe 

und die Keimung getzt erst wiclier nacb Entfernung des Bubemittels ein. Werden rubende 

Samen der Keimprobe unterworfen, dann fordert dor Versucli in vielen Fallen gar keine 

Keimung zu Tage, selbst bei einer Versu9bsdancr von 3—4 Wocben uud einwandfreier 

Gesundheit der Etnbryonen- Fs ist unvrerst：indlich solche allzuleicbt als nicht

lebensfiibig zu beurteilen. Der Versuch mit deni Priifpapier sicbert jedoch aueb I ei 

rubendeu Samen ein einwandfreies Ur toil fiber den Zustand der Gesuudheit.

Zvisammenfassung

1) Das Pruf'Papier-Vcrftibren ist ein bioebemisebes Verfabren. Es berubt anf der 

Lebensfiihiukeit des Protophisinjis. Es konnnt dor Lel)enszustand des Protoplasnias 

zum Ausdruck. Deslmlb liisst sich die l\el>ensf：ihigkeit der Samen genau ermitteln.

2) Die Durcbfubrung zeiebnet sicb durcb grosste Kinfacbbeit ans.

3) Die Ergebnisse steben sebon nacb kurzer Zcit zur Verfiigung.

4) Die Beiirteiluiig ist sebr leicht, da sicb die Farb-Reaktion deuticb abbebt.

5) Das Verfahren eignet sich fiir die verschiedensten Samen und kann deshalb auch in 

der Landwirtscbnft und im Gartenbau Anwendung finden.
\

6) Es beateljt Sicberbeit, dass durcb eine Priifung mit dem Papier die Lebensfahigkeit 

des Embryos in keiner•'\’eisc beeintra.-htigt wild.

7) Die Unveriinderlichkeit der l>ei der Priifung erzielten Farhung verlcicht dem - 

Verfahren einen weitcrcn grossen Vorteil.

8) Eg kann nicht dest.illiertes Wasser verwendet werden.

9) Das Priif-Papier unterlie.rt keinen klimatischen Einflusscn, kann lange hvgern und 

benotigt zur Aufbewahriing keine Diinkelramnc.
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結ぴ

造林用に供せ・らるべき林木初手は須らく優良强健ならざるべからず。面して優良とは共禀 

性に於て間然する所なきものを副ひ,强健とは活力旺盛にして生理的にも形態的にも缺くる 

ところ無きものを指す〇而して林木稀子に在り、てはGcnotypusとPliiinotypusとの分離に 

根據を缺き 品種の如きも未だ林づ:の匝要なる硏究對照たる今FI未知の種子に對する禀性 

の判定には科學的手段乏しきも 夫れが强建なりや否の檢招に對しては旣に內外學者の是に 

關する硏究勲からす。抑え種子の活力は夫れが生産の瞬間より最:後の發芽に至る迄の期間に 

於て或は生產の動機或は發育,成熟の完否,母:欄より離脫後の環境並に取扱等に因りて著し 

く相違あるものにして 從て種子ー學に於ても發芽生理並に活力の檢兩は重要なる一部門た 

り。 •

本編は•專らは體より離れたる一個の獨立種子に關し 共發芽生理並生活力に及ぼす辭因 

子或は活力保存の問題等を攻究し 更に旣往に於ける發芽力檢出法を批判し 新に胚に對す 

る生命反應を吟味して共應用範囲に及べる’げ驗的硏究に思し,先づ發芽生理に於ては水,温 

度,酸素,光線の外新たに細苗の影縛を調べて アカマツ,クロマツ秘子の發芽生理上微生 

物が将異の關係に在るのが實を認め,人工刺戟に於ては種子の伸眠現象を把え页に林地に於
4 \

ける稚子の活力保存と微生物との關係に及び 新たに硫化加里・を用ふる植子藥劑添加貯藏 

方法を者案するの外種?・の活力您定方法として酬酸加用jTndigocarrnin染色法を試み,還 

•元法種!子鑑定方法を•创案して胚の生命反應を硏究し 足に依りて發芽能力の有無强弱を判 

定すべき根據を決定せり〇

木硏究に於て新たに刪明せられたる小象,創菜せられたる爭項並1 睹の見解等に付主なる 

ものを摘錄すれば凡そ次の如し。

1•林木種子の發芽に對する外的條件中水は液膘の狀態にて發芽床に給し稲子をして是 

に觸れしむべく 共適祁:は床質に依りて多少の灘異あるべきも 筆者考案の土壤毛管 

力を利用せ・る倾床式發芽床等の實驗に徴し凡そ床材料の飽水狀態に對し70 %前後を 

適度となす。

發芽床に給する水の水素イオン濃度と發芽:狀態との關係を ヒノキ,スギ,アカマ 

ツ幣の小粒種子に於て觀るに緩衝液を用ひたる場合には假令pHを?とするも純水 

を用ひたる埸合に比して共發一歩はnら抑kせらるる傾あるを免れず。次に內地に於け

る所渦酸性土地の二三に付是を-發歩床とせる:关玲例に依れば酸度强きに從ひ發芽勢に

於ては稍劣るの傾あるも共M正彼芽:Sは酸度44乃至6.8の範圍に於ては別段の相違

を認めす,此眦更に追求の要あり。アノIカリ性啊に於て發芽を阻止するの點に付ては 

從來の知見と共見解を同ふす。

1.種子の發芽に對する微生物つ影:?に付ては尤められたるもの稀にして邦產林木屈i子に 

k
對しては宾仰にして未だ火例を’知らす。依て咒昔は水中或は林地原野等より土壤或は

初子を介して

Achroinobacter delictsituluin (Jordan) Bergey et al.

Escherichia formica (Omelianski) Bergey et al.

Bacillus mcsentcricus vulgatus 1'liigge—A.

Bacillus mesentericus vulgatus niigge—B.

Bacillus mycoides 1'lugge-

Bacillus prodigiosns Miig毀

Bacillus parvus Neide.

Bacillus subtilis (Ehrenberg) Cohn.

Bacillus megatherimn De Bary.

Bacillus teres Neide.

Micrococcus Havus I^hmann and Neumann.'

Phytoinonas No.-

Sarcina No.1

等の細菌を採集し是・がじノ七 スギ,アカマッ等の針棄樹小粒種子に對する發芽へ

の影響を調べたるに,槪して种!南の缶・は紡「の發牛を抑制するも獨りブカマッ,ク

ロマッ種子に於ては反って

Achromobacter delictatulum.

Bacillus megatherium.

Bacillus mesentcricus 1'liigge—A.

Bacillus mesentericus Fhigge—B.

Brtcillus mycoides.

Bacillus parvus.
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Bacillus prodigioaus.
Bacillus subtilis.
Bacillus teres.
Micrococcus flavus.

等に對する有蘭的取扱ひが共發芽を促すべき傾向ありて,細南に塞く發芽生理上の性 

質に於て異なるものあるの事實を確めたり〇

本性質は從て殺苗を兼ねたる發芽促進劑の效吿に及ぶ<く,實験に徴すればアカマ 

ツ,クロマツ種子に在りては此利!藥剤の使用は幾分好ましからざるものありと認めら 

る〇

1.種子の發芽に對する人工刺戦さしては仰芽:を目的とするものの外 新たに仰眠を目的 

とするものを加へたり。筆若か別に行へる昆蟲卵の孵イ斷止試驗の經驗に基きて 發 

芽床に置ける種子を明界の水溶液を以て扱ひしに 共10 %液は發芽の好條件に:在る 

種子に對して恰も足を催眠ぜしむるが如き作用を認めたり〇木刺俄を去らば容易に覺 

醒發芽す。是亦應用の範附を冇すべし。

1.低溫刺戦と催歩の關係に就ては旣に知見の發表せられたるもの夥しきも,槪して泓潤 

の狀麓に置ぎたる種了-に低温を賊與するもの多し。筆者は曾て吾|國にてUspulun, 
Tillantin等が廣く發資せられたる當時 足を主菠林木種子に,忧みたる結果,發芽促進 

效果の軒iに付てのみ觀れば殊更本劑を使用するの要を認めず,同樣の效果は氷塊を以 

て行ふー芯夜程度の冷却浸・水處理に依て得らるゝことを認めたり。低溫刺戢效果の持 

紐問題に關しては殆んど究め方れたるものあるを［用かす。乍若は曾て就乾狀態に保ち 

たる種子を宕下10°C记三日間匿ぎi木刺戦より開放後の效果持續を檢したるに一日 

乃至二「Iに於ては蓍し浅變化を認V)ざりしも三日以上を經過せば效果減退の傾向を示 

して遂に是を消滅せ・し例あり。尤も源用狀態に於て刺戟を與へたる場合にぼ極めて興 

味ある結果を齎せり。此關係に付ては屬學土井草俊一氏が在學中華:者の實験室に於て 

硏究せられたる成結の發表せ・られたるものあるを以て該論文に就きて觀るを便とす。

卽ちヒノキ,スギ,アカマツ,カラマツ種子に對しては濕潤低温を賦與せる後72時 

間迄の常温放置な験に依れば共時間長きに從ひ愈去效果の蛔大を來せるものありて此 

咪注目に僵す。

L結實の以凶程度に關しては未だ痴勺基準を缺き僅かに槪念的表現を以て行ふに過

ぎす。彼の當年成热期に先立ちて3果片生狀態より熙凶を,思定するが如舌は所,M 
Zapfenauche-lcMJして優凶の本質に觸るゝものに非す。堆苫は結代程度に數的基準を 

與へんがため玆にー私案を捉示止り。卽らSob .ledの收實量算定式に則りて光づー母 

林に標準木1〇〇本を採り足に就送て年々の收實如:を測定し過去十二ケ年間に於け 

る最多並最:少のニケ年を除き他の十ケ年に於ける收實批を平均したるものセ指數!00 
を以て表はし

指數160以上に相當する收實旦ありし年を 興

12〇〜16 〇未滿のものを 稍 理

80～120未滿のものを 並

4〇〜80未滿のものを 稍凶

40 未滿のものを 凶

として數的根據に基く紹f實程庄たらしめんとす。

1,結實の程度に腰凶の來る所以に就ては山來腳あるも試に明治四十五年以降のヒノキ 

杭子結實程度をJI:分布1ば域に於ける十五ヶ所の哀側卫測所以測値に付］!京‘Eせしに結貝 

後或期間を經過したる際状奴の條件特に夏期し;,八ハの弟・温に於て平年に比し島く降 

水蛍少く翌春の開花期亦比較的温賤にして降水拈少き堤合あらば是が開花結實の外的 

誘因たるが如き傾向顯普にして本結果は楚にBadenに於て調赤發安せられたるもの 

と克く 一致し吾國に於て亦カラマツの結代に關し巷間由へらる、ところと符•號するも 

のあり。統計竝に經験に依ればヒノキとクリとは緒代あ史?凶恰も相反するが如き埸合 

多き饵あり。派生的問題とI .て更に攻究の條地を苗す。

1.碰子精選に關してほ風選,比正選法を吟味し後Kに關しては新にアルコ-几選法,石 

熾水選法,布海苔液法等を专案して賞驗例を捆げな〇 〇

1.林地に於ける莉子保生に關しては光づ陽光曝露約!80時間迄の範聞に於て洩るに,プ 

カマッは是を例外’とし,ヒノキ,サハラ,スギ,モミ,トドマツ等は何れも共活力を 

極度に失ふ。乾燥加熱は淋湖加热に比し影沖曜微なるは實驗に徴して亦明らかなり。

是と別個に淸淨なる流水,細菌を祢む溜水及林地浸透液誓の影響に關し殺曲水の夫れ 

と比較するに浸漬720時出陷の・呢I；Iに於て削るも細蘭の存在が活力に融からざる影響 

あるを認めらる。
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べき性質のもの,或は生活力の減版消派に因りてド［に顯はるべき特定の現金を把へざ 

るベからす。植物楝子•の活力鑑定に於て亦然りとす。依て本目的に添はんがため玆ぽ 

金風鹽!inの稀釋液が生細胞に依り還元せられて林子,腫に顯苫なる呈色障を現はすの:'K 
急を把えて共應用神dを追求するに至れり還元法緝定是な〇〇

本方法は尊ら生細胞の速元刀に共妹礎を置くも敢て生命の解説に役立つが如き本質 

に弱るるものに非ざるが故に,植物極「の如く形態隼的,生理學的,生化學的,遺傳 

學的に別個の性質を有し,渕へ人工を以て幾多の刺戟を賦與せ・しむることあるべき千 

強洪別の個に對して 共活力檢定に此辱単-の方法が克く共紬てを解決し得べしと 

なす盜はざるやイを供たざる所なるも,、常態に在る農林同子に對し筒&なる鑑別結果 

が對照たるべぎ發芽が喚或はI冊場・播神航驗の成粘と略符合せば,現今の鑑定技術上優 

に共價値を發揮し得べく骰林圖藝上は勿論一般植物祢子•の活力松定上學咒的にも种益 

する所融からざるものありと信ず。敢て玆に發表する所以なり〇 (終)

生死の限界を識冽せんとせば須らく生細胞に基く反應中生活力の最後の瞬間迄存續す
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109. Vanselow., Rin Kiefernp ovenienzversuch iin LelirwjJd Wil<it：l| des staatlichen Forslauits 

Freiburg i. J：r. Allg. Forst-u. Jagdztg. J14,1938

110. Vcrordnung iiber die EijifiihriHig der Drift n Vcrordnung zur Dur<?hfiilining dor Forsllichcn 

Artgeset^es und der Brsten Anordnung fiir -Anfiihrung die es Gcsetzes in des Ort mark und dem 

Reiclisgau Sudetenland. 29 Nov. 1939

111.Ifeiuberg, IL, Iンine Ubersicht iiber das Provenieiizprublcin bci imsercn wichtigsten Ifolzartcn, 

Kiefer, Fichte, und Birk幻 Meddelel.^er fra <lct Norske Skogforsksvesen. C, 2, (21)1938

112. Schrcibjr, BI・,PflaJizenzlicJitiu g un«i Ba - enforscliung iin Dicn te forstlicher Produktion. 

Wien•人】Jg. Ford-u. Jagdztg. 56 (5) 0) (7).1938

IL_・・ UahJwi/i,11.1., Some new aspects of seed certification. Jour. Fore.-t. 37 (1)1939

114. I Breslau, G・,Zum Aufsatz im " Deutschen Foiswirtn SeliJecLtfonnigkcit und Scliledib

rassigkeitn von Profc^>or Sclanldt. Allg. Forst-u. Jagdztg. 115 1)1939

113. ヽ icent, Gustav., Die Wan«lcHxirkeit dcr Niulelholzsamen ui.d der aus ilmen gezogenen 

PHanzen. Forstw. Centra比1.61(8)1939

11G・ Lauric, M.VThe ;importance of the oiigin of seed in forestry. Forest. 65 (3)1939

117・ しekfron,1>.K・ and Kyrc, F.If.,1 he Release of seeds from Jack Pii4c cones. Jour. Forest.

37 C4j 1939

118. Keen, F.P., Insect chcdhcs of steni forests. U.S. Dep. Agr. Miscclla!；eot：s Publication. 

273.1939

119. Jaro4av, R., Tlie ill e(Teets 〇!, wrong seed source w ill spruce. Bio1.Abtt.13 (1)1939

12〇. Rohnieder, E., Wadisttnnslei. tuugrn dor atis Fain n vci-s(?hi(?dencr Grossenordiiung entstandenen 

Pfhnzcn. Forstw. Centralbl.61(2)1939

121・ Ro]nneder, E. und C'lu-Ytin Clien., Kehnversuche n)it J*idit?nsanien verschicdci.cr komgrosse. 

Forstw. Centralbl. 61(6ノ I939 ノ

122. Rubncr, K・,Beit rag zur Kcnitnis der Fiditenforinen und Ficlitcj^ainen. Tharandt. Forstl. 

Jahrb. 90 (12)1939

123. Holmgren, A., Studien iiber Vererbung von Form und Farbe； bei Zapfen und Samen bei

Kiefer. Zeifc:clir. Weltforstjvlrt. 7 (4)1M0 '

124 AVettstcin, W., Die Priifur.g indivi<lueHer Verscllicdcuhciten bei der Kiefer. I tsch. Forstw 

22 (25/26)1910

12.5• Schmidt,'、.,\Viencr irerbstkonfercuz der Koinmission fiir Forslsnxd^ut und Baumnisseufrage 

(les Inten ationalen Vcrbandes Forstlicher ForsnlH»»g^an4alten. Dtsch .Forstw. 22¢ 103/104)1904

龙6. Sclireiber, M・,Beit rag zur Kcnntnis der forstlichcii und biologisdien Eigcnscliaften einiger

Kliinarassen der curopiiisclicn L：irche (Larix decidua Mill). Centralbl.f. «i. ges, Forstw. 66
C9—11)1910

127.

128.

129.

13〇.

131.

132.

133.

134.

135.

13G.

137.

138­

139.

110.

141.

142.

143.

白件 保美 林木Hi子•の心也及遺蘇性に関する;心板 此休冇休試恢告 1〇,大正ん 

宮下 艸 择柿「の産地と共性宜:mibvzm -122«大正;.

坳柚珂! ー郞 血淸學的蛍白宜鑽別法を以工せる裸孑植物・縁関係 植牝學滞誌369 (31) 

大正6. ,

小.島 均 祁子•植物及双子•紫植州用の血沾席的が絲關係 血湿・當銘419(.35)大正1〇,

寺崎 渡 生艮仙線型式と樹形型式とよりし7:る幽:秋品ゆに駅する臆成 林學會二18, 

大正12. 

林 泰治 九州迎方に於ける抑杉品種に就うて 林伊V?謔.10 (D 昭和S.
植木 秀# 期衅た赤松の岫及鬼炉改如孫时る迅:林上の!&现 水幌高農學術報•西(8) 

昭和3.

今可: 飢ー 個松に闢する岡出 林伊會よ !1C8)昭利E. /

山临 守正 小歩及,び大妇払孙の"素・加里に由する抗版性り巡咒及相叫!i象 史•ぬEA寿 

朶根!(2)昭君I 4. ヽ

保科 忠咧 立科植物根痼細情の血淸"的洩別植物や泓誌519 (44)昭和5.

111111 金治 利!子の比悦上いjir:る福拍杉と大點雨婪り展菜杉及咨杉との關係出ii休 

會報51»昭和5.

佐藤 敬二 シラハタマッの植物邮的硏究特に葉の册削票的性食に就て 東大演a {Mr;1?15, 

昭也I G.

f/ 二,三釘槃例(Iスや,ピノキ・マッ)・敏の形狀比と品柯分れ上の債値

林孚會紐昭和G. 

111111金治 林木秋子の呢地が耗「の形愁發芽处苗木の生艮に及ぼす影び 心混中火硏究所 
林業腳招1〇,昭和6.

淌水 元 秋山ス¥の形愚に關する小项 秋川林叫含料177.昭1|16. 

加藤 春雄 ケ十キとッキとに閭・する一考譽,うやま 昭樹7.

Yamasaki M. Identification of the sexes in dioecious plan.s by testing the resistance to

the toxi^ action of clJoratc.丨1本植物學州我 眼街硏究•議如幕6(3)略种歩.

144. 佐藤 敬二

145. 山本 岫

146. 押川 姉
147. 松前 淸:治

148. 佐々木舜一

149. 高杉 成道

15〇. 野間口兼茜

151. 中山 發郞

152. 松膜 茂樹

松緬川マッに関する僻剖分侦學的硏究 東大演号林報・齿!7J昭和8.

小麥品秋の伯E度E洌の一力法出巣及的焚8 C6)昭和8.

內の浦に於ける杉の品稲と枇林法に就て 研作I1/HII 8.

林木の敏和にUMするー參察 尚江林女12,昭和10.
溉葉杉のMl;就て巡灣の毎林1,II町II11.

木邦大麥莉「の石炭「总硫酸及び帯性加里液處理に依る呈色丞の品利問;!顼・

很業及同奕 !2 CO 昭和12.

林の品柿成刖に就てII本休松血島19 (3)昭;和!2

央栗の就杉東京林友178,昭和!5
II本栗品利jに硼する硏究 竹崎高等殿林嗣校擧術報簡 昭和!6.

母樹の年齢

1.Bussti., Welcben Kinllnss iibt d:is -Alter der AhtterkiMer mil'die NaclikonuHeiis^iaft? Zeitschr.

Forst-u. Jagdw. 56 (5)1921



2. Hausrath, H-, Einfluss des -Alters des Mutterbaums auf den Samen <Ies F.chte. A 11g. For-l-u, 

Jagdztg. 107, 1931

3・ Righter, F.I., A new principle in seed collecting fur Norway pine. Jour. Forest. 30(1) 1932

4・ Busse., Welchtn Einfluss iibt das Alter dcr Mutterkiefer auf die NachkoxnnKnscliaft? ZSeitschr.

Forst-u. Jagdw. 68 (2)1936, 69 (9)193/. - /

5. lUU!金治 ランタイスギ及タイワンス¥の母物々沛の老幼と秋子の形如及發身:カとの關侬

試驗•灿刨孑府中央硏究所林業部接吿12/昭和7.

6. 中村賢太郞•莎野弘 ス・母物の年齢が子苗の開花結實鼓にその生;丄に及ぼす壊皆

東京帝國大學農学部演對林マ剛一25,昭和12.

結實及理子採葉

1. Eberts, A., Samenertnigscrgebnisse der wichtigsten Ilvlzarten Prcusscn ini jalire.1873

2. Kienitz, M., Beobachtungcn liber die Zapfcnmcngc an Kiefer im Winter 1880/1881. Zeitschr. 

Forst-ロ. Jagd\r. 30 (10) 1881

3. Goebel., Wiederkehr der Kieferiiauienjalire in PreiJiseii. Zeitschr. f. Forst-und Jagdw. 80 

(12) 1886.

4・ Cieslar, A., ^pJiorismcn ans <lcm Gebietc der fbrstliehcn F：unenkui:de. III. Die Qualitiit des 

.Fichten^ainens ra^h seiner kige iin Ziipfen. ( entnilbl.f. <1.ges. Forstw.19 (4)1893

5. ScInvapiKicli., Die Sanienproduktion der wichtigslen Wablholzurten in Freiissen. Zcitsclir. f. 

Forst and Jagdw. 24 Q3j 1895

6. Oppnnann, A., Rotbuchen in Daiieiirirk. Ccntralbl.f. <1.ges. I'orstw. 35,1909

7・ !fauch, L.A., Erblichkeit bei Huche und J jche. Ccntralbl. f.(1.gcs. Forstw. 35,1909

8・ Sylven, N・,Uber Selljstbcstaubungsvcrouche mit Kiefer und Fichte. ^1(ddelauden Iran Statens 

Skogsforsoksaiistalt. 24—30 (7ノ I910

9- Zederbauer, E・,Versuchc fiber i/:(livi(luelle Auslese bei Waldhauinen. I. Pinus silvestris. 

Centralbl.f. <1. ges. Forsiw. 38,1912

10. Scliotte, Gutinar., Der Sanienertrag dcr Waldbiiuxne in Schweden in Herbst 1909 u.1913. 

Meddelanden frau Statens Skogsf6r.；dk<anstalt. 7—10.1910—1913

Jl・ Seeger., E n Beit rag zur SaDienproduktion der Waldbatnne GrOfishcrzogturn Baden. Naturw. 

Zeitschr. Forst-u. Ixwxlw. 1913

12・ Wimincnauer., Ilauptergebnisse 10 jaLrigcn forstlicliphunologischen Beobaclitungen in 

Deutschland 1885—1894. Nattirw. Zeitschr. Forst- u. Landw・1913

13. Ixik:u-i. O.J-> Studien liber die Sjimenjahre un<I Altersklassenverhultnisse der Kiefern Wiilder 

auf dem Nord-Pinischen Heidcbodcn. Acta^orstalia Fcnnica- 5,1915

14・ Reuss, II., Aus den Reuss,schen Fichten-Reinzuclitversuchen voin Jalire 1878 auf der Fiirstlich 

Collorcdo-MamisfoLfschcn Dumiine Doritch in Bohnien. Centralbl.f. d. ges. Forstw. 42 

ci 1—12) 1916

15・ Biisgen, M. Ban und Leben unsercr Waldbiiume. 1917

16・ !vakari, O.J., Untersuchungen iiber die Vcijungung-yalire der Fichtenwiildcr in Sud-und 

MittclCnnhnd. Meddelauden fran Statens Skogsforsiiksaiistalt. 4 (1 — 3)1921

17. Fabriciu^, L., Holzirtenziicht(uig. Forstw. Centralbl.44,1922

18・ Schmidt., Bestandcpalter und Samengiite im Kielitensanieiyalire.1921/^22. Zeitschr. Forst-u.

333

Jagdw. 55 (8)1923

19. Lofller, Br., Grandlagen, Anfg ben un<l Ziele cinor forstlichen Ptlanzenzuohtiing. Thnrandt. 

Forst 1.Jnhrb. 74,1923

2〇• Trelease, S.F. n d Trelease, Relation of seed weight to growth an<l variability of

wheat in water cultures. Bot・ GnZ・ 77 (2)1924

21. Busse., Bliiten und Fr ichtbildung ktinnstlich verletzter Kiefern. Forstw. Centralbl.46 (8) 

1924

22. Miinch., Forst]iche irocltziiclitunR. Relit. Forstw. 6.1924

23. Konig., Berieht iiber die Besclvdlung einwnn.lfnicn Saatgutes fiir »lie deutsclie Forstwlrtsdiaft. 

Disch. Forstw. 6,1924

24. v. Lo:ihow. F., Zur forstlichen Iloeliziiehtutig. Dtsch. Foistw. 7,1925

25. v. Pentz., Vervollkonnnungen in tier Gewinnung von Nn(le]liolz-«inen. Zeitschr. For-t-u. 

Jagdw. 58 (4)1926

26. Goatn, Mellstrom., The 1925 forest tree seed crop. BioL Abst.15 (1)1926

27. Trost, C., Ki no Kieferzapfen-Stu<lie. Biol. Ab t.15 (1.192G

28. Busse., Kiefempollenflug un<l foMlichc Saatgnt a-erkenntihg Tharandt. Forstb Jahrb. 77 

C8)1926
29. Lniitenlmch, F., M. tcorologio und Forstwirtsdiaft. AUg. Forst.u. Jagdztg. 103,1927

3〇. Austin, L., A nnv enterprise in forest tree breeding. Jour. Forest. 25 (S)1927

31. Baeli, Friedrich., tHier die kiinatlichc Kreuzung oi ig.'r w'clitiger Appelsojten. C；nrtenbn»iwiss. 

1,1928
32. Morosow, G.F., Die Lehre vom WaldL 1928

33. Kamiah, A. un<l Kawlnh, H., Zur 1'rngc dor Forslpilanzenziichtung. Zeitschr. Forsl-n. 

Jagdw. 59 (1)1929

34. Uber die Keimfahigkeit des Rumens <ler Douglaue. AUg. Forst-u. Jrigdztg. 105,1929

35. Ernst, F., Der Sainonerlrag von Fichtenbestiinden im Jahre 1929/3〇. Forstw. Centralbl. 52 

C10J 1930

36. Eide, Erling., Influence of sinnm.-r temperature on the seed germination of Norway spruce. 

Biol. ACSt.11(5)1931

37. Buase., Einlluss <len Alters der Afutterkiefer auf <lie Nad^oinnieiKclinft. Milteil. Dtwh. 

Dendrolog. Gefell.43,1931

38. Bates, C.G., A new principle in seed collecting for Norway Pine. Jour. Forest. 29 (5)1931

39. Vorkamp(r, Laue., ForatlicLe Snntzucht. AUg. Forst-u. Jagdztg.107,1931

4〇• Mezzarlroli, G. an<l Vafeton, E., The notion of r:l(l：inn on the germination of seeds, ('hem. 

Abst. 25 C7)1931
41・ Righter, F.I., A New Prineip'c in seed Collecting for Norway Pine- Jour. Forest. 30 (1) 

1932
42. Heikinheimo, 〇 , Ueber die Besamtingsiahigkcit <ler \Val«lb；iinne. Coinmnnications ex Imtitiito 

Quaestionum Fore^talium Finl^n<liae. I'.difae 1 * (3)1932

,43. Hessehnim, 11., Einige Beohaehtungen liber <lie|lk'ziehting zwis hen der Sainenpro<hiktion von 

Fichte und Kiefer 11111 der BpTnnivig der Kahlhiebe. Mcddelnuden fran Statens Skogs 

foraoksanrtalt. 27,1932 —1934
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44. Dengler, A., KiinMliche B >tatibungsver.stiche an Kiefer. Zeitsr-hr. Forst-n. Jngdw. G l (9) 

1932

45. AVettstein, W., Zur Frage <lcr Ziichtung von Forstpflanzen. Zeitschr. f. Ziiclitung. Reihu. A.

18 (2/2) 1933

4G. Ufer, M・,Untersucbiingen fiber <lie den Someiiansatz dcr Luzerne beeinfliUBcnden kliniatischen 

Faldoren. Ziichtcr. 5,1933

47. Izintelnic, W., Kiuistli he Herbe仰lining von Fruchtbildiing an \\'al<ll»aninen. Zritschr. Forst-u. 

Jag.iw. 65 (7)1933

48・ Antonio, G. Kodrigirz., Influence of smoke and ethvlene on the fruiting on the pineapple. 

.Chem. A扇t. 20 (G)1934

49. Hniv, Goebe】•, Influence of the reproductive gland liornione on the flower nnd yield of 

Plants. Chem. Ab4. 28 QG)1934

50• Pes<in, L.J., Effec.t of flower pro<h:ction on rate of growth of vegetative shoots of Loii&lenf 

pine. Science. 80 (.2077)1934

•刃•Lar , rirden., On the fruit setting of spruce, its periodicity and relation to temperature and 

preripit ition. Meddolan Ion fran Statens Skogsf6rs6k；nnstalt. 28,1935

52. TU-inohl, Frie.Irich, Fflanzenzuchtun^. Forstw. Cenlralbl.57 (1G)1935

53・ <Joi tz, II., Kiefernziichtung un<l Naturvcrjiingung. Forstl. Rlwh 8 Q2)1935

54. Huilorf, W., Kchnstiinintmg tin<l Keimpflanzenstimmung in ihren Beziehungcn zur Ziichtung. 

Der Zuchter. 1935

55. 11091ey, N.W., Norway Spruce in the - North-Eastcm Uni如1 States. Harvanl Forest. Bnll. 

19,1936

56. Pond, James. D., Girdling for se <1 production. Jour. Forest. 34 (1)1936

57- Miiller, K., Uber die Geschlechtsv.rteilung un<l <len Eintrilt der GeschleclitHreife bei <ler 

Waplkicfer (Pinus ilvestris L・)Zoitschr. Forst-u. Jagdw. 69 (4)1937

58. Littlefi Id, E.W., and Eliason, E.J., Observation on plantation of dunkeld hybri.l larcliin 

New York. Jonr. Foret. 36 (12)1938

59. Rohmeder, E., Die forstliche ril；；fizenziichtiiug. Forst. Centralbl. GO (4)1938

GO. Scam qii, A-, UiK3r Eintritt und Vcrhuif -ler m而nlichen Ki.jferabJiite. Zeitschr. Forst-u. 

Jagdw. 70(め 1938

61.Acatay, A., l-i.tor (lehungou iibor Menge nnd Giitc des Sanienansatzes in vcrschicdenen 

Kronenteilen einheimi^cher Waldlmume. Tliaranclt. Forstl. Jahrb. 89 (5)1938

62- V. V'ettstein,ハ’.,Tr：m、弟rgion und Heterosis bei Poptilug-Kreuzungen. Forstw. Centralbl. 

00 Cl5)1938

G3・ E.J. aal I Feit, C.E., I'he size of Scotch pine cones as related to seed size and

yield. Jonr. Forest. 38 (1)1940

"Deng]er, A., IJber di-« B •fnichttiugsfiihigkcit dor weibjichen Kiefernbliite. Zeitschr. Forst-u. 

Jagdw. 72 Cl) 1940

65. v. Wr-ttsteiu, W., Zur Bliitpiil/o'ogie von Pinus silvestris. Zeitselir. Forst-u. Jngdw. 72 

(12)1940 '

Sw；,rt・,nianzr^zucht uni P血nzimg im Dienste der Leistung踞teigertmg. Zeiteehr- Forst-u. 

J：iRdw. 72 (3,4) 1940

67 佐々木隆次郞 木道,殳梢太に於けるH要休本の牯?t件应 北林會術!S C3)大正9・

68 塞川Ki!任疋ミ出の柏t；|枪決定方法・化林會很!8 C5)大正9.
69 宮下保雄LB果上访生位况を挞にする松和子ーの品宜:£休金M 454,大正9.

70 •氏羽 次郞 皿果带生位授を艮•に<£るエゾマッ及卜,•マッ種子•品宣につうて 北林含TU

20 CD大正1L ゝ

71 安川Cl 111:浙科植物の白3杯和介に関す呂砰究 州!’問;恩竹が業・年粮s~9,昭和6, 3.
72 同 ・祗网子果探 植的皮勤牝I (G),昭利8.

73 叫添元,褂藤ーエゾマッ,アカマツ,卜、•マッの也果及・利子•に關する硏究 北大演耳休硏報

吿昭fil9-

74 松浦作次郞 タイワンヒノキ,ベ=ヒー毬果當包嵌孙子•粒數 咲潛山林花権］〇4,昭和9.

75 灰川文之泡I仙Jの冷沮と心涮轲「・の品宜開建 怀快會忌17(10)昭和10.

76 松浦・侔次郎 挙イワンヒノト,ベニヒ伐採本ノ崙生U;果內の籾于數及發芽败に就て な汎の山林

昭祀10.

77 安ra 即:授けの刺我にxる單比牯果に就ての硏究晌cナス及キ勺Bに阎和の花粉を授粉

せる狂Sおに旣遂實底粘果にみする.号察)九大冷英雜誌7 CI)昭和

78 畏川保雄母樹林に於ける柯「の理凶い採取可能如二就いて束京将林肩報45,昭而均・

79 川中箫一郎,山13V太郎 枇杷の聞花と結’實のN性に就いて 理粟及|司集12Gつ昭和借

80 屋敷純珊 竹內亮,洩劉h紀夫 カラマツ巧の牯’Th烦厢に間する羽存 滿洲お野科武驗林時

經依徳6昭和12.

81. Turn 理用 落％松以’/卜’-’ゝ间勺社要孫1•畑稀,•拈"1凶廉•切に関する," 滿洲林!FT•咼實JBt 

林叶・餓康徳8.

82. 關:1 隆 杉IB果結邸に就いて林曹會報1胸14.

83.安川 L'i折: 如娜］城构加’による人W时冲貝く頹報)植灿部54 C64S)昭和15

84.佐藤 将丿: エゾマ之毬果の’1洗仰に期する-.:,毛の姓 北大演"而究報哲12 (2) 
n诵17.

種子の成熟

1. H2k, Uber die Keimung und Bewertt.ng Kil:fCr,^,lens yh IMnproR、n. Zeitschr.

For4-1). J；ig<|w. 38〔7丿1906
2. Kondo, M., Ghor Nwhreifcund 皿、:刑四 、wr 梱 edpn 晶・ 1聞 k&ner. Rerichte d” Olmra 

Institute fiir landwiH- Eor.-ehungon.1(：])1918

3. Roe, Afterripening : n l genni： ntion of gd ; of Tim Snmbueu； :U1d Ruhu；. Rot. G:iz・ 6S,

:1919 -

4. Pack, Dean., Chemistry of al" -ripening, Renni!lafion nml dglopmsH of Jnnipc-r seeds. 
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